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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　プロローグ





　ボクとアリスはいつも一いつ緒しよ。だって、双ふた子ごだから。


　鏡映うつしの顔、体。だけど、心は全く違ちがう存そん在ざい。


　それはとても不思議で、とても、魅み惑わく的。


　容いれ物は同じなのに、中身が違う。中身が違うと、それはもう違う存在。


　幽ゆう霊れいは好きだ。正直だから。


　人間は嫌きらいだ。内側と外側が伴ともなわないから。


　内側では黒いことを考えているのに、外側では笑え顔がおを浮うかべる。


　ボクとアリスにはどちらも見えているのに。


　それはひどく滑こつ稽けいで。


　本当は、幽霊だって、どうでも良かった。


　アリスが居ればそれでいい。二人でいれば、それで良かった。


　大人の思おも惑わくなんて関係なかった。世界のことなんて、知ったことじゃなかった。


　友達も要いらない。大事なものは、一つあればいい。


　たくさん《大事なもの》を作れば作るほど、一つの価か値ちは下がってしまう。


　リスクと価値の分散。


　そんな行こう為いは、ボクとアリスには不要なものだった。


　ボクにはアリスが居れば、それでいい。アリスにはボクが居れば、それでいい。


　コミュニティなんて要らない。パートナーが居れば、それでいい。


　ボクとアリスはいつも一緒。


　全すべての運命を、二人で一緒に歩む。


　そう、思っていたのに。





　ボクに《王の力》があると判はん明めいし、アリスには《死者から搾さく取しゆする力》しかないと判明し、あの「間引き」が行われた、その日。


　死と悪意が、ボクらを裂さいた。





　　　＊





　ボク……いや、タナトスは半身を失った。同時に、半身を手に入れた。


　タナトスはその日、自分を捨すて、今のタナトスになった。


　……半身は生きていたのに。半身はまだ、生きていたのに。





　人間達は、半身の心しん臓ぞうを、タナトスに移い植しよくした。《王の力》で世界を支し配はいする……ただ、それだけのために。たいそうな御ご託たくを並ならべながらも、結局浅ましい、単なる欲よく望ぼうのために。





　タナトスにとって半身は全すべてだった。しかしタナトスにとっての唯ゆい一いつ無二は、自身の中へと消えた。


　人間達のために《王の力》を使う気なんて、あるわけがなかった。


　タナトスは全ての期待を足あし蹴げにし、自由を手に入れた。


　自由に世界を、生きた。


　もう、なにをしても満たされない世界を、しかし、生きた。生きるしかなかった。


　そして、ある時知った。タナトスと同等の異い質しつを持ちながら、タナトスと対極の対たい応おうを世界から受けている人間……物ぶつ質しつ化か能のう力りよく者しやの少年のことを。





　彼となら二人で世界を変えられると、タナトスは、思ったんだ。　




　　　第一章　欠かけたものの大きさは





　式しき見み蛍けいが死んだ。


　神かん無な鈴りん音ねにとっての片かた想おもいの相手。ユウにとってのパートナー。星ほし川かわ陽よう慈じにとっての親友。篠しの倉くら綾あやにとっての幼おさな馴な染じみ。式見傘さんにとっての大切な兄。そして、私……真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とりにとっての……。


「後こう輩はい……か」


　私は自分の部屋でベッドに腰こし掛かけ、灯あかりもつけぬまま、ダラリと長い髪かみを垂たらし自じ嘲ちよう気味に呟つぶやいていた。


　笑える。私はアイツが居いなくなってもまだ、彼を頑かたくなに後輩と呼よぶのだから。自分の素す直なおじゃなさも、ここまでくると大きな欠点だ。素直になれない女……という意味で、神無鈴音のそれは、可愛かわいいレベルだ。微ほほ笑えましく、好意的に見られる。だけど私のこれは……いったいなんだ。私は、どうして、こんな時まで──


「蛍……蛍……」


　ベッドを殴なぐりつけながら、無む理り矢や理り後輩の名前を呼んでみる。もう、意味はないのに。その名を本人に向かって呼ぶことは、二度とないのに。


　中学時代、彼とは色々あった。後輩は勘かん違ちがいしていたようだが、本当に彼に依い存ぞんしていたのは私だ。私が地元から離はなれた高校に進学したのは、このままでは、私が私じゃなくなると思ったからだ。私は……後輩を、自分から切り離したのだ。


　なのに、アイツは、追いかけてきてくれた。分かっていたんだ、アイツは。私が、ひどく脆もろい人間だということを。後輩と離れた私が、危あやうい状じよう態たいにあることを、ちゃんと察してくれていた。それなのに……私は再さい会かいした時、また彼を、「後輩」と呼んだ。あの時の彼の、少し寂さびしそうな顔が忘わすれられない。


　中学三年の一年間、彼のおかげで、私はそれまでの人生の中で一番楽しい学校生活を送った。アイツと私が揃そろうとなぜだか色んなトラブルに巻まき込こまれがちで、それは楽しいというより大変なことが多い一年だったけれど……でも、充じゆう実じつしていた。私も、彼も。彼は一時期「死にたい」と呟かなくなったし、私も、両親の離り婚こんとか離れた弟のことでうじうじ悩なやまなくなった。


　でも、ある時、気付いた。後輩がクラスメイトから告白されている現げん場ばに遭そう遇ぐうした時……気付いた。私にとって、彼が全すべてになってしまっていることに。後輩が他ほかの誰だれかをパートナーとするという選せん択たく肢しが頭の中に浮うかんだ瞬しゆん間かん、私は、世界が壊こわれたような衝しよう撃げきを受けた。私は、いつの間にか後輩を……恋こい人びとだとか家族だとかいうような生なま易やさしいものじゃなく、私の生活の基き盤ばんに据すえてしまっていた。彼がいないと、私は成り立たなくなっていた。彼がいないと、真儀瑠紗鳥がどういう人物か、分からなくなっていた。


　私は怖こわくなった。その時は、彼は告白をすぐ断ことわったが……。いつまでもそうとは限かぎらないし、なにより、恋人でもない私が彼を拘こう束そくすることは……後輩自身を不幸にしてしまうと、察したから。


　私と後輩はその頃ころ、先輩と後輩という枠わくをとりはらい、ようやくお互たがいを名前で呼び始めていた。お互いの距きよ離りが一気に縮ちぢまり始めた頃だった。だから……引き返すなら、ここしかないと思って。


　私は彼をまた後輩と呼び始め、そして、現あら守かみ高校を受験した。明るくなり始めていた後輩は再ふたたび元の死にたがりに戻もどってしまい、そして……。


　なのにアイツは、私を追いかけてきてくれた。私が後輩と呼んでも、自分も私を先輩と呼び、あの一年をなかったことにして付き合ってくれた。お互いを名前で呼んでいた期間のことを、完全に、なかったことにした。ただただ、私の心を救うためだけに。


　彼のおかげで私は、再び明るい学生生活を送れるようになった。なのに……。


「私は結局……何一つ返せなかったじゃないかっ！」


　苛いら立だち紛まぎれに枕まくらを壁かべに投げつける。すでに涸かれたと思っていた涙なみだが、目から溢あふれていた。


「くそっ……くそっ！」


　ベッドを殴りつける。……後輩が死んでから、すでに十日が経けい過かした。当初は幽ゆう霊れいとなったアイツに会えるものだとばかり思っていたのだが……神無鈴音が言うには、どういうわけか、遺い体たいに彼女が対面した時にはすでに体に霊体は残っていなかったそうだ。成じよう仏ぶつしたのか、それとも……。


　後輩は自殺志し願がん者しやだった。だから、成仏したというのも、分からなくはない。だけど……あの死の状じよう況きようを考えるに、満足いく死だったとはとても思えない。


　そのことが、私の心を余よ計けいにかき乱みだしていた。後輩は、私に会いたくないんじゃないかと……そんなことまで、一週間以上も経たつと考え始めてしまって。


　自分らしくないとは思うものの。後輩がいなくなってしまった今となっては、「真儀瑠紗鳥らしい」ということが、どういうことかも分からない。


　私は息を整えると、落ち着くために外に出ることにした。一人で部屋にいると自じ暴ぼう自じ棄きになってしまう。他人の目があれば、さすがの私といえど暴あばれたりはしないだろう。


　部屋着から外行きの服に着き替がえ、乱れた髪を軽く整えた後、玄げん関かんを出る。


「あ、雨……」


　玄関から出ると激はげしい雨音と共に、湿し気けった空気が肺はいに流れこんで来た。気付けば、屋内でも充じゆう分ぶん察知できるほどの雨量である。……自分にいかに余よ裕ゆうがなかったのかが分かり、嘆たん息そくする。それじゃなくても、雨は憂ゆう鬱うつだった。後輩は、雨の日に死んだから。腹はらを刺さされ、何時間も雨の中に放置されて、死んだから。雨を見るとどうしても、彼が寂しげに……そして苦しげに雨の中でうずくまり体温を失っていく姿すがたが連想されてしまう。


「っぅ」


　私は思わずその場にしゃがみこむ。玄関前のひさしで濡ぬれることはなかったが、しかし、異い様ように寒かった。夏のジメジメした空気の中だというのに……ひどく寒くて、体を抱かかえこむ。


　駄だ目めだった。どう気分転てん換かんをしようとしたところで……後輩の死を忘れるなんて、できるはずがなかった。食事も喉のどを通らないという現象は、本当に起こるんだなと、ここ一週間で私は初めて知った。悲ひ劇げきのヒロインを気取っているわけじゃない。自分でもどうしようもないのだ。《他のことを考えよう》とする時点で、もうすでに心がいびつだ。


　私などまだいい方だ。神無鈴音なんて、後輩の死から三日間、まるっきり眠ねむりも食事もせず、ついには倒たおれて病院に運ばれた。今でこそ体力を回かい復ふくして、私達に迷めい惑わくかけまいとする気持ちからかどうにか通つう常じよう生活をこなしているようだが……私と同様、眼めの下の隈くまはいつまでも消えなかった。


　傘ちゃんもひどい状態だった。元々の怪け我がのこともあり、せっかく退たい院いんしたにもかかわらず、彼女は再さい入院となった。目に見えて体に異変があったわけではないが、この状じよう態たいでの自じ宅たく療りよう養ようはさすがに無理があるという医い師しの判はん断だんらしい。彼女は現げん在ざいも病院のベッドの上だった。


　その点、ユウはしっかりしているようだ。私にはあいにく見えないのだが。もちろん、精せい神しん状態はひどいようだが、私たちと違ちがって食べたり寝たりしなくても問題ない体だ。幽霊の健康を心配するのも変だが、体に問題はないようだった。


　篠倉綾も星川陽慈も似にたようなものだが、神無に比くらべれば、彼らは幾いく分ぶん気き丈じようだった。他がひどい状態のせいで、逆ぎやくに、自分達がしっかりしなければと考えているのかもしれない。


　体を抱え込み、顔を膝ひざに押おし付けて目を瞑つむりながら、どうにか心を安定させていく。後輩以外のことを、なるべく考えるようにする。


　……そう。後輩以外……。しかし、その思考も、あまり良い方向には向かわなかった。


　なぜなら……日ひ向なた耀あかる。彼女に思考が向いてしまったから。彼女もまた、あの日亡なくなった。彼女の場合は病気だったが。後輩が刺される少し前に、病院で息を引き取ったらしい。耀の病気のことなんてまるで知らなかった私達は、二重の衝しよう撃げきを受けることとなった。


　しかしまあ、冷たい話かもしれないが、耀の死は、周囲のメンバーに後輩の一いつ件けんほどのショックを与あたえなかった。私以外は知り合ってから一週間ほどというのもあったし、後輩のように刺されて殺されたという死に方ではなく、先天性せいの病気による死し亡ぼうだったから。……とはいえ、私にとっては自分を慕したってくれた可愛かわいい後輩であり、かなりまいっていた。


　二人の死には関連があるのではないかとも私達は考えたが、結局はよく分からなかった。あれから姿を消したヘルメス……いや、タナトスも気になったが、やはり事件の真相は分からない。


　……正直、深く考える気力さえ無かったのだ。私も、神無鈴音も、他の人間も。唯ゆい一いつ冷静そうな神無深しん螺らはパーティからいつの間にか消えていた。神無鈴音が後日神無家に連れん絡らくをとったところ、彼女は悪あく霊りよう退たい治じに追われているとのことだった。後輩が死んだことに何も反はん応のうしない姉に神無はまた失望していたようだが……私にはなんとなく、神無深螺の行動が不自然に感じられた。彼女は妹を最さい優ゆう先せんする人間だったはずだが……妹のそばにおらず、悪霊退治を優先するのには、なにか、大きな理由がある気がしたのだ。……まあ、結局それもよく分からないのだけれど。


「……ふぅ」


　どうにか、心が落ち着いてくる。周囲の人間のことを考えると、私がしっかりしなくてはいけないという気持ちが湧わいてくる。とりあえず、巫女みこ娘むすめの様子でも見に行くかと考え、顔を上げ、立ち上がった。──と、


「ナァオ」


「？」


　気付くと、自分の足元に黒くろ猫ねこが居いた。うちの玄関で雨宿りでもしていたのだろうか。首輪がないことからどうも野の良らのようだが、そのわりには毛け並なみが綺き麗れいに整っており、どこかアンバランスな猫だった。その黒猫が、私を見上げてもう一度「ナァオ」と鳴く。私は再度しゃがみ、猫に手を伸のばした。引っ搔かかれるのを警けい戒かいしたものの、意外なことに、猫はすんなりと私の手を受け容いれた。頭に手を置くと、気持ち良さそうに目を細める。


「人懐なつっこいヤツだな、お前」


「ナァ」


「……ふふっ」


　いつの間にか、私は笑っていた。自分の笑い声に、自分で驚おどろく。……黒猫の肌はだ触ざわりのいい頭を撫なでていると、心がとても落ち着いた。ペットとの触ふれ合いは人をリラックスさせると言うが、この黒猫は特にだった。どういうわけか、まるで昔から飼かっていた猫ででもあるかのように、私の心を落ち着かせてくれるのだ。


　私はしばし無心に猫を撫でた後、微び笑しようして声をかけてみる。


「お前……野良か？」


　私の問いに、「ミャッ」という歯切れのいい返事。勝手に肯こう定ていと受け取り、微ほほ笑えむ。


「そうかそうか。……親とか恋こい人びととか、居ないのか？」


「……ナァ」


　心なしか寂さびしそうな声だったので、孤こ独どくな一いつ匹ぴき狼おおかみならぬ、一匹猫なのだと勝手に判はん断だん。


「そっか。じゃあ……。……お前、後こう輩はいの代わりに、私のペットになるか？」


「……ミァ！」


　ぴょんと私の胸むな元もとに飛び込んでくる黒猫。その行動はまるで本当に私の言葉が分かっているかのようで、私は、思わず「ははっ」と笑った。


　胸むねに猫を抱だいて、一いつ旦たん、家の中に戻ることにする。……こんなことで後輩の居なくなった穴あなを埋うめられるだなんて、思ってはいないけれど。それでも……それでも、ちょっとだけ私を……いや、私達の心を、修しゆう復ふくしてくれる気がした。


　腕うでの中に感じる猫の体温と重みから「命」を感じる。……少しだけ、涙なみだが出た。
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「せやぁぁぁぁぁぁぁあ！」


　その女性が異い形ぎようの化ばけ物ものに上空から踵かかと落おとしを決めた時、私、神かん無な家新人お手伝い雨あま森もり沙さ里りは、洗せん濯たく籠かごを抱かかえながら、だらしなくぽかんと口を開いていた。


　化物……巨きよ大だいな眼がん球きゆうのようなソレは、空中で不意に絶ぜつ大だいな威い力りよくの踵落としを食らい、まるで漫まん画がのように、地面に高速で叩たたきつけられた。ずどぉんと地鳴りがして、神無家の庭に土つち煙ぼこりが舞まう。


「こほっ、こほっ」


　洗濯物が汚よごれるといけないと思い、籠をかばうように抱え込こむ。目と口に砂すなが入ってきて、思わずむせた。そうしていると、どこからか女性の声が聴きこえてくる。


「大だい丈じよう夫ぶ？　ごめんね、力加か減げん、まだ分からなくて」


　目が開けられなかったため、その声に、「だ、大丈夫です」とだけ返す。しばしして土煙がやむと、私は、そぉっと目を開いた。……そして、目の前の光景に、危あやうく身を挺ていして守った洗濯籠を落としそうになる。


　そこには、クレーターができていた。庭に直径五メートルほどの円形の穴あなができている。その中心点には、ピクリとも動かなくなった目玉の化物。そして……穴の脇わきに、頭をぽりぽりと搔かいて気まずそうにしている女性がいた。


　綺き麗れいな女性だった。長い漆しつ黒こくのなめらかな髪かみに、ジーンズとＴシャツという簡かん素そな服ふく装そう。そして豊ゆたかなボディライン。顔はキリっと引き締しまり、女性なのに「カッコイイ」という印象を抱いだかせる。かといって男性的というわけではなく、例えるならそれは宝たから塚づかの男役のようなものだ。美人は美人。でも、カッコイイ。つまり……女が惚ほれる女という感じ。


　私、雨森沙里も例に漏もれず、彼女の姿すがたに見み惚とれてしまう。自身が、十八にもなるのに子こ供どもっぽい……身長が低く体に凹おう凸とつもない。髪形もショートカットで着ているものはあろうことか割かつ烹ぽう着ぎといういでたちだから、余よ計けいにかもしれない。ポーッとしていると、彼女は、こちらを見てニコッと微笑んだ。ドキンと、心しん臓ぞうが跳はね上がる。


　女性は私の前まで軽い足取りで走ってくると、もう一度、訊たずねてきた。





[image: ]


「大丈夫？」


「あ、え、はい。でも……あの、その、アレは……」


　視し線せんを目玉の化物にやる。女性もそちらに視線をやると、「ああ」と苦笑した。


「物ぶつ質しつ化した霊よ」


「ぶっしつ……れい？」


「あ、まだメジャーじゃないよね。神無家でも、さすがにお手伝いさんまでは知らないか……。ううん……そうね、実体化した幽ゆう霊れい、とでも言うのかしら」


「え？　そんなの……いるんですか？」


　私が訊ね返すと、一いつ瞬しゆん彼女は複ふく雑ざつそうな顔をしたものの、すぐに言葉を続けてきた。


「いるっていうか、現あらわれたっていうか。最近発生したのよね。……私達は《マテリアルゴースト》って呼よんでるけど」


「マテリアルゴースト……」


「物質化した霊の総そう称しようよ。元は悪あく霊りようが多いんだけどね。彼らは実体化している上、その能のう力りよくは霊力やイメージに比ひ例れいするという、文字通りの化物。しかも一いつ般ぱん人にも視認されるっていうんだから……モンスターよね、モンスター。幽霊、幽かすかな霊って書くけど、もう、幽かじゃないわよね、これじゃあ」


　女性は嘆たん息そくする。私はそれを聞いて、もう一度目玉の悪霊を見る。……私が洗濯物を干ほそうと庭にやってきたら、突とつ然ぜん空からやってきた、化物。それは、怖こわい。だけど……。


　私は洗濯籠をぎゅっと抱きしめ、意を決して、口を開いた。


「化物のことは分かりました。……でも……」


「でも？」


「その『化物』を一いつ蹴しゆうしてしまう貴女あなたは、いったい……」


「……んー」


　女性は顎あごに手をやる。そうして、私の少し怯おびえた視線に気付くと、気弱げに苦笑した。


「ああ、警けい戒かいしないでいいよ。一いち応おう、神無家の関係者だから」


「はぁ。……霊能力者さんですか？　だから悪霊を簡単に倒たおせるんですか？」


「いや、ちょっと違ちがうんだけど……。っていうか、さっきの動きや蹴けりの威い力りよくは、普ふ通つうに、物理的なものだよ。ホント、力でねじ伏ふせただけ。……まあ、つまりね。分かりやすく言うと、ね。私も……化物ってことなのよ」


　女性は悲しげな顔でそう告げる。私は慌あわてて「い、いえ」と首を振ふった。


「そ、そんなっ！　化物だなんて、そんなことは……」


「ああ、ごめんなさい。化物っていう言い方は卑ひ下げしすぎだったわね。つまりね。私は……あの目玉と同じだっていうことを言いたかったの」


「同じ？」


「うん、つまりね、私は……」


　女性は数歩前に歩くと、くるりとこちらを振り返り、どこか、寂さびしげに微笑む。





「私は……私もまた、マテリアルゴースト、なのよ」





　それが……私、雨森沙里と、「神無深しん螺らの相あい棒ぼうたるマテリアルゴースト」、水み月づき鏡きよう花かとの出で逢あいだった。
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　蛍けいが死んだ。私、神かん無な鈴りん音ねにとってのクラスメイト……ううん、初はつ恋こいの人が、十日前に、死んだ。


　ショックを受けた……のだろうか。よく、分からない。自分でも意外だったけど、喚わめいたり錯さく乱らんしたりは、しなかった。……どう反はん応のうしていいのか、分からなかったのだ。あまりに、当たり前のように在あると思っていたものが、無くなったから。


《朝起きたら、右手が消えていた》


　そんな感じ。まず、どう対たい処しよしたものか分からない。無くなったからといって、人生がそこで終わるわけじゃないし、多少違い和わ感はあっても、生活はできる。だけど……無い。圧あつ倒とう的に、無い。取り返しもつかない。義ぎ手しゆをつけても、それは、やっぱりニセモノで。空くう虚きよを埋うめることはできても、元に戻もどすことはできなくて。だから……。


「ホタル、ですか？」


「ああ、ホタル。あからさまなネーミングでアレかもしれんが、私達にはこれぐらいで丁ちよう度どいいだろう？　まあ、オスにつける名前としては、少し貧ひん弱じやくだが」


　真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱいがホタルという名の黒くろ猫ねこを連れてきた時、私は、「ああ、この人も、空虚を埋めずにはいられないんだな」と悟さとった。


　今日、私はユウさんと自分の部屋でゆったりと過すごしていた。蛍が死んだ以い降こうも、ユウさんは意固地になって蛍の部屋に留とどまり続けていたが、私が倒れて入院してしまってからは、私もユウさんもお互たがい一人でいるべきではないと気付き、今は私の家で一いつ緒しよに暮くらしている。おかげで、二人ともだいぶ元気になった。……と言っても空から元気なんだけど。


　そう、空元気ということでは、この目の前に立っている先輩に敵かなう者はいないのではなかろうか。真儀瑠紗さ鳥とり先輩。容よう姿し端たん麗れいで大だい胆たん不ふ敵てき、そして……本当は誰だれよりも優やさしく繊せん細さいな、私達の先輩。蛍にとっては、中学時代から先輩だった人。


　チャイムを連打する音が聴きこえて、何事かと思って出てみると、この人が居いた。ユウさんは部屋で待機中だ。


　玄げん関かん前で、先輩がキャリーバッグから黒猫……ホタルを出す。首輪も何もつけていなかったため、逃にげるのじゃないかと私は一いつ瞬しゆん慌てたが、ホタルは大人おとなしくその場に留まり、「みあ」と一声、私に挨あい拶さつするかのように鳴いた。


　私がしゃがみこみ、「よしよし、いい子だね」と久ひさ々びさの笑え顔がおで頭を撫なでると、ホタルは目を気持ち良さそうに細める。……なぜだろう。ホタルの頭を撫でていると、その温かさに、少しだけ、目め尻じりに涙なみだが浮うかんだ。


　その光景を満足そうに見守っていた先輩が、ゆっくりと口を開く。


「うちの玄関で拾ひろった子なんだがな。……その、拾ったはいいものの、私はペットなんか飼かったことないから、どうしたらいいか分からなくてな。それで巫女みこ娘むすめに頼たよりに来たわけだが……その様子だと、扱あつかいには慣なれていそうだな？」


「あ、はい。実家の方で、猫を飼っていたことありますから。……でも先輩。飼ったことないと言う割わりに、キャリーバッグなんてよく持っていましたね？」


「ん？　ああ、いや、これは近くのホームセンターで慌てて買って来たんだよ。ホタル、見ての通り大人しくて頭がいい猫だから、私が歩くとちゃんとついてきてはくれるんだがな。さすがに、ここまで来る電車にこのまま乗るわけにもいかないだろう？」


「ああ、なるほど……」


　そう言いながら、私はホタルを「おいで」と抱だき、そして、立ち上がる。


「で、この子をうちで飼ってほしいということですか？」


「いや。私が自分で拾った猫だしな。私が飼おうと思うのだが……。……実じつ際さい、私なんかが飼うより、巫女娘が飼った方がいいかも──」


　私の胸むねに抱かれたホタルを見て真儀瑠先輩がそう言いかけた時だった。ホタルは急にぴょんと私の胸から先輩の方へと跳ちよう躍やくした。真儀瑠先輩は慌あわてて「おっと」とホタルをキャッチする。顔を見合わせる私達。そうして……先輩は、苦く笑しようした。


「やっぱり、私が自分で飼うよ」


「そうですね。それが、いいみたいです」


　二人で少し笑いあう。


「まあ、私が飼うには飼うが、ホタルは、帰き宅たく部ぶ皆みんなのペットというか、マスコットにしたいんだ。どうだろう？　これから、コイツの生活に必要なものを買いに行きたいんだが……久々に皆で集まって、買い物しないか？」


　先輩が私にそんな提てい案あんをしてくる。……やっぱりこの人は、凄すごい人だ。自分だって……蛍の死でとてもショックを受けているだろうに。こんな時でさえ、皆を気き遣づかえる強さを持っている。弱い部分があることも知っているけれど……それでも、強さを前面に出せる人。空元気を極きわめた先輩。……蛍が惹ひかれた理由が、よく分かる。


「いいですね、それ。じゃあ、皆さんに電話してみましょう」


　私は笑顔でそう答え、早さつ速そく、帰宅部のメンバーを集めるために動き始めるのだった。……空元気、蛍の代わり、大いに結けつ構こうじゃない。それぐらいしないと……私達の心は、いつまでも軋きしんでしまうのだから。
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　全員が集まったのは、先輩が来てから三十分後のことだった。住んでいる地ち域いきがばらけているわりには素す早ばやい集合だった。……大方、皆、なにをするでもなく、家でボンヤリしていたからだろう。蛍の死以降、全員、家にこもりがちだ。


　だから、こうして騒さわがしい街の駅に集まると、なんだか、意味も分からず涙がこみ上げてきた。私だけではない。皆、そうだった。


　……おそらく、「いつもの自分達」の中に、蛍が居ないことが、強調されたからだろう。こういうイベントに……私、先輩、ユウさん、妹さん、篠しの倉くらさん、星ほし川かわさんが集まっているというのに、蛍……式しき見み蛍が居ないというのは、ありえない光景だった。


　しかし、さすがにいつまでも湿しめっぽくしてはいられない。先輩もそう考えたのか、全員が集まると、途と端たんに彼女は元気に声を上げた。


「うむ！　今日みんなに集まってもらったのは、他ほかでもない！」


　先輩の言葉に、星川さんが、ゴシゴシと涙を拭ぬぐい、笑いかける。


「大おお袈げ裟さに宣せん言げんするわりには、実じつ際さい、ペットショップに皆で遊びに行こうっていう、ただそれだけなんだよな……」


「そこうるさい！　モチベーションを下げるような発言をした場合、罰ばつ金きん六兆円だぞ！」


「高っ！　そんな簡かん単たんに国家予算単位を動かすなよ！」


「あ、あははー」


　先輩と星川さんのやりとりに、篠倉さんがいつものように笑う。


「真儀瑠さん、相変わらずオーボーだねー」


「アヤよ……。最近の世の男は、多少横おう暴ぼうなぐらいの女性を好むものなのだぞ」


「そ、そうなの？」


「うむ。『あははー』と笑っているだけでモテる時代は、とうに終わりを告げたのだ」


「私の時代、謳おう歌かする前に終わった！」


「今の主流は、私のような横暴系けいだ。ほら、見てみろ。陽よう慈じなんて、私をさっきから熱い視し線せんで見つめているじゃないか」


　真儀瑠先輩の言葉に、星川さんが「それは熱い『怒いかり』の感かん情じようからだ！」と叫さけぶ。


　──と、私の隣となりにいたユウさんが、「じゃあ私、今旬しゆんだよね！　横暴系だもんね！」と私に声をかけて来た。……このユウさんもまた、空元気の名人かもしれない。蛍が死んでからのこともそうだけど、それ以前から、自分の境きよう遇ぐうのことで悩なやみながらも、常つねに元気に振ふる舞まっていたから。いつも不思議に思う。この、華きや奢しやで可愛かわいらしい体のどこから、そんな力が湧わいてくるのだろうと。


　私がボンヤリとユウさんの顔を見てしまっていると、彼女は不満そうに「鈴音さん、早く」と言ってきた。……真儀瑠先輩には幽ゆう霊れいが見えない。だから、私に通つう訳やくしろということなのだろう。私は一つ嘆たん息そくして、ユウさんの台詞せりふをそのまま先輩に告げた。


「む。確たしかに。今まで気付かなかったが、ユウの後輩に対する理り不ふ尽じんさは、いくらか、私に通ずるものがあったな。だが、しかし、所しよ詮せんは二番煎せんじ。後輩はユウの中に私の影かげを追い求めたに過すぎないのだ！　ビバ、私！　時代は、今や『真儀瑠紗鳥系』なのだ！」


　ぐっと拳こぶしを天に掲かかげる真儀瑠先輩。ユウさんが、「結局自分一番なんじゃん！」と怒おこっていた。……と、今度は妹さん……蛍の妹さんである傘さんちゃんが、私に向かって「でも、妹という立場もかなり破は壊かい力あると思いますけど？」と発言してきた。


　式見傘。この子は……ある意味、一番心にダメージを受けているかもしれない。大事な家族の死というのは、私達にとっての蛍の死とは、また別の喪そう失しつ感があるだろう。しかし彼女もまた、強い子だった。今もこうして私達に付き合ってくれているのだから。


　ちなみに、この場にいる彼女もまた、霊体である。幽体離り脱だつというやつだ。そのため、やはり先輩には見えない。私は彼女の台詞も通訳した。先輩が唸うなる。


「むむ……それは、確かに。しかし、本当に力があるのは、『血の繫つながらない』妹だ。実の妹では、どうにもなるまい。そこに恋れん愛あい感情は発生しないのだからな」


「……『ムキィー！』と、妹さんが地じ団だん太だを踏ふんでいます」


「勝負にさえならなかったな」


　先輩は不ふ敵てきに微ほほ笑えむ。……いつもの帰き宅たく部ぶだった。……上うわ辺べだけは。


　会話が途切れるのが怖こわいかのように、星川さんが、「け、結局、これ、何の話だったっけ？」と話を振ふってきた。先輩はすぐにそれに乗る。


「そうそう、ホタルの生活用品買出しに行こうという話だ」


「……脱線に脱線を重ねたな……」


「じゃあ、そろそろ行こうか」


　先輩はそう言ってホタルの入ったキャリーバッグを持ち直した。前面の格こう子しから、篠倉さんが覗のぞき込こむ。そして、「ホタル……か」と、泣き笑いのような表情で呟つぶやいた。


　先輩は「ほら、行くぞ」と促うながすと、前を歩き始めた。先輩の後に私達は続いていくも……どこか全員、足取りが重いのが分かる。この企き画かくに乗り気じゃないというわけでもないだろうけど。さすがに足取り軽くスキップとまではいかない。


　ペットショップまでは、最さい低てい限げん、道のりに関する会話や、ホタルに関するちょっとした雑ざつ談だんぐらいしかしなかった。騒さわぐこともできないわけじゃないけど、しかし、駅での会話のように、それも結局虚むなしく終わってしまう気がした。


　ペットショップに到とう着ちやくし、自動ドアを抜ぬけて店内に入ると、清せい潔けつなケージや水すい槽そうの中で様々な動物が愛あい想そをふりまいていた。篠倉さんは動物好きなのか、目を輝かがやかせて一足先に店内を回り始める。星川さんも、動物は好きらしい。兎うさぎをジッと見つめていた。


　ユウさんや妹さんはさっさと勝手に店内を回り始めてしまった。それを報ほう告こくすると、真儀瑠先輩は嘆たん息そくこそしていたけど、どこか嬉うれしそうだった。皆みんなが活動的なのはいいことだと考えているのだろう。やはり、優やさしい先輩だった。


　結局、先輩と私だけでペット用品の区画を回り始める。


「首輪、これがいいです！」


　私がそう言って手に取ったのは、ピンクの可愛らしいものだった。対して先輩は、グレーのシックな首輪を選ぶ。お互たがいの趣しゆ味みが完全に出ていたけど、最終的に、ホタルが蛍のイメージであることを考こう慮りよすると、ピンクよりグレーだろうという結けつ論ろんに至いたった。私はとても残念だったけど、心なしか、ホタルはホッとしたように「みゃあ」と、妙みように人間味溢あふれる、溜ため息のような鳴き声を発した。……ピンク、可愛いのに……。


　首輪以外には、室内用のトイレ、エサ（ネコ缶かんと、ドライフード）、ブラシ、ネコ用シャンプー等々を調達した。買い物カゴは、すぐに一いつ杯ぱいになった。


　それにしても……本当にこうして日にち常じようを過すごしていると、つい、そばに蛍の姿すがたを探さがしてしまう。気付くと、私はポツリと呟いていた。


「……大事なものは、失って初めて気付く……か」


　私の言葉に先輩が振り返る。そして、寂さびしそうな笑顔。それでも私は続けてしまう。


「ホント……人のことを好きになるって……痛いたい、ですね」


　私はぎゅっと目を瞑つむる。……私は、もう、周囲に対して、蛍に対する自分の気持ちを隠かくそうとはしていなかった。私は式見蛍を好きだった……いや、今でも好きだと、公言している。病院のベッドの上で、私は皆に感情を吐と露ろした。……それは、やはり、代だい替たい行こう為いでしかなかったのだけれど。最後まで蛍に言えなかったことを、代わりに、周囲に吐はき出しただけなのだけれど。


　私の顔を見ながら、真儀瑠先輩は複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようをしていた。おそらく、蛍に対する自分の態たい度どのことを考えているのだろう。今なら分かる。この人は、私以上に、ずっと、素す直なおになれなくて苦しんでいる人なんだ。蛍が死んでしまった今になってさえも、感情を吐露できない、不器用な人。


「み」


　キャリーバッグの中から、ホタルがジッと先輩を見ていた。……やはり不思議な子だ。人の気持ちに敏びん感かんに反はん応のうしているように見える。単たん純じゆんにつけられた名前だったけど、しかし、本当にぴったりだったかもしれない。


　先輩はしんみりした空気を打開するためか、私に新たな話題を持ちかけてきた。


「そういえば、耀あかるの病死と後輩の死の関係について、なにか分かったか？」


　その質しつ問もんに、私は表情を引き締しめ、首を横に振る。


「あまりにあんまりな偶ぐう然ぜんなんで、何も無いとは思えないのですけど……」


「後輩を刺さした人間もまだ見つかってないらしいが……タナトスはどうなんだ？」


「それについても、進しん展てんなしです。彼はあれ以い降こう、ぱったり消えてしまいました。怪あやしいと言っても、私達の勝手な憶おく測そくなんで、警けい察さつに言うのも躊躇ためらわれますしね」


「お姉さんは何か言って来てないのか？」


　真儀瑠先輩のその質問に、私は「それが……」と表情を曇くもらせる。


「あのパーティ以降、本当にほとんど連れん絡らくとれないんですよね……。たまに電話で話しても、いつも急いでいる印象だし、その上、ちょっと私を避さけているフシさえあるんです」


「どういうことだ？」


「分かりません。仕事が忙いそがしいとは言っていましたが……。もしかしたら、本家の方で何かあったのかもしれません」


「タナトスのことじゃないか？」


「そうかもしれませんけど……タナトス関連だとしたら、少なくとも、私への事情説明ぐらいはあってもいいんじゃないかと……」


「むぅ……。私達が停てい滞たいしている間だって、世界は回っているということか。後輩が死んでから、私達は少なからず世間から置き去りにされているみたいだな」


「……ですね。でも……まだちょっと、完全復ふつ帰きというのは……」


　私はそのまま、俯うつむいてしまった。……結局いつも、話題は蛍に落ち着いてしまう。


　先輩は嘆息すると、レジに向かい、清算を済すませる。私も半分出すと申し出たが、彼女はそれを断ことわった。拾ったのは私だから、と。


　清せい算さんを終えた先輩と共に、店内に散らばってしまった皆を探す。ユウさんと妹さんは騒いでいたため、すぐに見つかった。篠倉さんはというとテンション高く「あのチワワ、凄すごく可愛かわいいです！　可愛いです！」と自分の方からこちらに寄よって来て、私と先輩を辟へき易えきさせた。……私達は篠倉さんを無む理り矢や理り引き摺ずりながら、星川さんを探す。意外なことに、彼は最初に別れた兎うさぎのケージの前で、未いまだにジッとしていた。


「おーい、陽──」


　と先輩が声を掛かけかけて、しかし、途と中ちゆうで止まる。私達も同様にぴたりと止まった。


　星川さんは、視し線せんこそ兎にやっているものの、何か考え込むように険けわしい顔をしていた。普ふ段だん元気で快かい活かつな人だけに、それはとても奇き妙みようで。真儀瑠先輩でさえ、声を掛けるのを躊躇ためらってしまうほどだった。


　しばしその様子を窺うかがっていると、星川さんはふとこちらに気付き、今までの雰ふん囲い気きをかき消して「ああ」と苦く笑しようし、近付いてくる。そうして先輩の持っていた紙かみ袋ぶくろを実に自然に自分が持つ。……いつもの星川さんだった。爽さわやかな、星川陽慈さん。


　蛍のことでも考えていたのかな？　とは思うものの、どうも、彼の表情はそれとも違ちがったように思えた。悲しいことを思い浮うかべているというより……何か、解とけない問題を必死に解こうとするかのような、頭を回転させている印象の表情。


　少し躊躇った様子を見せた後、先輩は、意を決したように訊たずねた。


「陽慈。……その、どうかしたのか？」


「ん？　どうかって？」


　真儀瑠先輩の質問に、星川さんは首を傾かしげる。


「いや……なんか、考え込んでいたみたいだから」


「あ、ああ。なんだ、見られていたのか」


「後輩のことか？」


「や、それは違うよ。二日前に……。あ、いやまあ、気にすんな。個こ人じん的なことだから」


　星川さんは話題を逸そらすようにそんなことを言って、紙袋を大きく振ふりながら歩き始めてしまう。私達は顔を見合わせたものの、深く突つっ込んでも仕方ないので、意い識しきを切り替かえて彼の後ろを歩き出した。……なんだったのだろう？


　少し歩くと、小学校低学年くらいの女の子とその両親らしき家族が、店員さんにケージからトイプードルを出してもらっていた。店員が抱かかえるその犬の頭に、おそるおそる手を伸のばす女の子。


　私達はその様子を微ほほ笑えましく見守りながら、隣となりを通つう過か──


　唐とう突とつに、背せ筋すじに悪お寒かんが走る！


「危あぶない！」


　私はとにかく叫さけび、犬に手を伸ばす少女を、引き離はなすように抱だきかかえる。自分でも何がなんだか分からないけど、とにかく、今、《この犬に向かって何かが入っていった》！


　突然で、周囲から見たら奇行でしかない私の行動に周囲の人間達は呆ぼう然ぜんとしていたが、次の瞬しゆん間かん、その行動の意味が伝わる。


「ぐる、ぐるるるるるるるるるるぅ」


「なっ！」


　店員さんの腕うでから勢いきおい良く飛び出し、牙きばを剝むき出しにするトイプードル。口からは唾だ液えきをダラダラと流し、表ひよう情じようは憎ぞう悪おに満ちている。……今までの愛らしい雰ふん囲い気きが完全に吹ふきとんでいた。


　全員、何が起こっているのか分からず、ただただ、止まる。しかし、私は一人、必死な表情で叫んだ。


「危ないです！　皆みなさん、逃にげて下さい！」


　私にも何が起こっているのかは分からない。しかし、一つだけ分かることは、この事象に「霊れい的てきな何か」が関かん与よしているということだ。だから避ひ難なんを促うながしているのだが……当然、そんなことは誰だれにも分かるはずがない。皆、止まったままだった。


　当然、先輩も。しかしそれがまずかった。


　トイプードルは突とつ如じよとして真儀瑠先輩に狙ねらいを定めると、強く床ゆかを蹴けって飛び掛かっていく！　避よけることなどできない。人間の反はん応のう速度で、かわせる状じよう況きようじゃなかった。先輩は恐きよう怖ふに怯おびえるように、ぎゅっと目を瞑つむる。私達も、とてもじゃないけど対たい処しよできない！　が、次の瞬間、先輩が右手に持っていたホタルのキャリーバッグが激はげしく揺ゆれて、それが、丁度飛び掛かって来ようとしていたトイプードルを遮さえぎる。


「きゃん！」


　かなりの速度でキャリーバッグに衝しよう突とつしたトイプードルは、そのまま床に落ち、さらにダメージを受けてしまっていた。


　瞬間、私たちの緊きん張ちようが解けた。床に落ちた隙すきに店員さんと星川さんがトイプードルを押おさえ込こむ。彼らは素す早ばやく犬を拘こう束そくすると、元居いたケージに無理矢理押し込み、鍵かぎをかけた。


「ふぅ」


　星川さんが床に座すわり込み、息を吐はく。私に抱きかかえられていた女の子が、思い出したように、「ふぇえええん」と泣き出し、両親がぺこぺこと私に頭を下げながら、彼女を引き取った。店員さんは独ひとり言のように、「こんなこと、普ふ段だんはないのに……」と呟つぶやいている。


〈ガシャン！　ガシャン！〉


　全員の視線が、再ふたたびケージに向く。トイプードルは閉とじ込められてもなお、真儀瑠先輩に向かって行こうとしていた。


　なぜか彼女に、激しい憎悪の視し線せんを向けながら。




【interlude─マテリアルゴースト[image: ]─】





「……サリーって、ヒーローもののヒロインかなんかなわけ？」


　そう呆あきれたように呟つぶやきながら、水み月づき鏡きよう花かは累るい計けい五体目のマテリアルゴーストを消しよう滅めつさせて振ふり返った。


　ちなみに今回は彼女、自分の腕を刀かたなの刀とう身しんに変化させて敵てきを一刀両りよう断だんにするという異い常じような戦い方をしていた。踵かかと落おとしをしていた昨日と違ちがい、それから四体も続けざまに戦うと、マテリアルゴーストとしての戦い方というのに慣なれてきたらしい。


　私は「あ、ありがとう、鏡花」と、今回で五度目になるお礼を告げて、ペコリと頭を下げる。……そう、五度目、だった。昨日の今日なのに。もう、五度目。さすがにここまで何回も二人でピンチに陥おちいると、出で逢あって一日でも、友達みたいなノリになってしまう。彼女は私をあだ名で呼よぶし、私ももう彼女の名前を呼び捨すてである。……ちょっと違うけど、「戦友」っていう感じかもしれない（守られてばかりだけど）。


　鏡花が嘆たん息そくする。……彼女が呆れるのももっともだった。実を言えば、私は昔から、悪あく霊りように狙ねらわれやすい。自身の霊力がそれほど高いわけではないのだけれど、悪霊からすると、私の霊れい気きの質しつはひどく「美味おいしそう」らしい。


　その改かい善ぜんのために神かん無な家に相談を持ちかけたのが、お手伝いを始めるキッカケだった。結けつ論ろんから言って、私の霊気の質を改善するというのは無理な話だった。さらに神無家に常つねに護ご衛えいを頼むとなると、莫ばく大だいなお金がかかることになる。私は落らく胆たんしたが、それを見かねたここの当主が、それなら、神無家に住み込みで働けばいいと言ってくださったのだ。神無家には元々結界が張はってあるし、何かあっても、霊れい能のう力りよく者しやがすぐそばにいる。


　かくして、私は神無家のお手伝いとなったのだけれど……。どうやら、マテリアルゴーストには霊能力では対処できないらしい。おかげでまた狙われる日々だ。ただ、不幸中の幸いが、水月鏡花だった。霊能力者が対抗できない化物に、彼女は対処してくれる。おかげで私はなんとかまだ無む傷きずだったが……昨日からすでに五回、私は鏡花に守られていた。


　彼女は私の横を通り過すぎると、縁えん側がわに座すわって、老人のように腰こしを叩たたく。


　今日も今日とて洗せん濯たく物ものを干ほしている最中だった私は、とりあえず全すべての洗濯物を竿さおにかけ終えた後、小走りで水月鏡花の隣となりに行き、ちょこんと座った。彼女が再ふたたび嘆息する。


「サリー。ここまで襲おそわれたら注意深くなるのは分かるけど、なにも、そこまでいつも私にべったりしていなくても……」


「なに言ってるのよ、鏡花。力の弱い人の気持ち、鏡花は分からないからそういうこと言えるんだよ。弱い者が強い者に悪意を向けられるのって、凄すごく怖こわいんだからね」


　私の言葉に、鏡花は黙だまり込む。ちょっと考えると、彼女は「ん、ごめん」と呟いた。私は苦く笑しようして、「いいよ」と返す。鏡花がとてもいい人なのは、とっくに分かっていたし。


　私はこの機会に、自分の体たい質しつの話をすることにした。私が、不公平にも狙われやすい体質だということ。世界を憎にくんだこと。神無家にお世話になることにした経けい緯い。そして、神無家での生活が、どれほど私にとって価か値ちのあることかという話。


「……そっか」


　私の話を聞き終えると、鏡花は私の頭を撫なでてきた。同年代の女子に撫でられるというのはかなり恥はずかしいものがあったのだけれど、鏡花が本当に自然にそうするものだから、私は素す直なおに受け容いれてしまう。……彼女は不思議な人だった。体のことだけじゃなく、その性せい格かくからして、ちょっと変わっていた。そして、とても素敵な人だった。


　強く、優しく、しなやかで、ユニーク。それが、私の水月鏡花に対する印象だ。あらを探さがす方が難むずかしい。深しん螺らさんのような完かん璧ぺき人間とも違って、鏡花の場合、欠点があったとしても、それをも魅み力りよくにしてしまえるような人間。そんな感じだ。


　鏡花の肩かたに頭を預あずける。彼女はそのまま、私の頭を撫で続けてくれた。……化物が跋ばつ扈こし、私を狙っているとは思えないほど、ゆったりとした時間が流れていく。青い空を薄うすく小さな雲が流れ、どこからか学校のチャイムが聴きこえてくる。


　その平へい穏おんの中で、鏡花は、独ひとり言のように呟いた。


「……世界を理り不ふ尽じんだと思う気持ちは、私も分かるわ」


「え？」


　頭を離はなして、彼女を見る。鏡花は私にニコリと微ほほ笑えみかけてきた。


「自分でもひねくれた考え方だとは思うけどね。残念ながら、天は人の上に人を作るし、人の下にも人を作るのよ。みんな同じ条じよう件けんでは生まれてこられない。だからこそ面おも白しろいという意見もあるけど……それは、持っているものの意見よね」


「……鏡花も、何かあったの？」


「まあね。それこそ、世界を恨うらんじゃうようなことは、あったかな。でも……ま、捨すてる神あれば拾う神あり、でもあるわよね。少なくとも私には生前かけがえのないものが手に入れられたし、今だってどうにかこうにか活動している。それに、サリーだって、神無家や私に出逢えただけ、まだマシってものじゃない？」


「……確たしかに。それは、そうね」


　私はふっと微笑んで、空を見上げる。……そう。今私は……幸せだ。それだけは、神様に感かん謝しやしてあげなくもない。鏡花にとっても、そういう幸せはあったのかもしれない。自分の不幸な境きよう遇ぐうを忘わすれられるぐらいの、幸福。


　鏡花と二人、のんびりと空を眺ながめていると、廊ろう下かの奥おく側がわから微かすかな足音が聞こえてきた。背はい後ごまでやってきた足音に私と鏡花が顔だけ振ふり返らせると、そこには、神無家史上最高の天才霊れい能のう力りよく者しや、神無深螺さんが佇たたずんでいた。いつ見ても目をひきつけられる綺き麗れいな白い髪かみに、クールでシャープな顔立ち。そしてなにより、周囲を覆おおう清せい浄じような空気。


　隣に座っていた鏡花が、「よっ」と立ち上がって彼女に向き合い、「深螺」と呼よび捨すてで挨あい拶さつをした。……絵になる二人だった。鏡花と私の関係とは違ちがって、二人は、本当に対等なんだなと感じられる。……百ゆ合りとかじゃないけど、ちょっと嫉しつ妬と。


　深螺さんは私にチラリと視し線せんをよこし、庭を一いつ瞬しゆん見た後、鏡花に向き直った。


「また、襲われたみたいですね」


「五回目。まあ、おかげでこちらから出向く必要なく、マテリアルゴーストの数は減らせるからいいけど。……とはいえ、やっぱり後手に回っている感は否いなめないわね」


「そうですね……。しかし、攻せめるにも、やみくもに出て行けば本家が陥かん落らくさせられてしまうだけでしょうし……。悔くやしい話ですが、現げん状じよう神無家はマテリアルゴーストへの対抗手しゆ段だんを水月鏡花以外に持ちません。彼らとの戦いは単たん純じゆんな武ぶ力りよくの問題ですからね。しかも、武器を持っても、そもそも普ふ通つうの武器が通じるレベルでもないですしね。やはり、どうも《対霊能力者用生体兵器》っていう側面がある気がしますね、マテリアルゴーストには」


「それでも騒さわぎにはなっているみたいじゃない。マテリアルゴーストは、普通の人間にも見えるんでしょう？」


　深螺さんは額ひたいに手をやり、少し唸うなる。


「そうなんですよね……。さらに言えば、貴女あなたのように人間型なら、逆ぎやくに霊能力者だって相手がマテリアルゴーストとは一ひと筋すじ縄なわじゃ見抜けないぐらいですからね。どちらかと言えば、現状は、一いつ般ぱん人の騒ぎを圧あつ力りよくで押さえつけるのに、神無家が機能しているだけです。ですから鏡花には速すみやかにマテリアルゴーストを殲せん滅めつしてほしいのですが……」


「そうは言っても、相手の総そう数すうだって分からないんじゃ、どうにも……。下手へたをすれば、無む制せい限げんに発生するよ、これ」


「だからこそ、本来は頭……タナトスを叩たたくのが一番効こう率りついいのですが」


「タナトス？」


　二人の会話に、私は思わず割わって入ってしまった。自分のお手伝いという立場を考えていなかったことにすぐ気付き、私は「あ、すいませんっ」と慌あわてて顔を伏ふせる。しかし、鏡花が優やさしく「タナトスっていうのはね」と説明してくれた。


「なんていうか……悪者、かな。サリーがヒーローもののヒロインなら、彼は悪の親玉」


「マテリアルゴーストを操あやつっている人、っていうことですか？」


「操っているどころか……。彼の持つ《霊体物ぶつ質しつ化能力》を完全に駆く使しして、悪あく霊りように物質化能力のカケラを分け与あたえてマテリアルゴーストを発生させているみたいね」


「物質化能力？　あれ？　どこかで聞いたことあるような……」


　最近神無家に入った私でも、その言葉は、どこかで聞いたことがある気がした。ただし、タナトスという人がどうこうということじゃなかった気がするけど……。


　私の疑ぎ問もんに、鏡花は複ふく雑ざつそうな顔をした。代わりに、今度は深螺さんが答えてくれる。


「元々は式しき見み蛍けいという人間が持っていた能力でした。ただ、彼は先日殺されてしまいまして。タナトスは死を司つかさどる王ですからね。生きた式見蛍からはさすがに無理でも、死んだ彼から物質化能力を抜ぬき出すことはできたというわけです」


「……なんだか、とんでもない人ですね、タナトスって」


　私の言葉に、鏡花が「そうなのよね」嘆たん息そく交じりに答えてくる。


「ええ、ホントに。マテリアルゴーストが一般人に見えるということからも、彼がすでに霊体物質化能力を『完全版ばん』にして駆使していることが分かるし……はぁ」


　鏡花は頭を抱かかえ込こむ。深螺さんも額に手をやっていた。……苦労が多い二人である。私がヒロインでタナトスが悪の親玉だとしたら、この二人はまさに、矢や面おもてに立って戦い、はずれくじばかり引かされるヒーローなのだろう。


　しばしやるせない沈ちん黙もくが続いたが、しかし、私はあることに気付き、「あの」と鏡花に声をかける。彼女は視線だけこちらに向けた。


「じゃあ、鏡花もその、タナトスという人にマテリアルゴーストにされたの？」


「え？　ああ、それはちょっと事じ情じようが違うのよ。そんな、仮か面めんラ○ダーみたいな生おい立ちじゃないわ。私の場合少しだけ出しゆつ自じが違うの。……ま、性せい質しつは同じようなものだけどね」


「はあ。そうなんだ」


　鏡花はしかし、どういう経けい緯いでそうなったのかは話す気がないようだった。私も別に、鏡花が鏡花ならそれでいいと思っているため、特に深く知ろうとは思わなかった。


　鏡花と深螺さんはしばし二人で同じように腕うでを組んで唸っていた。……しかし結局は結けつ論ろんが出なかったらしい。鏡花が緊きん張ちようを緩ゆるめて、告げる。


「とりあえず、サリーをエサにマテリアルゴーストを釣つるのが精せい一いつ杯ぱいかな」


「ちょっと待ちなさい」


　私は即そく座ざにツッコム。しかし、あろうことか、深螺さんまで同意してきた。


「いっそ雨あま森もりを大々的に囮おとりにして、群むらがってきたマテリアルゴーストを一いち網もう打だ尽じんという作戦もいいかもしれません」


「だから、さっきから貴女あなた達、私の人じん権けん無む視ししてませんか？」


　私の言葉に、鏡花がふっと微ほほ笑えみ、しゃがみこんで、私を正面から見つめてくる。


「サリー、愛してるよ」


「その愛を受け容いれたら、私、身を滅ほろぼしそうな気がするわよ！」


「大だい丈じよう夫ぶ。私に任まかせておけば、ちょっと痛いたいだけだから」


「エロいよ！　エロい上にひどいよ！　ちょと痛いんじゃない！　確かく実じつにマテリアルゴーストから攻こう撃げきくらっているじゃない、私！」


「痛いのは最初だけ。慣なれれば気持ちいいって、誰だれかが言ってた」


「それは普通の怪け我がの話じゃないと思うの！」


「あれ？　サリーって、真性のマゾでしょ？」


「今までの交流においてそう判はん断だんさせるものが微かすかにでもありましたかっ！」


「まあ、もしもの時は、深螺が手て厚あつく供く養ようしてくれることを、保ほ証しようするから」


「そんな保証は保証とは言わないよ！」


「幽ゆう霊れいも、そんなに悪くないわよ？」


「さっきから全く守る気ないじゃない、貴女は！　私が欲ほしいのは安全の保証だよ！」


「じゃあ、安全。凄すごく安全。安全日。痛みも少しだけ」


「やっぱり攻撃受けてるじゃない、私！　あと、安全日は意味が違ちがう！」


「大丈夫。マテリアルゴーストとは言っても、私からの攻撃だぞ♪」


「それを人は裏うら切ぎりと言うよ！」


　ぜぇぜぇと息をきらせて反論する。鏡花は「やれやれ、困こまった娘むすめだ」と呆あきれていた。深螺さんまで「まったくですね」と応おうじている。……な、なぜ私が呆れられる側に……。


　私は空を見上げた。……前言撤てつ回かい。私の人生、やっぱり最悪だ。水月鏡花と出で逢あったことも、神無家に入ってしまったことも含ふくめて、やっぱり、最悪だ。


　私は、この理り不ふ尽じんな状じよう況きように遂ついにキレて、思わず空に向かって大きく叫さけんだ。


「神様含め、超ちよう常じよう現げん象しようのばっかやろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉお！」


　私の叫びに二人はキョトンとしていたが……しばしして苦く笑しようすると、二人同時に、穏おだやかな顔で呟つぶやいた。


「まったくですね」「まったくだ」
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「大だい丈じよう夫ぶですか？　真ま儀ぎ瑠る先せん輩ぱい」


　神かん無なが私に心配そうな表ひよう情じようを向けている。私は、それに笑顔を向けるだけで返した。


　ペットショップでの騒そう動どうの後、私達は呆ぼう然ぜんとしたまま、店を出て駅へと歩いていた。


　私は大丈夫と言いながらも考え込む。……さっきの犬は、どう考えてもおかしかった。明らかに、私に対して並なみ々なみならぬ憎ぞう悪おを抱いだいている目をしていた。


　そういえば、あの時、神無は事前に危き険けんを察知したようだった。そのことを思い出し、私は隣となりを歩く彼女に声をかける。


「なあ、巫女みこ娘むすめ。あの時、いち早く危険に気付いていたみたいだったが……あれは、どういうことだ？」


「あ、ええと……その」


　神無はどうも歯切れが悪かった。彼女は少し逡しゆん巡じゆんする素そ振ぶりを見せたのち、戸と惑まどった表情のまま、告げてくる。


「それがその……私にもまだ、よく、分からないんです」


「どういうことだ？」


　気付くと、私達の会話に、陽よう慈じや篠しの倉くらも耳を傾かたむけていた。おそらくはユウや傘さんちゃんも聞いているのだろう。


　神無は少し自分の中で考えをまとめるように頷うなずくと、ぽつぽつと話し始めた。


「なんていうか……あの瞬しゆん間かん、悪意的な霊気を感じたんですよ。詳くわしくは分からなかったんですけど。……結局正体こそよく分からなかったんですけど、その悪意が、あの犬に向けられているのだけは分かって。だから、とりあえず、あの女の子が危あぶないなって思ったっていう……それだけなんです」


「？　私は霊れい能のう力りよくのことはよく分からないが……犬に悪あく霊りようがとり憑ついたってことか？」


「いえ、悪霊という感じでもなかったんです。ただ、悪意的な何か、としか……」


「生物の体に入る悪意的な何か、っていうのは、私なんかの知ち識しきでは『悪霊』以外に分からないんだが……」


「そうですよね……私だって、似にたようなものです。でも……一つ可か能のう性せいがあるとしたら、誰かに霊能力で操あやつられたっていうものですけど……いえ、ないですね。生物に影えい響きようを及およぼすほどの霊能力……しかもあそこまで激げき情じようを起こさせるものとなると、とんでもない霊能力者……姉以上の霊能力者じゃなきゃいけませんし。そんな人……え？」


　神無は唐とう突とつに、虚こ空くうに向かって顔を向けた。一瞬意味が分からなかったものの、すぐに、「ああ、ユウか傘ちゃんが喋しやべっているのか」と察する。神無が会話の途と中ちゆうで「ユウさん」という言葉を発したので、どうやら相手はユウのようだ。


　神無は虚空に向かって「え」だとか「そんな……ホントに？」などとやりとりをした後、唐突に、顔を青あお褪ざめさせた。話を聞いていたらしい陽慈やアヤまで息を呑のんでいる。


　私はただ一人状況が分からず、慌てて神無に声をかけた。


「おい、巫女娘。なんだ？　どうしたんだ？」


「え、ああ、真儀瑠先輩。あの……ええと、なんて言ったらいいんでしょう。……まだ、その、可能性の段だん階かいでしか、ないんですけどね」


「なんだ？」


「その……さっきの話のようなこと……生物に影響を与あたえられるほどの悪意を持った霊能力者、一人だけ、該がい当とう者しやが見つかりまして……」


「え？　いったい誰なんだ、それは」


「それは……その……」


　神無は一瞬顔を伏ふせた後、意を決するように、目をぎゅっと瞑つむって告つげてくる。


「ヘルメス君……タナトスです」


「っ！」


　瞬間、私も皆みんなと同様の顔になる。……全員、歩行をパタリと止める。


「ユウさんが目もく撃げきしたらしいんですけど……彼、いとも簡かん単たんに生きている人の精せい神しんに干かん渉しようすることができるらしいです」


「……しかし、まさか。実じつ際さい彼にそういう能力があるとして、じゃあ、あのペットショップに彼が居いたと？　しかも、犬を操って、私にけしかけたと？　なんのために」


　私は早口でまくしたてた。……正直、怖こわかったのだ。もしそれが事実だとしたら……これほど不気味なことはない。


　先日まで私達のコミュニティに入り込んでいた存そん在ざい。そして、後こう輩はいの死と前後して全く姿すがたを見せなくなった、私達の敵てき。それが……私達を監かん視しし、あまつさえ、私に犬をけしかけたなんて……その悪戯いたずらのようでありながら、一歩間ま違ちがえば大だい惨さん事じになりかねなかった行動に、異い様ような恐きよう怖ふを感じる。


　私の反はん応のうに、神無は取り繕つくろうように言葉を続けてきた。


「い、いえ。あくまでただの推すい測そくですから。あんまり確かく率りつが高い想そう像ぞうでもないですし」


「そ、そうだよな」


「そ、そうですよ」


　私達はぎこちなく笑いあい、歩行を再さい開かいする。しかし……全員、確たしかに気味の悪さはひしひしと感じていた。特に私は……あの犬の自分に向けられた目が忘わすれられなくて、身を震ふるわす。……自分らしくない。そうは思うものの、しかし、後輩が死んで以い降こう、どうも駄だ目めだ。私は……やはり、今でも彼を心の拠より所にしている。
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　結局この日は、すぐに解かい散さんとなってしまった。遊ぶという気分でもなくなってしまったし、全員、寝ね不ぶ足そくなのか、どこか体調が悪そうだった。引きこもっているのが健康的だとも思えないが、無理をして倒たおれるよりはよっぽどましだろう。


　私は自分の部屋に戻もどり、猫ねこ用ようのトイレの設せつ置ちや部屋の掃そう除じ（床ゆかに小物は置かないようにする等）をした後、せっかくなのでホタルを早さつ速そくシャンプーしてやろうと思い立ち、自身のシャワーも兼かねてバスルームへ移い動どうした。ホタルはいつものようにお利口に私に抱だかれていたのだが、脱だつ衣い所じよに入った途と端たん、自身が濡ぬらされることを悟さとったのか、嫌いやがる素そ振ぶりを見せ始めた。……確かに、ホタルの体には汚よごれなどあまりなかったのだが、そうは言っても野の良らである。衛えい生せい上のことを考えてやはりシャンプーは済すませておきたかったので、私は少し強ごう引いんにホタルを押おさえつける。彼はしばらくジタバタしていたが、脱衣所の鍵かぎを閉しめてしまうともう逃にげられなくなり、諦あきらめたようにぐったりと大人しくなった。


「お前は、いい子なんだか悪い子なんだか」


　そこまでシャンプーを嫌がられると、私もなんだかやりづらくなる。私は一つ嘆たん息そくすると、自身も服を脱ぬぎ始めた。バスタオルなどを引っかかれても嫌なので、ホタルを自身の近くに置いておきたかったのだが、彼はどういうわけか今度はさっさとバスルームへと入っていってしまう。……こうなったら早く済ませてしまおうと腹はらを括くくったらしい。


「その意気やよし」


　私はおどけて言いながら、自身の服を全すべて脱ぎ去ると、購こう入にゆうした猫用シャンプーを持ってバスルームへと入っていった。


　ホタルが逃げるようにバスルームの隅すみっこに行ってしまう。


「あれ？　お前、覚かく悟ご決めたわけじゃなかったのか？」


「みー……」


　私が声をかけても、隅っこに顔をやったまま、隠かくれているつもりなのか、ぷるぷると震えている。私はシャワーからお湯を出しながら、「じゃあ、私が先に浴びちゃうからな？」と声をかける。仕方ないので、お湯にホタルが慣なれるか完全に諦めるかするまで、私は自身の体と頭を洗あらうことにした。


　シャワーを浴び、ボディーソープを泡あわ立だてたスポンジで体を洗いながら、ボンヤリと、後輩のことを考える。とは言っても、お湯で体を温めながらだったせいか、悲観的な思い出ではなく、今回は明るいことばかりが思い出された。


「そういえば、後輩の家に泊とまった日、風ふ呂ろに背せ中なかを流しに行ってやったら、アイツ、めちゃくちゃ慌あわてていたな」


　自分が中学三年生、彼が中学二年生の頃ころだ。あの頃から、後輩と私はそんなだった。男女であることを意い識しきしない……とまではさすがにいかないけれど、そういう冗じよう談だんさえ、気軽にできてしまうような仲。まあ、私が一方的に、というのはあるけれど。


　風呂場の隅に居るホタルを見る。……失敗だったかもしれない。この猫にホタルと名付けたのは。いちいち……いちいち、後輩を思い出す。


「……気付けば、私の中の楽しい思い出には、アイツばかり居いるな……」


　決して、暗いだけの人生を歩んできたわけではない。後輩以外にだって友達は居たし、後輩の居ない思い出に残るイベントだって、沢たく山さんある。だけど……だけど、アイツとの思い出は、私の人生の中で、他ほかのものと比くらべ物にならないくらい輝かがやいていて。今はそれが……ひどく、辛つらい。そんなことはないと分かっているのに……アイツが殺されてしまったことで、その綺き麗れいな思い出にさえ、影かげがさしていくようで。


　すでに泡は全て洗い流されているというのに、私は無心に頭からシャワーを浴びていた。


　唐とう突とつに「みぃ」というホタルの声が聴きこえて、我われに返る。隅っこを見ると、ホタルが、やはりいつもの心配げな瞳ひとみで私の顔を見ていた。


「大だい丈じよう夫ぶ。……お前は、ホント、後輩以上に優やさしい子だな」


　お前……水、怖こわかったんじゃないのか？　風呂、嫌だったんじゃないのか？　それなのに、私の様子が少しでもおかしいと、何よりも私を優ゆう先せんしてくれるんだな、お前は。


「……ありがとな、ホタル」


　そう言って、私はホタルを抱き上げる。彼は水に濡れるのがやっぱり嫌なのか、またジタバタして、ぎゅうっと怯おびえるように目を瞑つむっていた。


「はは、悪い悪い。じゃ、ささっとシャンプーしちゃおうか」


「み！」


「激はげしく同意したな、お前」


　ホタルの反はん応のうに、私は笑え顔がおを取り戻もどす。……そうだな。後輩は、確たしかにもう居ない。だけど……いつまでも不幸面づらしている意味なんて、ないんだ。悲しいには悲しいけれど……前に進まなければ、いけない。


　私はホタルにシャンプーを垂たらして、猫の洗い方なんて正直全く知らないので、テキトーに体中わしゃわしゃと洗いまくる。ホタルは「にゃにゃ──」といつにない悲鳴を上げていたが、私は大きく笑いながら、彼を洗い続けた。


　……大丈夫。私は、まだ、生きていける。後輩……私は、ちゃんと、お前なしでも、生きていってやるからな。
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　シャワーから上がると、驚おどろくほど気分がスッキリしていた。今なら心から神無達とも楽しく話せるかもしれない。そんな風にさえ思える。


　その私を元気にしてくれた張ちよう本ほん人にんホタルはというと、シャワーで暴あばれて体力を使い果たしたのか、私のベッドに勝手に上がって、ぐでーんとしていた。まあ、毛はきちんとバスタオルで拭ふいてやったので、文もん句くは言うまい。今後後輩の代わりに私にいじり倒たおされる運命なのだ。今ぐらいは、休ませてあげようではないか。私がそんなことを考えていると、ベッドの上のホタルが「ぶるっ」と身み震ぶるいをした。


　何気なく、リモコンでテレビをつける。気分的にはバラエティ番組でも見たかったのだが、しかし、夕ゆう刻こくの今の時間帯だとニュース系けいしかやっていないようだ。なにやら、キャスターらしき女じよ性せいが深しん刻こくな表ひよう情じようで──


「ん？」


　よく見ると、いつもの軽いノリのニュースではなかった。キャスターの顔に困こん惑わくの色が見られる。大きな事じ件けんの緊きん急きゆうニュースなのだろうか。体にバスタオルだけ巻まいて、ホタルが寝ね転ころがっているベッドに自身も腰こし掛かけ、改めてニュース番組を眺ながめる。……と。


「……なんだ、これ」


　私は、キャスターから「中ちゆう継けい映えい像ぞう」に切り替かわったところで、啞あ然ぜんとしてしまった。だらしなくポカンと口を開ける。その衝しよう撃げきには、二つの理由があった。


　まず中継場所。それはまさに、私達の通う高校……現あら守かみ高校だった。いや、厳げん密みつには「現守高校上空」だ。テロップにはそう出ている。ヘリからの空くう撮さつと地上からの映像。それらが交こう互ごに切り替わる。チャンネルを変えても、各局とも同じような映像を流していた。


　とはいえ、なにも、自身の高校でちょっとした事件が起きて、テレビに出た程てい度どでは、私だってここまで呆ぼう然ぜんとはしない。本当の問題は……その、映像だった。


　チャンネルを何回も変えてしまう。「これは、ＣＧ映像なのではないか」と疑うたがってしまったのだ。一目見ただけでは、悪ふざけとしか思えない。しかし、各局が緊きん迫ぱくした様子で中継していることから……どうやら本当らしい。


　そこには──





　現守高校の上空に、巨大な《繭まゆ》が浮ういている映像が、映うつし出されていた。





　直径何メートルだろうか。上空から見たら、現守高校を、グラウンド含ふくめ丁度スッポリと覆おおい隠かくしてしまう大きさの、浮ふ遊ゆう物ぶつ。ゴムボールを上下からギュッと少し潰つぶしたような楕だ円えん形。そのため、上部と下部は平らな大地のようになっており、サイズを鑑かんがみると、ぽっかりと小さな島が浮いているようにさえ見える。


《繭》というのも、私が勝手にそういう印象を抱いだいただけだ。中継される映像を見るに、つるりとはしておらず、繊せん維い質しつのようで、色は真っ白。だから、私は繭をイメージしただけだ。実じつ際さい何かの繭であるのかどうかは、分からない。


「……なんだ、これは」


　その私の疑ぎ問もんは、世界中の人間の疑問だったようだ。どこのテレビ局も、「謎なぞの浮遊物」としか、報ほう道どうできていなかった。どんなに知ち識しきがありそうなキャスターも、憶おく測そくさえ口にできていなかった。ただただ映像を全国に配信するだけのマスコミ。


　気付くと、私の隣となりでホタルまでもテレビに釘くぎ付づけになっていた。……そう。動物の目さえ引きつけてしまうような、ありえない、しかし、リアルな映像だった。思わずカレンダーで今日がエイプリルフールじゃないか確かく認にんしてしまう。自分の頰ほおまでつねる。……普ふ段だん冷静な私でさえ、そうせずにはいられない……あまりにショッキングな映像。


　頭の中が混こん沌とんとする。この映像を見ている人間、全員がそうなのではなかろうか。自分の中の常じよう識しきがガラガラと崩ほう壊かいする感覚。私はまだ、最近超ちよう常じよう現げん象しように関かかわっていただけ、いい方だ。本当に「超常現象なんてありえない」とか信じていた人間だったら、この映像だけで人生観が変わってしまうのではなかろうか。


　ボンヤリと、服も着ぬままテレビを見てしまう。ニュースによると、あの繭は今から一時間ほど前にあそこに突とつ如じよとして現あらわれたらしい。ただ、時間が経けい過かした今でも、あれの正体に関する有力な考察は何一つ出ていないようだ。某ぼう国こくの新兵器だの、異常気象による雲の集合体だの、果ては宗しゆう教きよう的な想像まで、とにかく入り乱みだれている。


「なんなんだろうな……アレは」


　独ひとり言のように呟つぶやく。ホタルは「みぃ……」と自信なさげに鳴いていた。


　思わず頭を押さえる。……頭が痛いたかった。ここ最近私達の日常は、ことごとく……ことごとく、壊こわれていく。ありえないことが起こり、居いるべき人間が居なくなる。……なんだこれは。いつから私達は、こんなカオスな悪あく夢むの中に放り込こまれてしまったんだ。なんだ、巨大な繭が自分の高校の上空に浮いているって。なんだ、自分の後こう輩はいが殺され、慕したってくれた部員が同日に病死って。……なんなんだよ、いったい。


「後輩……お前が居なくなって……私達の世界は、狂くるってしまったのか……」


　アイツは、柱だった。私達の日常の……柱だった。主人公、と言い換かえてもいいかもしれない。私達の物語の中心、主人公だった。だから……アイツが居なくなったから、この世界は、おかしくなってしまったのだろう。


「私は、どうしたらいいんだよ……後輩」


　また、うなだれてしまう。隣のホタルが「みぃ」と覗のぞき込んできた。私はそれをぎゅうと抱だきしめ……震ふるえる。


　そうして目を瞑つむり続けていると……突然、テレビから、ヒステリックな叫さけびが聞こえてきた。ハッと顔を上げる。そこには、興こう奮ふんして言葉をまくしたてるキャスターがいた。


「人です！　謎の浮遊物の上に、人が立っています！」


　ヘリからの映像に切り替わる。そこには、さっきの映像には全く映っていなかったのに、今は、小さくだがハッキリと、人が映っていた。繭の上部の中心点あたりに……人が、ぽつんと立っている。ヘリが少しずつ降こう下かし、カメラが最大までその人間をズームアップしていく。そうして……その映像を見て、私は、息を呑のんだ。


　……どうしたらいいんだよ、後輩。なあ、教えてくれ。この事件はやっぱり……やっぱり、私達の悪夢の延えん長ちよう線せん上にあるらしいぞ、後輩。


　信じられない思いで画面を見つめる。





　そこには、不ふ敵てきにカメラを見つめる金きん髪ぱつの美少年……タナトスが居た。




【interlude─マテリアルゴースト[image: ]─】
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「本当にやるとは……予想外だったわ」


　私、雨あま森もり沙さ里りは額ひたいに手をやって嘆たん息そくしていた。久ひさ々びさに神かん無な家から外に出てはいるが、気分は晴れやかになるどころか、暗雲立ち込める一方だ。こうなっては、今日が快かい晴せいであることが余よ計けいにみじめだ。


　神無家から車で一時間程ほど離はなれたこの寂さびれた空き地。だだっ広いだけの地面。ただの更さら地ち。深しん螺らさんが言うには、国が巨きよ大だい図書館を造る予定だったのだけど工事が一向に進まず、持て余あましてしまっている土地だという。……もちろん、工事が進まない原げん因いんは霊れい的てきなものだ。霊が集まりやすい土地だったらしい。


　そんな場所に、悪あく霊りよう誘ゆう引いん体たい質しつの私。……どうなるかは、想そう像ぞうに難かたくない。


　さっきから深螺さんが淡たん々たんと札のチェックを行っている。彼女の能のう力りよくは信用しているけど……それでも、不安は拭ぬぐえない。そんな私の様子を見かねたのか、今日もアクティブな服ふく装そう（ジーンズにＴシャツ）をした鏡きよう花かが、私の肩かたに手を置いてきた。


「まあまあ。大だい丈じよう夫ぶよ。貴女あなたは、私が守るから」


「そうは言ってもねぇ……」


　私の様子に、鏡花は急に真ま面じ目めな表ひよう情じようをする。


「……私、元々自信なんて微み塵じんも無い人間だけど……大丈夫。守るべきものは、守る。今の私なら大丈夫って、確かく信しんしている。いえ……貴女を守れないようじゃ……駄だ目めなの」


　鏡花の様子が、いつもの飄ひよう々ひようとしたものと違ちがった。しかし……そんな鏡花を見ていると、どういうわけか、私の中から不安が一いつ切さい消えていってしまう。


　……私の不安は、昔から常つねにつきまとって決して離れないものだった。神無家での生活だって、完全に不安が拭い去れていたかというと、そんなことはない。つまり……私にとっての不安というのは、相手を信しん頼らいしているから無くなるというものじゃなかったはずなのだ。それが……鏡花に「守る」とあの表情で言われた途と端たん、安あん堵どを覚えた。彼女は……私を絶ぜつ対たい守ってくれるのだと、思えた。


　鏡花が私に微ほほ笑えみかける。私はしばらくぽけっとしていたが、肩の力を抜ぬくと、こちらもニコッと微笑み返した。その様子を見守り、傍かたわらで普ふ段だんは無表情な深螺さんが、柔やわらかく笑んでいる。最近気付いたことだけど、深螺さんは鏡花が一いつ緒しよにいると感情を表に出すことが多いようだった。そして、そうやって感情を出す深螺さんはとても素す敵てきだ。


　……胸むねの前でぎゅっと拳こぶしを握にぎる。「大丈夫」と自分に言い聞かせ、心を奮ふるい立たせる。鏡花や深螺さんが頑がん張ばっているのに、私が何もしなくていいはずがない。正せい義ぎ感なんてものじゃない。友人に協力しない人間が、どこにいるというのだ。


「オーケー。私は、大丈夫。存ぞん分ぶんにエサにしてちょうだい」


「……ええ。ごめんね、サリー」


「何を謝あやまることがあるのよ、鏡花。私、傷きず一つつかないんでしょう？　それに、私だって、逃にげのプロよ。伊達だてに十七年間、悪霊から逃げ続けてないわよ。


　貴女達と比くらべられたらアレだけど、一いち応おう霊能力もあるし、神無家で色々経けい験けんしているし、それに体育の成せい績せきだっていつも５だったんだから。鏡花達が多少討うち漏もらしたって、私は華か麗れいに悪霊やマテリアルゴーストをかわしてみせるわよ」


　私の言葉に、鏡花と深螺さんはポカンとする。しかしすぐに鏡花は苦く笑しようして、「ええ、私達は相あい棒ぼうよ。それぞれの役やく割わりを、全力で果たしましょう」と笑いかけてきてくれた。


「さて、そろそろ魔ま除よけの結界を解ときますよ。準じゆん備びはいいですか？」


　深螺さんが私達に語りかけてくる。


　鏡花が「オーケーよ」と、自分の体を戦せん闘とう用に変質（見た目こそ変わらないけど、体中に力が漲みなぎっているのが分かる）させ、トントンと軽かろやかにステップを踏ふみながら答える。


　二人の視し線せんが、私に向けられる。私は……不敵に微笑んで、二人に返してやった。


「どうせなら世界中の悪霊を一いつ掃そうするぐらいの勢いきおいで、やって下さいね」


　私の言葉に、鏡花と深螺さんがニヤリと微笑む。そうして……。


『了りよう解かい、姫ひめ君ぎみ』


　その言葉と共に、深螺さんが結界を解かい除じよする。


　こうして、長い一日が、始まった。
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「鏡花っ！　マテリアルゴーストの狙ねらいが私に向き始めています！　集中できないため、こっちを優ゆう先せん的に排はい除じよ！」


「オッケー深螺！……と、サリー！　十秒だけ自力で攻こう撃げきかわしてて！」


「楽勝よ！　今いる太った二体相手なら、私の方がずっと身軽！」


　戦闘が始まってすでに三十分。しかし、私達は誰だれ一人脱だつ落らくすることなく、それぞれがそれぞれの役割を果たして、広い空き地を駆かけ回っていた。


　戦せん況きよう。私を襲おそいに来ている存そん在ざいの数としては、悪霊の方が圧あつ倒とう的に多い。マテリアルゴーストと悪霊では、一対七くらいの割合だ。マテリアルゴーストが五体攻せめて来る間に、悪霊は、低級霊れい含ふくめ三十五体は攻めて来る。……私とこの土地の誘引霊気の相乗効こう果かは、とんでもない威い力りよくだったようだ。


　そんな状じよう況きようだというのに、あまりに多数の悪霊を深螺さんは顔に汗あせ一つ浮うかべず、淡々と、吹ふき荒あれるような霊力の嵐あらしで始末していた。……いくら天才とは言っても、ここまで圧倒的な霊能力者だとは思っていなかった。群むらがる悪霊をことごとく一いつ瞬しゆんで浄じよう化か・吸きゆう引いんしては巫女みこ服を優ゆう雅がに翻ひるがえすその姿すがたは、戦闘中だというのに、思わず見み惚とれてしまう。


　深螺さんの戦闘はとにかく華麗だった。彼女の主おもに使っている武ぶ器きは三つ。一つは黒い、低級霊などをまとめて一掃するための札。それから、三種の神じん器ぎと彼女が呼よんでいるもののうち、鏡と、剣けん。勾まが玉たまに関しては、どうも霊との「交こう渉しよう」に使う道具であるらしく、今回は出番がないようだ。


　鏡は、黒い札と全く逆ぎやくの性質のものだった。つまり、鏡から清浄な白光が溢あふれ出して、悪霊を寄よせ付けないバリアを作り出す。それは時に攻撃にさえなるほどの強力なものだった。漆しつ黒こくの巫女という二つ名は、黒い札での戦闘しか見ていない人間がつけたのだろう。


　剣はといえば、そのまま接せつ近きん戦で使うのだけれど、霊相手のため、物理的に相手を切り裂さくわけではない。ただし、「実じつ際さいに斬きられたのと同様の痛いたみ」を悪霊に与あたえるようだった。つまり、心を、斬る。実際痛いのだから、傷こそつかなくても、相手へのダメージは絶ぜつ大だいなものがあり、そうして怯ひるんだところを、彼女自身の霊力で浄化……という流れの戦闘。


　しかし、そんな一いつ騎き当とう千せんの彼女にもやはり死角はある。物理的なアプローチだ。どうやら深螺さん、運動能のう力りよくが元々優ゆう秀しゆうではない上、集中して霊気を扱あつかうためにはあまり動き回ってもいられないらしい。おかげで、物理的な脅きよう威いにさらされてしまうと非ひ常じようにまずかった。


　そこで、水み月づき鏡花の出番である。彼女もまた、とんでもない女じよ性せいだった。数だけ見れば深螺さんより相手取っているものは少ないが、しかし化物との物理的な戦闘を連続で、この三十分休むこともなくこなしているというのは、尋じん常じようなことじゃない。


　マテリアルゴーストという存在はそのどれも、化物という名にふさわしい異い形ぎよう・身体能力を持ち、普通なら拳けん銃じゆうでだって対たい処しよできないようなものばかりだ。しかし鏡花はそれらを、時には複ふく数すう体同時に相手取っても、完全に圧倒し次々と殲せん滅めつしていた。


　実際、この戦闘において一番の柱は紛まぎれもなく鏡花だった。深螺さんも私もそれぞれ役割を果たしているが、鏡花の存在というのは、あまりに大きなもので。


　私や深螺さんは、やっぱり、体力的には普ふ通つうの女子である。だから、何分も緊きん張ちようにさらされ続ければ疲ひ労ろうが出てしまう。


　鏡花は、それを察してくれるのだ。察して、私達に休む暇ひまを与えてくれる。自分の体力が無む限げんなことを利用して、臨りん機き応おう変へんに動く。基き本ほんは深螺さんが対処する悪霊にも、時折、肉にく弾だん戦で対処してくれているし。そう、普通の幽ゆう霊れいに、肉弾戦で、だ。


　鏡花は、大きな物ぶつ質しつ化か範はん囲いこそないものの、霊に触ふれることはできるらしい（皮ひ膚ふから一センチ弱だけ物質化範囲らしい）。つまり極きよく論ろんすれば彼女一人でもこの戦いは成り立つのだけれど、それはそれ。深螺さんが対処できる普通の悪霊ぐらいは、基本、鏡花に負ふ担たんをかけずに彼女が処理した方がいい。


　だから、ある意味ここは鏡花の独どく壇だん場じようだった。化物達をバッタバッタとなぎ倒たおし、時折私や深螺さんに微ほほ笑えんでさえくれる。


　そんな鏡花のおかげで、私もまた頑がん張ばれていた。悪霊やマテリアルゴーストの攻撃を避よけ、時間を稼かせぐ。危き険けんな身体能力のマテリアルゴーストや霊力の高い悪霊は鏡花と深螺さんがいち早く目をつけて優ゆう先せん的に退たい治じしてくれるため、彼女らが後回しにするような雑魚ざこの攻撃は、私だって避けられた。


「鏡花、そろそろちょっとキツイ！」


「待たせたわね、サリー。今、深螺を狙ねらっていた三体は片かた付づけてきた……よっと！」


　言葉と共に鏡花は、唐とう突とつにとんでもない跳ちよう躍やく力りよくでジャンプして、私に迫せまっていた五メートル以上も背せ丈たけのあるトロルのようなマテリアルゴースト（太った醜しゆう悪あくな巨きよ人じん）の頭部を、蹴けり払はらった。トロルがぐらりと傾かたむく。その刹せつ那なに、鏡花は化物の肩かたを踏ふみ台にしてさらにジャンプ。上空から私を狙っていた巨大な鳥型のマテリアルゴーストを、右手を刀形に変質させて一いつ閃せん、さらにそのマテリアルゴーストの足を左手でグライダーのように摑つかみ、そのまま少し遠くにいたもう一体の超ちよう巨大トロルの顔部分まで滑かつ空くう、手を放すと、いつの間にか元に戻もどしていた右手で、単たん純じゆんに思い切り殴なぐった。瞬間、巨体の足が宙ちゆうに浮き、ずどぉんと轟ごう音おんをたててトロルが倒れ、それら三体のマテリアルゴーストが一いつ斉せいに消滅する。


「おわわ……っと」


　鏡花は上空からくるくると回転しながら落ちて来ると、まるで体たい操そう選手のように、地面にピタッと姿し勢せいよく着地した。


　……もう慣なれたつもりでいたけど、相変わらずデタラメな戦せん闘とう能力の女性だ……水月鏡花。まるでスーパーマンじゃないか。これなら、銃弾をかわしたり、車を指先で持ち上げたりしても不思議じゃない。


「ん、多分できるわよ」


　気付くと、鏡花がこちらに駆かけ寄って来ていた。


「ちょ、私の心読まれてる!?　そんな能力まで!?」


「あははっ。いいえ。何考えているのかは分からなかったけど、私の動きをポケッと見て、なにか思案しているフシだったから。あてずっぽう。でも実際、テレビで見るような動きなら、可か能のうだと思う。理想を現げん実じつにするような力だからね、これは」


　今いるマテリアルゴーストを一いつ掃そうしたのか、鏡花は「ふぅ」と一息ついて私に話しかけてくる。私は黒い札に霊れいを大量に吸きゆう引いん中の深螺さんを見ながら、自身も深く深しん呼こ吸きゆうしつつ、返す。


「でも……鏡花。普ふ通つうのマテリアルゴーストより、貴女あなたはあまりに圧あつ倒とう的だと思うのだけれど。理想的な体を作れるのは他ほかのマテリアルゴーストだって同じでしょうに」


「ああ、どこまで強くなれるのかは、元々の霊力量によるらしいわよ。同じように《強い拳こぶし》を想そう像ぞうしても、霊力が高い存そん在ざいの方が、硬かたい拳になる。同じように剣を想像して打ち合ったら、より霊力の高い方の剣が、相手の剣を切り裂く、ということね」


「じゃあ、鏡花って霊力凄すごいの？」


「ううん……まあね。霊能力者としての力は無かったけど、霊力だけはあったみたい。それに私の体って、多分、他のマテリアルゴーストと違ちがって、元からして特とく殊しゆだから、そこでのアドバンテージもあるのかもね」


「特殊？　そういえば鏡花、前もタナトスに作られたものじゃないって──」


「──と、ゆっくり喋しやべってもいられないようね」


　そう言われて鏡花の視し線せんの先を追うと、また数体のマテリアルゴーストが遠方から近付いてくるのが見えた。鏡花が嘆たん息そくしている。


「サリーってば、相当フェロモン振ふりまいているみたいね……」


「……魅み力りよく的な女と言って」


「死者限げん定ていだけどね」


「あら？　じゃあ、鏡花って私にいつもムラムラしてるの？」


「……ナイショ」


「うわぁ、百ゆ合り」


「今すぐにでも食べちゃいたいわね」


　鏡花が、遠くから近付いてくるマテリアルゴースト達を見て、肩をほぐし、アキレス腱けんを伸のばしながら呟つぶやく。私はニコリと笑った。


「じゃあ、私を食べるためにも、他のライバル蹴散らさないとね」


「……はぁ。モテる女を手に入れるには、相そう応おうに努力が必要ってことね」


「頑がん張ばって。働きによっては、百合展てん開かいも考えなくはないから」


「それはいいこと聞いたわ。やる気がとても出てきた」


　私と鏡花は、くすくすと笑いあう。一いつ旦たん合流しようと丁度やってきたらしい深螺さんが「何の話ですか？　私もまぜて下さい」と告げてくる。私と鏡花は顔を見合わせ、また笑った。不思議そうに首を傾かしげる深螺さんに、鏡花が笑いながら告げる。


「まぜてほしいの？　深螺」


「？　はい」


「そう。それじゃあ、神無本家は明日から耽たん美びな乙おと女めの楽園になりそうね」


「……はい？」


「さて、そんな未来を見るためにも、深螺、もう一頑張りしましょうか。……そう。こんなところで立ち止まっていたら……タナトスから私達の未来は取り戻せないんだから」


　鏡花が表ひよう情じようを真しん剣けんにして、呟く、その言葉に、深螺さんは「ええ」と返した。


「よく分かりませんが……。雨森と貴女がなにやら楽しいことをするらしい明日のためにも、そして……あの、お気楽な《帰き宅たく部ぶ》のためにも、早くこの件けんは片付けませんとね」


　帰宅部？　なんだかよく分からない言葉が出てきたけど……ここで改めて訊たずねている暇ひまは、もう無いようだ。


　遠くからやってくる悪あく霊りようとマテリアルゴースト達は、数で押おしても駄だ目めだと悟さとったのか、それぞれ合がつ体たいを始めていた。……どうやら次は、強大な悪霊一体と、最強のマテリアルゴースト一体がやってくることになりそうだ。深螺さんと鏡花が同時に『また面めん倒どうなことを……』と呟き、頭に手をやっていた。


　私達は一いつ斉せいに嘆息する。この戦い、周辺地ち域いきの悪霊を一掃して、タナトスに動きが見えたらやめようという話だったけど……この分じゃ、明日までに終わるかどうか。


「？　サリー？　なんで笑え顔がおなの？」


「え？」


　鏡花に言われてハッとする。私はこんな状じよう況きようだというのに笑顔だった。少し戸と惑まどうも……しかしその理由に思い当たって苦く笑しようする。首を傾げる鏡花と深螺さんに私は答えた。


「私は……嬉うれしいんだと思う」


「嬉しい？」


「私のこの力は……霊を引き寄よせてしまう力は、ずっと、忌いみ嫌きらわれる異い能のうだったから……周囲の人や自分を傷きずつけてしまうものだったから……。その力が、今は、人の役に立っているっていうのが嬉しいんです。私達がここで頑張ったら頑張った分だけ……悪霊やマテリアルゴーストで傷つく人が、少なくなるんですよね？　うまくいけばタナトスっていう親玉のことが分かって、さらにさらに、たくさんの人を救えるんですよね？」


　私の質しつ問もんに、深螺さんが「そうね」と頷うなずく。私は微ほほ笑えんだ。


「それは、多分、誰にも誉ほめられないことだし、私に得は無いんだろうけど……でも、一生に一回ぐらいは、いいかもしれない」


「何が？」


　訊ねてくる鏡花に、私は、胸むねを張って返した。


「ヒーローに、なってみるのも」


「……そうね。それは、いいわ」


　私の言葉に、鏡花が頷く。深螺さんもまた、少し口元に笑みを浮かべていた。


「私は、基き本ほん的には得にならないタダ働きはしたくありませんが……そうですね。一回ぐらいは、経けい験けんしておいてもいいかもしれませんね。英えい雄ゆう。……妹に自じ慢まんできそうです」


　私達は三人で視線を合わせて……それから、近くまでやってきた強大な異形二体を見つめる。数秒の沈ちん黙もく。そうして……鏡花が、声を上げた。


「よっしゃ！　じゃ、軽く救世主にでもなるかっ！」


『おー！』


　私がノリノリで、深螺さんが淡たん々たんと手を上げる。鏡花は気合を入れるように、さらに大声を張り上げた。


「神無家特別編へん制せい異形殲せん滅めつ部隊《百合》、ファイトー！」


「オー！」


「……なぜ百合？」


　深螺さんが首を傾げ、私が元気よく手を上げ、鏡花が「っしゃ！」と声を上げる。


　極きわめて偽ぎ善ぜん的で、しかし尊とうとい私達の戦いは、こうして佳か境きようへと突とつ入にゆうしていくのだった。




　　　第四章　死の宣告





　　　１





　ケイが死んだ。私、ユウにとっての……《全すべて》である、ケイが、死んだ。


　愛している、なんてものじゃなかった。《私自身よりも、私にとって重要な存そん在ざい》、それが、私にとってのケイだった。


　何より一番悔くやまれたのは、私が、ケイの危き機きに気付けなかったこと。今まではなにかあればすぐ分かったのに。守しゆ護ご霊れいとしての繫つながりとやらで、すぐに異変に気付けたのに。重要なあの場面で……気付けなかった。


　神かん無なさんは「タナトスが関かかわっているのだとしたら、妨ぼう害がいされたのだとしてもおかしくはないわ」と励はげましてくれたけど……。もしそうだったとしても、ショックだった。私とケイの繫がりって……そんな簡かん単たんに、他人に阻はばまれてしまうものだということに思えて。


　だけど、ケイがいなくなってしまった今でも、私はこうして存そん続ぞくしている。私にとっての全てが、消えてしまったというのに。本来私は式しき見み蛍けいの観察のために《世界の意思》に派は遣けんされた存在だ。だとすると、彼が死んでしまった今、本来の役やく割わりとしてさえ、もう現うつ世しよに居いる意味はない。だというのにうじうじ留とどまり続けてしまうのは……私はどこかでまだ、ケイとの再さい会かいを信じているからだと思う。


　皆みんなに言ったら心配されそうだから、言わないでいるけれど。私は……バカだから、彼の死を完かん膚ぷなきまでに突つきつけられているというのに、それでもまだ、ケイとの再会を信じてやまないのだ。信じられない。こんな終わり、認みとめない。認めたくないんじゃなくて……認めない。断だん固ことして、認めない。


　強い感かん情じようによって、霊体は現世に存在し続ける。ならば、今の私を形成している感情は、皮肉にも、ケイの死に対する激げき情じようだった。結局私の存在意い義ぎは、ケイにしかないのだ。


　……当然、ケイを殺した人間に対する怒いかりの感情も、大きかった。帰き宅たく部ぶの皆がいてくれなかったら、私は悪あく霊りようになってしまっていたかもしれない。


　そして、その犯はん人にんこそハッキリはしていないものの……大きく関わるであろう重要人物……タナトスに対しては、とても複ふく雑ざつな感情を抱いだいていたわけで。


　そのタナトスが今……テレビに、映うつっている。


　現あら守かみ高校の上空に浮ふ遊ゆうする、巨きよ大だいな繭まゆ。世界中の人間の常じよう識しきをぶち壊こわす存在。


　鈴りん音ねさんの部屋で、私は彼女と二人、このニュースを呆ぼう然ぜんと眺ながめていた。


　ズームアップされたタナトスが、カメラを睨にらみつけている。……テレビの中から、私が、見られている気がした。


　彼の頰ほおがニヤァと歪ゆがみ、直後口が開く。


〈世界の皆さん、こんにちは。ボクは、タナトスと言います〉


　最初、テレビからの音声かと思った。けど……よく考えれば、ズームされているとはいえ、あんなに遠くの人間の声がこんなに鮮せん明めいに聴きこえるはずがない。しかも今のは、耳で聴いたわけじゃない。頭の中に、響ひびいた。


　ヘリに乗ったレポーターが、「なんでしょう、今の声は！」と叫さけんでいた。どうやら、私だけに聴こえたものではないみたいだ。


　私達の疑ぎ問もんに答えるように、次の声が響き渡わたる。


〈この声は、全世界の人間の頭の中に同時配信されているからね。耳を澄すます必要はないよ。寝ねながらでも、テレビ見ながらでもご自由に。アハハハハハ〉


　頭の中に不ふ快かいな笑い声が響く。レポーターが、絶ぜつ句くし、何も言わなくなってしまっていた。画面の右下にワイプで出ているキャスター陣じんも、顔面を蒼そう白はくにしている。


〈タナトスを怖こわがる必要はないさ。皆さん。タナトスは、王なのだから。王の言葉を聞くのは、民みん衆しゆうの義務だろう？　なに、大だい丈じよう夫ぶ。無む茶ちやな要求をしようとしているわけじゃないから。たった一つ、お願いがあるだけ。誰だれにでも……そう、生きとし生けるもの誰にでもできる、極きわめて簡単なことだよ〉


　タナトスの声が、一いつ旦たん途と切ぎれる。そうして……数秒の後、その言葉は、紡つむがれた。





〈皆さん、自殺して下さい〉





「!?」


　心しん臓ぞうがドクンと跳はね上がる。……なにを言っているんだろう、この人は。私の隣となりで鈴音さんも絶句してしまっている。彼女の右手に握にぎられていたリモコンが、床ゆかに滑すべり落ちた。


　再ふたたび、楽しそうな声が響いてくる。


〈あはは、ほら、簡単なことだったでしょう？　やっさしい王様だねぇ。無理な税ぜい金きんとろうとするより、よっぽど良心的じゃないか。道具も場所も選ばないときたもんだ〉


「……なによ、それ」


　鈴音さんがぎゅっと拳こぶしを握りこんでいた。ここまで来ると恐きよう怖ふを通り越こして、私も怒いかりを感じ始めていた。……本当に許ゆるせなかったのは……ケイが死んでしまったというのに、こんなふざけた人間が未いまだに自由に勝手をしているという事実かもしれない。


　そのまま、全世界を相手取って、彼の演えん説ぜつが始まる。
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〈ねえ、皆みんな。本当に皆、この世界に満足しているの？　悲しいことがあるから、楽しいことがある？　辛つらいことがあるから、幸せがある？　そんなのは、詭き弁べんだ。悲しいことがなくても、楽しいことはある。辛いことがなくても、幸せにはなれる。


　この世界は、どう考えたって、不完全なんだよ。


　悲ひ劇げきばかりだ。悲劇、悲劇、悲劇。因いん果が応おう報ほうって言葉があるけど、でも結局、罪つみもない生まれたばかりの赤ん坊ぼうが炎ほのおに焼かれて死んだりする世界だ。


　この世界でも充じゆう分ぶん幸せだって言い張はる皆さん。貴方あなた達はただ認みとめたくないだけだろう？　そして、無知なだけだろう？　この世界以外のよりよい世界を想そう像ぞうすることさえできないだけだろう？　もしくは、自分が届とどかない世界を、認めたくないだけだろう？


　ああ、分かる。そう、死ぬのは怖いよね。死自体を怖がる人もいるだろうし……そうそう、タナトスの愛する友人のように、痛いたいの、苦しいのがイヤな人間もいるだろう。


　そうだよ。痛いの、苦しいのは、イヤだね。でも、考えてみて。死は、皆に訪おとずれてしまうんだ。痛い、苦しいということだって、生きていれば、何度も経けい験けんせざるをえない。


　こんな世界に、どうして執しゆう着ちやくする必要があるの？


　ねえ。タナトスが、これから、新しい世界を作るって言ったら、皆、どうする？


　眉まゆ唾つばだと思う？　だったら、テレビをつけて、タナトスを見てよ。ネットでもいい。こんな現げん象しようを起こせる人間を、皆は他ほかに知っているかい？


　そろそろ説明してあげようか。


　自殺しろと言ったのはね。つまり、「体を捨すてろ」っていうことさ。


　ここで皆さんに朗ろう報ほう。注目、注目～。


　痛いの、苦しいのがイヤな人。今なら漏もれなく、タナトスに心の中で強く望んでくれれば、タナトスが魂たましいだけ、抜ぬき取ってあげる。あはは、王は、優やさしい死神でもあるんだよ。


　幽ゆう体たい離り脱だつって分かるかい？　あれと思えばいい。体という殻からを脱ぬぎ捨てる、それだけだ。怖い？　そんなことはない。むしろ、スッキリするさ。


　どうせ、いつか死はやってくるんだよ。だったら全く痛みのない、そして死後が保ほ証しようされているこの選せん択たく肢しを選ぶべきだと、タナトスは思うけどね。


　もう理り解かいできたと思うけど、新しい世界というのは、つまり、そういうことさ。


　死んで幽ゆう霊れいになってしまえば、全すべてが思いのまま、痛みも苦しみもない。富とみも名声も関係なくなる。皆が、対等だ。金がなくても幸せになれる。働く必要も、環かん境きようを選ぶこともない。好きなことだけして、存そん在ざいしていける。


　……オーケー。そう。そうだね。少し頭の働く人間なら、その反はん論ろんはして然しかるべきだよ。


　つまり、物に触ふれないのはもどかしい、そういうことだろう？　タナトスは精せい神しん世界だけで本来は充じゆう分ぶんと考えるけどね。まあ、分からないじゃないよ。


　それを解決するのが、この、繭まゆ。


《世界の繭》


　新世界を作ろうというのは、つまり、こういうことさ。


　死者だけの……そう、『彼女達』の言う、マテリアルゴーストだけの世界を作ろうという、話だよ。マテリアルゴースト。それは、体を持つ幽霊のことだ。


　おいおい、それは普ふ通つうに生きているのと変わらないだろうって、思ったかい？


　そんなことはないさ。そんなことはない。


　この状じよう態たいなら、自分の体、状態は思いのままだ。永えい遠えんに生きることもできる。自分を美形にすることも、巨きよ漢かんにすることも、小人にすることだって可か能のうだ。


　もちろん、ものを食べる必要だってない。快かい楽らくだけを追い求めていたって、何も問題ない。


　そこには、貧ひん富ぷの差も差別もない。皆が、自由だ。自由に生きられる。


　……そう、そういう反論もあるね。自身が生命体として進化したところで、この世界の物ぶつ資しは有ゆう限げんで、やはり、物を手に入れようとしたら、また貧富は生まれるっていうことだろう？　物の奪うばい合いがある以上、争いだってあるだろうってことだろう？


　そこだよ。そこで、この、《世界の繭》なんだよ、皆みんな。


　正直なところ、マテリアルゴースト化だけなら、今すぐにだってできるんだ。すでに世界には何体ものマテリアルゴーストが出現しているはずだよ。タナトスが、ランダムに物ぶつ質しつ化能力のカケラをばらまいたからね。総そう勢ぜい六百六十六体いるから、興きよう味みがあれば探さがしてみればいい。意外と、皆のそばにいると思うよ。……その程てい度どのことなら、すでに造ぞう作さないんだよ……この、《神の創そう造ぞう力りよくのカケラ》たる、《霊体物質化能力》ならばね。


　ねえ、皆。タナトスは、思いついたんだよ。どうしたら、皆が幸せになれるのか。


　答えは、簡かん単たんだった。神に祈いのるんじゃない。


　人類、全員、神になればいいんだ。


　好きなものを好きに作って、好きに暮くらし、永遠に過すごす。そんな存在になれば、誰も、他人のものを奪い取ろうなんて思わないだろう？


　この《世界の繭》は、それを可能とする。……この繭はね。霊気の集合体なんだ。《霊体物質化能力》と、世界に溢あふれる霊気を混まぜ合わせた、つまり、《世界の雛ひな形がた》なんだよ。


　今はまだこのサイズの繭だけど、全世界の霊気を全て注ぎ込こみ、神の創造力たる《霊体物質化能力》を埋うめ込んだら、どうなると思う？……つまり、この世界を一いつ旦たん壊こわして、全部これに変へん換かんしたら、どうなると思う？


　そう。《無限の可変物資》の出来上がりだ。


　皆に、無限を分け与あたえられる。全員、好きに無限を使って自分の世界をつくればいい。


　つまり、完全なる自由だ。


　おっと。世界中の人間から、一気に敵てき対たい心が失うせたね。今の言葉でかなりの人間がタナトスに賛さん同どうしてくれたらしい。


　まあ、そうは言っても、皆も、少しは考える時間が欲ほしいよね。王は寛かん大だいなんだ。大だい丈じよう夫ぶ。考こう慮りよ期間は設もうけてあげる。……三日。三日だけ、時間をあげる。


　まあ。いくら考えても。





　三日経たったら、皆の総そう意いなんて関係なく、世界の移い行こうを実行するけどね！





　アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！


　民主主しゆ義ぎだと思った？　違ちがうよ。絶ぜつ対たい王おう政せいだよ！　ただ、一いち応おう民みん衆しゆうに告知してみただけさ！　優しい王様でしょう！　あがめてよ！　誉ほめてよ、タナトスを！　これが、お前らが望んだ王だろう！　そうだ！　タナトスの存在がそもそも、お前達の望んだ結果なんだ！　だったら、人類にタナトスの命令を拒こばむ権けん利りはなくて当然なんだよ！


　アリスが消えたあの時点でお前らに選択肢なんてなくなったんだよ！


　じゃあね、世界の諸しよ君くん。


　……そうそう。『現守高校帰き宅たく部ぶの皆』は、特に気をつけた方がいいと思うよ。タナトスは、君達が気に入っているから。


　じゃあ、また、三日後〉





　その言葉と共に、世界に配信された長い演えん説ぜつは、終わった。


　……寒さなんて感じない霊体のはずなのに。……体が、震ふるえている。どうしようもなく、震えている。隣となりを見ると……鈴音さんは蒼そう白はくな表ひよう情じようで……無む意い識しきになのだろうけど、「蛍……蛍……」と、彼の名前を呼よんでいた。私もまた、目を瞑つむり、心の中で呼びかける。


（ケイ……私は今、何をするべきなの？　教えてよ……ケイ。助けてよ、ケイ）


　そう必死に願ってから……ふと、ひどく虚むなしい気分に襲おそわれる。


　結局……結局、私は、何も成長していない。また、ケイに頼たよっている。ケイを信じているんじゃない。ケイに、依い存ぞんしている。それは愛とは違うって、学んだはずなのに。


　隣で怯おびえる鈴音さんを見る。恋こいのライバルで……それ以上に、私の大事な、友達。……彼女だけじゃない。私の大好きな人達、大好きな世界が、脅きよう威いにさらされている。


「…………」


　……まだ私にできることがあるんじゃないかって……そう、思った。





【interlude─マテリアルゴースト[image: ]─】





「おやおや、何事かと思えば。とっても面おも白しろいイベントが開かい催さいされているねぇ」


　そう言って、彼がドラゴンのようなマテリアルゴーストの背せに乗って私達の前に現あらわれたのは、戦せん闘とうを開始して二時間ほど経けい過かした頃ころだった。


　彼……異い様ような雰ふん囲い気きを纏まとう、金きん髪ぱつの少年。言われなくても、彼がタナトスという人間だと分かった。


　丁度、私達は自分達の周囲に居いた悪あく霊りようとマテリアルゴーストを一いつ掃そうしたところだった。次の敵てきが来るまで一いつ旦たん休きゆう憩けいしようと、そう考えて気を抜ぬいた矢先の来らい訪ほう者しやだった。


　悪の親玉とかラスボスという表ひよう現げんを鏡きよう花かはしていたけれど、ここまで……ここまであからさまだとは、思っていなかった。実力の桁けたが、違いすぎる。そして存そん在ざいとしてのランクが、全く違う。私と同様に、深しん螺らさんと鏡花の二人でさえ、動けず、ただただ額ひたいに汗あせをかいて上空の彼を見ていた。


　タナトスが指をぱちんと鳴らす。瞬しゆん間かん、どういう原理なのか足元のドラゴンが消え、彼は落下してくる。しかし、地面の直前でぶわぁと風を起こし、何事もなかったかのように、緩ゆるやかに着地した。……彼はもはや霊れい能のう力りよく者しやという範はん疇ちゆうに収おさまる存在じゃなかった。「化物」という表現でさえ、生なま温ぬるいのじゃないだろうか。それはある意味で……神の如ごとき存在だった。万ばん能のう。彼を見ていると、そんな二文字が思い浮うかぶ。


　その彼が、一歩こちらに踏ふみ出す。私は思わず「ひっ」と下がってしまった。鏡花が拳こぶしを構かまえ、深螺さんも神じん器ぎと札を同時に構えるものの、しかしタナトスはまるでそれを気にした様子もなく、笑え顔がおで私達に声をかけてきた。


「いやいやいや、素す晴ばらしいね、君達は。まさかここまで圧あつ倒とう的に、タナトスの手て駒ごまを片かたっ端ぱしから殲せん滅めつされるとは思わなかったよ。中でも一番素晴らしいのは、その、奥おくに居るキミかな？　キミの誘ゆう引いん能力は、とても稀け有うだ。どうだい？　タナトスの下もとに来ない？　タナトスは今、沢たく山さんの霊体や霊力を欲ほつしている時期でね。キミのような能力者は、喉のどから手が出るほど欲ほしかったんだよ」


　彼と目が合った瞬間、ガクッと体から力が抜ける。……なに、これ。私の足が勝手に、彼に歩み寄よろうとする。私が「い、イヤ……」と涙なみだを流すと、瞬間、鏡花が動いた。


「やめろっ！」


　鏡花が地面を蹴けって高速でタナトスに向かって行く。タナトスは相変わらず余よ裕ゆうの笑みを浮かべて、私に向けたのと同じ目で「キミ、邪じや魔ま」と《命令》を下した。しかし……。


「!?」


　彼の表情が、驚きよう愕がくに歪ゆがむ。鏡花はそのままの勢いきおいで迫せまっていた。


「せやぁ！」


「くっ」
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　タナトスがバッと背はい後ごに飛ぶ。彼自身は普ふ通つうの人間であるはずなのに、かなりの跳ちよう躍やく力りよくだった。地面とほぼ水平に五メートルほど飛んで、着地時には足で地面に土つち煙けむりをあげてブレーキをかけ、体たい勢せいを安定させるように、しゃがみこむ。


　瞬間、私の呪じゆ縛ばくのようなものは解とけた。ぺたんとその場にへたりこむと、深螺さんが慌あわてて、「大だい丈じよう夫ぶですか？」と私に駆かけ寄ってきてくれた。


「ええ、大丈夫です。でも、鏡花が……」


　私と深螺さんの視し線せんが彼女とタナトスを捉とらえる。タナトスは初めてみせる余裕の無い視線で、鏡花を睨にらみつけていた。


「お前……何者だ」


　言葉にも、余裕が無い。鏡花には、どうやらタナトスを脅おびやかす何かがあったらしい。鏡花は一瞬沈ちん黙もくしたものの、しかし、拳を構え直して答える。


「水み月づき鏡花。ただのマテリアルゴーストよ」


「なに？　マテリアルゴーストにはタナトスの命令を優ゆう先せんするように……」


　そこで、タナトスの顔がハッとし、今度はニヤリと歪む。


「そうか。そういうことか。……アハハハハハハハハハ！　なんだ、そういうことか！　最高だ！　傑けつ作さくだよ！　成なる程ほどね！　いや、これは一本とられたな！」


　今度は鏡花の顔が歪んでいた。唐とう突とつに、「まずいわね」と隣となりの深螺さんが呟つぶやく。


「鏡花の正体がバレたわ」


「鏡花の……正体？」


　深螺さんは、私の疑ぎ問もんには答えてくれない。タナトスはただ楽しそうに笑っていた。


「ああ、楽しい！　キミは最高だね、やっぱり！　水月鏡花！　水月鏡花！　いやいや、ここまで楽しい気分は久ひさしぶりだよ！」


「……それは、光栄だな」


　鏡花は皮肉を言う。タナトスはそんな彼女を嘗なめ回すように見た後、さらに続けた。


「いいよ、キミ。うん、凄すごくいいよ！　アハハハハハ！　こんなに……こんなにタナトスを楽しませてくれたのは、片かた割われを除のぞいて、キミが初めてだ！　アハハハハ！　ねえ、鏡花！　タナトスのパートナーにならないかい！」


　私は、絶ぜつ句くする。なにを言っているんだ、この男は。鏡花を初対面で呼よび捨すてにし、あまつさえ、パートナー？　正気の沙さ汰たじゃない。


　告白された当人である鏡花は、また、表ひよう情じようを皮肉げに歪めていた。


「いいわよ。但ただし、尻しりに敷しかれてくれるなら」


「……アハハ！　ううん、残念だなぁ。その要求を呑のんだら、タナトスは、自分の目的を諦あきらめさせられそうだものなぁ」


「交こう渉しよう決けつ裂れつね」


「そうなるかな。まあ『無む理り矢や理りタナトスのものにする』、という選せん択たく肢しもあるけどね」


「あら。それなら私にだって『叩たたきのめして服ふく従じゆうさせる』という選択肢があると思うけど」


「無理だね。タナトスは、王だ。王の上に立つことは、できない」


「王って、かなりの確かく率りつで民みん衆しゆうに淘とう汰たされちゃうわよね」


　　一いつ触しよく即そく発はつの状じよう況きようが続く。二人とも軽口を叩き合っているようで、しかし、一瞬たりとも油ゆ断だんを見せない。完全に、二人だけの世界だった。


　深螺さんも入り込めないほど……この二人は格かく上うえの存そん在ざいなのだと、今なら分かった。そして、余計に分からなくなった。あのタナトスと対たい峙じできる鏡花という存在が……。


「……やっ！」


　鏡花が唐とう突とつに動く。再ふたたびタナトスに高速で、一足で突つっ込んで行くが、しかし、今回は相手も油断していなかったらしい。彼もまた驚きよう異い的な跳躍力で上空に飛び上がると、そのまま、空中に浮ふ遊ゆうした。


　彼を追って、鏡花もまた上空に飛び上がる。しかし彼女のは跳躍であって、浮遊ではない。タナトスがふわりとサイドに滑かつ空くうすると、攻こう撃げきの機会を失い、そのまま降おりてくるしかなかった。着地した鏡花が、舌した打うちする。


「ちっ。物ぶつ質しつ化か能のう力りよくで造つくった、《浮遊機能付きの靴くつ》か」


「ご名答。物質化能力って、破は格かくだよね。さすが、神の力だけあるよ。タナトスが使うことでさらに力を引き出せたからね。式しき見み蛍けいにできなかったことも、タナトスにはできる」


　式見蛍……ああ、元・物質化能力所持者か。確たしか、先日殺されてしまったという……。


　私は、心の中で彼を呪のろった。どうして、責せき任にんを持って物質化能力を管理し続けてくれなかったのだろう。どうして、こんな危き険けんな力を放ほう棄きして、無責任に死んでしまったのだろう。


　……どうして、うまくいかないのだろう。どうして、この世界は、正せい義ぎが簡かん単たんに悪に勝てないのだろう。時に、悪が幅はばをきかせてしまうのだろう。いや、そもそも、悪なんてものがあるのだろう。……理り不ふ尽じんだ。


「そう、そうだよ、誘ゆう引いん体質のお嬢じようさん。いいね、キミも！　実にいい！　キミも、タナトスの下もとに来るべきだよ！」


　上空から唐突に彼が私に話しかけてくる。……心を、読まれた？　震ふるえる私に、深螺さんが「大丈夫だから」と励はげましてくれるが、しかし、震えは止まらない。心を覗のぞかれるということが、ここまで怖いことだとは思わなかった。鏡花がふざけて私を見み透すかした発言をした時は、不ふ快かい感なんてなかったのに。心を許ゆるしていない人間に無む理り矢や理り心を暴あばかれるのは……とても、気持ち悪かった。


　そんな私の感情も読んでいるはずなのに、タナトスは、自分に都合のいい部分だけに注目して、言葉を紡つむいでくる。


「そうさ！　世の中、間ま違ちがいだらけなんだ！　不完全な世界、不完全なシステム、不完全な人類。バグばっかりの世界だ。だから、誰だれかが、修しゆう正せいしなきゃいけない。ただ、この世界は、悲しいことに、一つ一つバグ取りをしていたのでは、もう間に合わないほどに歪ゆがんでいるんだよ、お嬢さん。分かるだろう？……そう、キミなら、分かるはずだ。不ふ遇ぐうな人生を送ってきたのだろう？　理不尽な環かん境きようで生きてきたのだろう？」


　また、心を覗かれている。私は胸むねの前で手を組み、ぎゅっと目を瞑つむった。鏡花と深螺さんがタナトスを睨にらみつけてくれたけど、そんなことは、やっぱり、彼には関係なかった。


「……式見蛍という人間がいた。彼もまた、キミと同じような境きよう遇ぐうの人間だったよ」


「？　式見……蛍、が？」


「ああ。彼の肉体には、分不ふ相そう応おうなチカラが、欲ほつしてもいないのに、最初から入り込こんでいた。彼はその能力のせいで、キミに負けないぐらい不遇な人生を送ってきたんだ」


「……彼が……」


　物質化能力所持者の少年。無責任に死んでしまった、マテリアルゴースト事じ件けんの元げん凶きよう。……でも、なんでだろう。今は、彼を責せめる気分にはならなかった。


「でも、最初にはずれくじをすでに引いているにもかかわらず、彼はあろうことか、周囲のはずれくじまで引き受けた。皮肉にも、そういう人間に育ってしまった。世に言う、善ぜん人にん、というヤツだ。だけど……そうやって生きた結果は、どうだい？　結局、彼は、不幸な死に方をした。何一つ報むくわれていない。キミには神かん無な家という救いがあったから、まだ、世界に絶ぜつ望ぼうはしていないのかもしれない。でも……式見蛍の視し点てんで考えてみても、果たして、まだ世界を擁よう護ごする気になれるかな？」


　彼は純じゆん粋すいに、私と対話したいようだった。精せい神しん干かん渉しようを仕し掛かけてくる様子はない。鏡花を見る。彼女はどうにか空中の彼に攻撃をしようと苦心しているようだった。


　……私は、自分にできることを、することにした。つまり……アイツが私と対話しようとしているなら、それに応こたえて、できるだけ時間を稼かせぐ。


「彼の死だって、貴方あなたが仕向けたことだと聞いていますけど」


「そうだよ。でも、チャンスは与あたえたし、直ちよく接せつ手にかけたわけじゃない。そうそう、もう一つ言えば、彼を実じつ際さいに殺した日ひ向なた耀あかるという少女だって、不遇な人間だった。心しん臓ぞうを病やんで生まれた……体に問題のあったケースだ。タナトスやキミみたいな特別なケースで考えなくたって、彼女みたいな人間はいくらだっている。この世界は、不公平だ」


「……それは、そう思うけど。でも、だからって貴方のやっているような悪行が許されることにはならない」


「悪行？　なんのこと？」


「マテリアルゴーストを使って神無家を襲おそわせたり……」


「おいおい、勘かん違ちがいしちゃいけない。タナトスは別に、悪人になろうと思っているわけじゃない。たまたま、目的を達成する上で神無家が邪じや魔まをするから、マテリアルゴーストをけしかけただけだ。一いつ般ぱん人を襲わせてはいないよ」


　一般人を襲わせてはいない。その言葉は、意外だった。私が黙だまると、しかし、隣となりの深螺さんが感かん情じよう的に反はん論ろんする。彼女にしては珍めずらしい態たい度どだった。


「なにをぬけぬけとっ！　たとえ今は一般人を襲っていなくても、世界中にマテリアルゴーストがいるという事実は、人類全員を人ひと質じちにとっているも同じでしょう！」


「アハハ、心外だなぁ。タナトスはそんなこと、思いつきもしなかったよ」


「式見蛍の妹を……罪つみの無い妹さんを配下に襲わせたことを、もう忘わすれたとでも？」


「深螺さん。貴女はもうちょっと頭のいい人間だと思っていたけど……。だから、言っているじゃないか。それは、目的があるからだ。別に、無差別に人を襲っているわけじゃない。そんな、通り魔みたいな嗜し好こうはないよ。そんな風に思われているの？　ショックだなぁ。タナトスは、ほら、神無家の仕事だって手伝ったことあるじゃない」


「目的のために手しゆ段だんを選ばないその考え方は、悪ではないのですかっ！」


「手段を選ぶ？……戯たわ言ごとを」


　タナトスの声のトーンが、変わった。初めてみせる……怒いかりを含ふくんだ、声。


「手段を選ぶなんて……余よ裕ゆうのある人間がする自じ己こ満足じゃないか。タナトスは、一秒だって無む駄だにしたくないんだよ。今すぐにでもアリスを取り戻もどしたいんだ。


　実じつ際さい、タナトスはよく頑がん張ばった方だよ。式見蛍の存そん在ざいを知った時点で、彼を殺して能のう力りよくを奪うばい取っても良かったんだ。でも、タナトスは彼に共感を覚えていたからね。


　だから、できる限かぎりの譲じよう歩ほをした。彼を引き入れるために、努力した。その一いつ環かんが、妹さんへのアプローチだ。ああ、ちなみにタナトスは、個こ人じん的には、傘さんちゃん好きだよ。ヘルメスとして接していた時にも、仲良くしてくれたからね。でも、それとこれとは別だ。《目的》って、そういうものだろう？　他ほかの全すべてを犠ぎ牲せいにしても、いいと思えるもの。


　だけど、彼はそれでも拒きよ絶ぜつした。だから、タナトスは最終手段に出ただけさ。これのどこが悪だっていうんだ。目的のために他者を犠牲にする人間が悪だとしたら、人類の大半は悪と分類されるべきだよ。……タナトスがアリスを失ったのだって……」


「？　さっきから、アリスって、何の話……」


　私は首を傾かしげる。タナトスは苦々しい表情をした後、それを、無視した。


「君達は、ひどく滑こつ稽けいだよ。どうしてなにも知ろうとせずに、抗あらがうんだ。タナトスは、人類の悲願を達成するために動いてあげているだけじゃないか。全ては人類の救きゆう済さいのためだ。


　そりゃ、その過か程ていで多少の恨うらみは買ってしまうかもしれない。認みとめるよ、タナトスは人間が嫌きらいだ。だから、やり方も無む慈じ悲ひになりがちだ。でも、だからと言ってタナトスの目的自体を悪と否ひ定ていされる謂いわれはないよ。……そうは思わないか、水月鏡花、神無深螺、そして、誘ゆう引いん体たい質しつのお嬢じようさん」


　私達は、思わず黙り込んでしまう。なんとなく、タナトスと私達との考え方の違いの根本が、分かった気がした。


　彼は、大きな世界を見て、話をしている。私達は、個人的なコミュニティのレベルで、話をしている。だから、彼が端は数すうとして切り捨すててしまう、他た愛わいないと思っていることに……私達は、彼からしたら理り解かいできないぐらい、過か剰じように反はん応のうしてしまう。


　タナトスは、私達より少しだけ力があって、行動力があっただけなのだろう。端数を、自分の手で切り捨てる側なだけなのだろう。性せい格かく的に、多少の問題はあるとしても。


　明めい確かくで崇すう高こうな目的。……敵てきでこそあるけれど、それは、悪とは言えないかもしれない。


　私は揺ゆれていた。おそらく深螺さんも。しかし……揺れなかった人間が一人だけ、いた。


「ばっかじゃないの」


　鏡花だった。彼女は、簡かん単たんに、その一言で、タナトスの長い、重い論理を断たち切った。彼が、空中からキョトンと鏡花を見下ろす。鏡花はタナトスを睨にらみつけた。


「手段を選んでいる余裕がない？　そんなの、堂々と言うことじゃないだろ、おい。本当に人類を救済しようと言うなら、誰一人切り捨てちゃいけないはずだ。人間は結局『一』の集まりだ。一人、一人の人間が集まって、大きな世界というコミュニティを形成しているんだ。端数を切り捨てるという考え方は、問題の解決方法の中でも最低の部類に入る考え方だ。


　結局お前は、人類のことなんて考えちゃいないよ。私達と同じだ。個人的な理由で、目的で動いている。自分のわがままで他人の大事なものを傷きずつけたんだ。だったら……恨まれて、悪とさげすまれたって文もん句くは言えないはずだ」


「…………」


「お前の行動の結果世界が良くなろうが悪くなろうが知ったことかっ！　お前に共感する人間がいたって知るもんか！　そいつはそいつで私を罵ののしればいいさ！　しかし、私は、私の理由で、お前を倒たおす！　それがたとえ皆みんなに望まれないことだったとしてもね！」


　鏡花が、タナトスに叫さけぶ。彼は……無表情で、鏡花を見つめていた。無表情のはずなのに……しかし、タナトスの顔は、悲しそうに、見えた。なぜだろう。


　揺れていた私の肩かたに、深螺さんが手を置く。彼女は、私に向かって微ほほ笑えんでくれた。


「雨あま森もり。難むずかしく考えなくて、よかったんだと思います。私達は小さい理由で戦っていますが……いいじゃないですか、それで。私達は人間なのですから」


「深螺さん……」


「まったく、彼女にはいつもハッとさせられます。大きい人間……というわけでもないんでしょうけどね。なんというか、小さな人間であることの誇ほこりを、思い出させてくれるというんでしょうか」


「……そうですね」


　私は、深螺さんに微笑み返す。もう、心は決まっていた。


「私は、鏡花と深螺さんを助けたい。友達として。自分を苦しめてきた悪あく霊りようを、一体でも倒してやりたい。個人的な理由で。だから……タナトスは、私の、敵。彼が救世主だとしても、世界が彼を支し持じしても。タナトスは、雨森沙さ里りの、敵」


「私だってそうです。タナトスは、神無深螺の、個人的な敵です。妹の友人の命を不本意なカタチで奪うばい、最愛の妹を傷つけた、憎にくむべき敵です。たとえ、彼が王だとしても」


　私達は頷うなずきあい、鏡花を見る。彼女は私達にニコッと微笑んでくれた。


　そうして、次の瞬しゆん間かん、私と深螺さんは鏡花に叫ぶ。


「いっけぇ、鏡花ぁ！」


「やってしまいなさい、鏡花！」


　その私達の掛かけ声と同時に、鏡花が、唐とう突とつにタナトスに向かってジャンプする。彼は一瞬虚きよを突つかれてよろめいたものの、すぐに浮ふ遊ゆう能のう力りよくの付加した靴くつで空中を滑かつ空くうすると、鏡花の攻こう撃げきを避よけ、「ハハッ」と笑った。しかし……彼のその笑顔は、次の瞬間、消え去る。


「でやぁぁぁあ！」


　鏡花が唸うなり、彼女もまた《タナトスと同じく滑空》し、彼の懐ふところに入り込こむ。そうして、彼女は大きく右手を振ふり上げ、叫んだ。


「いつまでも上から見下ろしてんじゃない、この王様気取りの馬ば鹿かがっ！」


　その言葉と共に、鏡花が思い切りタナトスの腹はらを殴なぐりつけ、さらに、彼が前のめりになったところで、その背せに、両手を組んで思い切り拳こぶしを叩たたき付けた。刹せつ那な、タナトスが猛もう烈れつな勢いきおいで地面に落下する。


　ドォンと地に彼が衝しよう突とつする音と、そして、猛烈な土つち煙けむり。……完全に決まった。鏡花の怪かい力りきは折り紙つきである。以前も、彼女に叩き付けられてクレーターを作るマテリアルゴーストを見た。普ふ通つうの人間ならば、とても耐たえられる威い力りよくじゃないだろう。


　鏡花は浮遊を解といて、すっと降おりてくる。私と深螺さんのそばに来ると、彼女は肩をこきこき鳴らして、「空を飛ぶイメージって、やっぱり、凄すごくしんどいわ……具体的にどうしたらいいのか、なかなか確定しないんだもの」と嘆たん息そくしていた。私と深螺さんは薄うす々うす気付いていたのだが、鏡花は、タナトスと私達が喋しやべっている間に、自分の体にも彼の靴と同じ能力を実じつ装そうしようと試こころみていたようだった。


　結果、彼と同等にすいすい飛び回る──とまではいかなくても、一撃加えられるぐらいには、空を飛ぶことに成功したらしい。鏡花は得意げに微笑んだ。


「さて、と」


　土煙が治まるのを待つ。そこには、タナトスが倒たおれている……はずだった。


「まったく、《ダメージを受け止めるシャツ》を着てなかったら、危あぶなかったよ」


　しかしそこには、いつものようにヘラヘラと笑うタナトスが、立っていた。鏡花が嘆息し、「ま、そんなあっさり倒せるとは思ってないけど」と呟つぶやき、再ふたたび構かまえをとる。


　タナトスは私達三人を見ると、「ふぅ」と息を吐はく。


「さすがに今は、分ぶが悪いようだね。いや、本気で物ぶつ質しつ化能力を使えば、キミ達を葬ほうむることは造ぞう作さないんだけどね。困こまったことに、タナトスはどんどんキミ達が気に入ってしまっているんだ。できることなら、キミ達とは仲間でいたいんだよね。でも、今はタナトスの言葉なんて聞いてくれそうもないしね……ここは、引かせてもらうことに、しようかな」


「そんな簡かん単たんに逃にがすとでも？」


　鏡花が睨みつける。タナトスは、ケラケラと笑った。


「うん、逃げるよ。この、《空間を超ちよう越えつする指輪》でね」


「っ！　まさか、いくらなんでも、そんなものまで物質化能力でできるはず──」


「じゃあね。ごきげんよう」


　鏡花の言葉も虚むなしく、次の瞬間、タナトスは指輪を空に掲かかげると、そのまま空中に歪ゆがんだ空間を出しゆつ現げんさせ、その中に搔かき消えてしまった。


　深螺さんと鏡花が絶ぜつ句くする。数秒呆ぼう然ぜんとした後、深螺さんが沈ちん黙もくを破やぶった。


「そんな……物質化能力があそこまで万ばん能のうだなんて……これじゃまるで、神じゃないですか。そんなものまで作れてしまうなんて……なんでもありじゃないですか。だとしたら……やっぱり私達は、今回も、遊ばれただけ、なんですね」


　深螺さんの言葉に、鏡花が頷く。


「そう、だね。あんなのもアリだというなら、それこそ、《核かく爆ばく発はつを起こすビー玉》やら、《時間を巻まき戻もどすイヤリング》やら、なんでもございだ。彼が本気で私達を消そうとしたら、その時点で終わりだった。やっぱり、油ゆ断だんしているうちに決めるべきだった……」


　悔くやしそうに呟つぶやいて、鏡花が俯うつむく。


　私は、そんな二人に、かける言葉を持たなかった。





　結局この日、私達はそのまま帰き宅たくすることとなった。分かっていたことだけれど、相手の圧あつ倒とう的すぎる能力を見せ付けられると、三人とも、落ち込まずにはいられなかった。


　彼を敵てきだと認にん識しきし、抗あらがう精せい神しんはもちろんあるのだけれど。実じつ際さいに倒す手しゆ段だんはという部分で、私達の心は、折れてしまっていた。


　そうして、私達は、翌よく日じつも、打だ開かい策さくを思いつくことなく、無む為いに時間を経けい過かさせてしまうのだった。……結局、一日かけて出た結けつ論ろんなんて、一つだけだ。


《無敵の神を倒せる方法なんて、無い》


　しかし、そんな私達の絶望は、さらにその翌日、一人の青年の発言によって、簡かん単たんに覆くつがえされることとなる。


　そう。


　式見蛍の友人である、星ほし川かわ陽よう慈じさんの言葉で。




第五章　無む力りよくな自分に出で来きること
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　──ペットショップに行く二日前・星ほし川かわ陽よう慈じ──





「今のは陽慈さんが悪いんだよ～」


　ユウさんが頰ほおを膨ふくらませて、オレに抗こう議ぎしてくる。くりくりとした瞳ひとみに、すっとした顔立ちと、華きや奢しやな体。自分でもしょっちゅう言っているけど、確たしかに、美少女という言葉がぴったりな女の子だった。


　オレは彼女に、「オレは言われた通りのタイミングでルーレット止めただろ」と言い返すが、彼女は「むー、もうちょっと早くボタン押おしてくれなきゃだめだよ」と、全く譲ゆずる素そ振ぶりを見せなかった。


　対面で、神かん無なさんが「あはは……」と苦く笑しようしている。彼女の脇わきで浮ういている傘さんちゃんは、「ユウ、みっともないよ」と、嘆たん息そくしていた。


　オレ達は今日、神無さんの家に集まり、四人でテレビゲームをしていた。物質化能力が失われたことで、ユウさんや傘ちゃんは直ちよく接せつコントローラーで遊べないため、今日はオレがわざわざ買って来たボードゲーム形式の対戦ソフトをプレイ中だ。順番にルーレットを回してはボードを進んでいくタイプのゲームのため、幽ゆう霊れいメンバーも参加できる。オレや神無さんが彼女らの指し示じ通りにコントローラーを操そう作さすればよいのだ。ただ、ルーレットを止めるタイミングが問題だった。神無さんは傘ちゃんの、オレはユウさんの操作を代だい行こうしているのだが、ユウさんが「ストップ！」と言ったタイミングキッチリにはボタン操作ができないのだ。


　結果、ユウさんから大ひんしゅくを買っていた。彼女がオレにビシッと人差し指を突つきつける。


「とにかくっ！　次からは、ちゃんと指示通りにやること！　分かった!?　陽慈さん！」


「はいはい、分かりましたよ」


「じゃ、次、鈴りん音ねさんの番だよっ。早く早くっ」


　ユウさんは自分でゲーム進行を止めておきながら、次の神無さんを急せかす。彼女は「はいはい」と苦笑すると、自分のターンを始めていた。


　その光景を見守りながら、安あん堵どとも嘆息とも、自分でも判はん断だんのつかない息を吐はく。……オレは彼女達のショックを気き遣づかって、神無さんの家に遊びに訪おとずれたのだが……オレは必要なかったかもしれない。彼女達は思っていた以上に強い。……一番弱いのは……女め々めしいのは、皮肉にも、この中で唯ゆい一いつの男だん性せいであるオレかもしれなかった。


「陽慈さん？　陽慈さんの番ですよ？」


「あ、ああ。ごめんごめん」


　気付くと、傘ちゃんが声をかけてきていた。ユウさんが「もー。今日の陽慈さんはたるんでるよー！」と怒おこっている。神無さんは相変わらず「あはは……」と苦笑するだけだった。神無さん……同どう居きよを始めてから、ユウさんの扱あつかいに慣なれてきているな。苦笑や嘆息の仕方が、非ひ常じように、蛍けいに似にてきている。


　オレは自分のルーレットを回す。まるで当然というように、一が出た。


「星川さん、今日はホントに不調ですね」


　神無さんが目をぱちくりしてこちらを見ている。オレは苦笑して、「そうだね」と返す。


　現げん在ざいのオレは、ダントツで最下位だった。
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　結局午前から午後にかけて三時間ほど神無さんの家でうだうだと過ごさせてもらった。あの家は、なんだか凄すごく居い心ごこ地ちがいい。温かいというのだろうか。


　神無さんの家を出て、道をふらふらと歩き、自じ嘲ちよう気味に笑う。彼女達は強い。自立しているように感じられる。けど……オレはどうだ。寂さびしくて痛いたくて仕方ない。蛍に対するモヤモヤがいつまでも残っている。


　……こんな時、オレが一番慰なぐさめてほしいのはケイコさんだった。オレの想い人。しかし……蛍が死んで以い降こう、どういうわけか、ケイコさんとも音信不通になってしまった。メールが返ってこない。……それが、オレの心に追い討うちをかけていた。


「紗さ鳥とりは……どうしているかな」


　今日は紗鳥も誘さそうべきだった気もするのだが、彼女の場合日ひ向なた耀あかるの葬そう式しきなどにも出席してゴタゴタしていたから、逆ぎやくに気を遣つかって、誘わなかった。


　……結局、オレは宙ちゆうぶらりんなんだ。落ち着いているように周囲からは見えるだろう。実じつ際さい、落ち着いてはいる。でも、安定しない。ぐらぐら、ぐらぐらしている。


　皮肉なものだ。蛍とは、二年間以上会ってなかったというのに。再さい会かいしたのだって、つい最近だというのに。なのに……それなのに、彼がこの世界から消えてしまうと、こんなにも、どうしようもない喪そう失しつ感に襲おそわれている。


「……くそ」


　電信柱を蹴けっ飛ばす。つま先が痛いだけで、柱はびくともしない。……そう。これが、オレという人間だ。居ても居なくても、同じ。


「友達を守ることも……友達を癒いやすことも……何もできないのな、オレ」


　オレは無力だ。常じよう人じん離ばなれした体力があるわけでもない。紗鳥のように人を引っ張ぱるわけでもない。かと言って蛍のように人を優やさしくいたわれるほどの器量も無い。


　ケイコさんと音信不通になるのも当然だった。オレは彼女に振ふられるのが怖こわくて、いつだって、自分の気持ちを押し付けてばかりいた。ぬるま湯のような関係で充じゆう分ぶんだと思い込こもうとしていた。


　蛍が死んだのは、犯はん人にんのせいであって、オレ達のせいじゃない。どうにもできなかった。それは、分かる。いや、それを認みとめないと、紗鳥が可哀かわい想そうだ。買い物に行かせたのはアイツだから、責せき任にんを感じてしまう（事実、事じ件けんの直後は深く落ち込んでいた）。しかし……それでも、やっぱり、何かできたのではないかと思ってしまう。


　それは、今でも、だ。今……オレには何かすることがあるのではないかと、ずっと考えている。殊しゆ勝しような心がけなんかではない。自分のために、何かしたいだけなのだ。自分がただの無力な男だと認めるのがイヤで。


「そういえば……蛍の霊れい体たいは、まだ見つからないんだっけか……」


　成じよう仏ぶつしたのだろうというのが、ほとんどの人間の見けん解かいのようだが。オレも、九割わり方、蛍は逝いってしまったのだろうと思っているのだけれど。しかし……。


「アイツがいれば……。オレは無力だけど……アイツが、いれば……」


　そう、思わずにはいられない。


「……探さがす、か」


　唐とう突とつに、そんなことを、思いついた。いや……神無鈴音でさえ探せないものを、幽ゆう霊れいが見えるだけの自分が探せるとは──


「……見える、じゃないか」


　はたと、立ち止まる。目から鱗うろこが落ちる思いだった。


「オレ……幽霊、見えるじゃないか。ただの無力な男だけど……人と違ちがって、幽霊、見えるじゃないか」


　それは、小さな、本当に小さな、力だけれど。それでも、力であることは、変わりないから。無と一とでは、全然、違うから。だったら……。


　オレは、拳こぶしをぐっと握にぎりこむ。自分を無力だと思って全部を諦あきらめてしまうのは、力を使い切ってからにしよう。そう、思った。


「蛍を……探そう。ありえないけど……でも、何か、しよう」


　駅に向かって歩きながら、さて、どう探したものかと考える。オレはいつもこうだ。蛍と違って、とりあえず動き出してから、考える。考え無しと言われたらそれまでだが、しかしオレはこれでいいとも思っている。どんどん動いてしまえば、先に進むしかなくなるから。躊ちゆう躇ちよしている暇ひまが、なくなるから。


「……やっぱり、やみくもに探してもしゃあないしな。……霊能のう力りよく者しやの協力者が居たら、いいんだけどな」


　そうだ。最初は、霊に関する知ち識しきを得ることから始めないと。しかし……神無鈴音に今頼たよるのは、酷こくだろう。そうなると……。


「ん？　いや、一人、いいのがいるじゃないか。凄すごいのが、いるじゃないか」


　オレは名案を思いつくと、すぐに、そのままの足で電車に飛び乗った。


　行き先は、ただ一つ。


　神無家本家、そこしかない。
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「やー、我われながら、良く着きましたなー」


『本当にね……』


　携けい帯たい電話越ごしに神無さんが嘆たん息そくしている。オレは「ははは」と笑うしかなかった。


「まあ、終わり良ければ全すべて良しじゃないか」


『終わりが良かったことだけが、唯一の救いとも言えますね。まったく……どうして、神無本家の場所も知らずに、テキトーな電車に飛び乗れてしまうんですか。たまたま、方向が合っていたから良かったものの……』


「だってなぁ。思いついたら即そく行動が、オレの理念だからな」


『思いつくなら、もう少し先のことまで思いついてください』


「わっはっは」


『豪ごう快かいなフリをしても誤ご魔ま化かせませんよ、星川さん』


「……すいません」


　神無さん、こういうことには非ひ常じように厳きびしかった。……成なる程ほど、蛍が彼女によく怯おびえていた理由が良く分かった。心配してくれるのはありがたいのだが、こう、なんていうか……。


『ところで、どうして急に霊能力の勉強がしたいだなんて？　さっきも言いましたけど、わざわざ神無本家に出向かなくても、私が教えてあげましたのに』


　神無さんには悪いけど、それは勘かん弁べんだった。彼女の説明の長ったらしさは、常じよう人じんに耐たえられるものではない。それに、オレの最終目的は蛍を見つけることだ。今の神無さんに相談できることではなかった。


「どうせなら、本ほん格かく的に学びたいじゃないか」


『まさか、神無家に入門でも？』


「いやいや。まさか。そこまでは」


『？　じゃあ、わざわざ本家まで行かなくても……』


　言い訳わけが難むずかしくなってきた。オレは早々に電話を切ることにする。


「ええと、ほら、深しん螺らさんのことも気になるしさ。あんまり連れん絡らく、とれてないんだろう？」


『それはそうですが……』


「あ、じゃあ。帰ったら連絡するよ」


『あ、ちょ──』


　オレは噓うそがばれないうちに電話を切った。


「ふぅ……。こういうのを取り繕つくろうのは、蛍の専せん売ばい特とつ許きよだったんだけどな……」


　噓をつくのは不得意だ。次から次に言葉が出てきてくれない。帰ったら連絡するとは言ったものの、さて、面と向かって、オレはボロを出さないでいられるだろうか。


　一つ嘆息して、再ふたたび、神無家の正門を見上げる。夕ゆう刻こくに差し掛かかり、夕ゆう陽ひに照らされた門は、余よ計けいに威い厳げんを醸かもし出していた。


「予想はしていたけど……でけぇ」


　なんとなく凄すごい一族だという印象はあったし、「本家」なんて言葉が出てくるあたりで相当な家なのだろうとは思っていたけれど……まさかここまでとは思わなかった。


　最も寄よりの駅で降おり、バスに乗ってここまで来たのだが……。バス停に、「神無家前」というのがあるぐらいである。敷しき地ちの広さなんて、確かく認にんする気にもならない。とりあえず、今、この正門の横に連なる塀へいは、端はしが見えない。全く。視し力りよく２・０なのに。


　普ふ通つうならオレみたいな人間が入れる場所じゃないが、今回は神無さんが事前に連絡してくれている。名前を出せば、入れてもらえるらしい。……神無さん、普ふ段だんはそんな雰ふん囲い気きないけど、ある意味、お嬢じよう様さまなんだな……。


　とりあえず、インターフォンを探さがす。しかし……。


「……あれ？」


　インターフォンが無い。ええと……ああ、こういう豪ごう邸ていは、なんか、違ちがうシステムなのか？…………。……考えても分かんない。


「あ、あのー、星川陽慈ですけど……」


　消え入るような声で言ってみる。伝わるはずがない。この巨きよ大だいな門じゃ、たとえすぐ内側に人がいたところで、こんな声じゃ届とどかない気がする。しかし……。


〈ギィ……〉


「おわっ！」


　なんか、開いた。なぜか、開いた。電動なのか、自動的に門が押おし開かれていく。


　和風の庭園の奥おくに、立りつ派ぱな玄げん関かんが見える。オレは入っていいものかびくびくしながら、「お、お邪じや魔ましまーす」と、キョロキョロ視線を動かしつつ入っていく。


　数歩奥へ進んでみると、唐とう突とつに、「す、すいませーん」と、玄関からパタパタ、小さな女の子が出てきた。中学生ぐらいに見えるのに、割かつ烹ぽう着ぎを着ている、アンバランスな、しかしやたら一生懸けん命めいな感じの子だった。


　彼女はぜぇぜぇと息を切らせてオレの前まで来ると、「す、すいません」ともう一度頭を下げてくる。何を謝あやまられているのか分からずキョトンとしていると、彼女は息を落ち着けて、オレを見てきた。


「ふ、普段なら、事前に連絡のあった来訪者さんの霊れい気きを結界が感じ取って、もっとスムーズに門が開いてお出で迎むかえさせてもらっているんですけど……」


「は、はぁ」


　なんか凄いシステムだった。この家を、毎年年末に特番で《この世に幽ゆう霊れいはいる・いない》云うん々ぬんと激げき論ろんを繰くり広げている人達に見せてやりたい。


「きょ、今日は、その、他ほかのお手伝いさんが丁度出で払はらっちゃっていまして。わ、私、まだ新人なので、このシステムに全然慣なれていませんで……。ああ！」


「うおっ!?」


「すいません、すいません！　お客様に、こんな事じ情じよう、関係ありませんよね！」


「そ、そうですね……」


「じゃ、じゃあ、案内しますね。…………。……あ、すいません！　ど、どういったご用よう件けんでしたでしょう？　す、すいません、慌あわてて、確認していませんでした……」


「あ、ああ。ええと……とりあえず、深螺さん……神無深螺さん、居るかな？　星川陽慈が来ているって言ってくれれば、大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」


　あの人凄くドライだから、オレのことなんて覚えているか非ひ常じように怪あやしいけれど。


　目の前の女の子は、「ああ」と、なぜか柔やわらかく微ほほ笑えんだ。


「深螺さんのお知り合いでしたか」


「ああ。……そういえば、貴女あなたは？　神無家の人ですか？」


「あ、すいません、自じ己こ紹しよう介かいが遅おくれました。私、神無家でお手伝いやらせてもらっています、雨あま森もり沙さ里りと申します」


「あ、これはどうも。星川陽慈と言います」


「はい。よろしくお願いします。……あ、では、こちらへ」


　雨森さんはそう言うと、俺を家へと促うながした。


　彼女の後について、玄関を通り、神無家の廊ろう下かを歩いていく。やはり、尋じん常じようじゃなく広い屋敷だった。これなら……ホント、掃そう除じだけで何人のお手伝いが必要なことやら。ああ、人手不足で、雨森さんみたいな、中学生のバイトとかも使っているのだろうか。


　オレは彼女に話しかけてみる。


「中学生活とバイトの両立は、大変ですね」


「そうですね」


　ふと、首を傾かしげる雨森さん。そうして、唐突に、叫さけんだ。


「……はうっ!?　中学生だと思われている!?」


「うおっ！　ど、どうしました、雨森さん」


　なぜか、雨森さんがずーんと肩かたを落としてしまった。彼女は小さくポツリと、「……私、十七歳さいです……」と呟つぶやいていた。オレは「うっ」とひきつり……言葉を失う。非常に気まずい状じよう況きようの出来上がりだった。


　足取りの重くなった雨森さんと共にしばらく廊下を歩き、縁えん側がわに出る。すると……。


「あ……」


「お久ひさしぶり……でもないですね。星川陽慈」


　深螺さんが居た。縁側で、庭園を見ながら、手元に湯飲みを持って、いつもの無表情で顔だけこちらに向けている。


　雨森さんが「どうぞ」と言うので、オレは深螺さんのそばまで行き、ちょっと緊きん張ちようしながらも、彼女の隣となりに腰こし掛かけた。


　雨森さんは「今、お茶をいれますね」と去って行ってしまう。深螺さんと二人きり、夕ゆう刻こくの平和な庭を眺ながめる。……沈ちん黙もくが辛つらい。と、とりあえず、なんかテキトーな話題から振ふるか。


「し、深螺さんの飲んでいるのは、緑茶ですか？　お茶、好きなんですか？」


　彼女の湯飲みを見て、訊たずねてみる。中身の無い言葉。しかし、深螺さんはやはりオレの想そう像ぞうの上を行く人のようで、シラッと、こちらも見ずに告げてきた。


「いえ。これは、『ホット野菜ジュース～炭たん酸さん入り～』です」


「なんの罰ばつゲームですか!?」


「失礼な。私の開発した新作ですよ。……不味まずいですが」


「不味いんだ！」


「不味くても、人には飲まなければいけない時があるのです……」


「どういう経けい緯いでそんな状況に！」


　庭園を妙みように達観した目で見つめていると思ったら、意い識しきを遠くにやっていたらしい。深螺さん……相変わらず、よく分からない人だ。


「飲みます？」


「オレに押し付けた！」


「美味おいしいですよ？　騙だまされたと思って……」


「騙されてたまりますか！」


「……世せ知ち辛がらい世の中です」


　寂さびしそうに呟いて再ふたたび湯飲みをズズズとすする。そして、とても悲しそうな顔。


「そんなにイヤですか。自分で作っておいて」


「空前絶ぜつ後ごの不味さです」


「作った動機が分からない！」


「女には、どうしようもなく野菜と炭酸を混まぜて加熱したくなる日が月一であるのです」


「なにその理り不ふ尽じん極きわまりない生理現げん象しよう！」


　深螺さんが再び遠くを見てしまう。しばらくすると、雨森さんがオレにお茶を持って来た。こっちはちゃんと夏らしく、コップに麦茶だった。氷が入り、冷え冷えのそれを、一口飲む。美味うまい。すると……。


「……本当に、世知辛い世の中です」


　深螺さんが凄すごく悲しそうにオレの麦茶を見ていた。……なにこの罪ざい悪あく感。


　いつまでもわけの分からない話をしているのも疲つかれるので、本題を切り出す。暇ひまなのか、雨森さんも深螺さんの隣に座ったが、他人に聞かれたくない話というわけでもないので、気にせず話すことにする。直球勝負。


「あの、蛍は本当に成じよう仏ぶつしてしまったのでしょうか？　探さがそうと思うんですが……」


「その場に霊れいが居なくて、彼のゆかりの場所にも現あらわれていない以上、すでにこの世に居ない確かく率りつが高い、ということです。断だん定ていはできません。ただ、こういう状況である以上、貴方あなたが探すのは無む謀ぼうとしか」


「……そうですか」


　オレはガックリと肩を落とす。……最初から分かっていたことだが、深螺さんにこうもハッキリ言われると少し落ち込こむ。……でも。


　オレは、顔を上げてもう一度彼女を見る。深螺さんは少し驚おどろいたようにオレを見返した。


「それでも、オレは探そうと思います」


「ですから、無む駄だだと──」


「無駄でも、探します。いえ、本当に大事なのは、見つかるかどうかじゃないんです。動くことなんです。動いていられれば、それでいいんです。……ですから、アドバイス、くれないでしょうか？　探すとしたら、どうしたらいいでしょう」


「……本気の目ですね」


　深螺さんは、珍めずらしく、疲れたように嘆たん息そくした。なんだろう？　どこか、困こまっているふうに見える。オレが無理を言っているから……だけの理由なのだろうか？


　彼女は腕うでを組んで何か思案した後、隣の雨森さんに耳打ちした。雨森さんは「え？　どうしてです？」と一度聞き返したが、深螺さんに「いいから」とたしなめられると、首を傾かしげながら、背はい後ごの襖ふすまを開いて、その部屋に入っていってしまった。


　次の瞬しゆん間かん、すぐ背後から雨森さんの「きゃっ」という声が聴きこえてくる。何事かと振ふり返ると、襖の奥おくから、奇き妙みようなやりとりが聞こえてきた。


『な、なにしてるの、鏡きよう花か！』


『し、しー！　声大きいって、サリー』


『……まさか鏡花、盗ぬすみ聞き？　あー分かった。深螺さんに男だん性せいが会いに来ているのが、気になったんでしょー。もー。そんなに気になるなら、私みたいになにくわぬ顔で居い座すわっていればよかったのに』


　……雨森さん。すっごい聴こえているんですけど、オレに。対して、もう一人の……「きょうか」と呼よばれた女性とおぼしき人間は、できるだけ小声で話そうとしながら、しかし薄うすい襖一枚まいではこちらに筒つつ抜ぬけの声で雨森さんに返していた。


『それでサリー、なんか深螺に頼たのまれたんじゃないの？』


『あ、そうだった。鏡花に伝言。ええとね……』


　そこで音がよく聴こえなくなった。二人が奥側に移い動どうしたらしい。オレが聞き耳を立てていると、深螺さんがこほんと咳せき払ばらいした。慌あわてて意い識しきをこちらに戻もどす。


「ええと……雨森さんは、どうかしたんですか？」


「あ、ええ、はい。ちょっと言こと伝づてをしてもらいまして」


　しかし、なんで今？　首を傾げていると、問題の雨森さんがこちらにやってきて、深螺さんに耳打ちした。深螺さんは「そうですね……」と一人呟つぶやくと、オレに向き合う。


「さて、先さき程ほどの式見蛍の霊の探たん索さくの件けんですが」


「あ、はい」


「やはり、無駄は無駄です、星川陽慈。貴方の気持ちが分からないではないですが、そんなことに時間を費やすよりは、他ほかのことに動いた方がいいでしょう。それこそ、周囲の人間をいたわるのが先決ではないですか？」


「し、しかし……」


「安心して下さい、星川陽慈。貴方がここに来たことは、無駄ではありませんよ。神無家も、本ほん腰ごしを入れて動いてみましょう」


「ほ、ホントですか？」


「ええ。そうですね……あと三日、待って下さいませんでしょうか。私の考え通りにいけば、三日後には、答えを出せると思います」


　それは、いったいどういう考えの下もとにはじき出された期間なのか、オレには分からなかった。しかし、三日ぐらいなら、彼女を信じて待ってみてもいい。


　オレが複ふく雑ざつな表ひよう情じようをしていると、トタトタと背後の部屋から戻ってきた雨森さんがニコッと笑ってオレを覗のぞき込んできた。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。深螺さんは凄すごく頼たよりになるんですから」


「はぁ。それは分かるんスけど……」


　なんていうか、オレが動きたかったんだけどな……。……まあ、いいか。


　オレは一つ息を吐はくと、深螺さんに頭を下げた。


「よろしくお願いします」


「はい、承うけたまわりました。さて……今日の来らい訪ほうの理由はそれだけですか？」


「あ、はい。……あ、いえ、そういえば、神無さん……いえ、鈴音さんが、深螺さんとあまり連れん絡らくをとれないと、心配していましたよ？」


「ああ……そうですか。そうですね……少し、忙いそがしくて、ですね」


　深螺さんの表情がどこか落らく胆たんを含ふくむ。それは分かるのだが、しかし、同時に、なぜか雨森さんまで嘆息してしまった。……どういうことだろう？


　オレが首を傾げていると、深螺さんは、「参考までに……」と口を開いた。


「例えば、とんでもなく強い敵てき……そうですね。神の如ごとき万ばん能のうな敵が居たとします」


「はい？　何の話ッスか？」


「いえ、私の抱かかえている問題に通ずる例題です。少し手て詰づまりでしてね。貴方あなたのような、全くタイプの違ちがう人間の考えも聞いてみたいのです」


「はぁ。オレでよければ」


「で、話を戻しますが。もし、神……無敵の存そん在ざいを相手取って、それでも勝たなければいけないとなった際さい、どうしたらいいものでしょう？」


「どうするも何も……無敵じゃ、手のうちようないでしょう？」


「……そこを、なんとかするしかないとしたら、という話です」


　オレは少し悩なやむ。深螺さんと、なぜか雨森さんも真しん剣けんにこちらを見ている。オレは「そうですねぇ」と頭を搔かきながら答えた。


「それじゃあ……毒、とかどうですか？」


　オレの言葉に、深螺さんは目を丸くする。


「驚おどろきました。付き合いが浅い私でも分かるほど、貴方らしい発想ではありませんね」


「ははは、そうですね。ただ……無敵、と言われてしまうと。……昔野球の部活で大会に出た時、いきなり優ゆう勝しよう候こう補ほ校と当たったことがありまして。弱小チームのうちは、皆みんな諦あきらめムードだったんスけど、試合前日、相手チームが食中毒で片かたっ端ぱしから倒たおれてしまいましてね。それで、うち、不戦勝で勝ち上がってしまったことがあったんスよ．


　もちろん、気分のいいものじゃありませんけどね。でも、その時思ったんです。ああ、敵なしに見えても、意外なことで倒れてしまうこともあるんだなって。弱小チームのうちから見たら、それこそ、相手は神の如き強きよう豪ごうだったんですよ？　それが、なにもせずに負けちゃうんですから」


　オレの言葉に、雨森さんと深螺さんはポカンとする。オレは苦く笑しようした。


「深螺さんが何と戦っているのかは、知りません。ただ、そう。毒じゃないですけど、『内側』って、皆、弱いですよ。神だって、体調崩くずすこともあるかもしれない」


「神の……体調不良」


「そうです。あとは……裏うら切ぎりとか？」


「また、貴方らしくない発想です」


「あははっ。これは……最近、学んだことですよ。内部から崩ほう壊かいさせられると、人は脆もろいって。……ヘルメス……いや、タナトスによって、ね。──って、えと、深螺さん？」


「……裏切り……内側からの……アクション」


　深螺さんがぶつぶつと呟つぶやく。オレと雨森さんが首を傾かしげていると……唐とう突とつに、背はい後ごの襖ふすまがガバッと開く。そうして、いきなり、女じよ性せいの大きな声。


「そうだ！　そうだよ、深螺！　内側だ！　内側から攻せめてやりゃあいい！　大きな力が問題なら、大きな力を満足に使えなくすればいいじゃないかっ！　具体的な方法は詰める必要あるけど、発想はいい！」


　その大声……先さき程ほどの「きょうか」という女性の、そしてそれ以前にどこか聞き覚えがある声に驚き、オレはハッと背後を振ふり返る。瞬間、オレはゴクッと息を呑のみ……そして、そこにいた女性は、「あ……」とオレを見て、失敗したという表情をする。


　オレは……完全に、混こん乱らんしていた。


「なんで……なんで、貴女あなたがここに……」


「あ、いや、え、と、その……」


　オレの言葉に、彼女が所在無げに俯うつむく。深螺さんがなぜか額ひたいに手をやり嘆たん息そくし、雨森さんはわけがわからない様子で「へ？」と呟いていた。


　オレは……震ふるえる唇くちびるで、彼女に、声をかけた。





「なんで……なんで、貴女がここにいるんですか……。……ケイコさん」





　庭に置かれたししおどしの音が、妙みように大きくこだました。




【interlude─マテリアルゴースト[image: ]─】
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「で？」


　星ほし川かわさんを玄げん関かんで見送った私は、部屋に戻もどり、未いまだに立ったままの鏡きよう花かと深しん螺らさんをジロッと睨にらんだ。腰こしに手を当て、威い圧あつ的な態たい度どに出る。


　私の視し線せんに、鏡花が「あー、えっと」と視線を逸そらし、深螺さんに助けを求める。しかし深螺さんは諦あきらめたように嘆息するだけで、助け舟ぶねは出さなかった。


「鏡花……そろそろ、雨あま森もりには話しておくべきかもしれません」


　深螺さんのその言葉に、鏡花が不満そうに「でも……」と反論する。


「深螺と違ちがって、サリーの場合は絶ぜつ対たいにその……反感買うというか……その……」


　鏡花が珍めずらしくおどおどしている。しかし深螺さんは、譲ゆずらなかった。


「仕方ないでしょう。隠かくした方がいいのは事実ですが……実じつ際さい、星川陽よう慈じはなんとか誤ご魔ま化かしましたが、一いつ緒しよに生活して、共同戦線を張はっている雨森にまで隠し通すのは、最初から少し無理があったのでしょう」


「……そうですね」


　鏡花が嘆息し、肩かたを落とす。私は彼女に向かって、改めて問いただした。


「で、どういうことなの、鏡花。なんで星川さんが貴女あなたのことを知っているの。しかも、ケイコさんなんて名前だし。そもそも、星川さんって、聞いた話じゃ『式しき見み蛍けい』関連の人だっていうじゃない。どうしてそんな人と、鏡花が知り合いなのよ」


「……えと……ね。……その……あの、怒おこらない？」


　鏡花が凄すごく気まずそうにもじもじしている。……私が怒る？　なんで？　鏡花の正体の話をして、どうして私が怒るというのだ。


「よくわからないけど……怒るとか怒らないとか、そういう問題じゃないじゃない」


「ええと……と、とにかく、その……。そう、あれは、サリーが悪いんだからね」


「はい？」


「き、昨日大浴場に私が入っていたら、急に入って来たでしょう。あ、あれは、ほら、サリーが悪いんだからね？　ふ、不ふ可か抗こう力りよくなんだからね？」


「……さっきから鏡花、言っていることが全然分からないんだけど……」


　確たしかに昨日私は、鏡花と一緒にお風ふ呂ろに入ろうと思って、後から入っていったけど……あれが、どうしたというのだろう。私が首を傾かしげていると、ハッキリしない鏡花に代わり、深螺さんが唐とう突とつに、キッパリと、言い放った。





「つまり、鏡花は男です。……『式見蛍』という男の霊れいが、正体を隠かくすため女性型に自分の体を変化させている、マテリアルゴーストです」





「……………………」


　絶ぜつ句くする私。


「…………てへ」


　照れたように自分の頭を小こ突づく鏡花。……鏡花、いや、式見、蛍。つまり……男。


　…………。


　…………。


　…………。


　ぷちん。


「へ、へ、へ、変へん態たいぃぃぃぃぃぃぃぃぃい！」


「怒らないって言ったじゃないかぁ！」


　私が思い切り放ったビンタをかわし、鏡花は私をたしなめようと手を前に出して「どうどう」と額ひたいに汗あせをかきながら言ってくる。しかし私は止まらなかった。二発目、三発目と攻こう撃げきを繰くり出すも、鏡花はそれを全すべて器用に避よけるもんだから、余よ計けいにイライラが募つのる。


「わ、わ、私、マテリアルゴーストのことがあってから、鏡花とずっと一緒の部屋で寝ねていたじゃない！　初日なんて、鏡花の布ふ団とんに潜もぐり込こんだりしちゃったじゃない！」


「わ、わわっ！　お、落ち着いて！　ほら、一いち応おう、『体は』女だから！」


「心は男じゃないのよー！　ケダモノー！」


「わ、おい、こら、その高そうな壺つぼを振ふり回すな！　当たったら死ぬって！」


「もう死んでるじゃないのよ！　もう一回ぐらい死んでもいいじゃない！」


「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな！　こんな死に方はイヤすぎるぞ！」


「お風呂も一緒に入ったし、ああ、その前にも、普ふ通つうに鏡花の目の前で着き替がえとか……」


　私は攻撃もやめて、あわあわと震ふるえ始める。鏡花が、「い、いや」と私をなだめてくる。


「できるだけ、その、私……僕ぼくも、気を遣つかって見ない様にはしていたから」


「わあん！　『僕』って言ってる！」


「……ああ、ええと、女言葉の方がいい？」


「そういう問題でもないよー！」


「……ああ、もう。…………ごめん。本当に、ごめん、サリー……いや、雨森さん」


　鏡花が、急に、腰こしを深く折り曲げて私に頭を下げる。彼女のその姿すがたに……私は、ようやく、落ち着きを取り戻もどした。


　彼女にどう言葉をかけたものか迷まよっていると、隣となりから深螺さんが私の肩かたに手を置いてきた。振り返ると、彼女もまた真しん剣けんな顔をしていた。


「雨森。彼だって、軽々しい気持ちでこんなことをしていたわけじゃないんですよ」


「深螺さん……」


「仕方なかったんです。色々事じ情じようがありまして……。ただ、雨森。鏡花は……いえ、式見蛍は確たしかに女じよ性せいではありませんが、貴女あなたの前にいた水み月づき鏡花は、偽いつわりでもなんでもありません。彼は常つねに彼でした。貴女が心を許ゆるした水月鏡花は、虚きよ像ぞうじゃありません。性別こそ偽りましたが……貴女は、相手が女性だから友人になったわけではないでしょう？」


「それは…………。……そう、ですね」


　私は鏡花を見る。彼女……いや、彼は、まだ頭を下げていた。


　少し、考えてみる。男性なのに無理をしながらでも、私のそばに居い続つづけて、守ってくれた彼のことを。……男でも、女でも、関係ない。私は、強く、しなやかで、優やさしく、ユニークな水月鏡花その人に惹ひかれたんだ。


　だったら……。……簡かん単たんに割わり切れは、やっぱりしないけれど。


「顔を上げて、鏡花」


　優しく彼女に……そう、彼女に、声をかける。私にとって、鏡花は鏡花だ。式見蛍であろうが男であろうが、鏡花は鏡花。


　彼女がおそるおそる私を窺うかがう。私は、鏡花に向かって苦く笑しようした。


「……ごめんね。そして、ありがとね。今まで、無理をして私を守ってくれて」


「……雨森さん」


「サリーって呼よんでよ、いつものように。ね……鏡花」


「あ。……うん。キミが、それでいいなら。僕……いや、私は、キミにとっては、いつまでも、親友の水月鏡花だ」


「うん」


　彼女と二人で微ほほ笑えみ合う。深螺さんは柔やわらかく笑んでそれを見守っていた。
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「それで、物ぶつ質しつ化か能のう力りよく者しやの式見蛍が、どうしてまた水月鏡花なんて偽ぎ名めい、擬ぎ態たいで生活することになったの？」


　私達は神かん無な家の一室、ローテーブルが一つあるだけの簡かん素そな畳たたみ張ばりの部屋で、三人、テーブルを囲み座ざ布ぶ団とんに落ち着いて、夕食を食べながら向かい合っていた。ちなみに今日のメインはホワイトシチューである。


　鏡花はシチューを一口飲んで、「ん、それはね」とこちらを向く。幽ゆう霊れいだから飲み食いの必要はないのだけれど、生きている頃ころの名残なごりか、普通に食事は摂せつ取しゆしていた。


「んー、順を追って話すのが一番かな。まず、最初、私が刺さし殺されて」


「いきなりディープな物語の始まりね」


　ちなみに鏡花、女言葉はそのまま続けることになった。鏡花自身、自分の格かつ好こうが女性の時は、むしろ女性的な言葉の方がしっくりきているらしい。深螺さん曰いわく、マテリアルゴーストというのは体がそのまま魂たましいなのだから、容よう姿しを女性にしていると、自然と心も女性寄よりになってしまうらしい。


　鏡花が人差し指を立てる。


「死し亡ぼう一日目。式見蛍、完全死亡中。意い識しきなし。この時、タナトスに物質化能力を抜ぬき取られる。おそらくは、病院へ行く前だと思う。で、この時に私の魂もあわや消しよう滅めつという危き機きに陥おちいったわけ。物質化能力って私の魂の核かくみたいなものだったらしいから。だから、普通なら消滅しているんだけど……」


「それが、どうして生き残って……いや、死に残っているわけ？」


「死に残るって。……ええと、どうも、わずかに物質化能力の断だん片ぺんが私の中に残ざん留りゆうしたみたいなんだ。……で、死亡二日目。タナトスが霊体物質化能力を完全に自分のものにして力を解かい放ほうしたと同時に、私に遺のこされた断片も反はん応のう、結果、私もマテリアルゴースト化」


「ああ、だから出しゆつ自じが違ちがうって言っていたのね」


「そういうこと。で、目覚めた時には、目の前に深螺がいた」


　そう言って鏡花が深螺さんを見る。深螺さんはコクリと頷うなずき、サラダを一つまみ咀そ嚼しやくしてから、話を受け継ついだ。


「話は戻って死亡一日目。私はいち早く、式見蛍の死を察知しました。彼の霊気には常つねに気をつけていましたからね。しかし、事態は最悪で、私が駆かけつけた時には、彼は病院に運ばれ、体から霊れい魂こん及および物質化能力が消失していた。もっと早く気付ければ、彼を助けられたのですが……。おそらくはタナトスが何か細さい工くしたのでしょう。私も、ユウも、式見蛍の異い変へんに気付けなかった。


　元々帰き宅たく部ぶメンバーで周囲を探さがしていたのですが、見つけ辛づらい位置にいたのと、タナトスが施ほどこしたのであろう結界のせいで、発見ができなかった。ですから……私が気付けたのは、その結界が解とかれた、もう、全すべてが終わった後でした。


　帰宅部メンバーに先駆けていち早く現げん場ばに辿たどり着いた私は、そこで、彼の魂のカケラを見つけました。今にも消えてしまいそうな、しかしなぜか存そん続ぞくしている、彼の魂のカケラ……弱々しい物質化能力で固まった、脆もろいガラス玉のようなそれを。


　そして、帰宅部の人間に死体を見せるのは酷こくだと感じましたので、周囲の適てき当とうな一いつ般ぱん人を第一発見者に仕立てまして、私は、その場を離はなれたのです」


「ああ、それで、深螺さんがそれを持ち帰って、二日目に、鏡花が皮肉にもタナトスの『完全版ばん物質化能力』の恩おん恵けいを受けて、再さい生せいしたんですね」


「そういうことです。ただ、この時はまだ『鏡花』ではありません。当然、式見蛍そのままでした」


　深螺さんがそこでシチューを食べ始めたので、今度は、あらかた食事の終わった鏡花がナプキンで口を拭ふきながら、話を受け取った。


「死亡二日目、夜。深螺の前で再生した私は、さて、どうしたものかと深螺と相談したわ。彼が物質化能力を奪うばったことから、何かよからぬことをしようとしているのは明白だったし、でも、完全に消したと思っていた私が存そん在ざいしていることを知られると、今度はまずいことになりそうだった」


「まずいこと？」


「……タナトスの性せい格かくって、アレだから。私が存在していると知れば、再ふたたびちょっかいをかけてくるのは必ひつ至し。しかも、私が逃にげ回れば……今度は、帰宅部……周囲の人間にちょっかいを出して、私を呼よび出そうとするはず。……完全版物質化能力を持ってしまった彼が帰宅部に牙きばを剝むくのは、正直、避さけたかった。情なさけない話だけど、とにかく、彼の目に留とまりたくなかった。こっそりしているのが一番だった」


「そっか。でも、わざわざ偽名や擬態までしなくても、神無家に閉とじこもっていればよかったんじゃない？」


「最初はそう思っていたんだけどね。再生した矢先に、丁度最初のマテリアルゴースト事じ件けんに出くわしてね。神無家の人間が、マテリアルゴーストに襲おそわれていたの。で……深螺にもどうにもできないし、私は、いてもたってもいられなくなって……」


「……表立って戦うには、姿すがた形かたちを変化させておく必要があったっていうことね」


「そういうこと。マテリアルゴーストって、どうもタナトスに繫つながっていそうだったしさ。式見蛍のまんまで戦ったら即そく座ざにバレて、目をつけられちゃいそうだったから」


「でも、どうして女性型？」


「ああ、それは、一番イメージしやすかったからだよ。体はイメージで変えられるとはいっても、四六時中それで生活しようとしたら、あんまり難むずかしいイメージを保たもつのは疲つかれるでしょ？　でも、わずかに顔を変えるぐらいじゃ意味ないし。だったら、いっそ、単たん純じゆんに髪かみを長くして、体つきを少し変化させて女性になっちゃえってことになったのよ。……女じよ装そうした経けい験けんがこんなところで役立って、凄すごくイメージが楽だったし……」


　鏡花がずーんと沈しずみ込こむ。……色々複ふく雑ざつそうだった、彼女も。


　シチューを食べ終えた深螺さんが沈んだ鏡花の代かわりに話し出す。


「苦労したのですよ。口調も矯きよう正せいしなければいけませんし。あと、『女性の体ってどうイメージしていいやら、イマイチ具体的には……』とか言い出したりしまして」


「どうしたんですか？」


「『私の体を参考にしたらいいじゃないですか』と服を脱ぬごうとしたら、物凄い勢いきおいで拒きよ否ひされまして、ちょっと傷きずつきました」


「……そりゃ拒否しますよ、普ふ通つう」


　私が呆あきれていると、鏡花はその時のことを思い出したのか、顔を真っ赤にしていた。


「そして、相あい棒ぼうとして一いつ緒しよに戦っていく以上『さん付け』では締しまりませんので、私としては呼び捨すてにしてほしく、さらには、彼女には女性としての生活にも慣なれてもらわなければいけません。早そう急きゆうに。そこで私は名案を思いついたのです」


「なんですか？」


「『私と裸はだかで触ふれ合いましょう』と言いました」


　場に沈ちん黙もくが下りる。鏡花が、また当時を思い出したらしく。真っ赤な顔を隠して「もう死にたい……」と呟つぶやいていた。死んでいるくせに。


　私が啞あ然ぜんとして、そして少しドキドキして、「そ、それで？」と話を促うながすと、深螺さんはケロッとして答えてきた。


「一緒にお風ふ呂ろに入ることにしました。裸の付き合い、というのは、友好度が高まると聞いていましたので」


「あ、ああ、お風呂ですか」


「？　なにか、他ほかの想そう像ぞうでも？」


　……『裸で触れ合う』という言葉からイメージするものなんて……。


「そういえば、あの日の鏡花も、『お、お風呂ですか』と、ホッとしていました」


「そうでしょうね……」


　この人はホント、変な部分で育ってないんだよね……。鏡花も大変だ。


「結局鏡花は体にバスタオルを巻まいて、しかも私にも水着の着用を強要し、最終的には二人でお風呂に入り、鏡花、深螺と呼び捨てにしあう仲となったのです。めでたしめでたし」


　鏡花を見る。沈んでいた。多分、全然めでたくなかったのだろう。彼女の苦労が、ありありと想像できた。深螺さんが「水着を強要するなんて、式見蛍はアブノーマルな趣しゆ味みなのでしょうか？」と首を傾かしげている。……可哀かわい想そうに、鏡花。貴女あなたの苦労は、全然報むくわれていないわ……。呼び捨てにして、相棒となることにしたのも、今後もこんなアクションをされては身が持たないと察したためだろう。


　私が同どう情じようの視し線せんを向けていると、鏡花は目に涙なみだを溜ためてうるうるし始めてしまった。私はこほんと咳せき払ばらいをする。


「ええと、その触れ合いお風呂作戦や女言葉への矯正が……」


「死し亡ぼう三日目です。その翌よく日じつ、四日目からは、貴女の知るところですよ。まあ、三日目の夜にはもう一戦、今度はこちらから出向いてのマテリアルゴースト退たい治じがありましたけどね。そこで、鏡花と完全に息が合うようにはなりました」


「じゃあ、その翌日、私が鏡花に会って、今に至いたるということですね？」


「そういうことです」


　これで、全すべての謎なぞが氷ひよう解かいした。鏡花の正体も、タナトスとの確かく執しつも、存そん在ざいが特とく殊しゆであることの意味も、深螺さんとの関係性も。


　しかし……それが分かってくると、解げせないことがまた出てくる。


「でも……どうして、星川さんや周囲の人達に連れん絡らくをとらないの？　鏡花。家族や友人は今いま頃ごろ悲しみにくれているでしょうに……」


「それは……」


　鏡花が悲しげに顔を伏ふせる。彼女の代わりに、深螺さんが私に向き直った。


「……仕方ないのです。タナトスの性せい格かくは、ご存知でしょう？　彼は、何が人を傷つけるのか、よく心得ています。式見蛍の死であのコミュニティを崩くずして、彼はもう満足していたのです。だから、もう帰き宅たく部ぶにちょっかいを出すことはなかった」


「あ……そっか。そこに鏡花が戻もどって、事情を説明とかしちゃったら、どうしても、周囲の人達は絶ぜつ望ぼうから救われちゃうから……」


「人の心の変化に敏びん感かんなタナトスのことです。まず間ま違ちがいなく、式見蛍の存在を確信して、再ふたたび彼らに……今度はさらなる絶望を与あたえるために動いたでしょうね」


「じゃあ鏡花は……皆みんなのために……。でも、それって、なんか……」


「ええ。辛つらいですね。鏡花も、彼らも。……私の、妹も」


　深螺さんも顔を伏せる。食しよく卓たくが暗くなってしまう。沈黙が重くて、私は慌あわてて会話を続けた。


「で、でも、一昨日、タナトスにはバレてしまったのでしょう？　鏡花の正体」


「そうなんだよね……そこが、問題なの」


　鏡花が嘆たん息そくする。彼女は額ひたいに手をやって、続けてきた。


「手て詰づまりなのは、そこもなの。謎のマテリアルゴースト、という意味で、意表を衝ついて攻せめるというアドバンテージはなくなった。さらに、私の正体がバレた以上、彼はもう何をしてくるか分からない。今まではこちらが攻める側だったけど、今度はあちらから攻めてくると見て間違いない」


「じゃ、じゃあ、一いつ刻こくも早く周囲の人に連絡するべきなんじゃ……」


「……そこを、迷まよっているの」


「どういうこと？」


「神無家の人にそれとなく帰宅部の周囲を見み張はってもらっているんだけど、まだ、何も起こってないみたいなの」


「？　それは単たん純じゆんに、タナトスがまだ準じゆん備びしているからじゃ……」


「その可か能のう性せいもある。だけど、もう一つ、『彼らが未いまだに絶望の中に居いるから』、手を出していないという可能性もある。つまり……」


「……ああ、『式見蛍はもう居ない』って、彼らが悲しみに沈しずんでいれば、タナトスは彼らにちょっかいを出さないってこと？　でも……」


「うん、危き険けんでも、ある。彼らにはマテリアルゴーストに対たい抗こうする手しゆ段だん、何も無いから。何かあったら、もう遅おそい。でも、私がこのまま帰ったらタナトスにはもろバレだし、下手すると私の帰き還かんがきっかけになって攻こう撃げきが始まってしまうかもしれない……。


　だから、タナトスを素す早ばやく叩たたいてしまいたかったんだけど。攻撃は最大の防ぼう御ぎよって言うからね。私と深螺が派は手でに戦っていれば、帰宅部に視し線せんは向かないだろうと思っていたんだけど……。もう、今となっては……。……完全に、泥どろ沼ぬまね」


　鏡花と深螺さんが二人で溜ため息をつく。


　私は……私は、少し考えて、一つ、突とつ拍ぴよう子しもない……しかし、この事じ態たいの打だ開かい策さくになるようなことを思いつき、二人に提てい案あんしてみることにした。


「あの、では、こういうのはどうでしょう」





　その結果……この日、私達が次にとるべき行動が決定したのだった。




　　　第六章　希望の光はすぐそばに





「紗さ鳥とり。あれから変わったことは、なかったか？」


　陽よう慈じが隣となりを歩きながら心配げに私を見る。昨日会ったばかりだというのに、そんなことを訊きいてくる彼。私は皮肉げに肩かたをすくめた。


「ここ最近、普ふ通つうなことの方が少なくないか？」


「いや、そういうことじゃなくてだなぁ」


「はは、悪い。そうだな……私には、特に変わったことはないよ。犬のことの後に、タナトスのアレだったから、心配してくれたんだろう？」


「まあ、そうだけどよ。でも、本当に注意しろよ？　もし本当にタナトスがお前に目をつけているんなら……」


　二人の間に、沈ちん黙もくが下りる。もし本当に、タナトスが私を狙ねらっていたら──。……そうしたら、どうしろというのだろう。警けい察さつに保ほ護ごを頼たのんだって、頼たよりにはならないだろう。


　私は現あら守かみ高校の方の空を見上げた。ここからだとさすがに見えないが、我わが校の上空には現げん在ざい、繭まゆとタナトスが浮ふ遊ゆうしているはずだ。昨日のあの宣せん言げん以い降こう、状じよう況きようは変化していない。いや、国は繭に向かって色々とアクションをとっているらしいけれど……結果なんて、聞くまでもない。


　気付くと、隣となりでは陽慈も同じ方向を見上げていた。彼は私達と同じ高校ではないが、それでも、繭は当然気になるらしい。


　あのニュース後、すぐに帰き宅たく部ぶのメンバーの中では互たがいへの連れん絡らくが入り乱みだれた。そうして翌よく日じつの夜、再ふたたび神かん無なの家に集まることになった。本当は昼間のうちに集まりたかったのだが、神無はまだ見習いとはいえ神無家の人間として今回の騒そう動どうに対する雑ざつ務むが忙いそがしいらしく、結果こんな時間……夜になってしまった。


　先日の犬の件けんがあったため、念のため陽慈がうちに迎むかえに来て、二人で神無の家に向かっている。……あ、忘わすれてはならないのが、足元のホタルだ。電車内こそキャリーバッグに入れて来たものの、コイツ、本当に利口な猫ねこで、何の拘こう束そくもしつけもしなくても、私のすぐ隣に寄より添そってついてきてくれていた。


　二人と一匹ぴきで、すでに陽ひが落ち街灯に照らされた道を歩く。


　陽慈をちらりと見る。……と、彼はまた、なにか考え込むような表ひよう情じようをしていた。ペットショップで見た、あの表情だ。私は思い切って訊たずねてみることにした。


「陽慈。何か、悩なやみ事あるんじゃないのか？」


「ん？」


　陽慈がこちらを振ふり向く。深しん刻こくそうでこそないが、パッとしない表情。


「ペットショップで、『二日前』がどうしたとか言っていたが……。なにか、あったのか？」


「ん、ああ。いや、別に、個こ人じん的な話だよ」


「……なにか、複ふく雑ざつなことか？」


　少し心配げに私が顔を歪ゆがめる。すると、


「あ、いやいや、そういうわけじゃないんだ」


　陽慈が慌あわてて手を振った。彼は頭を搔かき、言いづらそうにこちらを窺うかがう。


「なんていうか……この件で蛍けいとケンカした直後だったから、皆みんなにはあまり言いたくなかったんだけどさ……」


「ん、なんだ？」


「いやさ……」


　陽慈は未いまだに気まずそうにしながら、しばし沈黙する。そうして、一つ深しん呼こ吸きゆうして、意を決したように告げてきた。





「この前、ケイコさんに会ったんだ」





「ああ、なんだ。片かた想おもいの人に会ったってだけ──。…………」


「いや、それがさ。神無本家でなんだよ。しかも、オレの知っているケイコさんとなんか雰ふん囲い気き違ちがったっていうかさ。……活発って、いうのかな？　いや、そんなケイコさんも好きなんだよ？　好きなんだけど、どうも納なつ得とく──」


「おい……今、何て言った？」


　頭が真っ白になる。……聞き間違いか？


「？　活発な彼女も好き？」


「その前だ！　お前……誰だれに会ったって？」


「はあ？　だから、ケイコさんだよ、ケイコさん。オレの、好きな人」


「……それは……本当、なのか？　他人の空そら似にじゃ……」


「あのなぁ、紗鳥。いくらなんでも、好きな人を間違えるはずないだろ」


「いや、お前は色々前科があるから……」


「色々ってなんだ。変な恋こいをしたのは、過か去こ一度きりだぞ」


　いや、厳げん密みつには同一人物に二度しているのだが。それはどうでもよくて。


　私は、唇くちびるを震わせ、もう一度、訊たずねる。


「本当に……本当に、それは、『ケイコさん』だったのか？」


「間違いねえよ。本人も認みとめていたし。ただ、神無家に居いた理由は、実は深しん螺らさんと友達だったとか、いや、親しん戚せきだったとか、のらりくらりはぐらかされたけど。……あ、そうだ。ケイコさんに『お忍しのびだから、あんまり周囲に言わないでくれ』って念を押おされたんだっけ。……ミスった。紗鳥、忘れろ」


「…………」


「紗鳥？　おーい？」


　どういう……ことだ。なんだ。なにが、どうなっている。ケイコさんに会っただ？　そんな……そんなわけ……。だって……それじゃあ……アイツは……。


　──と、しかし、思考を続けられたのはそこまでだった。次の瞬しゆん間かん、陽慈の怒ど声せいが響ひびき渡わたる。


「っ!?　危あぶねぇ！」


　隣となりを歩いていた陽慈が、急に私の肩かたを突つき飛ばす。先さき程ほどまでの思考も伴ともなって私は完全に混こん乱らんしていたが、私を突き飛ばした陽慈の腕うでを槍やりのような鋭するどい何かが高速でかすめ、彼の腕に赤い血が滲にじんだのだけは視し界かいに入った。


「陽慈！」


　道路脇わきによろめきながらも、反はん射しや的に彼の名を呼よぶ。陽慈は表情こそ苦く悶もんに歪めていたが、すぐに、「大だい丈じよう夫ぶだ！」と私に返し、くるりと槍の飛んできた方向……背はい後ごを振り返った。私もすぐにそちらに視線をやる。しかし……。


　何も、無かった。


　そこには、ただ、街灯と暗くら闇やみが広がるのみ。すでに住じゆう宅たく街がいに入っていたため、通行人さえ居ない。一瞬、「霊れい関係か？」と頭が回転する。以前、後こう輩はいと《顔かお剝はぎ》が戦っていた時の状じよう況きように似ていた。私には見えない何かが、人を傷きずつける。


　しかし、すぐにそうではないことに気付く。理由は二つ。陽慈をかすめた「槍のような何か」は私にも確たしかにチラリと見られたことと、霊視能のう力りよくを持つ陽慈までもが、背後に何も確かく認にんできなかったらしく、戸と惑まどっている様子だからだ。


　私はすぐに立ち上がり、陽慈のもとに駆かけ寄よる。彼は「危き険けんだ、離はなれてろ！」と怒声を上げたが、私は「それはお前も同じだろう！」と怒鳴り返し。無む理り矢や理り彼の隣に立つ。陽慈が、早口で訊ねてきた。


「飛んできた尖とがったもの、見えたか？」


「ああ、私にも見えた。どうやら、幽ゆう霊れいとかじゃないらしい」


「そもそも、蛍が居ないのに幽霊が物理的な攻こう撃げきをしかけられるはずがないもんな」


　そうだ。それを失念していた。……いや。待て。何かがひっかかる。何か……。


「陽慈、確かタナトスが……」


「っ、また来るぞ、紗鳥！」


　陽慈が前方を見ながら叫さけぶ。今度は、接せつ近きんされる前に「それ」に気付けた。上空から、何かが私達に向かって高速で飛んでくるっ！　しかし、先程とは違う。見えていれば、私達だって……。


「はっ！」「っ！」


　陽慈と左右に分かれて飛びのく。私達の中心を、「それ」は風切り音を鳴らして通つう過かしていった。瞬間……今度こそ、「それ」の正体を見定めることができた。


『鳥!?』


　陽慈と声が重なる。二人で顔を見合わせ、確認をする。


「鳥、だったよな……」


「ああ、鳥だった。ただ……嘴くちばしが、異い様ように鋭い……剣か槍みたいになっていたが……」


「そんな鳥、いるのかよ」


「普ふ通つうじゃないのは確かだ。まるで……モンスターだ」


「モンスター……。はは、《顔剝ぎ》のような悪あく霊りようならまだしも……」


　そこまで言って、陽慈も気付いたようだ。タナトスの「演えん説ぜつ」での言葉に。


　私達の間を通り抜ぬけ、大きく回り、再ふたたびこちらに狙ねらいを定めている「鳥」を見つめる。そちらに注意を向けながら、私は陽慈に声をかけた。


「これが……もしかしたら、『マテリアルゴースト』とかいうヤツじゃないのか」


「……体を持つ、幽霊か」


「しかし、私にも見えるから……やっぱり、幽霊じゃないのか？」


「いや、アイツは人類全員に完全なる世界を提てい供きようする、みたいなことを言っていたから、特定の人間にだけ見えて、一いつ般ぱん人に見えないというものでは、ないんじゃないか。だから、やっぱり、あれは……」


　タナトスがけしかけてきたもの。そう考えて……再び、背せ筋すじを悪お寒かんが襲おそう。狙われている。私達は……私は、なぜか、アイツから、狙われている。


「紗鳥、避よけろ！」


　ハッとする。タナトスのことで頭がいっぱいになって、鳥から注意を逸そらしてしまった。陽慈は当然今回もかわすと思っていたらしく、すでに私から離れている。そして鳥は……私の身体能力じゃどうあがいてもかわせない距きよ離りまで、迫せまっていた。


　時間がゆっくり流れ、風景がクッキリ見える。鳥の嘴が私の心しん臓ぞうを狙っているのが分かった。しかし、私は体を反そらすことさえできないというのも、自分で、分かる。


　死ぬ……死ぬ？　私が？　後輩が死んで……耀あかるが死んで……私も、死ぬ？


　目を瞑つむろうとするが、瞬まばたきの時間も無いらしい。私は、どうしようもない速度で胸むね元もとに迫る剣けん先さきのような嘴を、諦あきらめた表ひよう情じようで見守り──


〈ガキィン！〉


　瞬しゆん間かん、世界が通つう常じよう速度に戻もどった。自分に迫っていた危機が去ったためか、体が、脳のうが、暴ぼう走そう状じよう態たいを解かい除じよした。


　何が起こったのか分からなかった。ただ、金きん属ぞく同士がぶつかるような音がしたと思ったら、私の体に穴あなが空くことはなく、代わりに、再び上空に鳥が逸れていってしまっている光景が、展てん開かいされていた。


　私が呆ぼう然ぜんとしていると……ぽつりと、駆け寄ってきた陽慈が呟つぶやく。


「ほた……る？」


「え？」


　陽慈の言葉にハッとし、目の前を見ると、ホタルが鳥に向かって私を守るように立ち塞ふさがっていた。……彼が、守ってくれたのか？　私の疑ぎ問もんに、陽慈が答える。


「凄すごく速くてハッキリは見えなかったけど、今、ホタルが、紗鳥に鳥がぶつかる直前に爪つめでアレを弾はじいたように……」


「……そんな馬ば鹿かな。いくら素す早ばやい動物だからって、そこまで……」


　私達が呆然としている間にも、《槍やりのような嘴を持つ鳥》はもう一度旋せん回かいしてこちらに狙いを定めてくる。やはり私を狙っているらしい。再び私目め掛がけて飛んでくる。しかし……。


「ホタル？」


　ホタルは私の前に陣じん取どって、鳥を見つめていた。それは、明らかに私を守ろうとしているような動作だ。私達はどうしたものか分からず、ただただオロオロしてしまう。次はどうすべきなのか、分からない。ホタルだけが堂々とした様子で、鳥に向き合っていた。


「おい、紗鳥、逃にげた方が……」


「いや。大だい丈じよう夫ぶだ。よく分からないけど……なんとなく、そう、思える。ホタルの背せを見ていると……なぜだか、そんな気がするんだ」


　陽慈が黙だまって、私と同じようにホタルを見る。彼は一つ嘆たん息そくすると、「もしもの時は引っ張ぱってでも逃げるからな」と、諦めたふうに呟いた。私は苦く笑しようして、「ありがとう」と返す。


　鳥がスピードに乗って私を目指してくる。しかし……今回は、今までとは違ちがった。


　鳥が迫ってきたタイミングで、ホタルが大きく跳ちよう躍やくする。速く、力強く、そして、美しかった。普通のジャンプではない。鳥の最高速と同どう程てい度どの素早さで、直線的に、まるで迎げい撃げきミサイルの如ごとく、飛行中の鳥に飛び掛かっていく。


　これに驚おどろいたのは鳥の方だ。一瞬方向転てん換かんをしようとしたのか、飛行の軌き道どうが少し揺ゆらいだが、しかし、それはホタルにとっては「大きな隙すき」でしかなかった。スピードが落ちてしまったところに、ホタルが鳥を飛び越こえるように交差し、そして──


〈シャッ〉


　鋭するどい風切り音。直後には、ホタルの下を通り抜けた鳥がこちらに迫ってきていたが……しかし、避ける必要は無さそうだ。……鳥は、中央から、真っ二つに、切り裂さかれていた。


　私と陽慈の脇わきを二つに分かれた鳥が吹ふっ飛んでいく。そしてそれは、道路両脇の塀へいに同時にぶつかると、そのままスーッと空気に溶とけ込こむように消えていった。


「……すげぇ」


　くるくると回転しながら着地したホタルを見つめて、陽慈が感嘆の声を漏もらす。


　ホタルが、くるりとこちらを振ふり向く。……正直、よく考えたらとんでもない爪と身体能のう力りよくを持った、あの鳥以上の怪かい物ぶつだというのに、私は全くホタルに恐きよう怖ふを感じていなかった。自分を守ってくれたからとか、元々ペットだからとか、そういうこと以上に……。


「なんか……懐なつかしい感じが、する」


　ホタルを見ていると、無む条じよう件けんでホッとできてしまう。不思議だった。どうやら陽慈も私と同じ気持ちらしく、ホタルに警けい戒かいはしていなかった。


　ホタルはこちらを振り返り、とてとてと帰き還かんしてくる。そうして、私の足元まで来ると、どこか気まずそうに顔を伏ふせた。そうして……。


「ホタル……お前……」


　私が呟くと……唐とう突とつに、嘆息、した。そう……《嘆息》、した。


「はぁ」


　と。猫ねこの出す声ではない。普ふ通つうに。あまりに人間っぽい声を。人間の様な表情と、肩かたの落とし具合で。


　その様子に、陽慈が絶ぜつ句くし……私は……私は、愕がく然ぜんとしていた。……間違えるはずがない。私が。この、私が。





　アイツの嘆息を一番間近でたくさん聞いたことのある、この、真ま儀ぎ瑠る紗鳥が。





　聞き間違えるはずがない。今の嘆息は……まさしく……。


「……こう……はい？」


　私の呟きに、隣となりに居いた陽慈が「え？」と、私とホタルを交こう互ごに何回も見る。


　私とホタルは視し線せんを交まじわらせる。そうして……ホタルが、《口を開いた》。


「お久ひさしぶりです、先輩。……蛍とは、呼よんでくれないんですか？」


　ニヤリという意地の悪い笑え顔がお。間違いない。こんな、こんな口調で、こんな顔をして、こんなことを言うのは……この世に、たった一人しか、いない。


　次の瞬しゆん間かん、ホタルの体が光り輝かがやき、その形を変えていく。それは徐じよ々じよに大きくなり、そうして、人ひと形がたの光となる。そうして、光が収おさまったその時……。


「や、先輩、陽慈。久しぶり……でも、ないんだけどね、実は。あ、そうそう、僕ぼくの部屋、どうなってる？　鈴りん音ねあたりが整理とかしてくれているのかな？　それとも、すでに実家で引き払はらっちゃった？　うわぁ、どうしようかなぁ。先輩、猫の姿すがただったら、また、家に泊とめてくれます？」


　言葉を失う。目の前には……少年が、いた。私が……何度も……何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も何度も、思い描えがき、そして、会いたいと焦がれた、その、少年。私の後輩。唯ゆい一いつ無二の、後輩。最も大事な……後輩。式しき見み蛍。


　サラリとした黒くろ髪かみ、女じよ性せいのような、幼おさない、しかしシャープさも感じさせる顔立ち、小こ柄がらでスリムな体、いつもの、現守高校の、制せい服ふく。


「蛍……お前……」


　陽慈が驚おどろきのあまり、目を丸くしている。私は……私は……。


「こう……。……。……蛍っ！」


「っ!?　せ、先輩!?」


　私は、気付いた時には、後輩の……蛍の胸むねに飛び込んでいた。彼の胸に顔をうずめ、子こ供どものように泣きじゃくる。


「う、ぐ。うぇ……う、ううううう」


「…………」


　彼は、黙だまって私の頭を撫なでてくれた。陽慈も何も言わなかった。ただ、蛍は小さな声で私にだけ聞こえるよう、「……ごめんね、先輩」と、囁ささやいた。


　私はただただ、彼の胸で、泣きじゃくる。もう一生呼べることはないと思っていた……「蛍」という、彼の名前を、何度も何度も、呼びながら。





　この日、彼と出逢って以い降こう私が勝手に築きずき上げ囚とらわれていた『先輩』という殻からは、三年の時を経へて、遂ついに、完全に崩くずれ去ったのだった。





【interlude─マテリアルゴースト[image: ]─】





「どう？　今回はいい感じ？」


「うん、完かん璧ぺき。いい感じだよ、鏡きよう花か」


　私は目の前で自分の体をキョロキョロと見回す黒くろ猫ねこを見つめて、ぐっと親指を立てた。黒猫……いや、鏡花は、ホッと息を吐はく。


　昨日の夕食時の発案から丸一日。現げん在ざいは、神かん無な家の中に用意された私……雨あま森もり沙さ里りの部屋で、私はパジャマでベッドの上、鏡花（猫バージョン）は下の彼女の布ふ団とんの上で、ようやく猫化の練習の仕上げを終えて、二人でホッと胸を撫なで下ろしていた。


　黒猫が、大きく息を吐きながら呟つぶやく。


「しかし、我われながらよく頑がん張ばったもんだよ……。人間の姿だって、違ちがいすぎる容よう姿しは難むずかしいっていうのに。それが、完全に違う動物とは……」


　自分の肉球を眺ながめながら、感心するように頷うなずく鏡花。私は枕まくらを抱かかえながら微ほほ笑えんだ。


「でも、モデルがあって良かったでしょ？　マイ・フェイバリット・ブック、『猫のパーツ全集』にかかれば、猫の体なんて簡かん単たんにイメージできちゃうんだから！」


　えへんと胸を張はり、脇わきに置いてあった本を掲かかげる私。猫・鏡花は嘆息していた。


「何度も言ったけど、なんでそんな本を持っているんだよ……」


「猫が好きだからに決まっているでしょ！　それを言うなら、鏡花だって変じゃない。最近いっつも、神話の本読んでいて。若わか者ものらしくない」


　実じつ際さい鏡花はここ数日そればかり読んでいた。「タナトス」とか「ハデス」とかの名前の意味ぐらい知っておくのもいいと考えて、神話を調べ始めたらしい。まあ、今となっては、普通に本自体にのめりこみすぎて、神話や神様、悪あく魔まに詳くわしくなっちゃっているみたいだけど。


「いや、僕のはいいんだよ。それよりもやっぱりそっちが問題だ。だってその本、パーツパーツの写真が膨ぼう大だいに掲けい載さいされているものだぞ？　いくらなんでも……病的というか」


　失礼な。私はベッドの上にダンッと立ち上がる。


「猫ほど可愛かわいい生物がこの世にいますか！　いや、いない！　いるはずがない！　つまり、地球上で最も可愛い生き物です！　ネコミミに男性が萌もえるのはなぜだ！　それは、パーツ単体からしてすでに破は壊かい力りよく抜ばつ群ぐんだから！　だからこそ、その魅み力りよくについて徹てつ底てい的に検けん証しようするパーツ写真集は、猫好きにとって必ひつ携けいのアイテムと言って過か言ごんではないのです！」


「過言だと思うけど……」


「猫の姿で言われても説得力なし！」


「サリーが変化しろって言ったんじゃん！」


「可愛いから当然よ！　むしろ、鏡花はもうそっちをデフォルトにするべきよ！」


「いやだよ！　中身は猫じゃないもん！」


「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。そのうち、身も心も猫になれるわよ……。うふふふふ。そうして鏡花は、私のペットとしての生活を捨すてられなくなってしまうのよ……うふ、うふふふふ」


「怖こえぇよ！　今の僕にとって、いっそタナトスより脅きよう威いだよ！」


　私が目を黒く光らせて迫せまると、鏡花はタタッと部屋の隅すみに逃にげてしまった。


　ちなみに鏡花、体が猫化していると、口調も男言葉に戻もどるらしい。語ご尾びに「にゃ」がつくといったようなキャラ変化は無かった。……惜おしい。しかし、鳴き声は自然と出てしまうらしい。……猫姿すがただと、意外と「僕」という一人称しようも萌え……。


「ぐふふふふ……」


「怖いって！……えい！」


　私が近くまで迫ると、鏡花は元の「水み月づき鏡花」に戻ってしまった。とっても残念だ。


「あうー。猫さんー」


「……サリーがこんなに猫狂ぐるいだったとは……。最初に提てい案あんした時に、どうして、犬とか他ほかのペットじゃなく、猫をあんなにも押おしたのか、考えておくべきだったわ……」


　鏡花が嘆たん息そくする。私は自分のベッドに腰こし掛かけて、「あはは」と笑った。


「まあ、実際良かったじゃない、猫変化体得できてさ。これで、明日から計画通り、こっそり帰き宅たく部ぶの周囲に戻って護ご衛えいすること、できるでしょ？」


「そうだね。うん、それは、本当に良かった」


　鏡花もまた微ほほ笑えむ。


　そう……私が昨日提案したのは、そういうことだった。なまじ人間として戻るのではなく、いっそ、動物に変化して戻って、見張ったらどうだと。


　ペット動物なら、一気に懐ふところに入り込め、なおかつ常つねに飼い主の行動を見守り、もしもの時には動くことができる。昨日のこの提案はすぐに採用された。しかし、問題は鏡花が常つねに猫のイメージを保たもてるほど、猫の姿に慣なれ親しんではいないことだった。


　だから、今日一日私と鏡花は特訓した。一いつ刻こくも早く猫化を覚えて、帰宅部に戻るために。結果は……この通りだ。これで、明日から鏡花は彼らの中に戻れる。そう、戻れ……。


「……サリー？」


「鏡花とも……もう、お別れ、か」


　私は、そのことに気付いて、少し複ふく雑ざつな表ひよう情じようをしてしまう。……男と判はん明めいしたりと、まあ、問題はそこそこあったけれど。結局こうして今日も私の部屋で寝ねるのを許ゆるせるほど、私は鏡花に心を開いていた。親友だと思っていた。だから……やっぱり寂さびしい。


　私の顔を見て、鏡花も、複雑そうに、自分の布ふ団とんの上で俯うつむいてしまった。


「えと……。その、サリー。本当は男だん性せいである私が言うのもおかしいんだけれど、サリーとは、水月鏡花として友達になれて、凄すごく、楽しかったよ」


「鏡花……」


「私は、式しき見み蛍けいに戻っても、サリーにとってはいつまでも、大親友の水月鏡花、だから。ううん……複雑な感情で説明しづらいんだけど。なんていうかな……完全に水月鏡花になってから出会ったから、サリーとは、やっぱり水月鏡花としての友達というか」


「ああ、私にも分かるよ、それ。なんていうか……貴女あなたが式見蛍という男性なことは分かっているんだけど、やっぱり、私にとって鏡花は鏡花だよ」


「……ありがとう、サリー」


　鏡花が微笑む。


「ありがとうを言うのは私だよ、鏡花。今まで守ってくれて、ありがとう」


　私も微笑み返す。しかし……鏡花は、まだ複雑そうだった。


「でも……大だい丈じよう夫ぶ？　サリー。私が帰宅部に戻ったら、今度はサリーが……」


「私が、行かないでって言ったら、鏡花はとどまってくれるの？　『私と帰宅部、どっちが大事』って言ったら、どうする？」


「それは……」


　鏡花は少し迷まよう素そ振ぶりを見せたものの……しかし次の瞬しゆん間かん、私の目を見て、キッパリと言い放つ。


「私は戻る。サリーのことはもちろん大事だけれど……あっちには、私の『一番大事な人』もいるから」


「うん。そういう鏡花が、私は、好きだよ」


「サリー……」


「自分で分かってんじゃん、鏡花。そりゃ、私のことを全く気にするなっていうのは、優やさしい鏡花には酷こくな話だと思うけどね。でも、あんまり気にしなくていいから。私の安全のためにも、帰宅部守って、で、さくっと元を……タナトスを叩たたいちゃってよ」


　私の言葉に、鏡花は「うん」と頷うなずき、二人で微笑み合う。……よく考えると、男性と二人で、しかも布団の上で「以心伝心」という感じで微笑み合っているのだから、ここは本来物もの凄すごく甘あまい感じの場面なのではないかと、はたと気付く私。
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「……鏡花。今のシーン、式見蛍の姿で、もう一度やらない？」


「やらない」


　キッパリ断ことわられた。私の思おも惑わくが丸見えだったらしい。


「やましいことは何も無いから。その、彼氏とかできたらどんな感じかなー……と」


「それをやましいと言わずして、何をやましいと言うのか」


「一ひと晩ばん限かぎりの関係でいいから」


「やましいよ！　この上なくやましい言動だよ！」


「ケチー。減へるもんでもあるまいし」


「減るよ！　私の精せい神しん力がみるみる減るよ！」


「あ、今日は一いつ緒しよの布団で寝ようか？」


「この期ごに及およんで誘ゆう惑わくかっ！　誘惑なのかっ！　女性としての友情はどうなったの！」


「いや、女性として、くっつくという可か能のう性せいもあるわよ？」


「百ゆ合りじゃん！」


「自分で名乗ったんじゃない、百合部隊って」


「ああ、私はすでに自じ爆ばくしてたのかっ！」


　鏡花がガックリと布団にうなだれる。……楽しい。やっぱり、鏡花といると楽しい。彼女と一緒だと、自分を取り巻まく理り不ふ尽じんな環かん境きようのことを、すっかり忘わすれられる。


　だから……本当は、行ってほしくなんてなかった。ずっと、私と神無家で、友達として過ごしていってほしかった。大好きな親友が、他の友達のために行ってしまうことに嫉妬が無いと言ったら、噓うそだ。帰き宅たく部ぶの人達のことが、私は少し恨うらめしい。


　だけど……鏡花の幸せは、たぶん、そこにあるから。だから……私は……。


「そうだ、サリー。この件けんが終わったら、貴女も、帰宅部に入りなよ」


「……え？」


　唐とう突とつに、鏡花がそんなことを言い出した。私はキョトンとしてしまう。


「大丈夫。部と言っても、学校とか全く関係ないから。条じよう件けんは、仲良しなこと、かな」


「あ……。で、でも、私、他ほかの人、知らないし……」


「大丈夫だよ。初対面の人間でも入れちゃうような、変な集しゆう団だんだから」


「……。……私も、仲良くなれるかな」


「うん。絶ぜつ対たい大丈夫。皆みんな、凄すごく優しい人間ばかりだから」


　そう言って、鏡花が微ほほ笑えむ。……私は、その表ひよう情じようにやっぱり少しだけ、帰宅部に嫉妬してしまうのであった。


　でも、鏡花がそこまで好きになる人達だったら、本当に素す敵てきな人達なのだろう。


　私は、ベッドの上で正せい座ざして、鏡花に向き直った。そうして……決意して、告げる。


「行ってらっしゃい、鏡花」


　私の言葉に、鏡花は一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情をし……次の瞬間には、ニカッと笑った。


「パパッと仲間と、ついでに世界救ってくるから、ちょっとだけ待っててね、サリー」




　　　第七章　満まん天てんの星空は誰たがために
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「──と、いうわけで、僕ぼくはここに居いるというわけさ」


「話してねぇよ！　お前、何も語ってねえよ！　いきなり『──と』から入ったよ今！」


　陽よう慈じがツッコンでくる。本来なら先せん輩ぱいも何か言ってくる場面だが、彼女は現げん在ざい、僕らの後ろをしおらしくついてきている。ホタルだった時からなんとなく感じていたことだが、先輩にとって「式しき見み蛍けいと再ふたたび会えた」という事実は、かなりの衝しよう撃げきらしい。いきなり泣き出すわ、照れてしおらしくなるわで、もう、こちらもどう接せつしていいものやら。


　結果、鈴りん音ねの家に向かいながら僕は陽慈と並ならんで歩いて、喋しやべっていた。彼は彼で当初涙なみだぐみ、僕がからかうと、「お前が生きていたからって、嬉うれしくなんかあるもんかっ！」と男にしておくにはもったいないツンデレっぷりを発はつ揮きしてくれたが、今は大分落ち着いて、代わりに疑ぎ問もんの方が多くなっているようだった。


　陽慈が、「しっかし」と呆あきれ顔で僕を見る。


「生きているんだったら、さっさと言えよな」


「死んでるよ、僕」


「そうじゃなくて！……お前が居なくなったことで、どれだけ皆みんなが心を痛いためたことか」


「……ごめん」


　それ相そう応おうの理由はあったが、今は言い訳わけすることをしなかった。心配かけたのは事実だ。悲しんでもらって嬉しくはあるものの、僕が傘さんのことで心を痛めたあの時のことを考えると、皆の尋じん常じようじゃない苦しみだって、理り解かいできる。それは、どんな理由があったとて、謝しや罪ざいするべきことだ。


　僕が陽慈、そして先輩に向かって深々と頭を下げると、二人はキョトンとし、それから、ふっと微ほほ笑えんでくれた。先輩が、少しだけいつもの先輩に戻もどって呟つぶやく。


「こうは……いや、蛍。お前、なんか少し変わったな」


「そうですか？……そうですね。詳くわしい説明は後でしますけど、僕は今、死にたがりの性せい質しつが完全にありませんから。だから、前より少し明るいかもしれません」


　以前の僕なら、サリーとあんな簡かん単たんに友達にはなれなかった。


　タナトスが僕の物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを奪うばったことで、僕は世界からの干かん渉しようを受けなくなっていた。つまり……楔くさびに乗っ取られたあの時みたいな、生きているだけで楽しい状じよう態たい。なんだかんだで深しん螺らさんとお風ふ呂ろに入ったり、抵てい抗こうなく女性変化できてしまったのも、このテンションのおかげたる部分が大きい。


　今は落ち着いているものの、明るい気持ちに変わりはなく……以前の僕より、色んな意味で余よ裕ゆうが持てていた。


　僕は二人に向かって微笑む。


「馬ば鹿かは死ななきゃ治らないって言いますけど。一度死んだら、色んなことがスッキリしたんです。ああ、悲願の『死にてぇ』も叶かなったわけですからね」


「…………。まったく、変わったというより、こうは……蛍らしさが増ました感じだな」


　先輩が呆れたように僕を見る。僕は、苦く笑しようして彼女に返した。


「先輩も、先輩らしく、自然にしていいですよ」


「？」


「後輩って、呼よんで下さい。先輩は何か勘かん違ちがいしているみたいですけど……。僕は、先輩に『後輩』って呼ばれるの、わりと嫌きらいじゃありませんよ」


「……しかし……」


　先輩は複ふく雑ざつそうに俯うつむく。僕は笑顔で告げた。


「ぶっちゃけた話、『どうでもいい』っていう話です」


「ど、どうでもって……」


「だって、大事なのは、呼び方じゃないでしょう？　僕らは……変なことにこだわりすぎていたと思います。神かん無な家での生活と……サリーとの関係で、それに気付かされました。


　どの呼び方でも、僕の貴女あなたへの感かん情じようは何一つ変わりません。大事なのは、呼び方自体じゃないんです。世の中には、結けつ婚こんしたって、お互たがいを苗みよう字じで呼んじゃうカップルだっています。だからって二人の間に愛が無いかって言ったら、そういうことじゃない。……だから、いいですよ、先輩。先輩が自然に振ふる舞まえるなら、それで、いいです。僕は……これからも貴女を先輩と呼んで、でも、たまに、紗さ鳥とりって呼んだりする、そういう関係でいたいです。元の僕らで、いたいです」


「……後輩」


　先輩は僕をそう呼び……そして、ふっと、いつものように、不ふ敵てきに微笑んだ。……そう。不自然なんかじゃない。気持ちを隠かくしてなんかいない。一番不自然なのは、「無む理り矢や理り素す直なおになろうとすること」だ。だから……僕らは、やっぱり、これでいい。


　先輩は僕にニヤリと笑いかける。


「後輩ぃ。私の裸はだかはどうだった？」


「……げほっ！」


　いきなり絶ぜつ好こう調ちような先輩だった。陽慈が隣となりで「は、裸？」と、びっくりしている。僕は慌あわてて取り繕つくろった。


「い、いえ、だ、だって、あれは、先輩が僕を無理矢理風ふ呂ろに……」


　ホタルとしてやってきた日、僕は先輩に体を洗あらわれた。あの時……先輩までシャワーを浴び始めてしまって、僕はつまり、結けつ構こうがっちり……見てしまったわけで。っていうか僕、死後に風呂イベント多すぎ。深螺さん、サリー、先輩と三連続だぞ。


　先輩はニヤニヤとしていた。


「後輩ぃ。元の僕ら、だ？　違ちがう、違うなぁ、後輩。お前は、ホタルとして私にあまりに弱みを握にぎられすぎた。私も、お前にあまりに色々見せすぎた」


「う、うぅ」


「巫女みこ娘むすめやユウ、傘ちゃんや綾あやにあることないこと言われたくなければ、これからはさらに私を敬うやまえ。つまり……お前は、前以上に、私専せん用ようの下しも僕べとなる運命だ！」


「ああ、僕の明るい幽ゆう霊れいライフがっ！」


「一度死んだんだから、いいじゃないか。奴ど隷れいでも」


「死んで『先輩地じ獄ごく』に落ちた気分だっ！」


「『紗鳥天国』の間違いだろ」


「幸せそうな要よう素そが何一つ無い天国ですよ！」


「私は幸せ」


「独ひとりよがりだー！」


「うん……私は、幸せだ」


　先輩はそう呟つぶやいて、僕らに顔を見せないように俯うつむいた。僕と陽慈は顔を見合わせ、それから、何事もなかったように再ふたたび鈴音の家を目指して歩き始めた。


　背はい後ごからは鼻をすする音が聴きこえてきたけれど、僕と陽慈は全く気付かないふりをして、二人で馬鹿な話をして笑いあった。
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　鈴音の家に到とう着ちやくしたはいいものの、しかし、いざチャイムを押おそうとすると、かなり躊躇ためらわれた。……どの面つら提さげて、という感じだ。陽慈が電話したところ、すでに他ほかのメンバーは全員集まっているらしい。


　実じつ際さい、僕は「生きている」わけではない。一いち応おう、体はあるが、死人だ。


「なっはっは、実は無事でした」


　というわけにもいかない。無事ではないのだ。実際、両親に顔を見せるかどうかは結けつ構こう微び妙みようだった。戸こ籍せき上は完全に死んでいるわけだし。お葬そう式しきとかやっちゃっただろうし。


「ううん……死後の人間関係、難むずかしい」


「そんな悩なやみを抱いだいた人間は、人類史上初めてだろうよ」


　陽慈が僕をジト目で見ていた。


　チャイムの前でいつまでも逡しゆん巡じゆんしていると、先輩が、ずいっと僕の前に出てくる。


「よし、後輩。ここは、『り～んねちゃん！　遊びましょー！』という、小学生戦法で」


「怖こわいですよ！　死人が家の前でそんなこと言ってたら、かなりホラーですよ！」


　都市伝説になりそうな光景だった。


「じゃあ、仕方ない。まずはケータイに電話して、徐じよ々じよに近付いて行く実じつ況きようをだな……」


「《中に居いる》じゃないですかっ！　僕、悪あく霊りよう化かしているじゃないですかっ！」


「篠しの倉くらにとり憑ついて、次々と人の顔を舐なめ回す《顔舐め》として再さい臨りん──」


「してたまりますかっ！　全員ドン引きですよ！」


「死人だからいいだろ、別に」


「わぁん！　一度死んでから余よ計けいに先輩の僕に対する扱あつかいがひどい！」


「……どうでもいいけど、じゃれてないで、早くしろよ、お前ら……」


　陽慈が完全に呆あきれていた。僕と先輩は口こう論ろんをやめると、結局、普ふ通つうに行くことにする。


　チャイムを鳴らしてみる。数秒すると、インターフォンに「はい」と、女性の声。鈴音のものではない。直ちよく接せつは会ったことなかったけど、お手伝いさんの梅うめさんだろう。


「あのー、帰き宅たく部ぶの者ですけど」


『あ、はい。うかがっております。……あ、今、鈴音がそちらに向かいましたので』


　お手伝いさんなのに、鈴音は呼よび捨すてなのか……変なの。サリーでさえ、神無家の人間には「さん」「様」をつけていたのに。…………。……って、鈴音が来る!?


　僕はインターフォンでの会話を終えると、二人を振ふり返ってわたわたと慌あわてた。


「ど、どうしよう、先輩、陽慈」


「お前はこれから告白でもする中学生か。なにを動どう揺ようしているんだ」


　先輩が嘆たん息そくする。陽慈が「ははは」と笑った。


「まあ、普通にしていればいいんじゃないか、蛍」


「ふ、普通に？　ええと……僕、鈴音に、いつもどう接していたっけ？」


「お前なぁ。…………。……いつもお前は、神無さんに、愛を囁ささやいていたぞ」


「？　そ、そうだったっけ？　あれ？　僕と鈴音って、そんな感じだった？」


「ああ。凄すごく、ラブラブだった」


「そ、そうか。……よし、分かった」


　僕は決意して、鈴音を待つ。背はい後ごでは先輩が陽慈に「お前……なかなかやるな」とわけのわからない評ひよう価かをしていたが、そんなものを気にしている場合ではない。


　鈴音宅たくのドアが開く。中から出てくる、クラスメイトの少女。なんか、十日ほどしか離はなれていないっていうのに、やたら懐なつかしかった。そういえば……僕、高校入学してから十日以上鈴音と会わなかったのって、初めてかもしれない。なるほど。僕、かなり鈴音にべったりだったわけか。そうか。陽慈の言う通り、確たしかに、愛を囁いていたかもしれない。


「あ、どうも、お待たせしました」


　鈴音が、まだ僕が視し界かいに入ってないのか、陽慈と先輩を見て笑顔でそう声をかけてくる。僕は一歩前にずいっと出て、彼女に声をかけた。


「やあ、マイハニー」


「？」


　鈴音がこちらを向き、首を傾かしげる。……なんか、あんまりしっくりきてないようだ。……ううむ、こういうノリじゃなかったか。ん、なんか鈴音の顔見てたら思い出してきた。僕はもっとこう、彼女にはフランクに接していた気がする。よし、自然体で行こう。


「よ、鈴音。じゃ、そういうことで、お邪じや魔ましまーす」


「？　ああ、はい、どうぞ……」


「どもども」


　一礼しつつ、鈴音の脇わきをすりぬけ、玄げん関かんに入る僕。それから、靴くつを脱ぬいで、靴を揃そろえて、用意してあったスリッパに足を通し、さていざ室内へと踏ふみ出したところで……急に背後から、ここ数年で聞いた中で一番大きな絶ぜつ叫きようが聴きこえてきた。





「え。ええええええええええええええええええええええええええええええええええ!?」





　耳がキーンとする。僕が振り返ると、鈴音がこちらを見て、指をさして、あわあわと震ふるえていた。……ああ、やっぱりそうなるか。そうだよね。う～ん……よし、こっちは、それでも自然体で行こう。そうしよう。


「や、鈴音。久ひさしぶり。十日ぶりくらい？　懐かしいなぁ。こんなに大きくなっちゃって」


「え、え、あ、へ、と、十日で大きくはならないよっ……？」


　鈴音が、目をぐるぐるさせながらも、探さぐり探りでツッコンでくる。うむ。こんな時でもツッコミを忘わすれない鈴音、グッジョブだ。


「そうか……大きくはならないか。……可哀かわい想そうに」


「な、なぜ胸むねを見て言うのよ、それ！」


「いや、深い理由はないよ。ただ、胸が貧ひん相そうだな、と」


「浅い！　っていうかハッキリ言わなくていいよ！」


「大だい丈じよう夫ぶ。それはそれで需じゆ要ようあるから」


「そんな需要に供きよう給きゆうを提てい供きようしたくないわよ！」


「売れ残るぞ」


「大きなお世話……だっ…………う、……」


　瞬しゆん間かん、鈴音がぽろぽろと涙なみだを流し始めてしまった。……うう、こうなるのがイヤで、軽いノリを心がけていたのに……鈴音め。


「う……ひっく……ひっく」


　鈴音がしゃくりあげてしまう。陽慈と先せん輩ぱいは、なぜか玄関に入ってこなかった。……なんか気を遣つかわれているらしい。


　僕ぼくは頭をぽりぽり搔かくと、この、普ふ段だんは強気なクラスメイトにどう接したものか逡しゆん巡じゆんし……そうして、とりあえず……。


「あ……」


　ただ黙だまって、抱だきしめることにした。……やましい意味は無い。本当に。ただ……僕が「ここにちゃんと居いる」ことを伝えるには、これが一番いいと思っただけだ。


　鈴音の体は温かかった。鈴音に僕のことを伝えるために抱きしめたのに、不覚にも、僕の方が、ここに存そん在ざいしていることを再さい確かく認にんさせてもらってしまった。


　泣き続けている鈴音を抱きしめていると、玄関からそぉっと陽慈と先輩が覗のぞいては、さっと隠かくれるという行こう為いを繰くり返しているのが視し界かいに入った。


「……うざい」


「え？　そ、そんな……わ、私、そんなに、うざかったなんて……」


「へ？」


　陽慈と先輩に対し呟つぶやいた言葉だったのだが、胸むな元もとで泣いていた鈴音がショックを受けていた。……そういえば、以前も彼女にうざいって言ったことあったな……。


「い、いや、違ちがうよ、鈴音！」


「うう……私……うざい……」


「あー」


　鈴音が違う意味で泣き始めてしまった。僕はそんな彼女と、ちらちら様子を窺うかがっている二人を眺ながめながら、「まだあるんだよな……この対面」とげんなりしていた。





　　　３





「……またか、お前は」


　今度は鈴音の部屋の前で立ち止まってしまった僕に、六つのジト目が向けられていた。鈴音の切り替かえは意外と早かった。なんだか知らんが、以前の鈴音よりサッパリしている印象がある。僕がこっそり先輩に「なんかあったんですか？」と訊たずねると、彼女はニヤリと「ツンデレがデレに移い行こうしただけだ」と、わけのわからないことを告げてきた。……なんだそれ。誰だれに対して？


「早くしろよぉ、蛍」


　陽慈が完全に飽あきていた。僕は「そうは言ってもさぁ」と返す。


「陽慈はいいとしても、先輩、鈴音と、女じよ性せい陣じんは泣いちゃうことが証しよう明めいされちゃったからなぁ。なんかこう……いいニュースなはずなのに、異い様ように心が痛いたいというか」


「だとしても、このまま行かないわけにはいかないだろ」


「そうなんだけどさ……。ユウや傘あたりは単たん純じゆんに喜んでくれそうな気もするんだけど、アヤなんて、鈴音みたいな反はん応のうしそうだろ？　アヤの泣き顔って……辛つらくね？」


「ああ、それは、なんとなく分かるな」


「はぁ……憂ゆう鬱うつだなぁ。なんで死んだのに生きているんだろ、僕」


「えらく哲てつ学がく的な悩なやみだな、おい」


「まあ、行くけどね。行くけどさ」


　僕はそう言って、一つ深しん呼こ吸きゆうをすると……思い切って、ドアを開いた。そして、テンション高く言ってみる。


「どもどもどもー。お待たせー」


『…………』


　大失敗だった。ノーリアクションである、皆さん。葬そう式しき会場にサンタクロースが入っていったような、そんな、いたたまれなさだった。


　予想に反してユウはなぜかおらず、傘とアヤの視線が僕に突つき刺ささる。……なにこれ。僕、どうしろっていうの。死人は歓かん迎げいされないのか、やっぱり。


　僕が一人もじもじしていると……最初に口を開いたのは、傘だった。


「お兄……ちゃん？」


「あ、ああ。傘。久ひさしぶ──」


「お兄ちゃああああああああああああああああああああん！」


「ぐはっ！」


　タックルされた。……いや、抱きつかれたのか。いや、タックルだ。アメフト部も大注目のタックルだ。マテリアルゴーストだというのに、肺はいに大ダメージ食らった。深螺さんとサリーとで大量の悪あく霊りようと戦ったあの時より、すでにトータルダメージがでかい。


「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃぁぁん！」


「ぐ……え」


　しかも、続けて締しめ付け攻こう撃げきだ。アナコンダも真っ青の圧あつ迫ぱく具合だった。僕に至いたっては、真っ青どころか、血けつ液えきが頭に集まって、真っ赤である。


「お兄ちゃん、お兄ちゃん、お兄ちゃん……」


「……や、傘。その……感動してくれるのは嬉うれしいんだが、その、兄は再ふたたび亡なき者になりそうだよ……」


「お兄ちゃんっ（ぎゅうううう）」


「ぐはっ」


　式見蛍、後こう輩はいに刺さされ、妹に絞しめ殺されるの巻まき。……なにその壮そう絶ぜつな人生。


　見かねて、鈴音、陽慈、先輩が、「まあまあ、傘ちゃん」と彼女を宥なだめて、僕から引き離はなしてくれた。僕の胸元には鼻水がべっとりだった。……傘よ。その反応は嬉しいのだが……なんだろう。もうちょっと女の子らしい対たい応おうを、兄は望むよ……。


　傘が離れると、今度はアヤが僕をジッと見ていた。そうして……。


「う……」


　ジワリと、その目に涙なみだが浮うかぶ。……まずい！　泣かれる！


「あ、アヤ！　ほら！　レモン飴あめ！」


　僕は秘ひ策さくを使用する。事前に、鈴音にこの家にあったレモン飴を一つもらっておいたのだ。名付けて、意い識しきを食べ物に逸そらす作戦。……動物か、アヤは。


　しかし、これがかなりうまくいった。


「う、うう、うう？」


「ほーらほらほら、レモン飴だぞー。アヤー？　ほーれほれほれ」


「うう、う、ううううう？」


　アヤの中で何か壮絶な葛かつ藤とうがあるらしい。泣きそうな顔で、しかし、レモン飴と僕の顔を交こう互ごに見て、唸うなっていた。……面おも白しろい。レモン飴を左右に振ふると、視し線せんも動く。……なんだこの女子高生。


　そして、遂ついに……。


「れ……」


「れ？」


「レモン飴ぇーん」


　っていう泣き声で、泣いた。器用なヤツだった、篠倉綾。どちらも両立である。あんまりに不ふ憫びんだったので、レモン飴を恵めぐむ。彼女はちゃっかりそれを頰ほお張ばり、それから、「あうー」と僕に手を伸のばしてきたので、軽くとんとんとハグして、座すわらせておいた。とりあえず、これには鈴音や傘も別に目くじらをたてたりしなかった。


　そして……。


「傘、ユウは？」


「あ、ユウさんは外に様子見に行ったんだけど……入れ違ちがいになっちゃったみたいだね」


「そっか……」


　僕がそれを聞いて、妙みようにそわそわしていると、ふと、全員がニヤニヤとして僕を見ていることに気がついた。慌あわてて「な、なんだよ」とのけぞる。すると、綾が「あははー」と笑ってきた。


「ユウさんは、最近よく式見君のアパートの屋上から星を眺ながめているみたいだよ？」


「そ、そっか……。…………。……ええと、その、ちょ、ちょっと忘わすれ物したから、ええと、一いつ旦たん自分の部屋に戻もどろうかなー……なんて」


　僕がそう呟つぶやくと、周囲のメンバーのニヤニヤが加速した。……う。なんだコイツら。


　そうしていると、陽慈が微ほほ笑えみをそのままに言ってくれる。


「じゃあ、取って来いよ。……ゆっくり」


「ゆっくりの意味が分からないけど……ええと、じゃあ、取って来る」


　僕はそう言うと、そろそろと部屋から出て行く。しかしいつまでも皆みんなの表ひよう情じようはニヤニヤしっぱなしで、なぜか非ひ常じようにいたたまれなかった。……できるだけ、早めに帰ろうっと。





　高速でアパートに帰った。マテリアルゴーストの身体能のう力りよくを駆く使しして、忍にん者じやの如ごとく屋根から屋根をぴょんぴょんと伝ってみたら、本当に意外と早かった。道を無視して直線距きよ離りで行けるというのは、とても効こう率りつ的てきだ。ただ、調子に乗って跳とんで足を踏ふみ外すととても焦あせるということも知った（なんとか体たい勢せいは立て直せたけど）。もうやるまい。


　アパートの屋上には、実は上がったことがなかった。鍵かぎが無いと行けないようになっているのだ。そのため、今回は隣となりの家の屋根からぴょんと飛んで、屋上に上がった。四階建だてだから、今なら無理な高さでもない。


　コンクリートののっぺりとした床ゆかと、貯ちよ水すいタンクがあるだけの簡かん素そすぎる屋上。少しだけ高くなった四辺の、僕から丁度反対側にあたる位置。そこで、彼女はこちらに背せを向けて、腰こし掛かけるようにして空を眺めていた。どうやら僕には気付いていないらしい。


　普ふ通つうだったら非常に危あぶない位置取りだが、彼女は幽ゆう霊れいであるため、そんなことは関係ない。……星を眺めるなら、もっと高いところにも行けるはずなのに、あえてここから眺めているのが、なんとなくユウらしいなと感じる。


　そぉっと近付いていく。ユウは……僕が見たことのない表情で、ぼうっと、星を眺めていた。僕が死んで……こいつは、どう思ったのだろう。いやにそれが知りたかった。


　しばらく、声をかけるタイミングもなく、彼女の様子を見守る。そうしていると、急に、ユウは「よし！」と叫さけんだ。星に向かって手を上げている。……なんだコイツ。


「頑がん張ばろう！　ケイのことはひとまず忘ぼう却きやく！　メモリーから消去！」


（おい）


　なんか知らんが忘却された。心の中でツッコミ、彼女の背はい後ごで手をぶんと振る。しかし、ユウはなぜか嬉き々きとして続けていく。なんと、次は屋上のヘリに立ち上がってしまった。


「そうだ！　ケイがなんだ！　死にたがりが死んだだけだよ！　ハッピー、ハッピー！」


（ええー）


「元気出せ、私！　戦え、私！　進め、私！　そして歌え私！　どなどなど～な～♪」


（なぜ歌う。そしてなぜそのチョイスだ）


「……そうだよ、私。……自じ暴ぼう自じ棄きになるのは、いつだってできるよ、私。でも……それじゃ、駄だ目めだよ。そんなの、私じゃない。そんな私は、ケイも好きじゃない」


（…………）


　急に真ま面じ目めなトーンになったユウに、言葉を失う。こいつ……。


　彼女は星を相手取りながら、しかし自分に向けた言葉を紡つむぎ始める。


「私にとって大事なものは、ケイだけ？　違ちがう。違うでしょ、ユウ！　一番大事だったのは確たしかにケイだけど……だからと言って、他ほかの大事なものを守らなくていいわけない！　もう……なくしちゃいけない！　だったら……だったら、今こそ、私が動くんだ！　不ふ貞て腐くされるのも、泣くのも、もうしない！　私が動かなくて、誰が動くの！　もう……もう、ケイはいないんだから！　だから！」


　そう言って、前方に指を差し、高らかに告げるユウ！


「見てなさい、タナトス！　貴方あなたはこの私、スーパー幽霊ユウさんが、けちょんけちょんにして、皆を救って、絶ぜつ賛さんされて、ウハウハなんだからぁー！」





「いや、そっちは現守高校じゃないぞ、ユウよ」





　背後から急にツッコム。瞬しゆん間かん……彼女は「え？」と呟きゆっくりとこちらに振ふり向いた。……久ひさ々びさに見る、ユウの顔。どうしてだろう。こんなにも、その顔にほっとするのは。ドキドキとか懐なつかしいとかじゃない……「ああ、帰って来た」という、感覚。


　ユウはこちらを振り向き……そのまま、硬こう直ちよくしていた。僕は一つ嘆たん息そくし、告げる。


「あと、微び妙みように動機が不ふ純じゆんだぞ、ユウ。ウハウハになるのが目的なのか、お前は」


「あ……う……」


「あ、しまった。僕ぼくはすでに忘却されたのか。そうかそうか。それじゃあ反はん応のうに困こまるよね」


「……え？」


　どう反応していいのか分かっていないユウに……僕は、ニコリと微ほほ笑えむ。そして……。


「どうも。僕は、式見蛍。高校二年生。享きよう年ねん十七歳さい。現守高校に通っていて、部活は帰き宅たく部ぶに所しよ属ぞく。友達は少ない方だけど、別に嫌きらわれ者なわけでもない。あ、つい先日まで死にたがりだったけど。それに関してはもう解かい決けつ。不本意ながら女じよ装そうが得意。


　嫌いな食べ物は、なし。あ……以前同どう居きよ幽霊が作った朝食だけは、例外だけど。それ以外は、食べ物なら食べられる。好きな食べ物は、スープチャーハン。好きな時間は羽う毛もう布ぶ団とんにくるまれている時間。


　あ、どうでもいい余よ談だんだけど。好きなタイプは……そうだな。『自分が死んでも、十日程ほどしたらさっさと忘わすれて、前へ向かおうと決意しちゃう、芯しんの強い女の子』、かな」


「あ……」


　ユウの瞳ひとみから、ツーと涙なみだが流れる。しかし彼女は恥はずかしそうにそれを腕うでで隠かくすと、こちらも見ずに告げてきた。


「え、えへへ。なにそれ。告白？」


　僕が居ることに対するリアクションはない。……でも、それはとても自然だった。


「さあ。僕は別にキミが好きだなんて言ってない気がするけど」


「ず、ずるいよ！　なんか本ほん格かく的てきにプレイボーイな対応だよ！」


「む。そんなことはないぞ。僕はわりと一いち途ずな人間だぞ。なにせ……。とあるアニメ好き幽ゆう霊れいのことが、常つねに頭にちらついて仕方ないぐらいだからな……」


　僕の言葉に、ユウが俯うつむく。そうして……次に顔を上げた時、彼女の表ひよう情じようは笑顔だった。


「それなら私だって負けないよ？」


「ん？」


「だって私なんて、ちらつくどころか、頭の中にその人しかいなかったからね」


「どんな人？」


「羽毛布団とスープチャーハンがあればそれでいいっていう、変人さん」


「……それは、告白か？」


「さあてねっ！　別に、貴方を好きだって言った覚えはないけど」


「あそう」


　二人の間に、沈ちん黙もくが訪おとずれる。彼女は屋上のヘリから降おりて、僕の目の前に来る。ニコニコと。後ろに手を組んで、軽い足取りで。


　あえて何も説明しなかった。言葉は、不要だった。ただいま？　そんなの、要らない。帰ってきているのは明白だ。好き？　そんなのいまさらだ。言葉にするのが大事な時もあるけれど、今の僕らには野や暮ぼでしかない。


　じゃあ、今の僕がすべきことなんて……そして、彼女が一番喜んでくれるであろうことなんて、一つしかない。


　いくら、恥ずかしくたって。そんなの、これしかない。だから……


「目は瞑つむる女の子が好み？」


　ユウが僕を見み透すかしたように悪戯いたずらっぽくそんなことを言う。僕は肩かたを竦すくめた。


「そういう余計なこと言わない女の子が好み」


「ぶー」


　──と、むくれた彼女の唇くちびるに。


　僕は、不意打ちのように自分のそれを重ねた。……軽い態たい度どを装よそおいながらも、本当は、体はガチガチで、そして、真っ赤な顔で。彼女の表情は見なかった。見ている余よ裕ゆうはなかったから。でも、伝わる体温から、彼女も真っ赤になっているだろうなとは、思った。


　体を離はなして、目を開くと。いまさらながらに、今日は満天の星空だったことに気付く。


　その事実に、二人、「僕らにはできすぎな環かん境きようだったな」と、全く「らしくない」自分達を思い返して、しばし笑い合った。


　この瞬しゆん間かんの僕らは、紛まぎれもなく、世界で一番幸福な幽霊達だった。
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　　　第八章　帰宅部緊急ミーティング！





　結局、今までの経けい緯いの説明に一時間もかかってしまった。流れだけなら数分で話しきってしまえるのだが、ディテールまで説明し、僕が深しん螺らを水み月づき鏡きよう花かだった時の名残なごりで「深螺」と呼よび捨すてしたことでひと悶もん着ちやくあり、さらに陽よう慈じにケイコさん関連のことがバレないように気を遣つかい、しかし自分が水月鏡花という女じよ性せいだったことを説明しないと面めん倒どうくさいことになり始め……（サリーと四六時中一いつ緒しよに居いたという説明あたりで、女性陣じんから反感を買った）。そこで、陽慈を一いつ旦たんトイレに追いやり、その間に水月鏡花という僕の女性バージョンのこと、その容よう姿しがケイコで、さらに一度神かん無な家で陽慈に会っちゃっていることなどをバーっと説明、理解を得たりと……。まあ、とにかく大変だった。


　僕がそうしてすっかりぐったりしていると、さっきまで僕の腰こしにひしっと抱だきついていた傘さんが、「でも……」と表情暗めに話しかけてきた。


「結局、問題は全然解かい決けつしていないんだね。タナトスに勝つ方法も無いみたいだし……。私なんかでも、これが私達の小さな問題じゃなくなっていることは分かるよ。相手は世界を相手取るような力の持ち主ってことでしょ？……そんなの、兄さんが躍やつ起きになってどうにかする必要、ないじゃない。そんなの、力のある人に任まかせておけばいいじゃない」


「傘……」


　傘が目を潤うるませて僕を見ている。全員、その言葉に沈黙してしまう。……皆みんな、少なからず、傘に同意しているようだった。僕が動くべきことじゃない。それは、そうだ。すでに、個こ人じんでどうこうできる段だん階かいを超こえている。少なくとも、僕らみたいな普ふ通つうの……いや、普通でこそないけど、大した力のない高校生達が干かん渉しようするべき事態じゃ、ない。でも……。


「確たしかに、『世界を賭かけた戦い』なんて言い方したら、まるで僕なんかが関かかわるべき話じゃないさ。うん。身の程ほど知らずもいいところだ。勇者じゃあるまいし」


「それじゃあ……」


「でも、これは、そういう問題じゃない。理由は、どれも僕個人のちっちゃい理由さ。ちっちゃい人間のちっちゃい理由で、僕はタナトスを倒たおしたい。それだけなんだ」


　僕の言葉に、傘が「理由って？」と訊たずねてくる。僕は彼女を見つめ返して、微ほほ笑えんだ。


「まずは、お前だよ、傘」


「私？」


「うん。傘が男に襲おそわれたあの事じ件けん、首しゆ謀ぼう者しやはタナトスだった。だから……僕は、単たん純じゆんに、許ゆるせない。妹を傷きずつけた人間を」


「兄さん……。で、でも、いいよ、私は、もう。許すっていう意味じゃないけど、だけど、兄さんに復ふく讐しゆうしてほしいなんて、全く……」


「そうだね。分かっているよ、傘。傘は、優やさしいから。僕に復讐してほしいとは、望まないと思う。だけど、だから言っているだろ、最初から。僕は、単純に、ムカついているだけなんだよ、個人的に。大切な人間を傷つけたヤツを、ただぶん殴なぐりたいだけなんだ」


　複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようをして、傘は黙だまりこむ。僕は笑顔で語りかけた。


「多分、自うぬ惚ぼれじゃなく、この世界で今タナトスとまともにケンカできるのって、僕だけだと思うから。自分がすでに死人だから、自分を疎おろそかにしているわけじゃ、絶ぜつ対たいない。それは分かってほしい。死にたがりだった人間の言葉だから、信用できないかもしれないけれど。今の僕は……この世界に存そん在ざいしていられるだけで、幸せなんだ」


「だったら……」


　鈴音が咎とがめるように僕を見る。……死にたがりのことを一番否ひ定ていしていた彼女。生きることの尊とうとさを、一番よく知っている人間。……僕は、今度は彼女に視し線せんを合わせる。


「だからこそ、守りたいんだ。やっぱり。世界を……というよりは、好きな人達を。好きな人達の、生を」


「蛍……」


「僕だってイヤさ、世界を背せ負おって戦うのなんて。でも、僕が動かなかったら、多分、このまま世界は終わる。タナトスの描えがく理想の新世界になる。それは……確かに、ある人間にとっては幸福な世界なのかもしれない。でも……僕はやっぱり、納なつ得とくいかない」


「後こう輩はい……でも、私達は……」


　先輩が僕を見る。……少しだけ前より素す直なおになった、先輩。言わなくても、視線だけで分かった。彼女もまた、僕にはもう無理なことをしてほしくないと思っている。僕の死は……おそらく、ここに居る全員にとって、僕が帰って来た今でも、傷なんだ。二度と、あんな思いはしたくないと考えている。その気持ちは、僕にだってよく分かる。しかし……。


「皆が僕を案じてくれるように、僕も、ここに居る皆の幸せを願っている。そしてそれは、タナトスの提てい唱しようする世界じゃ得られないものだと、思っている。だから、敵てき対たいする」


「でも、式見君。式見君がやらなくても……例えば、ほら、神無家の人とかが解決してくれるかもしれないし、あと、そのタナトスだって気変わりするかもしれないじゃない」


　アヤが身を乗り出して告げてくる。僕は……首を横に振ふった。


「……そうかもしれない。そういう可か能のう性せいも、無いとは言えない」


「だったら……」


「だったら、僕はその『神無家の人がやってくれる可能性』と、『タナトスが気変わりする可能性』を高めるために、手を貸かしたい。僕が戦うことによってその可能性を高めたい」


「…………」


「さっきも言ったけど、タナトスは魔ま王おうじゃないし、僕は勇者じゃない。だから、彼と対決しなきゃいけない運命とかではないよ。でも、そんなの皆みんな同じだろう？　神無家だって、軍だって、他のどっかのヒーローだって、必ずしも、その人間が戦う必要は、ない」


「それは、そうだけど……。でも、それが式見君である必要はないじゃない」


「ううん……堂々巡めぐりだね、これじゃあ。でも……うん、大事なのは、結局、これだけなんだ。『なんと言われようとも、僕は、行きたい。自分と、大切な人達のために』」


「……ずるいよ、式見君。ワガママだよ……」


「ごめんな、アヤ」


　アヤは納得できてはいないのだろうが、もう反はん論ろんすることはなかった。僕の意い志しが伝わったのだろう。しかし、意外なことに、一番食い下がったのは陽慈だった。


「でも、蛍。タナトスは無敵なんだろう？　今思えば、深螺さんのあの言葉は、タナトスのことだったんだな。……神の如ごとき敵。そんなの、どうするっていうんだ。蛍。お前が戦う理由は分かった。だけどな。負け戦いくさに行くっていうなら、話は別だ。もう、仲間が傷つくのを見み過すごすものか。蛍……勝算の無い戦いだというなら、お前を行かせるわけにはいかない。どんな汚きたない手を使ってもな」


　彼の目は真しん剣けんだった。周囲を見み渡わたすと、他のメンバーも同じような視線を僕に向けている。……ある意味じゃあ、タナトス以上の難なん敵てきかもなと、苦く笑しようする。


　僕は、少し考えた後、皆に告げる。


「無敵じゃ、ないさ。それこそ、陽慈にヒントをもらった。タナトスの無敵性って、結局のところ膨ぼう大だいな霊れい力りよくに裏うら打うちされたものだ。しかもあの《世界の繭まゆ》に至いたっては世界中の霊体や霊気の集合体……つまり僕を苦しめていた《世界の意思》そのものとも言える」


「余よ計けいに絶望的じゃねえかよ」


「いや、違ちがうよ、陽慈。繭に関しては、実じつ際さい、タナトスだけに有利に働く物じゃない。彼は言っていたじゃないか、世界中の人間に無む限げんを与あたえるためのものだって。だからアレを使う権けん利りは、僕らにもある」


「……そうは言っても、それだってタナトスの制せい御ぎよ下ではあるだろう。お前が使おうとしても、おいそれと使わせてくれるとは到とう底てい思えないぞ」


「そこだよ。そこで、陽慈の案だ。毒。内側に入り込むもの。……つまり……。先に、僕らの味方たる霊体を、繭に取り込ませる。これは、深螺に手配してもらう手てはずなんだけど。で、その霊体が、意志を貫つらぬいて繭のシステムを扱あつかう。そうすれば僕に力を横流しして、なおかつ、タナトスへの霊力供きよう給きゆうを断たつことだってできる。


　これにより、僕にも勝機が見えてくる。相手の力は膨大だけれど、こちらの力も無限にまで引き上げられる。しかも物ぶつ質しつ化か能力としていちいちアイテム化して使わなければいけないタナトスと違って、僕の場合は、体自体がパワーアップできるんだ。ここでのアドバンテージは大きいよ。つまり……互ご角かく以上に戦える可能性が、出てくる」


　僕の言葉に、全員が絶ぜつ句くしていた。あまりに荒こう唐とう無む稽けいなプランだったからだろう。


　しかし、その中において一人……ずっと先を見み据すえて……僕よりも先を見て、物事を考えている人間が居いた。


　ユウだった。彼女は、「ケイ」と僕に声をかけ、そうして、正面から僕を見つめてくる。





「だったら、繭に入り込む役やく割わりは、私がやる」





「な──」


　今度は僕が絶句してしまった。皆はすでに完全に呆あつ気けにとられてしまっている。


　なぜかニコッと微ほほ笑えむユウに対し、僕は慌あわてて「ちょ、ちょっと待てよ」と反論する。隣となりでは、僕の様子を何事かと戸と惑まどっている先せん輩ぱいに、鈴音がユウの言葉を通つう訳やくしていた。


「お前、それがどんだけ危き険けんなことか分かっているのか!?」


「ケイに言われたくないよ」


「い、いや……それにしたって、その役目は、お前がやる必要なんてないんだよ」


「それも、ケイに言われたくない」


「う……」


「ケイ……。自分が皆に言っていたワガママ、そして皆の感かん情じよう、分かった？」


　ユウが僕を睨にらんでくる。僕は言葉に詰つまった後……しかし、もう一度、彼女を見据えた。


「ごめん、ちゃんと分かってなかった。ありがとう、ユウ」


「うん……」


「でも、それを分かった上でも、僕はやる。やりたい。タナトスにもう一度対たい峙じしたい」


「うん、そう言うと思った。だったら、私も、やる。繭の中に入る役割は、私」


　僕はユウのその言葉を嚙かみ締しめた後……しかし、もう少しだけ、反論させてもらうことにする。皆が僕に反論したように。僕にだって、彼女の身を案じる権利はある。


「ユウ。これは、少しだけ、僕の時と問題の性せい質しつが違うよ。この繭に入り込む役割の霊体は、すでに他にいる。深螺が手配してくれるって言っているんだ。しかも、彼女の用意する霊体は、自じ我がというものが無いもの……つまり、完全に深螺の手て駒ごまたるものだから、身を案じる必要もない。誰だれかを犠ぎ牲せいにすることなく、役目を果たせられるんだ。そこに、わざわざ、ユウが立りつ候こう補ほする必要は、無いじゃないか」


「じゃあ、反はん論ろんさせてもらうよ、ケイ。ケイは、まだ、タナトスと《世界の意思》をなめているよ。自我の無い霊体？　そんなものじゃ、繭の制御は奪うばえないと思うけどな。薄はく弱じやくな意い志しじゃ、タナトスに押おし潰つぶされるか、《世界の意思》に飲み込まれちゃうだけだよ。


　やっぱりその役割は、確かつ固こたる《意志》を持つ者が適てき任にんだよ。意思ではなく、志こころざしという意味での、意志。しかも、『ケイのために』って心の底から思える、そういう、霊体。そんなの……私をおいて、他にいる？


　それに、私は元々《世界の意思》から派は生せいしたものだよ。だから、繭の中ちゆう枢すうにだって簡かん単たんに入り込めると考えられるよ。それこそ、反発を受けることなくね。タナトスだって、私と《世界の意思》の区別がつけづらいから、すぐに対たい処しよはできない。


　……ここまで言ってもまだ、私以上の適任者がいるって、ケイは言うの？　いっそ、ケイの戦う理由よりも、私の理由の方がクッキリしていると思うけど」


「……ユウ、お前……」


　そこに居るのは、いつものお気楽なユウじゃなかった。皆みんな、ユウのいつもと違ちがう様子に呆気にとられている。しかし……それが本来のユウだ。ユウがお気楽そうにしているのは、本当は、誰よりも一番色々考えているからなんだっていうことを、僕は以前、知ったじゃないか。彼女は僕らの中でおそらく一番、強い。心が、強い。


　僕は腕うでを組んで少し考え……最後に一言だけ、口にする。


「適任なのは分かったけれど、ユウが戦う理由は……」


「ケイが好きだから。ケイのことを、愛しているから。それ以上の理由が、必要？」


　あまりにキッパリと……照れも恥はじらいもなく、そんなことを言われてしまったら、僕にはもう反論の術すべがない。ユウの言葉を先輩に伝える役割の鈴音は、「ケイを愛しているから」あたりでやたら赤面していた。


　僕は一つ大きく嘆たん息そくすると……ユウに、微笑みかけた。


「じゃ、まあ、よろしくな、パートナー」


「うん、まかせて」


　そんな、いつものノリで約束をかわす。──と、ここにきてようやく我われに返った先輩達が、口々に反論してきた。


「ちょ、ちょっと待て後輩、ユウ！　お前ら勝手に話を進めるなっ！　どうしてそんな大事なことを勝手に決めるんだ！」


「大事なことだからですよ、先輩」


「え？」


「本当に大事なことは……最終的には当人が決めるべきです。周囲の人の意見は聞きますけどね。最終判はん断だんは自分でするべきです。自分の意志で、至いたるべき未来を定めた。それは……悪いですけど、先輩や皆に揺ゆるがされることじゃ、もう、ないんです」


「後輩……お前……。…………」


　先輩は悔くやしそうに俯うつむく。そうして、次の瞬しゆん間かん、肩かたを震ふるわせながら呟つぶやいてきた。


「……お前に……お前らに、私の……私達の気持ちが分かるか？」


「…………」


「何もできないんだぞ。仲間が死地に赴おもむこうとしているのに、何一つ、手を貸かせることが無いんだぞ？　これが……これがどれだけ悔しいか、いつも……いつだって先頭きって前に行ってしまうお前には、分からないだろうな、後輩」


「先輩……」


　見れば、陽慈も鈴音もアヤも、同じような表ひよう情じようをしていた。皆……同じ気持ちらしい。


　鈴音が立ち上がり、僕を見つめる。


「すでに問題のレベルは、蛍とユウさん以外の干かん渉しようできることじゃなくなっている。姉さんでさえ、何もできないでしょう。当然……私にできることは、何一つ無い。霊れい能のう力りよくがあったって関係ない。マテリアルゴーストが一いつ般ぱん人に見えて、さらに霊能力で対処できない以上、霊能力者さえ、今はただの無力な一般人よ。


　だから私には……もう、何も、できない。今までだって、蛍に助けてもらってばかりだった。そして、こんな局面まで……私は結局何も、できない。どうして……どうして、いつも、こうなの？　最後には……いつも、貴方あなたに全すべて押し付けちゃうの、私はっ！」


　鈴音が瞳ひとみから涙なみだを流し始める。僕が何も言えずにいると、ぺたんとその場に座すわり込んでしまった。


　その隣となりに座っていたアヤもまた、悲しそうに僕を見る。


「私も結局……式見君には、何もしてあげられないんだね」


「アヤ……」


「仲間って、助け合うものでしょう？　寄よりかかるのはいいけど、寄りかかってばかりなのは、辛つらいよ。それでも最後まで、式見君は私に寄りかかってくれないんだね」


「…………」


「ごめんね。それは、式見君が悪いわけじゃないよ。私が、頼たよりないだけ。だけど……だけど……ごめん。納なつ得とくできないよ……やっぱり」


　アヤの言葉に、陽慈が「そうだ」と同意してくる。彼の視し線せんは、他の皆の視線より、一いつ層そう強かった。


「オレは、無力な自分が許ゆるせなかった。いつも、いつも、いつも、何もできない自分が、許せなかった。そんなオレの目の前で……お前はまた、自分達だけで死地に赴こうとするのか？……いや、分かる。分かるよ、オレにだって。オレ達が下手へたに動いたら、お前の足手まといになる。さっきの雑魚ざこマテリアルゴーストとの戦せん闘とうでさえ、オレ達のどうこうできるレベルじゃなかったしな。


　だけど……もしこれでお前達に何かあったら、オレはどうしたらいい？　胸むねを張はって生きていけると思うか？　世界が救われても、オレ達が本当に救われると、思うか？」


「陽慈……」


「そうだよ、お兄ちゃん」


　今度は傘が僕を心配げな顔で見る。


「これでもし……お兄ちゃんが帰ってこなかったら……私は……私達は……」


　傘がそこで言葉に詰つまり、ひっく、ひっくとしゃくりあげ始めてしまう。僕はユウと視線を合わせ、一度頷うなずきあうと……皆みんなに向かって、笑え顔がおで、告げた。


「大だい丈じよう夫ぶ。僕は……僕らは、戻もどってくるよ。約束する。決して、最後まで『自分の命を犠ぎ牲せいにしてでも世界を守る』なんて浅はかで短たん絡らく的な結けつ論ろんは出さない。世界を救いつつも、自分の命も同じくらい同等のものとして、扱あつかう。自分の命を、最さい優ゆう先せんする」


「私も、誓ちかうよ」


　ユウもまた、そう告げる。その言葉に……皆はしばし沈ちん黙もくしていたが、しかし、先せん輩ぱいが笑顔で顔を上げたのを機に、皆、ぎこちないながらも僕らに温かい視線を向けてくれた。


「後輩……それで、その作戦はいつ、やるんだ？」


「深螺との打ち合わせでは、明後日です。そこで、勝負を仕し掛かけます。タナトスも三日待つと昨日宣せん言げんしていましたし、それまでは派は手でに動かないと思います。彼が待つと言ったのは、僕と決着をつけるためでしょうから、僕が動くまでは、一いち応おう大丈夫でしょう」


「明後日、か……。つまり、私達に平へい穏おんのある猶ゆう予よは、明日一日、それだけか」


　先輩の言葉に、鈴音がぽつりと呟く。


「縁えん起ぎでもないけど、場合によっては、最後の日にち常じよう、ね」


「最後の……日」


　アヤが悲しそうに目を伏ふせた。


　全員が再ふたたび沈ちん痛つうな面おも持もちになってしまう中……唐とう突とつに、先輩が「よしっ」と立ち上がった。そうして、急に、僕に向かってビシッと指差してくる。


「じゃあ、後輩！　明日は、私と二人きりでデートだっ！　最後に、二人で甘あま～い思い出を作ろうじゃないかっ！」


「……はい？」


　今までとはあまりに違ちがうテンションに、皆、一いつ瞬しゆんキョトンとする。しかし次の瞬間、最初に鈴音が「ちょぉっと待ちなさい！」と、急に声を荒あららげた。それに続いて、ユウ、傘、アヤ、そして陽慈までもが、先輩にくってかかる。


　こうして、結局この日は、世界を救う方法じゃなく、僕の明日の予定を話し合うだけで終わってしまった。僕ららしい、世界の終末の二日前だった。
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「デートだ。念ねん願がんの、デートだ」


「早朝というか、深夜三時ですけどね、まだ」


「真ま儀ぎ瑠る紗さ鳥とり、何気に人生初のデートだぞ、後こう輩はい。ワクワクだな」


「噓うそおっしゃい。中学生の頃ころ、散々二人で出歩きまくったじゃないですか」


「あれは、真のデートじゃない。上うわ辺べだけの偽にせデートだったと、今だから告白しよう」


「僕ぼくの中学時代が欺ぎ瞞まんだらけにっ！　そんな告白しないでほしかったっ！」


「まあまあ。無む垢くな少年が魔ま性しようの先せん輩ぱいに誑たぶらかされて青春を一年無む駄だにした上、汚けがされただけと思って、諦あきらめろ」


「何一つフォローになってない！　あと、僕はまだ汚れてないやいっ！　中学時代に淡あわくそういう展てん開かいを期待させられた先輩とは結局何もありませんでしたからねぇ！」


「懐なつかしいなぁ、後輩生殺し遊び」


「なにその非ひ道どうな遊ゆう戯ぎ！」


　午前三時なのにテンションの高い二人だった。無人の住じゆう宅たく街がいに、近所迷めい惑わくな声が響ひびき渡わたる。……ごめんなさい、近きん隣りん住民さん。僕達今、かなりうざい若わか者ものです。ただ、明日世界を救うんで、ちょっとだけ見み逃のがしてやって下さい。


「しかし、後輩も大変だな」


「貴女あなたがそれを言いますか」


　結局、昨日の話し合いの結果、僕は先輩とデートすることとなった。しかしもちろん、それでユウ達が納なつ得とくするはずもなく……。


　結果、今日の僕は壮そう絶ぜつな過か密みつスケジュールを組むこととなった。まあ、霊れい体たいだし、疲ひ労ろうとかあまり無いからいいんだけどさ。それでも、落ち着けないのは結けつ構こう辛つらい。


　結局、今日……「最後の日」のプログラムはこうだ。







　・ 午前三時～午前九時　先輩とデート


　・ 午前九時～午前十一時　アヤとデート


　・ 午前十一時～午後二時　傘さんとデート（妹なのにデートとは、これいかに）


　・ 午後二時～午後四時　陽よう慈じとデート（男なのにデートとは、これもいかに）


　・ 午後四時～午後十時　鈴りん音ねとデート


　・ 午後十時以い降こう　ユウと「普ふ通つう」に家で過すごす







　なんだろう、この人じん権けん無む視しのスケジュールは。そして、凄すごいプレイボーイみたいな僕は。なんで皆みんな、「デート」という言葉にこだわるのだろう。


　ただ、本ほん音ねを言えば、この企き画かくはありがたかった。もちろん生きて（？）帰ってくるつもりではあるけれど、一度、皆と落ち着いて、話したいというのは、あったから。デート云うん々ぬんはさておき。


「んー！」


　先輩も昨日からそれほど眠ねむってはいないはずなのに、元気一いつ杯ぱいに背せ伸のびをしていた。


　あれから結局、夜十一時ほどまで鈴音の家でどたばたしていたし。僕とユウは一いち応おう、僕の部屋に戻もどってはみたのだけれど、先輩との約束まで四時間しかないことを考えると、あまりゆっくりもしていられなかった。とりあえず、現げん状じよう把は握あくで終わってしまったようなものだ。……先輩の差し金かもしれない。ユウと僕を二人きりでいい雰ふん囲い気きにさせまいとしているフシがある。この分じゃ、今日の夜も普通に過ごせるかどうか……。


「さて、どうする後輩」


　先輩が住宅街を見回しながら、僕に訊きいて来る。その言葉に僕は驚おどろいてしまった。


「どうするって……え、先輩、何か予定あるんじゃないんですか？」


「いや、別に。あんな短時間では、何も考えられない」


「……じゃあ、なんでトップバッターに名乗り出たんです？」


「決まっているだろう。早朝でもなんでも、後輩と一時間でも長く居いたかったからだ」


　…………。この人はなんでこう……直球になってしまったんだろうなぁ。ホタルとして先輩のそばについたのは、ちょっと失敗だったかもしれない。心が揺ゆらぐ揺らぐ。


「しかし……実じつ際さいどうします、先輩。今から九時までじゃあ、店とかもほとんどやってないですし……。デートと言ったって……」


「ラブホテル行こう、ラブホテル」


「直球になり過ぎです！」


「じゃあ、……お茶飲んでから、ラブホテル行こう」


「ワンクッション置いても、直球は直球ですよ！」


「……私の部屋で、色々しよう」


「この流れじゃ、その言葉さえすでに直球ですよ！」


「……ふぅ。『後輩は、すでに真儀瑠紗鳥の体に飽あきていたのだ……』と。めもめも」


「なにその恐きよう怖ふのメモ！」


「いや、実名小説、《淫みだらな先輩、猥わい褻せつな後輩》のための資し料りようとして……あ、こら、後輩！　なにをする！　私の命の次に大切なメモを奪うばうとはっ！」


「こんなものを命の次のランクに置かないで下さいっ！」


「……ふぅ。仕方ない。今日起こる後輩との甘あまい展てん開かいについては、帰ってから、ゆっくりと、妄もう想そうも交まじえつつ執しつ筆ぴつすることにしよう」


「うわぁ！　なんかそっちの方が致ち命めい傷しようかもっ！」


　阿あ呆ほすぎるやりとりをかわしつつ、どちらともなく歩き始める。結局、さっきの如何いかがわしい言葉は別として、先輩の部屋に向かうことになった。本当にこの時間じゃすることが無さすぎたのだ。喋しやべるにしてもいつまでもこんな住宅街で喋っているわけにもいかない。


「『後輩はこの時、すでに紗鳥の部屋で行われるであろう背はい徳とくに満ちた淫らな行こう為いを想そう像ぞうし、胸むねのワクワクを抑おさえられないでいたのであった……続く』と」


「二冊さつ目めのメモにてすでに執筆中!?」


「違ちがうな、後輩。一巻かんはすでに絶ぜつ賛さん発売中だ。重じゆう版はんかかりまくりだし」


「手て遅おくれかっ！」


　……なんだこのデート。っていうかこれ、デートなのか？
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　先輩の家に着くと、ホタル用として買われたトイレやらペット用品が目につき、チクリと胸が痛いたんだ。部屋の中央に通され、ローテーブルを挟はさんで胡坐あぐらをかき先輩と向かいあう。僕はコップに注がれたジュースを一口飲んだ後、切り出した。


「先輩……その、騙だましていてすいませんでした」


「ん？　何がだ？」


「いえ、ホタルのことですよ」


「ああ……そのことか」


　先輩は自分のジュースを一口飲み、それから、ふっと微ほほ笑えむ。


「そういえば後輩、なんでお前は私のところに来たんだ？　ホタルとして帰き宅たく部ぶの周囲に居るというなら……別に、私でなくても良かっただろう。それこそ、巫女みこ娘むすめや、ユウや、傘ちゃんの所に戻るのが普ふ通つうだと思うが……」


「ああ、それはですね。先輩が、一番『危あぶない』と思ったからですよ」


「危ない？　私が？」


　先輩が首を傾かしげる。僕は苦く笑しようした。


「いくつか理由はあるんですけどね。一つ目は、先輩には霊れい能のう力りよくが無いこと……つまり、幽ゆう霊れいが見えないことです。タナトスが何か仕し掛かけてくるなら、おそらくマテリアルゴーストを使ってだとは思いましたが、普通の幽霊を使ってくる可か能のう性せいも無きにしもあらずですからね。姿すがたさえ見ることができない先輩じゃ、どうしようもないと思いまして。


　もう一つ……タナトスが狙ねらうとしたら、僕に一番ショックを与あたえる相手です。傘やユウには一度ちょっかいかけてきましたから、二度同じ手を使うような性せい格かくでもないですし。鈴音はまがりなりにも霊能力ありますから、切り抜ぬけそうですし。……僕が一番依い存ぞんしてそうなのも、どう見ても、先輩でしたからね」


「……お前、そんなに私にベタ惚ぼれだったのか？」


「違いますっ！　ただ……うん、確たしかに、僕が先輩に、先輩後輩以上の感かん情じようを抱いだいているのは、バレバレだったでしょうね」


「…………」


「最後の理由は……単たん純じゆんに、先輩のことが、一番心配だったからです」


「後輩……お前……」


　先輩がハッとして僕を見る。僕は、苦笑した。彼女を名前で呼よぶ。


「紗鳥……昔から、普ふ段だんは毅き然ぜんとしているせいで、一度折れると完全に駄だ目めじゃん」


　そう。彼女は……本当は、誰だれよりも、脆もろい。心が普段ガチガチに硬かたいせいで、一度強い衝しよう撃げきを受けると、修しゆう復ふくがきかない。そのくせ周囲を気き遣づかって、表ひよう層そう部ぶだけ取り繕つくろって、ボロボロの状じよう態たいでも、自分をすり減へらしても他人を元気づける。


　それを僕は知っていたから……彼女のところに、来た。


　先輩……紗鳥は、俯うつむき、顔を隠かくす。そうして、ポツリと呟つぶやいてきた。


「……ありがとう、蛍けい」


「どういたしまして」


　僕の言葉を先輩は嚙かみ締しめるように目を瞑つむり……しばしして、ニヤリと微笑む。……やっぱり強い人だった。……僕の前でさえ、弱みを見せまいとするんだな、この人は。


「……でも、シャワーまで一いつ緒しよに浴びるあたりが、男だな後輩」


「あれは不ふ可か抗こう力りよくでしょう！」


「一緒に寝ねたし」


「先輩が抱だきしめて放さないからでしょう！」


「私の変身シーンも見られたし」


「そんな魔ま法ほう少女ものの最終回みたいな秘ひ密みつを知ったりはしていませんっ！」


「私の……お前への気持ちも、バレバレだろうしな」


「っ。そ、それは……」


　二人、沈ちん黙もくしてしまう。早朝、テレビもつけていないだけに、無音の空間。


　僕は五分ほど、ジッと黙だまり込み、心を落ち着けた。先輩も、それをただ待ってくれた。


　そうして……僕は、答えを出す。





「僕も、貴女あなたが好きでした」





「……だったら、両りよう想おもい、だな」


「……。……先輩。好き、でした」


「…………」


「……ごめんなさい。不ふ真ま面じ目めなヤツだって、自分でも思います。簡かん単たんに他ほかの女性にコロッと気持ちを切り替かえちゃう自分が、イヤにもなりました。だけど……どうしようも、ない。先輩……白状すれば、僕は中学生の時から……貴女と出会って少し経たった頃ころからすでに、貴女のことが好きでした。現あら守かみ高校を選せん択たくしたのだって、貴女のためであり、僕が貴女に会いたかったからです。妹や地元を差し置いて、ですよ」


「……後輩」


「僕には貴女しかいなかった。自うぬ惚ぼれでなければ……貴女にも、僕しかいないんだって、思っていた」


「……ああ、認みとめるよ。それは、事実だ。私は……それが怖こわくて、お前から、逃にげた。……私の気持ちなんて、とっくに決まっていたのにな」


「ちょっと悩なやみましたよ。僕は、先輩と一緒に居ない方がいいのかなって。だけど……どうしようもなかった。そんな考えを無む視ししてしまえるほど、僕は貴女に会いたかった。


　だから、現守高校に来て貴女と会った時、『後輩』と呼ばれてしまったことは悲しかったけれど、でも、同時に、嬉うれしかった。……無視されてしまっても、仕方ないと思っていたから。先輩後輩として再ふたたび一緒に居られることが……それだけで、嬉しかった。


　その時に、僕は、本当ならもう決めていたんです。貴女は先輩で、僕は後輩。いっつも、馬ば鹿かなノリで馬鹿なことをやって、それでいいって。それで充じゆう分ぶんでしたから」


「私は……お前はてっきり、巫女みこ娘むすめのことが好きなんだと思っていたよ」


「ああ、だから今年までは、あんまり鈴音に絡からまなかったんですか？　変な気遣って？」


「まあな。しかし……一年見守るとさすがに、これはどうも脈なしかと気付いてな。トドメは、あの、お前に霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよくの宿ることとなった事じ故こだ。お前が事故にあったと聞いた時、私がどれほどショックだったか、分かるか？　あの時、もう、私は自分の心に噓うそはつけなくなり始めていた」


「……だから、あれからやけに、いつにも増まして僕や鈴音に絡んできたんですか。昼食の約束を引っ張ぱったり……」


「悪かったな、後輩。分かりづらい先輩で。でも、お前と同じで……正直、自分がお前とどういう関係になりたいのか、イマイチ摑つかめてなかったんだよ。ただ、確かく実じつだったのは、お前と一緒に居たいと思うその気持ちだ。だから……」


　沈黙。そして……。


「後輩。私は、お前が好きだ」


「……ごめんなさい、先輩。僕にはもう、他に好きな人がいます」


　僕らは初めてお互たがいの気持ちを素す直なおに吐と露ろし、そして、終わらせた。この恋こいを。この……掛かけ違ちがいすぎて、不器用すぎて、タイミングが悪すぎて、素直になるのが遅おそすぎた、すれ違いだらけの恋を。


　だけど、僕らの表ひよう情じようは、穏おだやかだった。スッキリしていた。僕も先輩も、これで、前に進めると思った。もちろん、お互いの交流はこれからも何一つ変わらない。僕には先輩が必要だし、先輩にはまだ、しばらくは僕が必要だろう。でも、それでいい。それでいいんだ。


　そう、これでスッキリ全すべてが……。


「まあ、一度振ふられただけで、諦あきらめる私ではないがな」


「ええ!?」


　良くなかった。先輩がニヤリと微笑んでいる。


「おいおい、後輩。三年越ごしの恋だぞ。そう簡かん単たんに諦めてたまるものか」


「い、いや、今、この関係はキッパリ終わって、いい感じの爽さわやかな空気が……」


「一回戦が終わった後のスッキリ感だ、それは。安心しろ、後輩。いざとなれば私は、愛人でもいいと思っている」


「良くないですよ！　すげぇただれた関係になっているじゃないですかっ！」


「おいおい、さっき告白しただろう、後輩」


「はい？」


「私は、お前と一緒に居られれば、なんでもいいんだ。だから後輩……」


「なんですか……」


　僕はぐったりとしてテーブルに突つっ伏ぷす。しかし、先輩の声は……真しん剣けんだった。


　突っ伏して前に出した僕の手を、唐とう突とつに、彼女はぎゅっと握にぎる。そうして……。


　がばっと僕をテーブル越しに引き寄よせ、自分の唇くちびるを、僕の唇に押おし付けてきた。


「ん……」


　一いつ瞬しゆんの、触ふれ合い。しかし、すぐにそれは放される。そうして……再び見た先輩の顔は、いつもの先輩だった。弱い彼女じゃない。そうして、いつものように、不ふ敵てきに告げる。


「これぐらいは、許ゆるせ、後輩。お互い両想いだった期間があまりにも長かったんだ。……ファーストキスぐらい、私に、くれ」


「……先輩」


「悪いな、後輩」


「……いえ、別に」


　僕ぼくと先輩は、苦く笑しようしあう。……確たしかに、先輩の言う通りかもしれない。あまり誉ほめられたことではないけれど……お互いの気持ちに区切りをつけるには、良かったのかもしれない。しかし……一つだけ、ちょっとまずいことが。


　僕が難むずかしい顔をして「う～ん」と唸うなっていると、先輩が「どうした？」と首を傾かしげてきた。僕は、気まずい思いを抱かかえながらも、「実は……」と切り出す。


「その……この、いい雰ふん囲い気きの後には、大変申し上げにくいのですが……」


「？　どうした、後輩。改まって」


「いえ……あの……ですね。その……僕、ファーストキスじゃ、なかったり……」


「……なにっ!?」


　先輩はショックを受け、引きつってしまった。頰ほおがぴくぴく動いている。……なんか、非ひ常じように、怒おこってらっしゃるようだ。僕は慌あわてて弁べん解かいする。


「い、いえ、その、ユウと……。あ、そういえばそれ以前に、耀あかるに少し……ああ、でも、あれはノーカンとしてもいいような……」


　刺さされた時に、無む理り矢や理りされたのだが……アレの犯はん人にんをはぐらかしている以上（皆みんな、どうも勝手にタナトスと解かい釈しやくしているらしい）、詳くわしく説明もできまい。しかし、アレをファーストキスと定てい義ぎするのもちょっとあんまりだし……ノーカンでいいと思うのだが……。


「あ、耀だとぅ！　こ、後輩ぃ！　お前そこまで節せつ操そうなかったとは！　見み損そこなったぞ！」


「あ、貴女あなたに節操のことを言われたくないですよ！」


「……こうなったら後輩。ファーストキスだけで勘かん弁べんしてやろうと思っていたが、もう、そうはいかない。お前の気持ちなんか関係あるか！　今すぐその体を差し出せー！」





[image: ]


「わー！　なにシャツ剝はいでるんですかっ！　ちょ、ズボンはまずいですって！　うわ、ちょ……た、助けてぇ！」


「くくくく……ええじゃないか、ええじゃないか」


「ご、ご堪かん忍にんをぅ！」


　そんなわけで、結局このデートは、その後数時間ドタバタドタバタと暴あばれ回り、最終的には近きん隣りん住民さんにこってり怒おこられて終わるという、なんだか僕達らしい、グダグダな終わりを迎むかえたのだった。


　……まあ、本当は、二人とも、凄すごく楽しかったんだけどさ。それは、それだ。





　　　３





　アヤとのデートは、先せん輩ぱいのアレと比くらべるのは酷こくというものだが、実に普ふ通つうに終わった。本当に……それは、デートらしいデートだった。一緒に御ご飯はんを食べて、街をぶらぶらして。短時間のため多くのことはできなかったけれど、普通のデートをするのは僕も初めてだったから、なんだか凄く楽しかった。


　そう、楽しい、だけだった。それは……驚きよう異いだった。最後までアヤは、笑え顔がおで僕と別れてくれた。彼女の背せ中なかを見えなくなるまで見送り……それから、僕は、彼女の去った方向に深々と頭を下げた。なんて強く、優やさしい女の子なのだろうと思った。……アヤは、最後まで、何も言わなかったどころか、デートを謳おう歌かさせてくれた。僕の心を、リラックスさせるためだけに。


　あのアヤのことだ。自うぬ惚ぼれじゃなく、今いま頃ごろボロボロと泣いているかもしれないと思うと、胸むねが痛いたかった。頭を下げ続けること以外、できそうになかった。





　傘とのデートは……アヤのとは対極で、結局、デートにはならなかった。彼女は会った途と端たんに僕に抱だきつき、そのまま、離はなれようとしなかったからだ。何ど処こかに行こうと提てい案あんしても、片かた時ときも離れまいとするようにヒシッと抱きつくものだから……結局、ユウに一いつ旦たん出て行ってもらって、僕の部屋でただただ、ベタッとくっついているだけで時間を潰つぶした。


　少ないながらも、少しだけ会話もした。二人で、思い出ばかり語った。驚おどろくべきことに、傘は、僕が覚えていないような些さ細さいなことまで、二人で遊んだことなどをクッキリと鮮せん明めいに覚えていた。なんとなく、傘には友達が多かったから、僕より、二人の思い出を大事には思ってないかなと考えていたけれど……そんなことは、なかった。傘はそれを、「たくさんの人と関かかわったからこそ、兄さんとの思い出が放つ輝かがやきが一いつ層そう眩まばゆいのが、分かるんだよ」と表ひよう現げんした。……かなりこそばゆかったけれど、素す直なおに、嬉うれしかった。


　だから余よ計けいに、僕はこの妹を、妹と過すごした思い出を、世界を守りたいと感じる。それを伝えると彼女は、「仕方ないなぁ」とだけ苦笑し、時間いっぱいまで僕に甘あまえ続け、帰り際ぎわは意外なほど元気に去って行ったのだった。





　陽慈には、本当は自分がケイコさんであることを明かそうと思っていた。そしてそれを、ちゃんと謝あやまっておこうと思った。


　しかし、彼が幸せそうなのを見ると……逃にげの意味ではなくて、これはこれで、いいのかなと思った。恋こいって結局、ある意味じゃ詐さ欺ぎでもあるんだと思うから。その人の全すべてを知ってから人を好きになることって、少ない。好きな相手には自分のいいところだけを見てほしいと思うし、それに、相手が自分の理想だと信じたい。


　そういう人間の理想を、わざわざ自分から崩くずすことは、ないのかなって。陽慈は少なくともケイコさんに恋をして、幸せそうだった。だったら……いつか彼を傷きずつけてしまうかもしれないけれど、僕の勝手な良心の呵か責しやくで、その恋をぶつ切りで終わらせなくてもいいのかなと感じた。決着を焦あせることはないのかなと、思った。


　僕と陽慈は、結局家で二人でゲームをぴこぴこやって、「それじゃな」「おう」だけで別れた。たった、それだけ。昨日は食い下がった陽慈が今日はやけにアッサリしていたため、その理由を聞いてみると、「その件けんは昨日ですでにカタついているだろ？」と、実に彼らしいサッパリした答えを聞かせてくれた。そして、「その代わり、また、一いつ緒しよにゲームするんだからな」と、最後にニカッと笑って、去って行った。





　　　４








　そうして、午後四時。僕は鈴音に指定された喫きつ茶さ店でアイスコーヒーを飲みながら、ボンヤリと、今日一日のことを考えていた。


　……本当にぶっちゃけちゃえば、今日は、ユウと……お互たがいの気持ちをすでに確かく認にんし合っているユウと、彼女いない歴＝年ねん齢れいを取り戻もどすほどにイチャイチャしてみたかったのだが、まあしかし、これはこれで非ひ常じように充じゆう実じつした一日だった。


　全員で一いつ斉せいに集まらなかったのは、おそらく、皆みんなの個こ人じん的な理由もあるのだろうけど、僕への配はい慮りよもあるのだろう。全員で集まるだけなら、ここまで、一人一人と本ほん音ねで深い話をして、充実した時間を過すごせなかっただろう。……消えるつもりはサラサラないけれど、それでも、曖あい昧まいな気持ちのままで最終決戦に向かいたくはない。


　ボンヤリ外を眺ながめていると、鈴音が小走りで店に向かってくるのが見えた。すでに四時を五分ほど回っている。鈴音の遅ち刻こくは非常に珍めずらしく、ちょっと驚いた。僕もわりと五分前行動とかするやつだが、鈴音と待ち合わせをすると、いつも彼女は僕より前に待ち合わせ場所に居いた。僕がいくら早く行っても先に居るものだから、ある時、「鈴音。お前、一時間前からとか居たりしない？」と訊きいたことがある。それに対する彼女の答えは、「あ、え、えーと。ほらほら、わ、私、街の雰ふん囲い気き好きだし？」とか、はぐらかしているようで、見え見えの言葉だった。以来、僕は一時間前にはケータイで電話し、待ち合わせ場所に来ていないことを確認するという行こう為いをしばし続けざるを得なくなったぐらいだ。


　そんな彼女だから、僕より後に……まして約束時間をオーバーするというのは、非常に珍しかった。珍しすぎて、イライラすることや心配することさえ忘わすれてしまっていた。


　店内に鈴音が入ってくる。彼女の服ふく装そうは、ちょっと気合が入った、彼女のお気に入りのワンピースだった。ここまで一年中つるんでいると、悲しいかな、鈴音の服のバリエーションを僕はほとんど知ってしまっている。元々、それほどお金を沢たく山さんファッションに使うような子でもないから、なおさらだ。鈴音はそれを気にしていたが、僕はだらしなかったりしない限かぎりは、別にそこまで相手の服装に思うところはない。僕がそう言うと、彼女はまた「それはそれで張はり合いが無いわねぇ」と嘆たん息そくしてしまうのだが。


　鈴音は僕を見つけると、笑え顔がおになって歩いてきた。そうして、僕の座すわっている席まで来て、軽く頭を下げる。


「ごめん、蛍。遅くなった」


　彼女は苦く笑しようしながら、僕の対面の席に着く。そうして、やってきたウェイトレスに「あ、私もアイスコーヒー、お願いします」と頼たのむと、ふぅと一つ息をついて、こちらを見た。


「蛍……待った？」


「ん、いや、そうでもない。四時五分前ぐらいに着いたからな。逆ぎやくに、今日は過か密みつスケジュールだったから、丁度落ち着く時間ができて良かった」


「そう？　でも、ごめんね」


「ああ。でも、ホントに、どうしたんだ？　珍しすぎるぞ、鈴音が遅れるなんて。っていうか、鈴音が『待った？』って僕に声をかけるのなんて、初めてじゃないか？」


「うん……その、特にこれといった深い理由があるわけじゃないんだけどね。……服選んだり髪かみ整えたりしていたら、いつの間にか……」


　鈴音は恥はずかしそうに頰ほおを染そめる。僕はキョトンとした。


「それだけ？……余よ計けいに珍しいんだけど。悪いものでも食べたか？」


「わ、私だって、たまにはポカするよ」


「それは分かるけど……。……まあ、いいけどさ」


　確たしかに、咄とつ嗟さのことに弱いためドジすることも多い鈴音だけど……こういう、なんていうか、「待ち合わせ時間」とか、最初から予定がたてられていることに関しては、完かん璧ぺきに遵じゆん守しゆする印象があったんだけどな……。


　そんな話をしているうちに、ウェイトレスさんがアイスコーヒーを持ってきて、鈴音がそれを一口飲み、ようやく一息つく。


　僕は「で？」と切り出した。


「今日はどうする？　鈴音も、なぜか六時間コースだったよな」


「コースって……ホストじゃないんだから」


「先せん輩ぱいともそうだったけど、僕、ノープランだよ？　鈴音が何か考えてくれないと、六時間することないぞ？　まあ朝方とは違ちがって今なら店はどこでも開いているだろうけど」


「ちなみに、真儀瑠先輩とはなにしたの？」


「ああ。……ごめん。説明しようと思ったけど、どの場面も他人には言えない感じだ」


「凄すごい気になるんだけどっ！」


「大だい丈じよう夫ぶ。辛かろうじて、一線は越こえなかったから」


「なんの一線!?　しかも辛うじてってなによっ！」


「十七禁きんだな」


「ギリギリだわ！　一線越えてないけど、凄くギリギリな感じがするわっ！」


　……まずい。なんか話が逸それている。軌き道どう修しゆう正せいしないと。


「で、鈴音。どうする？」


「うーん……。色んなデートコースを昨日から一生懸けん命めい考えていたんだけどね。よぉく考えると、蛍と行きたいところって、この一年で大体二人で行っちゃっているんだよね」


「ん……ああ、確かに、この辺の有名スポットは、なんだかんだで二人で回ったかもな」


「でしょう。色々理想のデートは考えたんだけどね。……まあ、クサいこと言っちゃうけど、私、蛍と一いつ緒しよなら、なんでもいいからさ」


　……なんだろう。鈴音……ちょっと、変わった気がする。前だったら、逆ぎやくに僕が今みたいなセリフを言って、鈴音が赤面してしまっていた気がするが……今の彼女は、サラッと、照れることなく、僕と一緒に居られて嬉うれしい、なんて言ってきた。


　僕がボンヤリしていると、鈴音が「どうしたの？」と訊たずねてくる。


「いや……なんか変わったなと思って、鈴音。僕が死んでいる間に」


「死んでいる間って……。でも、まあね。うん……照れるとか、ドキドキするとか、そういうこと言っている場合じゃなかったんだって、気付かされちゃったから。あまりにあんまりなショック療りよう法ほうだったけどね。蛍が死んだことで……そして、帰って来てくれたことで、もう、気持ちを隠かくしたり、照れてばかりいる自分は卒業しようって、思ったから」


「……？　僕とどう関係するの、それ」


　僕の言葉に、鈴音がキョトンとする。そうして、「まさか……」と、信じられないといった表ひよう情じようで呟つぶやく。


「まさか……蛍、ホントに、本気で私の気持ちに気付いてなかったの？」


「鈴音の気持ち？……ええと……もしかして、実は僕、嫌きらわれていた？」


　ああ……そうかもしれない。鈴音には、嫌われるようなことを沢たく山さんしているからな。僕が死んだことで、そして帰って来たことで、嫌いな人は嫌いとキッパリ言おうと決意したのかもしれない。ああ……落ち込こむ。……ずーん。


「ちょ、なに勝手に沈しずんでいるの!?　なんか、私にとってヒジョーに不本意な勘かん違ちがいしていたりしない!?」


「そっか……鈴音……ごめんね。そして、さようなら」


「別れ!?　告白もしていないのに、別れを切り出されたの!?」


「じゃあね。……あ、アイスコーヒーは奢おごるよ。せめてもの餞せん別べつだ」


　僕はそう言って、伝でん票ぴようを摑つかむと、とぼとぼと会計に向かって歩いていく。鈴音は「ちょ、蛍!?」と僕を追ってくる。僕は彼女を無む視しして素す早ばやく会計を済すませると、外に出た。夕ゆう陽ひが目にしみる。……ぼそっと呟いてみる。


「ふぅ……切ないぜ」


「私のセリフだっ！」


　追ってきた鈴音が、全力でツッコンできた。余よ程ほど焦あせったのか、肩かたでぜぇぜぇ息をしていたので、僕もそろそろふざけるのをやめることにする。


「さて、鈴音、何ど処こに行く？」


「……ふへ？」


「まあ、鈴音は僕のこと大嫌いかもしれないけれど、どうであったとしても、僕は鈴音のこと好きだからさ。いまさら友達やめたりはしないよ。っつうか、やめられない。というわけで、鈴音の意い思しは関係なし。僕は、相変わらず鈴音を振ふり回すんだ。オーケー？」


「……まったく。はいはい。じゃあ……そうね。公園行きましょうか」


「随ずい分ぶんと安上がりな女じよ性せいですな」


「悪かったわねっ！」


　僕らは相変わらずの下らないやりとりをしつつ、二人、いつものように歩き始めた。


　公園に向かいながら、鈴音が、唐とう突とつに、さも、雑ざつ談だんの延えん長ちようというふうに、僕に告げてくる。


「あ、そうそう、私、蛍のこと好きだから」


「…………」


「友達としてっていう意味じゃないよ？　一人の男性として、愛しているから」


「……愛してますか」


「ええ、愛している。……私は、貴方あなたを、心から、愛している」


　茶ちや化かそうと思ったものの、言葉が出てこなかった。……驚おどろきは少なかった。もちろん、彼女の気持ちに気付いてなんかいなかったけれど。僕と彼女の距きよ離りは、そもそも普ふ通つうの友達なんかよりずっと近かったから……。恋れん愛あい感情が意外ではあっても、衝しよう撃げきではなかった。


　僕らはしばし無言で歩き続け……そうして、僕は、返す。


「……僕も鈴音のこと、好きだよ」
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「そ、そう？」


　どうやら鈴音、自分が好きと言うのは大だい丈じよう夫ぶなくせに、いざ自分が言われるとやっぱり照れるらしい。平静を装よそおいながらも、頰ほおを赤くしていた。


「こんなことを言うのは卑ひ怯きようだって思うけど、女の子として、好きだった部分は、あるんだと思う。軽々しく使う言葉じゃないのは重々承しよう知ちしているけれど、そういう意味では、僕も、鈴音のことを愛している。鈴音が僕の生活から居なくなったら……もし、僕じゃなくて鈴音が刺さされていたら、僕は、完全に我われを失ったと思う。それは、事実」


「……嬉うれしい」


　鈴音は手を組み、本当に幸せそうに柔やわらかく微ほほ笑えむ。僕は……「でも」と続けた。


「でも、鈴音。僕は……今の僕には、鈴音以上に、女の子として好きな人がいる。僕は、その子と幸せになろうと、思っている。だから……ごめん。鈴音の気持ちには、応こたえてあげることは、できない。……鈴音には幸せになってほしいと、心から思っている。だけど……だからこそ、中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで、僕は鈴音に応えることはできない」


「……そっか。うん、分かってた」


　鈴音は、僕の言葉を聞いても……まだ、微笑んでいた。


　そのまま……無言でしばし歩き、公園へと辿たどり着く。僕らは園内に入り、鈴音が「本当は駄だ目めだけど、今日だけ特別ね」と、中央の噴ふん水すい付近で、深螺から貰もらったという、簡かん易い結界を自動発生させる札を掲かかげる。すると、徐じよ々じよに人がはけていき、最終的には公園内に僕と鈴音だけになった。彼女は、はけていった人たちに「ごめんなさい」と謝あやまり、それから、噴水のヘリへと腰こし掛かける。僕も、彼女の隣となりに座すわった。


　夕陽が染そめる公園で、二人、並ならんで座る。しばらく噴水の音だけを聞き続けていると……鈴音が、口を開いた。


「意外だった？　私が、ショック受けなかったの」


「……少し」


　そう。鈴音は……こういう色いろ恋こい沙ざ汰たとか苦手なヤツだから、好きな人に振られたりしたら、かなり悲しむんじゃないかと思っていた。僕が死んだ時だって、しばらく抜ぬけ殻がらみたいになっちゃったようだし。


　鈴音は、「ふふっ」と微笑む。


「一度『好きな人の死』を体験しちゃっているからね。振られたぐらいじゃ、傷きずつかなくなっちゃったのかもしれない。だって、振られたって好きな人はまだ私達のそばに居いてくれるんだから。それがどれだけ幸せなことか、私はもう知っているから」


「そうか。……強いな、鈴音は」


「そんなことない。……それにね。実を言えば、もう、分かっていたから。蛍の気持ち。振られるのは、分かっていて告白したから……だから、いまさらショックは受けないよ」


「分かっていて、どうして告白を？」


「それは……」


　僕の言葉を受け、鈴音は、ふわりと、微笑む。慈じ愛あいに満ちた、大人の微び笑しようだった。


「好きだったから。貴方のことが好きで好きで好きで、仕方なかったから。だから、告白した。ただ、それだけのこと。私のこの気持ちは、伝えたかったから」


「……鈴音は、それだけで、満足なの？」


「ううん。全然。それは、もちろん、蛍と恋人同士になりたいよ。今すぐにだって、貴方に抱だきつきたいと願っている。抱ほう擁ようして、キスしてほしいって、夢ゆめ見ている」


　女の子から……しかも大好きなクラスメイトにそう言われるのは、本来なら凄すごく嬉しいことなのに……僕は悔くやしくて、拳こぶしを握にぎりしめた。彼女にそんなささやかな幸せさえ与あたえてやれない自分を、ひどくもどかしく感じて。でも、この気持ちはどうしようもなくて。


　鈴音は夕陽を見上げる。風が吹ふき、彼女の髪かみがそよいでいた。


　僕もまた、夕陽を見上げる。僕は何度……鈴音と、夕陽の中を歩いただろう。


「私はね、蛍。ちょっと前までは……『自分の好意ばっかり』だったんだと思う」


「え？」


「ほら、私、蛍が他ほかの女じよ性せいとベタベタしたりすると、すぐ嫉しつ妬として怒おこったでしょう？　それってさ……でも、なんか違ちがったよね。うん。嫉妬は……仕方ないけれど、さ。それで貴方あなたに怒るのって……まずは、自分の気持ちをちゃんと伝えた上で、するべきことだったんだと思う。だから……ごめんね、蛍。この前は、蛍、それで怒っていたでしょう？」


「ああ……。でも、鈴音が僕のことを好きでいてくれたのなら……それは、僕が責せめるのは筋すじ違ちがいだし、やっぱり鈍どん感かんな僕に責せき任にんがあったわけだし。鈴音が謝ることじゃないよ」


「ありがとう。……だけどね、蛍。私の恋はやっぱり、今までは、独ひとりよがりだったんだと思う。貴方のことが好きで好きで仕方なくて。だけど、それを伝えて、拒こばまれて、恋が終わるのが怖こわくて。だから、気持ちを言わずに……だけど、嫉妬して、怒って、そして、貴方のそばにベッタリしていて。……フェアじゃなかったんだ、私」


「鈴音……」


「……私とユウさんの違い。決定的な違いは、そこだったんだよね。同どう居きよとか関係ない。負けて当然。気持ちを素す直なおに言葉にできる強さを持っているんだよ、ユウさんは。だから……蛍がユウさんに惹ひかれるのは分かるし……ううん、ユウさんを好きになる蛍で良かったと、今なら思える。蛍は、やっぱり私の思った通りの人だったってことだから」


　二人の間に、沈ちん黙もくが下りる。遠くで、学校のチャイムが鳴っていた。夏休みに聞くチャイムは、郷きよう愁しゆうを誘さそう。学校がひどく懐なつかしかった。……鈴音との思い出ばかりが溢あふれている、学校。今は……繭まゆが上空に浮ういてしまっている、学校。


　目を瞑つむって思い起こす。……鈴音との学校生活は、楽しいことばかりだった。僕には……元々先せん輩ぱい以外、心を許ゆるせる人間が全然居なかったから。さらには、地元から遠く離はなれたこんな場所じゃ、いまさら新しい友達もできないんじゃないかって、思っていて。


　だからクラスメイトとこんなにも親しくなれたことは、僕にとっては奇き跡せきで。心を許せる人間がいつも身近にいてくれるということが、あまりにも幸せで。


「僕の方こそ……ずっと鈴音にベッタリだったな。先輩に勘かん違ちがいされても、仕方ない」


「あはは。そうよ。そんな風に頼たよられちゃったら、男の人と親しくなったことなんてなかった私だから、貴方のことがどんどん気になって、当然だったのよ」


「鈴音とはさ。なんていうか……劇げき的てきな何かがあったわけじゃないだろ。出会い方こそちょっと特とく殊しゆだったけれど、あとは、別に一気に急きゆう接せつ近きんするようなことがあったわけじゃなく、なんていうか……。そう、僕と鈴音の関係って、日にち常じようから、ゆっくりゆっくりと培つちかわれたものだろ？　そういうのって……なんていうか、温かくてさ」


「うん……そうだね。私は……別に、蛍が凄くカッコイイから惹かれたとか、そういうんじゃないもの。蛍が……ずっと蛍だったから。二人で過すごす日常が、とても幸福で、温ぬくもりに溢れていたから。だから……私はこんなにも強く、貴方を好きになれたのだと思う。


　うん……だから、私は、後こう悔かいしていないからね、蛍。この恋こいを、私は誇ほこれる」


「鈴音……」


「まあ、それに、まだ終わったわけじゃないものね、この恋。というか、始まったばかりだもの。今までは完敗だったけれど、もう私もユウさんには負けないんだからね」


　鈴音がそう言って、僕に笑いかけてくる。僕はその笑え顔がおに安心しながらも……しかし、思わず嘆たん息そくした。


「鈴音までそれか……。まったく。諦あきらめの悪い人ばかりだな、僕の周囲は」


「私まで？　他にも誰だれか、同じようなこと言ったの？」


「ああ、先輩が……」


　とそこまで言って、しまったと口をつぐむも……もう、遅おそかった。


　鈴音は「真儀瑠先輩が？」とニコリと微ほほ笑えみ……そのままゴゴゴゴと、髪を逆さか立だたせ始める。……怖こわい。笑っているのが、余よ計けいに、怖い。


「真儀瑠先輩が、なんだって、蛍。私の想そう像ぞう通りなら……彼女も、蛍を狙ねらっているって、ことだよね？」


「い、いや、そうじゃないんだ、鈴音。それはだな……ええと、キスだけじゃ諦めてくれなくて……って。あ」


「キス？」


　瞬しゆん間かん……鈴音の頭に角つのが生はえた。……ように、見えた。それは、怒いかりのオーラのなせる業わざなのか。鈴音の周囲の空気が、僕には、どす黒く見える。彼女の怒る理由が分かるようになったせいで、なんか余計にいたたまれない。


　僕は汗あせをだらだらかきながら、言い訳わけを試こころみた。……そうだ。僕はどうして、恋人でもない女性に責せめられなければならないのだ。


「り、鈴音。僕はさっき、キミを振ふったはずだぞ。つまり今や、僕はもう鈴音に女性関係を責められる理由は皆かい無む！　そ、そうだよ！　そのはずだ！」


「？　なに言ってるの？　蛍」


「へ？」


　首を傾かしげる鈴音。僕がぽかんとしていると、鈴音は、恐きよう怖ふの笑顔で告げてきた。


「私、言ったじゃない。さっき。『気持ちを伝えないで怒るのは、間違いだった』って。つまり……気持ちを伝えた今なら、私には、怒る権けん利りがあるのよ。もはや私は、堂々と、蛍のふしだらな行いを責めることができるのよ」


「な、そ、そんな……」


　それはちょっと詐さ欺ぎっぽくないですかい、鈴音さん。


「というわけで、蛍」


「は、はい」


「今日のデートの内ない容よう全すべてを、今から、クッキリハッキリキッパリ、全部、あますとこなく説明してもらいましょうかぁ！」


「ひ、ひぃぃぃぃぃ。こ。恋人でもないのにぃぃ」


「片かた想おもいだからこそ、余計に厳きびしいの！　っていうか、ユウさんとのことは認みとめたけど、二人を応おう援えんするとは言ってないからね！　そこも責めていくからね、今後！」


「ええええええ!?　なにその落ち着かない未来！」


「さあ、蛍。さあさあさあ。まずは、貴方あなたのしてきたふしだらな所しよ行ぎようを、洗あらいざらい告白してもらいましょうかぁ」


「う、うぅぅぅぅぅ？」


　こうして、今日の一連のデートは、なんとも締しまらない終わり方をしたのだった。


　……あれ？　よく考えると僕、多数の女じよ性せいから想おもわれて凄すごくモテモテなのに……。どうしてだろう。どうあがいても結局未来は真っ暗な気がするよ、母さん。




　　　第十章　幸福な眠ねむり





　いつから自分はユウに惹ひかれていたのだろう。そう考えると、なるほど、自分は最初から彼女に惹かれていたのだと、今なら気付くことができる。


　彼女が、自分の寂さびしさを紛まぎらわすためにベタベタとくっついてきてくれたのも、僕ぼくが彼女に惹かれた要よう因いんの一つだった。……触ふれ合いで心が救われていたのは、本当は、僕の方だった。他人の体温で心が温められていたのは、紛れもなく、僕の方だったのだ。


　ユウと出会った頃ころ、先せん輩ぱいや鈴りん音ねのように心を許ゆるしている人間はいたけれど、でも誰だれかと触れ合うことって、なかったと思う。いや、今までの人生、ユウほど触れ合えた人間はいなかっただろう。


　死にたがりの気持ちを理り解かいした時。小学生だった僕は……本当は、誰かに助けてほしかった。抱だきしめて、慰なぐさめてほしかった。でも……産んでくれた両親にはそんな悩なやみは打ち明けられなかった。ただ抱きしめてもらうことさえ、忙いそがしい両親には、頼たのめなかった。


　妹だって、そうだ。彼女はよく世話を焼いてくれる子だったけれど、僕にとってはやっぱり、妹で。守ってあげる子であって、甘あまえるべき子ではなくて。


　だから僕は結局……自分の心を硬かたく、冷たく、動かぬものに変えていった。陽よう慈じやアヤみたいに心を許せる人間はいたけれど、それでも、甘えはしなかった。甘え方が、分からなかった。死にたがりだから助けて下さいなんて……誰に、言えるのだろうか。「お前の心の問題だろう」、その一言で終わってしまう悩みだ。


　そんな現げん状じようは、やっぱり、死んでしまって打ち砕くだくのが一番だと、思っていた。でも痛いたいのはイヤだし。踏ふん切りがつかない。そんな……そんな、どうしようもない時だった。ユウと出会えたのは。


　彼女は、意い識しきしていないだろうけど、僕が今まで作っていた「他人との距きよ離り」を簡かん単たんにすり抜ぬけて来てしまった。


　最初は戸と惑まどうばかりだった。彼女のスキンシップが、僕にとっては未知すぎて、どこか、怖こわくて、照れて、拒きよ絶ぜつするばかりだった。でも……。


　ユウとの同どう居きよ生活は、温かかった。そう……温かかったんだ。いつも一人で寂しく生活していた部屋が温かく、そして明るくなって。学校に行けば、鈴音や先輩が居いてくれて。


　そんな生活をしているうちに……僕は救われていた。劇げき的てきに何かあったわけでもないのに。長年悩んだ死にたがりの気持ちから、いつの間にか、救われていたんだ。


　でもだからと言って、ユウが、自分の生活に必要だからっていう理由で、好きなんじゃない。本当は一番辛つらい状じよう況きようにあるのにいつも笑え顔がおで、周囲を気き遣づかって、それでいて奔ほん放ぽうで、一緒にいると楽しい気分になる。そんなユウに……僕は、ちゃんと、女の子として、惹かれていて。だから……。


「へぇ。ケイはそんなに私にメロメロだったんだね」


　帰き宅たく後、テーブルを挟はさんで向かい合ったユウに自分の心の中をあますところなく吐と露ろすると、彼女は、そんなふうに言ってクスクスと笑った。僕は少し悔くやしくて、そっぽを向く。


「別に、メロメロってわけじゃあ……」


「そういうのをメロメロって言わなかったら、何をメロメロって言うのさぁ」


　ユウがぷくっと頰ほおを膨ふくらませて訊たずねてくる。僕は「そうだなぁ」と腕うでを組んだ。


「目がハート型になっている人」


「そんな漫まん画がみたいな惚ほれ方する人いないよ！」


「好きな人の前に出ると、体が軟なん体たい動物の如ごとくぐにょんぐにょんになってしまう人」


「骨ほね抜ぬきだけどっ！　確たしかに骨抜きだけどさ！」


「とりあえず、僕じゃない」


「……もう、それでいいよ。……ケイは、素す直なおじゃないからこそケイだもんね……」


「ユウ、愛してる」


「はいはい。素直じゃないと言われた途と端たんに言うあたり、天あまの邪じや鬼くだよねぇ」


　ユウは苦く笑しようしながら、テーブルの上のスルメの切れ端はしをマヨネーズにつけて、パクッと食べる。……現げん在ざい僕らは、二人でスルメを食べながらサイダーを飲み、そしてテレビではバラエティ番組を流しつつ、喋しやべっていた。ちなみに今の僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲いは一センチぐらいなため、テーブルの下では、ユウと足の裏うらをピタッとくっつけるという、ラブラブなのかなんなのかよく分からない状じよう態たいを維い持じしている。水虫だったらアウトの状態だ。


　最後の夜とは思えない環かん境きようだった。


　ロマンティックという言葉はおそらく、僕ら二人の辞書には無いのだろう。


　実じつ際さい、ユウは今こん晩ばん、凄すごく特別な雰ふん囲い気きで過すごしたいのかと僕は思っていたけれど……彼女が「普ふ通つうがいい」と言い張はるので、結果、こんな状況になっていたりする。


　お互たがいの気持ちを確かく認にんし合うと、もっとこう、あまあまの状況になるのかと思っていた。確かにまだ、「付き合う」「恋人」という承しよう認にんこそしていない気もするけれど。僕はすでにユウのことを好きだと昨日の晩から言っているし、ユウだって僕を愛しているだのなんだのと口にしまくっている。


　……これは、まだ、ハッキリ付き合うと言っていないから、こんな、スルメ食ってるだけの二人なのだろうか。念のため、言ってみる。


「ユウ、僕達、恋人だよな？　そうじゃないとしたら、ええと、付き合って下さい」


「ふへ？　あれ？　まだ恋人じゃなかったっけ？　私達」


　スルメをくわえながらキョトンとする、我わが愛いとしの人。


「ハッキリとは口にしていなかったような……」


「そう？　あ、じゃ、オッケーだよ、ケイ。恋人、恋人ぉ～」


　僕の手を握にぎり、ぶんぶんと嬉うれしそうに振ふってくるユウ。……なんだか実に軽い恋人宣せん言げんだった。手にマヨネーズついていて、べたべたするし。……なんだこれ。


　僕もスルメを一つ食べ、バラエティ番組に視し線せんをやっているユウに言葉をかける。


「あの……僕達世界を賭かけた戦いに赴おもむくまで、あと数時間なんだよね？」


「そうだね～」


「……下手へたすると二度と会えなくなる可か能のう性せいも、あるわけだよね？」


「そだね～。怖こわいよねぇ。タナトス。手に負おえない感じ、バリバリだよねぇ」


「……こんなに軽い感じの決戦前夜で、よろしいのでしょうか」


「重いよりいいじゃん」


　そりゃそうだ。……いや、なんか違ちがう気もするんだけど。僕が一人で「う～ん」と唸うなっていると、テレビがコマーシャルに入ったためか、ユウがこちらを見てきた。


「私は、ケイのこと大好き」


「何を唐とう突とつに……」


「ケイも、私のこと、好き」


「……訂てい正せいしろ、『大好き』に」


「じゃあ、ケイも私のこと、大好き」


「よろしい」


「それで、いいじゃない。それ以上に大事なことなんて、何があるの？」


「……ないな」


「でしょう？　だったら、変に気取ったことするより、私はこうして普通で過ごしたいな。だって、私はケイとのこういう普通の生活が好きで、ここに居いるんだから。高級ホテルでロマンティックな雰囲気になるのが好きで、ケイを愛したわけじゃないよ？」


　……それは、確かにそうだ。僕だってユウとの温かい生活が好きなんだ。だったら何も、世間の風ふう潮ちように合わせてロマンティックな演えん出しゆつなんてしなくてもいいじゃないか。


　僕は「そうだな」と微ほほ笑えむ。ユウもニッコリと微笑んでくれた。いつの間にか……何か言葉があったわけでもないのに、二人の距きよ離りが縮ちぢむ。そうして……。


「…………」


　僕らは静かに、当たり前のように、テーブル越ごしにキスを交かわした。


　二度目の恋こい人びととのキスは、ＢＧＭはコマーシャルソングで、味はスルメ味だった。


　でも……とても幸せな、温かさを感じられた。


「えへへ」


　　唇くちびるを離はなして、ユウが幸せそうに笑う。その顔だけで、僕もまた、心から幸せだった。欲よく望ぼうとか、ドキドキとか、そういう感かん情じようだけじゃないキスがあるんだと、僕は初めて知った。


「ケイ。私ね。自分に自信なんてまるでないけどね。鈴音さんや先せん輩ぱいさんより、自分を魅み力りよく的だなんて、思えないけどさ。……ただ一つだけ、ケイのこと、誰だれよりも好きな自信はあるよ。だって……私の心には今、ケイ以外の何も、無いんだから」


「ユウ……」


　かなりグッとくるセリフだった。ああ、ちくしょう、可愛かわいいなぁ、初恋人っ！


「あ、萌もえアニメ好きっていう気持ちも、少しあるけど。たまにケイより優ゆう先せんするけど」


「僕の感動を返せ、ちくしょうめっ！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。……私の体の……四十五パーセントぐらいは、ケイへの想おもいだから」


「微び妙みように低い！　僕以外の何も無いって言っていただろうがっ！」


「半分は、優やさしさ」


「バ○ァリンかっ！」


「あとの五パーセントは、邪じや悪あくな心」


「排はい除じよしろよ！　それ、排除しろよ！　少しあるだけでも優しさ台無しだよ！」


「世界を混こん沌とんの渦うずへと叩たたき込こんでやる、っていう野望がどうしても捨すて切れなくてさ……」


「捨てろよ！　どこの魔ま王おうだよお前っ！」


「どう？　蛍。私と組んで、世界を破は滅めつさせてやらない？」


「最終決戦前夜になに誘さそってんだお前！　真のラスボスはお前かっ！」


　前言撤てつ回かい。やっぱり僕は、もう少し、ロマンティックな夜が良かったです。なんだこれ。恋人になりたての男女が深夜、一つの部屋にいるというのに、こんなテンションでいいのか。こんな決戦前夜で、本当にいいのか。


　ユウはアハハと笑うと、再ふたたびスルメをマヨネーズにつけて食していた。……そういえば、僕の唇もテカテカしている。……アイツ、マヨネーズの油ついたままキスしやがったな。ここに来て、キスまで台無しだった。


　僕がげんなりしているうちに、いつの間にかバラエティ番組が終わっていた。ユウが「あー、面おも白しろかった」と、こちらを振り返る。そうして笑顔のままで告げてきた。


「じゃあケイ、そろそろ一いつ緒しよにシャワー浴びようか？」


「……はい？」


「シャワー。寝ねる前には、シャワーじゃん。それに、せっかく恋人同士なんだし、一通りは経けい験けんしておきたいでしょ？」


　なにこの唐突な、甘あまい誘い。そりゃ、めっちゃ惹ひかれるけどさっ！　不ふ純じゆん異い性せい交遊万ばん歳ざいだけどさっ！　それにしたって、もっとこう手順というか、雰ふん囲い気きというか……とにかく色々あるだろうに。


　僕はしどろもどろになりながら、反はん論ろんする。


「い、いや、お前、さすがにそれは……」


「……ケイ。先輩さんや深しん螺らさんや雨あま森もりさんとはお風ふ呂ろに入るのに、恋人の私とは入れないんだね……。そっか……そういう人か……ケイって」


「うっ!?」


　そういう言い方するか。でも確たしかに先輩・深螺・サリーと一緒に風呂入っちゃってるしな。恋人としては気になるところか。なんかめっちゃ睨にらんでいるし。……そ、そうだ。


「ユウ、しかし、一つ問題があるぞ」


「なに？　私なら色々オッケーだけど？」


　色々ってなんだ。


「いや、な。僕の物ぶつ質しつ化か範はん囲いは、今、一センチだ。一緒にシャワーを浴びるというのは、これ、中々に難むずかし──」


「くっついていればいいじゃん」


　鼻血出していいですか。漫まん画がみたく。それで気き絶ぜつしていいですか。


　なにを仰おつしやっているのだろう、この恋人さんは。ユウ……恐おそろしい子っ。恋人になってから真しん価かを発はつ揮きするタイプだったとはっ！　関係性が恋人になっちゃったからこそ、コイツ、攻せめの姿し勢せいに限げん界かいがないんだな。


　しかし……困こまった。いや、嬉うれしい意味で、困った。そんな嬉しいイベント、こんなノリで起こしていいのか？　ロマンティックを諦あきらめてはいるけれど、こう、もっとさ……。


　僕が頭を抱かかえていると、ユウは、「ケイ」と急に真しん剣けんな声を出してきた。


「ん？　どうした？」


「ケイ……私にはもう、時間が無いんだよ」


「…………」


　穏おだやかな空気が、終わった気がした。ユウが俯うつむきながら告げてくる。


「最終決戦が無事に終わったとしてもね、ケイ。私は……いつまでもケイのそばに居いようとは思っていない」


「どういう……意味だよ」


「ごめんね、ケイ。私……でも、近いうちにはこの世を去ろうと思っている」


「っ！　なんだよ……それ」


「ケイ。……本当はケイだって分かっているはずだよ、私の言っていること」


　僕ぼくは押おし黙だまった。……ユウの言う通りだったから。ユウの言うことが、僕には、ハッキリ理り解かいできたから。この世を去ろうという意志が、理解できたから。


　ユウが悲しげに微ほほ笑えむ。


「ケイ。私はね……やっぱり、ケイと人間として……普ふ通つうの恋こい人びととして生活できることを、夢ゆめ見ているんだよ。でもね……死人のままじゃ……意い識しき体のままじゃ、やっぱり、違ちがうと思う。このままでの存そん続ぞくを許ゆるすことってさ……結局タナトスの理論を受け容いれるってことじゃない。死人の世の中を、認みとめるってことじゃない。


　それはやっぱり、違うと思うんだ。死んだ人は……ちゃんとこの世を去るべきなんだよ。この世界はやっぱり、生きている人が住むべき世界だよ」


　ユウはそこで、ニコリと微笑む。


「だけどね、ケイ。ケイが、好きだって言ってくれたから。こんな私を……愛しているって、言ってくれたから。だから私……決めたんだ。覚かく悟ごしたんだ。いずれ、別れの時はきちゃうけれどさ。それでも……それでも、少ない時間でも、こんな体でも、ケイの恋人でいようって。それは私のわがままだけどさ……。あ、だから、私が居なくなったら、もちろん、ケイは他に恋人を作ってよね？　私を気にするなっていうより……それが、私の望み。そうしてくれないと、私は逆ぎやくに安心できないよ」


「ユウ……」


　彼女の覚悟が、痛いたいほど理解できる。だってそれは……僕にも言えることだったから。すでに死んでしまっている僕にも……言えることだったから。


　テーブルを回り込んで、ユウが、僕の頭に抱だきついてくる。……いつもの……安心する抱ほう擁よう。僕も彼女を抱きしめ返した。


　そうして……ユウが、ぽつりと呟つぶやく。


「だからさ、ケイ……」


「うん……」


「一いつ緒しよにシャワー、入ろう？」


　…………。…………。


「……ケイ？」


「いや、ユウ。すっごくいい話なのは認めるんだけどさ。……その……シャワー入るのとは、関係なくないか？」


「思い出作りだって」


「いや、それなら別に、シャワーが全すべてじゃない気も……」


「……ちっ」


「舌した打うち!?」


　ユウが僕から離はなれた。そうして、嘆たん息そくし、僕をシラッとした目で見る。


「この、純じゆん情じようボウヤめ……」


「悪女!?」


「仕方ない。シャワーは諦めるか。……せっかくそれっぽい、いい話をしたのに」


「策さく略りやくかっ！　お前の邪じや悪あくな心は、本当に五パーセントなのか!?」


「でも、ケイ」


　そう言うとユウは、僕にもう一度抱きついて、明るい声で告げてきた。


「今日は、一緒に寝ねようねっ♪」


　僕はまた照れて、拒きよ絶ぜつしようかと思ったけれど……しかし、やっぱり、彼女の背せ中なかをぽんぽんと叩たたき、優やさしく、返した。


「ああ、そうだな」


「うんっ！」


　それは……正直、邪よこしまな心があるにはあったけれど。


　それ以上に、「それは幸せだろうな」と思った。僕は、ユウが勝手に布ふ団とんに入ってきたことはあれど、一緒に、ちゃんと布団で寝たことって、なかったと思う。


　彼女と布団でぬくぬく眠ねむるのは……成なる程ほど、とても幸せそうだった。これ以上の幸せはなさそうだ。温かく、楽しく、愛する人の体温を感じながら、眠れる。


　……それは……僕が子こ供どもの頃ころから求め続けた、夢だったのかもしれない。死を連想させる、孤こ独どくを具ぐ現げんするような睡すい眠みん時の暗くら闇やみが、本当は怖こわかった。だから、そんな時間に温ぬくもりをくれる羽う毛もう布団にこだわったりして……少しでも、死を温かくしようとして。


　だけど……隣となりに愛する人が居いてくれる。それ以上の温もりが、幸福が、あるだろうか。


　それは……なんて幸せなのだろう。なんて……。


「ケイ？　どうしたの？　泣いているの？」


「べ、別にっ！　よし、ユウ、寝るぞ！　今すぐ布団に入るぞ！」


「わわっ！　ケイ、怖こわいよ！　目がギラついているよ！　完全に野や獣じゆうの目だよ！」


「ふふ、ふふふふふふふ」


「ああ、ケイの中にかつてないほどの欲よく望ぼうが見えるよっ！　ってもう布団敷しいてる！　って言っている間にも電気消しているっ！　なにその急変した張はり切り具合！　シャワーは散々渋しぶったクセにっ！　そりゃ、幽ゆう霊れいだからシャワーの意味はまるでないけどさ……」


「さあ、ユウ、寝るぞ！　すぐ寝るぞ！　即そく座ざに寝るぞ！」


　僕はさっさと布団に入り、目を瞑つむる。ユウは未いまだに呆ぼう然ぜんとしていた。


「もう布団に入っているしっ！　っていうか、あれ？　寝るの？　寝ちゃうの？　え、ねえ、『寝ちゃう』の？　あれ？　その……あの、そっち方面の展てん開かいは？」


「……あ、イチャつく？」


「まるでオマケのような扱あつかいだっ！」


　ユウがショックを受けていた。むぅ……恋こい人びととは、難むずかしいものだ。


　かくして、僕らの夜は更ふけていくのであった。この……最後の平へい穏おんたる、夜が。




　　　第十一章　覚かく悟ご
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　決戦当日。


　早朝、現あら守かみ高校に向かって、僕ぼく、ユウ、深しん螺ら、サリーは、最も寄より駅から歩いていた。マスコミや警けい察さつ関係、公的機関は神かん無な家の圧あつ力りよくと結界でこの一帯から退しりぞかせた。そのため、本当にいつもの通学路。鈴りん音ねやユウや先せん輩ぱいと歩いた道。毎日毎日……歩いた道。


「なんだか……決戦に行くって感じじゃ、ないな」


　僕は苦く笑しようする。普ふ通つうに、早めに登校するだけみたいだ。僕が笑っていると、サリーが「もう」と頰ほおを膨ふくらませていた。今日はさすがに割かつ烹ぽう着ぎじゃなく、Ｔシャツにミニスカートという普通のいでたちだった。


「鏡きよう花かは、緊きん張ちよう感なさすぎだよ。世界の命運の全てが鏡花にかかっているんだよ？」


「分かるけどさ……。それはそうと、サリー、別にここまでついて来なくても良かったんじゃないか？　もうすでにタナトスの感知領りよう域いきだと思うぞ？　アイツ妙みようにお前のこと気に入っていたから、ちょっかいかけてくる確かく率りつ高いぞ？」


　僕は批ひ難なんするように彼女を見る。


　彼女、雨あま森もり沙さ里りはなぜか深螺にくっついて来てしまったのだ。どうやら神無家でじっとしていられなかったらしい。まあ、深螺がそばにいれば彼女の性せい質しつをある程てい度ど隠かくすことはできるのだけど、それでもあまり誉ほめられた行動じゃない。


　サリーと再さい会かいした時、僕は一いつ瞬しゆん、水み月づき鏡花の姿すがたじゃないと分からないかと危き惧ぐしたのだが、そんなことはなかった。彼女は本当にいつものように、僕に「鏡花」と微ほほ笑えみながら駆かけ寄って来てくれたのだ。これには僕もホッとした。まあ、僕とやたら親しげなサリーに、ユウは少し不ふ機き嫌げんになってしまったけれど。


　しかし、まさかこんなところまでくっついて来るとは思っていなかった。


　サリーが「だってぇ」と甘あまえた声を出す。


「こんな時に家でゴロゴロしてろって言われてもねぇ」


「ゴロゴロしてないで、家事しろよ、家事」


「ああ、大だい丈じよう夫ぶ。神無家の人達今ほとんど出で払はらっているから。ある意味私、今は深螺さん専せん属ぞくみたいなとこあるし。家事なんて手て抜ぬきでいいのよ、手抜きで」


　いやなお手伝いだった。僕なら問答無用で解かい雇こする。


「とにかく、見送りぐらいさせてよ、鏡花。……帰き宅たく部ぶの代わりに、さ」


「……仕方ないな」


　帰宅部の名前を出されてしまうと、どうにもならない。僕は結局、それ以上は糾きゆう弾だんせずに、前を見て歩き始めた。僕が押し切られるのが見ていて楽しいのか、深螺がクスクス笑っていた。……この人も、かなり感かん情じようを表に出すようになったよな……最近。


「……ケイ、本当に良かったのかな、黙だまって出てきちゃって」


　ユウが僕に浮うかない表情で話しかけてくる。僕は顔をしかめた。


「まあ……昨日のうちに別れの挨あい拶さつは済んでいるしさ。下手へたについてきてタナトスに狙ねらわれてもイヤだしね。言い方悪いけど、足手まといになっちゃうと思うから。それは多分、僕らの役に立てないって悩なやんでいる皆みんなにも、余よ計けいにキツイと思うんだ。


　だから……最後にもう一度皆の顔見たくないって言ったら、噓うそだけどさ……。いいんだよ、これで。改まった別れも、イヤだしね」


　ユウがシュンとしてしまう。確たしかに、彼女には悪いことをしたと思っている。僕は昨日それぞれと話せたけれど、ユウの場合は違ちがうのだ。挨拶ぐらい、したかったかもしれない。それを思うと心が痛いたむけれど、しかし……。


「まあ、貴方あなたの考えなんて全員お見通しみたいですけどね」


「え？」


　深螺が妙なことを言う。彼女はニコッと微笑んで、前方を指差した。──と、


「あ……」


　そこには、皆が……居いた。皆……帰宅部、全員。先せん輩ぱい、鈴音、陽よう慈じ、アヤ、傘さん。全員、ニヤニヤしながら僕らを、通学路の途中で待っていた。


　慌あわてて深螺さんを振ふり返るも、彼女は「別に私は連れん絡らくとかしていませんよ」と、言っている。噓だろう。そもそも、一いつ般ぱん人は現げん在ざい現守高校周辺に近寄れないはずである。神無家の許きよ可かでもない限かぎり。鈴音は見習いだし、深螺が根回ししたのは明白だった。


　僕は嘆たん息そくすると、皆の方に向き直る。そうして一歩一歩、彼女らに近付いていった。


　僕らが目の前まで行くと、一いち団だんの中から代表するように、先輩が一歩前に出てくる。そうして、ニヤリといつもの不ふ敵てきな笑み。


「私を出し抜こうなんざ、百年早いぞ、後こう輩はい」


「……確かに、そうですね」


「しかし後輩。私達は、ごちゃごちゃといまさらお前に別れを言おうとは思っていない」


　僕が首を傾かしげると、先輩を筆頭に……全員が、微笑む。そうして、皆で声を揃そろえて。僕らに告げてきた。


『いってらっしゃい！』


　たった、それだけ。それだけの……短い、言葉。だけど……その言葉から、気持ちは痛いほど伝わってくる。いってらっしゃいと言われたからには……相手に、お帰りなさいも言わせないといけない。実に帰宅部らしい見送りの言葉だった。


　隣となりでは、ユウが目をウルウルさせていた。それを見て、先輩を除のぞく皆が微笑み、口々に、慰なぐさめの言葉をかけていた。先輩は、見えないことがもどかしそうにしている。


「仕方ないですね……」


　見かねたように、背はい後ごで深螺さんがそう呟つぶやいた。そして……何か一いつ瞬しゆん念じ、結界のようなものを発動させる。瞬間、先輩が「あ」と口を開いた。……ユウの方を、見て。そう、彼女の目には、ユウが、映うつっていた。


「……お前が……ユウ、か？」


「え？　あ、あの……先輩さん、私のこと……見えるんですか？」


　ユウが戸と惑まどった様子で先輩を見つめ返す。先輩は「ああ」と返す。そうして、彼女は「そうか」と優やさしく微笑んだ。


「初めまして……と言うのは少し違うのだけどな」


「そ、そうですね。……うわ、なんか、緊きん張ちようするよー」


「ははは。今まで巫女みこ娘むすめや後輩や陽慈を介かいして喋しやべっていたじゃないか。何も改まる必要はないよ。しかし……これは確かに、後輩が惚ほれるはずだ。凄すごい美少女じゃないか」


「び、美少女……」


　ユウは、いつも自分で自分をそう呼よんでいる割わりには、照れていた。凄くもじもじしている。……僕の彼女が先輩に誑たぶらかされてます、母さん。


　そんな彼女の肩かたに、先輩が手を置こうとする。僕は「あ、ちょっと待ってくださいね」と告げると、ユウの手を握にぎった。これで、ユウは実体化しているはずである。


　改めて先輩がユウの肩に手を置く。彼女はユウの目を見つめると、真しん剣けんな声で、告げた。


「ユウ。後輩のこと……よろしく頼たのむな」


「は、はいっ！」


　ユウが緊張したふうに返す。先輩は「はは」と笑うと、離はなれていった。


　そうして……彼女は「さて」と仕切るように口に出す。


「そろそろ行け、後輩。あんまり長々と接せつしていると、別れが辛つらくなる」


「先輩……。そうですね。あ、でも、もう一つだけ、ちょっといいですか？」


　そう言って、僕は背後で僕らを見守っていたサリーの手を引く。彼女は「へ？」と戸惑った様子で前に出てくると、皆の視し線せんを受けて、わたわたと慌ててしまった。僕を振り返り、「きょ、鏡花ぁ？」と涙なみだ目めで見てくる。鏡花という僕の呼び方で気付いたのか、鈴音が、「ああ、彼女が」と納なつ得とくしていた。


　僕は皆に向かって、彼女を「雨森沙里。神無家のお手伝いで……僕の、親友です」と紹しよう介かいする。僕の「親友」という言葉に、サリーが「鏡花……」とまたこちらを見てしまったが、僕はその頭をぐいっと、無む理り矢や理り皆の方に向け直した。「あぅ」とサリーが唸うなる。


　僕は先輩に向かって、微ほほ笑えんだ。


「先輩、朗ろう報ほうです。帰き宅たく部ぶの、新たな入部希望者ですよ」


　僕の言葉に、サリーは「きょ、鏡花ぁ」と唸る。しかし、時ときすでに遅おそし。僕の言葉に、先輩の目がキュピィンと黒く光っていた。サリーが「うっ」と何事かと引きつる中、唐とう突とつに、先輩はサリーの手を両手で握る。


「おお、新たな帰宅部部員かっ！　最近すっかりマンネリ気味だったからな！　耀あかるが抜ぬけた分もあるし、丁度いい！」


「な、なにがですか？」


　サリーがびくびくしながら訊たずねる。先輩は怪あやしげに笑った。


「ふふふ。これで、また新たなイベントが企き画かくできるぞ。こき使える、実体を伴ともなった人間がまた増ふえたのだからな……ふふふ」


「こ、こき使う？　え？　きょ、鏡花？　な、なんか、聞いていたのと話が違ちが──」


「……頑がん張ばれ、サリー」


「騙だまされた!?　私、騙されたの!?」


「ふふふ……雨森沙里、入部届とどけ受理、っと」


「ああ、いつの間にか勝手に私の指でハンコ押おされているっ！　なにこれ！　ねえ、鏡花！　これ、ホントに私にとってプラスなの!?　友達ができる代わりに、大切な何かを失った気がするんだけどっ！」


「サリー……。…………。…………」


「え、なにその悲しそうな目！　鏡花!?　ねえ、鏡花ったら！」


　先せん輩ぱいにぐいぐいと引かれて、サリーが帰宅部の中に混まじっていく。すると、鈴音達は口々に歓かん迎げいの言葉を彼女にかけていた。


「よく来たね、雨森さん。神無家の人間だけど、あまり上下とか気にしないでね。……まあ、気にしている余よ裕ゆうもすぐなくなると思うけど」


「おお、雨森さんが新メンバーか！　よろしくなっ！……これでオレの負ふ担たんも減へる」


「やった、新人部員だっ。歓迎するよ。……でも、雨森さんって、兄さんと仲良さそうだね……。…………。……靴くつに画が鋲びようが入っていても、それは、私とは関係ないからね」


「あははー、遂ついに私にも後輩が。レモン飴あめ食べる？　食べる？　いっぱい食べていいよ。……これで、いじられキャラのポジションを脱だつせることを考えれば、安いものだよ……」


　皆みんなの歓迎の言葉に、サリーは……


「なんか余計に不安なんですけど！　一言多いよ！　全員、なんか一言多いですよ！　鏡花!?　ねえ、私大だい丈じよう夫ぶなのよね？　今後も笑って暮くらせるのよね!?」


「……サリー次し第だい、かな」


「激はげしく気休めっぽいー！」


「神無家に閉とじこもってなかったことを後こう悔かいする日も近いと思うぞ」


「外の世界はやはり私にとって敵てきばかりだったのね！」


「違うぞ、サリー。味方さえも、害となる世の中なだけだ」


「さらにイヤな世の中だったわ！」


　サリーを中心に、帰宅部がわいわいと盛もり上がり始める。僕とユウはそれを見て、二人、微笑み合った。そう……帰宅部は、こうじゃないと。……サリーには悪いけれど。


　皆を見ていると、深螺も「では」とそちら側に歩いていく。そうして、僕とユウを見て、告げてきた。


「私もここで、雨森と帰宅部を守るとしましょう。……ここから先は貴方あなた達に任まかせます」


　騒さわいでいた全員が、静まり返る。そんな中、深螺は僕に視線を向けた。


「式しき見み蛍……。いえ……蛍」


　彼女は僕を名前で呼よんだ。……それは……パートナーだった頃ころの、名残なごりだろうか。


「不ふ謹きん慎しんですが、私は貴方とパートナーとして過すごせた数日間、非ひ常じように有ゆう意い義ぎでした」


「深螺……」


「……正直に言えば、両親以外で私を名前で呼び捨すてしてもらったのは、初めてでした。……友達が……親友ができたようで嬉うれしかったのは、本当は、雨森だけじゃなかったんです。貴方は余裕のない状じよう況きようにあったというのに……すいません。


　でも、貴方は、未いまだに私を深螺と呼び捨てしてくれる。それが……私にはやっぱり、嬉しいのです。ありがとうございました、鏡花。……いえ、蛍」


「深螺……。僕はやっぱり、年上で尊そん敬けいする貴女あなたを呼び捨てするのは、まだ慣れないんですけどね。でも……戦友としての僕らはやっぱり、対等であるべきだと思いましたから。それに……勝手で恐きよう縮しゆくですが、僕はもう、貴女と友達だと思っていますから。だから……これからも、失礼は承しよう知ちですけど、呼び捨て、させて下さいね」


「……ええ。もちろん。……また、呼び捨て、して下さい。約束です」


　僕らが言葉を交かわし終えると……先輩が、僕とユウに向かって口を開く。


「じゃあな、後輩、ユウ。……さっさと帰ってこいよ？　帰宅部なんだから」


　全員が、僕とユウを見守る。僕らは……一度顔を見合わせた後、『はい！』と二人揃そろって声をあげた。そうして……ふわりと二人、宙ちゆうに浮ういた。僕はなんとか自分の能のう力りよくを制せい御ぎよして浮き、ユウは幽ゆう霊れい本来の浮ふ遊ゆうで。目め指ざすは、現守高校上空に浮かぶ……今まであえて見ないようにしていた、《世界の繭まゆ》。


『いってきます！』


　僕とユウはそれだけ告げると、最後に全員の顔を見てから、ビュンと、繭に向かって飛行した。もう、背はい後ごは振り返らない。次に彼女らの顔を見るのは、全すべてを終えて、笑顔で帰って来た時のみだ。


「絶ぜつ対たい、タナトスを止めようね、ケイ。……皆のために。私達の、ために」


　ユウが呟つぶやく。僕は、「ああ」とだけ返すと、繭に向かって飛ぶ速度を速めた。





　　　２





　繭は現げん在ざい、現守高校どころか周辺区く域いきまで覆おおうほどに肥ひ大だい化していた。世界中の霊気を集め、凝ぎよう縮しゆくし、固め、なおも成長しているのだ。今や死者は成じよう仏ぶつする以前に、ここに吸きゆう引いんされてしまう。これは世界どころか、あの世まで巻まき込こんだ戦いなのかもしれない。


　僕とユウは上空から繭の全体像ぞうを確かく認にんした後、繭の上に降おり立った。そういえば、昨日自じ衛えい隊たいの人間が同じように繭の上に降りたが、結果は……「泥どろのように変へん質しつした繭に飲み込まれる」という惨さん憺たんたるものだった。ただ、別に彼らは死んだりはしていないだろう。いや、むしろ「幸福」の中にあるはずだ。繭が提てい供きようするのは、夢ゆめの世界なのだから。自分で好きに自分の住む世界・空間を創そう造ぞうし、その空間に住める。そんな状況なのだから。ある意味じゃ僕らは、悪だ。彼らから夢の世界を奪うばいに行こうとしている。


「……ケイ、気をつけてよ」


　ユウが浮いたままで、僕を心配そうに見つめる。自衛隊員と同じように、いきなり飲み込まれる可か能のう性せいもあるから。……死にはしないがちょっと面めん倒どうなことになりそうだ。


　繭の上に、そぉっと降り立つ。幸い、今はとても硬かたかった。カツンと、靴くつの音が鳴る。ユウに「オッケー」と返すと、彼女はホッと胸むねを撫なで下ろしていた。


　いまさらながらに周囲の風景を見み渡わたす。繭の上部はなだらかに湾曲しているものの、歩行に問題はないぐらいにのっぺりしている。上空には雲が近い。繭の地平からは下の住じゆう宅たく街がいやら町やらが見え……本当に、浮遊大陸に居る気分だ。


「さて、まずはタナトスの位置を探さぐらないとな。アイツ、今は繭の中だろう？」


　テレビで姿すがたを現あらわして以い降こう、彼はこの繭の中に潜もぐり込み、今まで出てきてはいなかった。


　ユウが「ちょっと待ってね」と、僕の隣となりに降りてきて、繭に手をかざす。僕は慌あわてた。


「お、おい、まさかもう一体化するのか？」


「ううん。まだ様子が分からないから、不用意に一体化まではしないよ。ただ、繭は《世界の意思》そのものだから、ちょっとぐらいのリンクはできると思うんだ。タナトスの位置情じよう報ほうぐらいだったら、探れるんじゃないかな」


　そう言うと、ユウは地面……繭に手をかざした。瞬しゆん間かん、繭とユウの手のひらの間に光の輪ができ、その中を光の粒つぶが行き来する。少し驚おどろいてユウに声をかけようとしたものの、彼女は目を瞑つむって精せい神しん集中をしていたので、やめておいた。


　……繭と情報をやりとりするユウを眺ながめながら、彼女は本当に、《世界の意思》に作られたものなのだなといまさらながら実感する。普ふ通つうの人間でも、幽霊でも、ないんだなと。


　ただ、だからと言って、僕は彼女を畏い怖ふしたりはしない。僕にとってユウはユウだ。


　しばし待っていると、ユウが目を開き、光の輪が閉とじる。彼女は立ち上がりながら、こちらを見て告げてきた。


「分かったよ。ここから三百メートルほど先の、繭の中。案内するよ」


「ああ。……凄すごいな、ユウ」


　ユウがふわふわと飛び始めたので、それに続きながら、声をかける。彼女は「えへへ」といつもの様子で笑った。


「凄いでしょう。妖よう精せいか天使か、はたまた女め神がみかっていう、神こう々ごうしさじゃない？　私」


「ああ。凄い。ベルゼブブかケルベロスかデカラビアかっていう、凄さだ」


「悪あく魔まだよ！　全部悪魔だよ！　しかも蠅はえと犬とヒトデだよ！」


「おお、よくデカラビアを知っていたな。僕は神無本家で神話の本を読み漁あさったから知っていたんだが……。凄いぞ、ユウ」


「そんな評ひよう価かは要いらないよ！」


　下らない会話をここに来ても続ける僕ら。……僕らはこれでいいと思うから。昨日の夜、布ふ団とんの中で二人で話した。最後まで、どこまで行っても僕らは僕らであることを忘わすれないようにしようと。僕らは二人とも、もう死人……この世に存そん在ざいしてはいけない者達だ。だからこそ……だからこそ、自分を強く持たなきゃいけない。自分を忘れちゃいけない。


　僕はユウに声をかける。


「蠅……あ、ユウ。タナトスは今何している？」


「今『蠅』って私を呼よびかけたよねぇ！　ケイの中で完全に私ベルゼブブのポジションにいるよねぇ、今！」


「そんな馬ば鹿かな。僕にとってキミは、女神だよ。世界で最も愛する女じよ性せいだよ」


「そ、そう？」


「ああ。たとえ蠅に似にていたとしても」


「似てないよ！　似る気もないよ！」


「『そう意気込むユウに、どうしてもっと注意を促うながさなかったのかと、僕は今になっても悔くやんでならない。そうしていれば……あの悲ひ劇げきは回かい避ひできていただろうに……続く』」


「なにそのイヤな前まえ振ふり！」


「『僕の彼女は蠅の王』一巻かん目めのエピローグ。二巻が気になる構こう成せいだっ！」


「書くなっ！　っていうかベルゼブブのポジションはどうしてそこまで確かく立りつしたの、私！」


　ユウがはぁはぁと息を切らせている。幽ゆう霊れいも疲つかれるみたいだ。……っていうか、最終決戦前に、こんなことで体力使ってどうするのだろう。これが原げん因いんであと一歩及およばず負けたりしたら、誰だれが責せき任にんをとるのだろう。


　仕方なく、僕は、キリッと表情をシリアスモードに戻もどした。


「いよいよか……長く険けわしい道だったな……」


「三百メートル普通に歩いただけだよ！　ケイに至いたってはまだ何もしてないよ！」


「四し天てん王のうにはてこずらされた……」


「いなかったよ！　そんなベタベタな展てん開かいはなかったよ！」


「恋こい人びとの死をも乗り越こえた今の僕に、向かうところ敵てきなし！」


「確たしかに死人だけどっ！　恋人は死人だけどさっ！」


　そうこうしているうちに、ユウの言っていた「タナトスのいる地点」にまで辿たどり着く。ユウは完全に疲れきってしまっていた。……おかしいな。どうも、彼女と居るとシリアスムードにならない。……どうしたものか。


「ユウ、愛している」


「そんなとってつけたようにっ！　無理矢理シリアスを演えん出しゆつしなくていいよっ！」


「帰ったら結けつ婚こんしよう」


「それは死し亡ぼうフラグだよ、ケイ！」


「……この状じよう況きようでもそんなに全力でツッコンでくれるなんて……。ユウ。愛している」


「イヤな愛され方っ！」


　とってもラブラブな僕らだった。


　さて、そろそろふざけてばかりもいられない。


　僕はタナトスの居るとされる地点に立つと、「さて」と呟つぶやき、カツンと地面を蹴けってみる。


「……で、どうすんだ？」


「ん～……私が繭まゆと一体化して、ケイを中に導みちびき入れようと思うけど……」


　ユウのその言葉に、僕は再ふたたび慌あわてる。


「あ、い、いや、そのうちタナトスがアプローチしてくるだろうし……」


　僕のその様子に、ユウは顔をしかめた。そうして、厳きびしい目で僕を睨にらみつけてくる。


「ケイ、私が繭と一体化するの、イヤなの？」


「そ、それは……。……ごめん」


　僕は目を伏ふせ、拳こぶしをぎゅっと握にぎる。覚かく悟ごはできているつもりだった。だけど、いざユウが……恋人が危き険けんなことをしようとすると、駄だ目めだった。自分の痛いたみなら、耐たえる術すべを知っている。だけど、大切な人が危険にさらされる痛みへの耐え方は、全く分からなかった。


　ユウが呆あきれたように嘆たん息そくする。


「いつまでもふざけているから、おかしいと思えば……」


「でも──」


「『でも』じゃないっ！」


　ユウの怒ど声せいに、びくりと体を縮ちぢこまらせる。ユウは、腰こしに手をあてて、「いい？」と、まるで鈴音のように人差し指をピンと立てた。


「逆ぎやくに私が今、ケイに『タナトスとの対決を考え直して』って言ったら、ケイはどう思う？」


「……凄すごく、困こまる」


「でしょう。同じだよ。私はもう、決意しているんだからさ。それで、確定しているんだからさ。ケイも、覚悟しないと」


「……なんの、覚悟だよ」


「え？」


「大切な人をなくしてもいい覚悟なんて、できるものか！」


「ケイ……」


　僕は怒ど鳴なり返す。自分が、ひどくワガママなことを言っているのは分かっていた。帰き宅たく部ぶの皆みんなは、無理をして、僕らを送り出してくれていることも、分かっていた。だけど……だけど。ユウは、僕にとって、あまりに大切すぎて。


「分かるんだよ……ユウ。元々《世界の意思》から干かん渉しようを受け続けて、今は、マテリアルゴーストたる僕には。漠ばく然ぜんとした意い識しきと霊気の集まりである《世界の意思》に一度溶とけて、もう一度こっちに戻もどってくるのなんて……本当は、不ふ可か能のうに近いんだろ？」


　ユウは黙だまり込こむ。僕は続けた。


「深螺だって、だから使い捨すての、人工的な霊体を使おうと思っていたんだよ。ユウは……僕とは状況が違ちがうじゃないか。僕は、帰って来られる可能性がある。だけど……ユウ、お前は……本当は……」


「……ごめんね、ケイ」


　ユウは唐とう突とつに謝あやまる。僕はその謝しや罪ざいを、聞きたくなかった。本当は昨日から、このことには気付いていた。だけど、確かく認にんしたくなかった。ユウが……帰って来られる可能性がないことを。ユウは昨日僕に「近いうちにこの世を去ろうと思っている」と言った時、すでに今日の別れを決意していた。近いうちと濁にごしたけれど、それは実じつ際さい……今日のことだ。


　確認したくなかった。帰って来るんだって、信じたかった。まだ、一いつ緒しよに居られるんだと、希望を抱いだいていたかった。皆に別れを告げる時だって、ユウにも、帰って来ると誓ちかわせて。それは、彼女にとって辛つらいことだって分かっているのに。


「……僕が、一人で、タナトスと対たい峙じする。それで──」


〈パァン！〉


　僕の頰ほおを平手が弾はじく。一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からず、戸と惑まどい、そして、目の前のユウを見て……愕がく然ぜんとする。彼女は、泣いていた。僕を見て、悲しそうに……泣いていた。


「どうしてそんなこと言うの、ケイ！　そんなの……そんなの、ケイじゃないよ！」


「……なんだよ。僕らしいってなんだよ！　僕は勇者でも英えい雄ゆうでも──」


「式見蛍だよ！」


「っ」


「正せい義ぎ面づらした勇者なんか目じゃない！　大たい衆しゆうに祀まつり上げられるだけの英雄とは比くらべ物にならない！　ケイは……ケイは、自じ己こ中だけど身内に甘あますぎて、小心者だけどたまにサラリと大きなことをやってのけて、表面は冷たいけれど心の中は誰よりも温かくて……そういう……帰宅部の、式見蛍でしょ！


　式見蛍は、身近な人間を守るためならなんでもする！　自分の周りの幸福を守るためなら、どんな苦く境きようも乗り越こえる！　決して、仲間を見捨てたりしない！　決して、希望を諦あきらめたりしない！　それが、式見蛍でしょ！」


「……ユウ」


「自分だけで対峙して、タナトスに勝てると思っているの!?　本当にそれで、大切な人達の日にち常じようを、守れると思っているの!?　ねえ！　本当に、私の力が必要じゃないわけ!?　答えなさい、式見蛍！」


　僕は目を強く瞑つむり、手のひらに爪つめが食い込むほど拳を握り、歯をぎりぎりと食いしばり、数秒間、押おし黙る。


　考える。自分の、大切なものを。大切な、人達のことを。


　天てん秤びんには、かけられないけれど。ユウと誰かを天秤にかけることは、できないけれど。


　だけれど。そもそも、天秤がどうこうという話じゃないから。


　このまま、何もしないで僕とユウが生き残って……それで、結局、後には何が残るのか。それを、考えないといけないから。命を粗そ末まつにするということじゃ、ない。命を大事に考えた上での、選せん択たく。


　目を逸そらしては、いけないから。本当に大切なことは……ユウの「命だけ」じゃ、ない。


　ユウの意い志し。ユウの心。


　僕は今、その意志を踏ふみにじろうとしている。皆の希望を、ぶち壊こわそうとしている。


　それは……なによりひどい、裏うら切ぎりだ。


　僕はゆっくりと目を開き、ユウを見み据すえると、ハッキリと、返した。


「ユウ。……繭まゆの中に、入ってくれるか」


「ケイ……」


　彼女は目もとの涙なみだを軽く拭ぬぐうと、「もちろんだよ！」と満面の笑えみを浮うかべた。僕は、彼女にニヤリと微ほほ笑えむ。


「無理ついでに、ユウ」


「ん？」


「どうせなら、《世界の意思》を丸ごと、乗っ取っちまえ！　ユウが《世界の意思》になってしまえば、オールオッケーだ。ユウが飲み込まれるんじゃない。お前が、飲み込んじゃえ！　食いしん坊ぼうなんだから、これぐらい、楽勝だろ？」


　僕の言葉にユウはキョトンとし……そして、「あははっ」と腹はらを抱かかえて笑った。


「そう、それでこそケイだよ！　それ、私に神様に成なれって言っているようなもんだよ！　あははは！　ケイのそういうところ、私は大好き！」


「自分の彼女が幽ゆう霊れいより、自分の彼女が神様の方が、いくらか、得な気がするからな」


「あははっ、そうだね！　うん……よし！　頑がん張ばるよ！」


「おう、頑張れ。一生分、頑張れ。そこ頑張ったら、後は一生、甘やかしてやるから」


「それはいいね。うん。俄が然ぜんやる気、出てきたぞー！」


　ユウはそう言うと、笑顔のまま軽く目を瞑つむり、腕うでを広げる。彼女の体が光に包まれ、そして地面……繭に光の穴あなが形成された。その中に、ユウが足から、少しずつ沈しずんで行く。
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「……行く、のか？」


「うん。……ケイ、ほら、笑顔笑顔」


「僕は笑顔だ。いつだって、笑顔だ」


　僕は口元を緩ゆるめる。ユウは、複ふく雑ざつな表ひよう情じようで僕の顔を見ていた。


「あはは。確たしかに笑っているけれど……ケイ。涙、出てるよ？」


「馬ば鹿か。これは、ポケットに入れた玉たま葱ねぎが目にしみているだけだ」


「なんでポケットに玉葱入ってるのさ……。…………」


「そういう自分だって、なんだよ、その目から出ている水は」


「あはは、なんだろうね。汗あせ、かな」


「じゃあ僕のも汗だ」


　ユウの体が、徐じよ々じよに、光の穴に……繭に、沈んで行く。彼女を見下ろすようなカタチになりながら……僕は、それでも、笑顔を続けた。


「ユウ……正直に告白すると、キミとの同どう居きよ生活は、最初から、凄すごく楽しかった。迷めい惑わくだって言いまくったの、ただの、照れ隠かくしだ」


「知ってるよ。だから私、ケイのそばにずっと居いられたんだもん。ケイが……私のこと、受け容いれてくれていたから。……たとえケイから物ぶつ質しつ化か能のう力りよくが消えたって、霊能力が消えたって、私は、貴方あなたのそばにずっと居られた。そう、思う」


「……そうか。それは、安心した。僕から物質化能力が消えたらどうなるんだろうって、本当は、かなり不安だったから」


「あ、えっちぃことできなくなるのは、とても残念だけどね」


「……。……ん、ああ、残念だな」


「なにそのどうでもいい感じ！　凄い女としての自信喪そう失しつだよ！」


　体がすでに半分以上繭に入っているというのに、ユウはユウだった。「はは」と僕は笑う。


「いや、別にユウに女としての魅み力りよくが無いわけじゃないぞ。ただ、僕ほら、モテモテだから。女じよ性せいには困こまらないかなー、って」


「なにその最低発言！　ここに来て遂ついにプレイボーイ根こん性じようフルスロットル!?」


「僕はさ。ユウと居られるだけで幸せだったから。ごめんな、男として張はり合いなくて」


「……大丈夫。私だって、そうだから。なんだかんだ言ったけど、本当は、ケイが浮うわ気きしようが他ほかの人と付き合おうが、別に良かったんだ、私は」


「問題発言だな」


「うん……。でも、本当に。ただ、私と一いつ緒しよに居てくれるなら……寄よりそってくれるなら……それで、良かったんだ。一緒に居られれば……それで」


　ユウはすでに、首まで繭に沈み込んでいる。僕は……引きつりそうになる笑顔を、しかし、無む理り矢や理り、保たもつ。


「あ、私とえっちぃことできなくなっても、鈴音さんとか先せん輩ぱいさんとすぐくっついていいからね？　いっそ二人と同時に付き合ってもＯＫ」


「おお、それは朗ろう報ほう……なのか？　なんか、すげぇドロドロな状じよう況きようじゃないか、それ。僕、また刺さされる展てん開かいになりそうだぞ」


「あはは、そこはほら、うまいことハーレムを形成するのが、ケイじゃない」


「……お前の中で僕って、そこまで評ひよう価か低いのか……」


「評価高いからこその言葉だよ。……ケイ。本当に……私のことは、気にしないでね」


「……お前は帰って来るんだ。他の女性の入る余よ地ちなく、僕とベタベタして暮くらすんだ」


「……うん。そうだね」


　ユウが、頭だけ出した状じよう態たいで、止まる。そして……僕に向かって、ニコリと、最後の笑え顔がおを見せた。





「じゃあね、ケイ、さようなら。……ケイと会えて……私の人生は、とても幸福でした」





　別れのようなセリフを言うユウが、許ゆるせなかった。だけど……もう、そんな怒いかりをぶつけている時間なんて、なくて。でも、最後に何を言っていいか、分からなくて。


「あ……」


　ユウの頭が沈んで行く。最後に……最後に、僕は、何を、彼女に──





「大大大大大好きだっ！　バカヤロウ！」





　消え行くユウに、最後にそう、泣き叫さけぶように告げる。瞬しゆん間かん、光の穴は閉とじていき……完全に閉じる間ま際ぎわ、微かすかに「私もだよ」と、聴きこえた気がした。


　ペタンと、ユウが消えた位置に座すわり込み、繭まゆを撫なでる。さっきまでとにかく「異い質しつな物」だった繭が、今は、温かい気がした。鼓こ動どうが、感じられる気がした。


　その場でユウのことを想おもって、ただ座り込んでいると……しばらくして、目の前に、ユウが消えたのとは少し違ちがう、緑色の光の穴が出しゆつ現げんした。おそらくは、この穴に入れば、タナトスの居る場所に行けるということなのだろう。


「……サンキュ、ユウ」


　僕は立ち上がり、光に向かってそう告げる。もう返事は返ってこなかったけれど……それでも、なんとなく、「凄いでしょう」と彼女は胸むねを張っているだろうなと、思った。


「……よし！」


　パチンと両りよう頰ほおを叩たたく。もう、先に進むだけだ。悲しむのは後にしろ。愛する人を想うのは、これからいくらでもできる。


　今は、とりあえずタナトスを殴なぐって、世界を救おう。




　　　第十二章　異い端たん者しや達たちの戦い





「よく来たね、式しき見み蛍けい。いや、死後は水み月づき鏡きよう花かと呼よんだ方がいいのかな？」


　タナトスはそう言いながら、こちらを振り返る。彼の背はい後ごには、この繭まゆの核かくなのか、システム制せい御ぎよのための何かなのか、煌こう々こうと光を放つエネルギー球があった。


「いや、式見蛍でいいよ」


　僕ぼくはそう返しながら、カツカツと音を鳴らして、彼に近付いて行く。床ゆかや壁かべは外がい殻かくと同じく硬かたい繭でできていた。もちろん、タナトスの意思一つでどうにでも変わるのだろう。


　この空間の形は、床以外が全すべて丸みを帯びた、ドーム形になっているようだった。照明らしい照明はなく、外の光も入り込まないため、光こう源げんは中央の光球一つしかない。そのためそれを背せにするタナトスは、いつにも増まして存そん在ざい感を放っていた。悔くやしいが、あの容よう姿しとあいまって、「神こう々ごうしい」という表現がピッタリだ。


　二メートルほど距きよ離りをとった状態で、タナトスと対たい峙じする。彼はニヤリと口元を歪ゆがめた。


「今日は随ずい分ぶんと余よ裕ゆうあるね。この前みたいに、問答無用で飛び掛かかって来ないのかい？」


「それがお望みとあらば、そうするけど。どうせ、バリアを張はるようなアイテムとか……、攻こう撃げきを無む効こう化かする手しゆ段だん、用意しているんだろう？」


「はは、キミも学んだねぇ。どう？　タナトスに歯向かう気とか、なくなったかな？」


「いいや。すぐにこちらも対等の状況になるからね。歯向かいまくるよ。……と、どうやら、待つこともなかったみたいだね。僕の彼女はとても優ゆう秀しゆうだったみたいだ」


　自分の体に満ち始めた力を感じ、ユウの助力を確かく認にんする。僕は右手にぐっと力を込めると、拳こぶしを握にぎりこんだ。それを見て、タナトスはキョトンとする。


「なにを──」


「せいっ！」


　タナトスの言葉の途と中ちゆうで、僕は、一歩踏ふみ込んで彼の腹はらに右ストレートを放つ！　タナトスはしかし全く焦あせることなく、「無む駄だな……」と、案の定じよう、左ひだり腕うでにつけた腕輪を光らせた。瞬間、彼の腹ふく部ぶの前に虹にじ色いろの障しよう壁へきが現あらわれる。おそらくは、バリアの類たぐいだろう。しかし……僕は構かまわず、拳をそこにぶつけていく。瞬間──


〈バリン！〉


「なっ──」


　いとも簡かん単たんにバリアは砕くだかれ、そのまま、僕の拳は減げん速そくすることなく、彼の腹にシャツの上からヒットする。……確たしかこのシャツは、ダメージを受け取める能のう力りよくがあったはずだ。手ごたえはあっても、本来なら相手へのダメージは無い。しかし……


「ぐっ!?」


　タナトスは体を折りまげ、苦しそうに呻うめいた。口から唾つばが飛ぶ。


　僕はそのまま拳を振ふりぬいた。タナトスが一メートルほど吹き飛び、光球脇わきの床に倒れ、げほげほと苦しそうに腹を押おさえながらむせる。彼は片かた目めでギロリとこちらを睨にらんだ。


「……どういうことだっ！」


「別に。拳に、《全ての障害を無む視ししろ》って念じながら、殴っただけさ」


「馬ば鹿かな。霊れい力りよくはこちらが圧あつ倒とう的に勝っているはず。なぜ攻撃が届とどく！」


「簡単さ。僕とお前の霊力は、現在フィフティ・フィフティ。いや、今のに限かぎれば、お前の油ゆ断だんがあった分、僕の方が完全に上回った。それだけさ。ユウのおかげでね」


「？　ユウ、だと？」


　タナトスがよろよろと立ち上がりながら、疑ぎ問もんを口にする。しかし……それに驚おどろいたのは、僕だった。……ユウの行動に気がついていない？　なんで？　てっきり、コイツのことだから、僕らの行動は全てお見通しなのだと思っていた。少なくとも繭まゆ周辺のことは、完全に感知しているのだと思っていた。しかし……この様子だと、僕らの作戦どころか、繭にユウが入ったことさえ、気付いていないようだ。


　不思議に思いながらも、しかしそれはこちらにとっては好こう都つ合ごう。僕は拳を再ふたたび構かまえ、タナトスに告げた。


「降こう伏ふくしろ、タナトス。今全部撤てつ回かいすれば、許ゆるしてやる」


「……アハハ、馬鹿言っちゃいけないよ、式見蛍。タナトスが降伏？　ありえない。たまたま今の一撃は食らった。しかし……もう、終わりだ。遊びは終わりだ、式見蛍。もう猶ゆう予よはやらない」


　そう言って、タナトスは左手にした指輪を光らせた。そして、頰ほおを吊つり上げる。


「《任にん意いの存在を抹まつ消しようする指輪》《対象》《目の前のマテリアルゴースト》！」


　指輪が大きく光り輝かがやき、その効こう力りよくを発はつ揮きする！　僕の体を光が包み込み、髪かみが、肌はだが、ジリジリ分ぶん解かいされていく。タナトスが高笑いする中……僕は、精せい神しんを集中し……ユウを信じて、気合を入れた。


「はっ！」


　瞬しゆん間かん、僕を覆おおっていた光が霧む散さんし、体も完全回かい復ふくする。タナトスはそれを見て、「な」と一瞬たじろいだ後、すぐさま、今度はポケットから漆しつ黒こくの宝ほう石せきを取り出し、叫さけぶ。


「《因いん果がを捻ねじ曲げる宝ほう玉ぎよく》《対象》《式見蛍》《歪わい曲きよく結果》《式見蛍はこの世に生まれない》！」


　瞬間、周囲の空間がぐにゃぐにゃと歪み、同時に、僕の体がスーッと薄うすくなっていく。しかし……僕は、大きく叫んだ。


「『僕はここに居いる』！」


　叫んだ瞬間、捩よじれは〈パンッ！〉という乾かわいた音と共に完全に修しゆう正せいされ、僕の体も元の状じよう態たいに戻もどる。


　タナトスはふらふらと後こう退たいし、「馬鹿な……」と、僕を見て驚きよう愕がくしていた。


「そんな……そんなデタラメがあってたまるか！　なぜだ！　なぜ、絶ぜつ対たい的な事象まで拒きよ絶ぜつできる！」


「そんなの簡単だ。僕が……いや、僕とユウが、お前より、強いからだ。お前の意い志しより強い意志で願い、お前の霊力より濃こい霊力が僕をバックアップする。さらには、お前への繭からの霊力供きよう給きゆうが少なくなった。それだけだ」


「なん、だと」


　タナトスは僕の言葉にハッとすると、光球に手をかかげる。そうして、数秒ぶつぶつと呟つぶやくと……再び、「な……そんな」と、驚愕し、手を放した。


「ユウ……彼女が、繭に入って、制せい御ぎよを奪うばっているというのかっ！」


「……今まで気付かないとは、随ずい分ぶんとお粗そ末まつな王様もいたもんだな」


　ユウの侵しん入にゆうがうまかったのだろうか？　しかし……まるで気付いていないとは……なんだか、不自然に感じる。


　タナトスは足元をふらふらとさせ……そして、頭に手をやり、急に、狂くるったように笑い出した。しかし……それは、もう、余よ裕ゆうのある笑いじゃない。


「アハハハハ！……諦あきらめてたまるか……。こんなことで、負けてたまるか！　ふざけるな！　タナトスが……タナトスがどれだけ、新世界を、アリスを取り戻すことを夢ゆめ見て来たと思っているんだぁ！」


　彼はそう叫ぶと、手元に新しいアイテムを作り出す。


「《万ばん物ぶつを切り裂さく剣けん》！」


　彼は両手で身の丈たけほどもある大剣を握にぎり、僕に向かって斬きりかかって来る。僕は右手を《全すべてを遮さえぎる盾たて》のイメージに変化させ、それを受け止める。タナトスはガムシャラに剣に力を込めて来る。


「及およばないだと……ことごとく。ことごとく、お前の方が上回るのか、式見蛍っ！……もうタナトスは『こちらの結果』を選んだんだ。いまさら……いまさら、認めてたまるかぁ！」


　瞬間、盾に切れ目が入る。こちらも霊力を最さい大だい限げん盾に込め直す！　それでも切れ目は盾の厚あつみの半分ほどまで侵食した後、そこで膠こう着ちやく状態へと陥おちいった。タナトスは剣を手放し一いつ旦たん消すと、そのまま、今度は右手と左手、二つ同時にアイテムを作ってくる。


「《あらゆる存そん在ざいを拘こう束そくする鞭むち》《命を刈かり取る鎌かま》！」


　作られた瞬間には、すでに攻こう撃げきがこちらに向かってくる。ここに来て、タナトスの能のう力りよくが上がっていた。ユウが、タナトスの激げき情じようによって無む理り矢や理り吸きゆう引いんされる霊力を制御しきれなくなったのかもしれない。


　鞭が僕の体に巻まきつく。完全に身動きが取れなくなり、腕を刃やいばに変へん質しつさせて鞭を切り裂き逃にげ出そうとするも、しかし。その時にはすでにタナトスが鎌を振ふり上げていた。


　死者の王。


　タナトスの姿は、まさにそのものだった。


「死ねぇぇぇぇぇぇ！」


　タナトスが声を張り上げながら、僕の首に向かって鎌を振り下ろしてくる。僕は……


　ユウのことを信じ、落ち着いたままで、対たい処しよした。


〈ズパッ！〉


　僕の首を……タナトスの鎌が完全に切せつ断だんする。感知できないはずなのに、繭まゆの中にいるユウが叫んだ気がした。


　僕の首は宙を舞い、切断面からは、真しん紅くの血を噴ふき出す。タナトスはそれを浴びて、まさに死神の如ごとく、狂ったように嗤わらっていた。


　鞭と鎌が消え、タナトスが、血しぶきの中嗤い続ける。普ふ通つうなら僕の血けつ液えきや涙なみだなどは僕から離はなれれば消えるはずだが、しかし、今はタナトスの物質化範はん囲いのせいで、彼を濡ぬらし、染そめ続けていた。


　彼が血を浴びて恍こう惚こつの表ひよう情じようを浮うかべる中……しかし次の瞬間、僕は……「ホタル」は、動いた。





「チェックメイト」





「っ!?」


　タナトスの首元に、鋭するどく変化させた爪つめをつきつける僕……黒くろ猫ねこの状じよう態たいの、ホタル。


「なんだ……と」


　タナトスは戸と惑まどったふうに目を白黒させ、次の瞬しゆん間かん再ふたたび反撃しようとアイテムを作ろうとするも……しかし、何も、起こらなかった。彼の手元には、何も出しゆつ現げんしない。


　戸惑う彼に、僕は猫形から人形に戻もどり、しかし右手は刃に変化させて彼の首につきつけたまま、告げた。


「お前が切り裂いた僕の体はダミーだ。あの瞬間に、僕自身はホタルに変化して、尻しつ尾ぽはダミーに繫つなげたまま、鞭の拘束を抜ぬけていた。最近は猫形化にも慣なれていたもんでね。スムーズだったろう？」


「…………」


「そして、もう気付いていると思うけど、ダミーの血液には『付着対象物の霊れい力りよくを式見蛍に回す性せい質しつ』を付加しておいた。つまり、キミはもう、無力だ。おかしいと思わなかった？　あんなに、テレビドラマやアニメみたいに、激はげしく噴ふん水すいのように血が噴き上がるなんて」


　そう言って、僕の血をかぶったタナトスを眺ながめる。彼は血を拭ぬぐおうと動いたが、しかし、血はべっとりと肌はだに付着してとれなかった。彼は焦あせったように叫ぶ。


「物質化能力をオフにすれば──」


「無む駄だだよ。僕が一番知っている。物質化能力っていうのは、『融ゆう通ずうの利きかない絶ぜつ対たい的な事象』だ。僕の力であることとか、キミの力であることとか、関係ない。僕が悪あく霊りようから攻撃を受けるのと同じ。僕が作った僕に有利に働くアイテムだって、キミの物質化範囲で実体化する。僕の物質化能力とキミの物質化能力は、そもそも一つのものだしね。


　その上、自分の意思で簡かん単たんにオン・オフなんて便利なことができないのは、キミだって重々承しよう知ちだろう？　まあ、物質化範囲の拡かく大だい・縮しゆく小しようぐらいだったら、キミならできるかもしれないけどね。肌に付着したものを消せるほど、制せい御ぎよすることはできない」


　昨日今日物質化能力を手に入れた彼とは違う。僕は……能力が顕けん在ざい化かしてからは、常つねにユウに抱だきつかれて、物質化能力の効こう果かを実感していた。そういう意味では、僕のアドバンテージは……最後まで、ユウだった。全てが、彼女のおかげだった。


「もう遅おそいよ、タナトス。これは、避さけるべき類たぐいのアプローチだった。一度決まると、もう、取り返しのつかない類の攻撃だ。キミの『存在を消す』云うん々ぬんの攻撃や、精せい神しん干かん渉しようみたいにね。僕を殺したと思って、完全に油ゆ断だんしすぎたね。


　それに、今のキミの状態じゃ、新しく、血をこそぎとるようなアイテムを創そう造ぞうすることさえできない。……王手……いや『詰つみ』だよ、タナトス。この戦いにおいて先に押おさえるべきは、全すべての能力の根こん源げん、霊力そのものだったんだ。キミは、『僕を殺すこと・倒たおすこと』にこだわりすぎた」


　僕の言葉に、タナトスは黙だまり込こんだままだった。……諦あきらめたとも、何か企たくらんでいるとも、分からない。僕に背せを向けたまま、ただ、黙り込んでいる。


　僕は一つ嘆たん息そくし、さっさと話を進めることにした。


「じゃあ、とにかく、繭を消す方法を教えろ。霊力だけじゃなく、お前から《王の力》まで奪うばっちゃえばいいのか？」


　そう言って、刃にした右手をそのままに、左手に『王の力を奪い取る力』を付加させて彼の肩かたに触ふれてみる。しかし、無理だった。どうやら、いくら霊力が高くても、《王の力》とやらは、おいそれと干渉できないものらしい。……むぅ。無力化したものの、意外と困こまるな、これ。繭を消したところで、コイツを野放しにしたらまた同じことの繰くり返しだし。


　牢ろう屋やに拘こう束そくしたところで、こいつの力があれば全く意味ないし。血だって、いつかは乾かわいて、はがれてしまう。……案外、こちらも手詰まりだった。


　どうしたものかと悩なやんでいると、タナトスが唐とう突とつに、ぽつりと口を開いた。


「……殺せよ」


「っ！」


　彼は急に地面に仰あお向むけに寝ねそべると、たった、一言。それだけ、告げた。


　しかし……それは、僕にとって、あまりに衝しよう撃げきだった。そう……あえて考えないようにしていた、唯ゆい一いつ無二の解かい決けつ方法。しかし……。


　タナトスは僕の顔を見る。その顔は再び、ニヤリと歪ゆがんでいた。もう世界をどうこうするのは諦めたようだが……しかし今度は、僕の心をズタズタにしてやろうと目もく論ろんでいるらしい。それが分かりはするものの……しかし、僕にはどうしようもなかった。


「殺すしかないぞ、式見蛍。キミはタナトスを倒すと啖たん呵か切っていたじゃないか。どうして、殺すことを躊躇ためらう。迷まようことはない。タナトスのやったことを考えれば、死し刑けいだっておかしくはない。すでに世界中の生物の魂たましいも……新世界希望者のものだけだけど、いくつか刈かり取った。繭がなくなれば回かい帰きして、元の体に戻れるけどね。それでも、一度命を奪っていることには変わりない。死刑になっても文もん句くは言えないんだ、式見蛍。


　だからほら、殺せばいい。タナトスを、殺せばいいじゃないか。殺人者になるのが怖こわいかい？　いいじゃないか、どうせキミも死人。マテリアルゴースト。治ち外がい法ほう権けんの存そん在ざいだ。人を殺したっていい。むしろ、タナトスを殺せば、今ならキミは英えい雄ゆうだ」


　僕は動けない。根本的な解決方法がそれしかないことは、もう、僕だって分かっている。確たしかに一時は、コイツを殺してやろうとさえ思っていた。だけど……しかし……。


　僕がそうしていると、タナトスはケラケラと笑った。そうして、さらなるいい余よ興きようを思いついたのか、「そうだ」と明るい声を出す。


「身の上話をしてやろう、式見蛍。タナトスの身の上話」


　……コイツが僕にそれを話す意い図とは分かっていた。……余計に、殺せなくなる。殺しても後ろめたくなる。彼の背はい景けいを知ってしまえば、僕は、さらに悩むことになる。……実じつ際さい、分かっていた。彼には彼の、何か理由があるということぐらい。だから……それを聞くのが、怖い。怖いが……僕にはそれを止めることも、できなかった。


　タナトスが寝そべったまま、笑いながら喋しやべり始める。


「あるところに、幼おさない男女の双ふた子ごがいた。二人……アデルとアリスは最初から特とく殊しゆな生まれでね。某ぼう国こくの、霊れい能のう力りよくを科学的に研究していた機関によって作り出された、人工的な霊能力者だった。ハイブリッドだよ。その時点で最も優ゆう秀しゆうな霊能力者男女の精子と卵らん子しを配合し、さらに、遺い伝でん子しをいじって作り出した、歪んだ霊能力者。


　しかし、霊能力は霊能力でも、《特殊な能力》というのは……キミの物ぶつ質しつ化か能力もそうであったように、内に先天的に授さずかりながらも、表ひよう現げん化かは後天的になりがちなんだ。アデルとアリスの場合もそうだった。二人ともある程てい度どの霊能力は持ちながらも、しかし、特殊な能力が発現することは、なかなかなかった。


　しかし、それでアデルとアリスは幸福だった。二人でいられれば、それだけで満足だったからね。下手へたに能力に差ができてしまうより、一いつ緒しよくたに扱あつかわれた方が良かったんだ。


　ただ、その平へい穏おんも打ち破やぶられる日が来た。二人が十歳さいになった頃ころ、機関が無理矢理能力を開花させる薬を開発してしまったんだ。ひどいものさ。毒と変わらないシロモノだった。


　当然、アデルとアリスはそれを飲まされた。そして、二人に能力が発現した。


　アデルには《王の力》


　アリスには《死者から搾さく取しゆする力》


　……分かるよね？　優秀な能力者がどちらなのか。当然、《王の力》だ。


　機関はアデルを重じゆう視しするようになった。そして……同時に、アリスを「間引く」ことに決定したんだ。


　双子というのは、魂たましいの繫つながりを持っている。霊力が双子間を行き来することで、能力が等分されてしまうことがある。つまり……絶対的な《王の力》、そして霊力さえ、均ならされて、圧あつ倒とう的ではなくなってしまうんだ。分かるだろう？　完かん璧ぺきだから、この力には意味があるんだ。無む敵てきじゃなければ、普ふ通つうの兵器なり武ぶ器きなりで、簡かん単たんに対たい処しよされてしまう。


　だから、アリスは……殺されることになった。


　もちろんアデルは黙だまっちゃいなかった。アリスを守ろうとしたんだ。慣なれない《王の力》を使ってね。


　結果は……悲ひ惨さんなものだった。その事じ件けんで双子は二人とも傷きずつき、アリスは失われた。しかも片かた割われは、《王の力》のためだけに、パートナーの心しん臓ぞうを移い植しよくされたんだ。意い識しきが戻もどらなかっただけで、まだ生きていたはずの、片割れの心臓をね。


　分かるかい、ア……いや、タナトスの絶望が。起きた時には、パートナーは消え、しかも、自分の鼓こ動どうが最も愛する人間のものになっていた時の、絶ぜつ望ぼうが。


　人間なんて、汚きたない。醜みにくい。こんな世界は間ま違ちがっている。タナトスはこの世界に弄もてあそばれたんだ。復ふく讐しゆうする権けん利りはある。


　……分かるだろう、式見蛍。キミなら、分かってくれるだろう？」


　タナトスが長い独どく白はくを終え、僕の目を見つめてくる。それは……今までのふざけた態たい度どではなく、本当に、僕に共感を求める目だった。僕は……「ああ」と返す。


「分かるよ、タナトス。お前が……いや、キミこそ、本当の、『死にたがり』だったんだということが」


「っ！」


　タナトスの表情が動どう揺ように歪ゆがむ。僕はそれを見下ろしながら、続けた。


「本当はお前、死にたかったんだろう？　《中に居いる》の一件でユウを失いかけた時の僕と同じで……大切なものを失ってしまったお前は、世界に絶望し、死にたくなったはずだ。……でも、できなかった。なぜか。自分の心臓が、片割れの心臓だったから。その鼓動を自分で止めてしまうことが、どうしてもできなかったから。


　だからお前……本当は僕に殺してほしかったんじゃないか？　だから、僕を挑ちよう発はつしたんじゃないのか？」


「…………」


「物質化能力を奪ったのだって、そうだ。この能力を持っていれば、世界が圧あつ迫ぱくして、自殺への決けつ断だんを後押ししてくれるかもしれないという、期待もあった」


　タナトスは俯うつむく。僕は……もう、確かく信しんしていた。コイツは……コイツは、最初から、本当はこっちが目的だったのだろう。僕に……自分を殺せるほどの力を持ちえる可か能のう性せいのある僕に、色んな意味で賭かけていた。


　もちろん、計画が上手うまくいっても良かった。新世界を作って、双子の片割れと再さい会かいするのも、それはそれで良かった。少なくとも、努力しないで死ぬわけにはいかなかった。僕に殺してほしくても、僕と戦わないで、簡単に殺されるわけにはいかなかった。全力で、本気で、自分の心臓は守らなければいけなかった。自殺するならまだしも、他人に、双子の……パートナーの心臓を貫つらぬかれるのは、辛つらいはずだ。


　少し意い識しきして悪人を演えんじていたのであろうことも、今なら分かる。身の上話を語るタナトスは、とても普段の狂きよう人じんのような雰ふん囲い気きではなかった。


　僕に物質化能力のカケラを残したのは、おそらく意図的だったのだろう。さすがに女じよ性せい化かしてしまっているとは思っていなかっただろうけど。新世界計画を進めながらも、どこかで、まだ、僕にすがっていた。繭まゆができて以い降こうは、片割れとの再会が現実味を帯びてきたのか、完全にそっちに目的を移い行こうしたようだけれど。だから、サリーと深しん螺らと三人で会った時はまだ余よ裕ゆうで僕を見み逃のがし、しかし、今の戦いでは全力で僕を消しにかかってきた。


　そして今は……新世界計画が挫くじけた今となっては、僕に殺されることを望んでいる。身の上話をしたのは……本当は、僕を困こまらせるためじゃない。「殺されることで自分が救われることを暗に示しめすため」だ。……それは確かに、魅み力りよく的なハッピーエンドのように思える。タナトスが死ぬことで……タナトス自身も、帰き宅たく部ぶも幸せになれる。それでいい。本来なら……それで、いい。


　ちょっと前までの僕なら、タナトスを殺していただろう。死にたがりの気持ちは……僕が一番、良く分かるから。しかし……。


　僕は右手を刃やいばから元の手に戻すと、タナトスにその手を差し出す。


「生きろよ、タナトス」


「っ!?　なんだと……式見蛍！　お前……話を聞いていなかったのか！……甘あまさなら、捨すてた方がいいぞ。今お前がタナトスを見み過すごせば、再ふたたびタナトスは同じことをする。それだけだ。……キミ達にとっても、これほどの悪あく循じゆん環かんはないだろう？」


「……しないよ。タナトスは、もう、しない」


「お前……タナトスをなめているのか？　おいおい、タナトスが優やさしい人間だとでも思ったんじゃないだろうな？　ハッ。ふざけるな。たとえ……たとえ、今までのあからさまな悪行が計画の一いつ端たんだとしてもだ。核かくは、変わらない。依い然ぜんとして、タナトスは目的達成のためなら手しゆ段だんを選ばないし、立ち塞ふさがるものは薙なぎ倒す。次回は今回以上の悲ひ劇げきが起こるだろう。それを理り解かいした上での発言か、式見蛍」


　こちらを冷たい視し線せんで見つめるタナトス。僕は……僕は、タナトスに笑いかけた。


「僕とキミは鏡映うつしだ。キミもことあるごとに言っていただろう。僕とタナトスは同類だって。似にた人間だって」


「？　ああ、言ったな。……だが、お前の今言った通り、《鏡映し》だ。お前が優しさの塊かたまりならば、タナトスは悪意の塊だ。お前が英えい雄ゆうなら、タナトスは魔ま王おうだ。結局は、相あい容いれない。最初に拒きよ絶ぜつしたのはお前だろう。……分かったふうなことを言うな。身の上話を聞いたぐらいで、タナトスのことを、理解した気になるなよ」


「そうかな。僕はキミのこと、分かるよ。キミが思っている以上に理解しているハズだ」


「戯たわ言ごとを……」


「じゃあ、当ててあげようか」


「何を」


「キミの……本名を」


　僕の言葉に、タナトスの顔色が蒼そう白はくに変わる。僕は差し出しっぱなしだった手で、無む理り矢や理りタナトスの手を摑つかみ、立ち上がらせる。戸と惑まどった様子で、タナトスが僕の正面に来る。


　僕は……すでに確信している、その名前を、彼に……いや、『彼女』に向かって、告げた。





「そろそろ仮か面めんをはずしたらどうだい？……アリス・ヒュプノス」





　呆ぼう然ぜんとする彼女に、僕は続ける。


「僕とキミは鏡映しだ。対極の人生だ。対極の僕は、自分を女性と偽いつわって生活していた。だったら……キミは、自分を男性と偽って生活していたって。不思議じゃない」


「……アリスは抹まつ消しようされたと、言ったはずだ」


「そう。アリスは犠ぎ牲せいになったとか、抹消されたとか、『殺されることになった』とか、失われたとか言っていたけど……でも、よく考えると、キミは一度だって『アリスが殺された』とは言っていない。


　それから、キミの一いち人にん称しようだ。キミはいつも自分を『タナトス』と呼よぶ。ヘルメスと名乗っていた時は『ボク』って言っているのに。キミにとって名前で自分を呼ぶ時は、まるで、自分で自分に『タナトス』というキャラクターを貼はり付けようとしているようだ。


　ボクと言っている際さいは、ヘルメスという、本当に一から作った、薄うすっぺらな自分だったために、良かった。しかし、『タナトス』という名前には、ただの薄っぺらじゃない、何かがあった。


　……タナトスというのは、ギリシア神話において『ヒュプノスの兄』だ。うまい偽ぎ名めいだよね。それをその言葉通り受け取れば、キミはアデルと考えられる。しかし自分で自分をタナトスと呼ぶとなれば話は別。無理矢理タナトスという名を貼り付けようとしているとなれば、話は別だ。兄、アデル本人なら、貼り付ける必要なんてない。答えは一つだ」


　タナトス……いや、アリスは、黙だまったまま、僕を睨にらみつけている。僕は続けた。


「心しん臓ぞうの移い植しよくは、アデルから、アリスに行われたんだ。事じ件けんで著いちじるしい被ひ害がいを受けたのは、アデルの方だった。彼が暴ぼう走そうした結果は、彼自身の死を招まねいたんだ。つまり……アデルの中にある《王の力》が、台無しになりかけた。だから……キミの言った通り《王の力》を守るために、移植が行われた。《死者から搾さく取しゆする力》のあるアリスに、《王の力》をまるごと継けい承しようさせるため、心臓を移植した。誰だれかの命を救うための移植じゃない。片かた方ほうの命を間引いて、片方に力を渡わたすだけの、移植。……キミが人間を恨うらむのも、無理はない。


　結果、手しゆ術じゆつは成功しキミは《王の力》を手に入れた。同時にキミは、罪ざい悪あく感からかショックからか……《タナトス》を……偽名を名乗り、自分を……アリス・ヒュプノスを消し去ったんだ。アリスが抹消されたとか、アリスを取り戻もどすとかは、ここから来た言葉だ。キミが取り戻したかったのは二つ。双ふた子ご……パートナーと、そして、本来の自分だ。


　……アリス。もう、キミの正体は僕にバレてしまった。この意味が、分かるかい？」


「…………」


　僕の言葉に、アリスは戸惑いの視線をこちらに向ける。どうやら、感情がごっちゃになっているようだった。


　本当に僕と鏡映しの人間だ。髪かみが長くて陽よう慈じに女じよ性せいと間ま違ちがわれた自分。方や、髪を切っていたおかげで、出会った時からユウや傘に「美少年」と認にん識しきされたアリス・ヒュプノス。


　試ためしに、彼女の手を握にぎりっぱなしだった左手に《対象の髪を伸のばす》能力を付加して、アリスの髪を伸ばしてみる。


「……ほらやっぱり」


　僕はそれを見て、一つ嘆たん息そくした。……それは、明らかに女性だった。どっからどう見ても女性だ。僕の俄にわか女じよ装そうとはワケが違う。彼女はしかし、僕がそんなことをしても、全く気付かず、ただただ、見み抜ぬかれたことに動どう揺ようしていた。


　一見、彼女の名前を僕が呼んだということは、大したことじゃないように見えるかもしれない。だけれど……実際、彼女の中では、大問題のはずだ。なぜなら、まず、前回のヘルメスとタナトスがそうだったから。ヘルメスを否ひ定ていされると、タナトスが出てきた。貼り付けたキャラクターは、剝はがれたら消えるほかないということだ。


　そして、もう一つ。彼女はアリス・ヒュプノスを抹消し、今まで、タナトスとして生きてきた人間だから。アリスとして生きることは、許ゆるされないと思い込こんでいるはずだから。許されるのは、タナトスが……アデルが帰って来た時のみだと、考えているはずで。


　しかし、自分をアリスと認にん識しきする人間が出てきてしまった。それでは……もう、意味がなくなるのだ。タナトスとして生きることの、意味が。そして、イヤでも、アリスとしての自分を認識してしまう。今まで押おし殺してきたアリスが、出てきてしまう。


「あ、ああ、ああ、あああああああ」


　彼女はガタガタと震ふるえて頭を抱かかえ、膝ひざをついてしまった。


　僕は自分も膝立ちになり、彼女に、あくまで笑え顔がおで声をかける。……ここを間違ってはいけない。……僕は……アリスを……タナトスを、恨うらんでいる。妹を、仲間をたくさん傷きずつけられた。だけど……だけど。自分のおひとよし具合、女性への甘あまさがイヤになるけど。


「許す」
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「……え？」


　アリスが震えながら、僕を見る。僕は、ニヤリと笑った。


「許すって言っている。あのな、タナトス……じゃなくて、アリス。人間は、どんなにひどいことをされても、『許す』っていうことができちゃう生物なんだ。それをしていい、生物なんだ。本人がいいなら、それで、全く問題ないんだ。


　今回のことは、帰き宅たく部ぶの壮そう大だいなケンカってだけだ。僕はそろそろ、キミのこと結けつ構こうボコボコにしたし、あと、反省もさせたし、許すタイミングだと思うんだ」


「な……なにを言っているんだお前は。許す？　冗じよう談だんにも程ほどがある。タナトスは……。いや、ボクは、今の世界を破は滅めつさせようとしたんだぞ？　それを……」


「ああ、ごめん。語ご弊へいがあった。『とりあえず僕は許す』ってだけだ」


「なに？」


「お前のせいで散々な目にあった傘とか、他ほか、被害にあった人多数が許すかどうかは、また別。それはお前……自分で謝あやまれ。償つぐなえ。ただ、僕は、とりあえず許す。仲直り」


　そう言って、彼女の手と握あく手しゆしてみる。……しかし彼女は呆ぼう然ぜんとしたままだった。しかし……みるみる表ひよう情じようを厳きびしくすると、僕に告げてくる。


「……ボクは再ふたたび、同じことをする」


「しないよ」


「さっきから、なにを根こん拠きよにそんなことを言うんだ、お前は」


「キミが作った『タナトス』というキャラクターは、世界に絶ぜつ望ぼうし、人間に復ふく讐しゆうして、片かた割われと再さい会かいしようとする存そん在ざいだ。邪じや悪あくに、強ごう引いんに。しかし……アリスは違うだろう？」


「馬ば鹿かなことを。ボクはボクだ。悲願は変わらない。タナトスというキャラクターは……確たしかに演えんじていた。いや、演じていたというのには語弊があるな。『自分の《王の力》を自分にも適てき応おうした』とでも言えばいいか。自じ己こ催さい眠みんのようなものだ。悲願を達成するまで揺ゆれないように。冷れい徹てつで残ざん酷こくな自分を、確かに作り上げた。アリスではない自分を。世界に復讐するアデルの仮か面めんを、自分に貼はり付けた。


　だが、しかしだ。そもそもその悲願を抱いだいたのは、やはり、どうしようもなく、ボクだ。ボク、アリスだ。そこだけは、ぶれない。ボクは……結局、お前の敵てきだ」


「アリスは優やさしい人間だよ。……タナトスを演じても、最後のラインを踏ふみ越こえなかったじゃないか。マテリアルゴーストを作っても、それを一いつ般ぱん人にけしかけはしなかった。繭まゆを作っても、一気に無む理り矢や理り人間全員から魂たましいを奪うばわないで、希望者からしか取らなかった。僕をさっさと殺して霊れい体たい物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを奪わなかった。そして……」


　僕は一つの推すい測そくを……今なら分かることを、告げてみることにした。僕が彼女を許せる、最大の、要よう因いん。


「耀あかるを成じよう仏ぶつさせてくれた」


「っ！」


　アリスの顔に動どう揺ようが走ったのを見て、僕は、確かく信しんする。


「耀は……耀は、キミに出で逢あわなかったら、おそらく、僕と会うこともなく、結局、一人で死んでしまって。激はげしい未練はないけれど、悲しく現うつ世しよを彷徨さまよう、そういう霊になってしまっていたと思う。


　だけど……良くも悪くも、彼女は、僕らと出逢い、激げき情じようを抱くようになった。


　最後の事じ件けんの際さいも……キミはおそらく、耀にこんなアドバイスをしたんじゃないかな。


『式見蛍は優しい死にたがりだ。キミの想おもいが伝わったなら、彼は、死後の世界だろうと一いつ緒しよに来てくれるだろう』


　まあ、もちろん、僕を刺さし殺させて能力を奪う……キミの《死者から搾さく取しゆする力》で物質化能力を奪うためでもあっただろうけどね。しかし、これによって、耀は安心して、僕を刺した後に、成仏できたんだと思う。僕が来てくれるって……思い込んでいたから。


　結果的に騙だますことにはなったけれど……とても、優しい噓うそだと、僕は思える」


「……お前……自分が刺されたというのに、なんとも思わないのか？」


「いや、思うよ。痛かったもん。ただ……ううん、殺された云うん々ぬんよりは、『先せん輩ぱいに殴なぐられたー。痛いたいよー』っていう感じの怒いかりの、延えん長ちよう線せん上ぐらいのものかな？　別に、いつまでも恨うらむようなタイプのことじゃないし。耀のことは、今でも友達として好きだよ、僕。


　……アリスは、優しいよ。タナトスじゃない。アリスなら……二度と、こんな、迷めい惑わくなことはしないと、思える」


　彼女は僕の目をジッと睨にらみつける。僕は……その目を、見返し続けた。そうして……彼女が、呟つぶやく。


「ボクのことを知っているのはお前だけだ。お前の監かん視しが外れたら、ボクは再びタナトスに戻り、同じことをするだけだぞ」


　その言葉は、暗に「アリスでいる間はやらない」と言っていて、ちょっとニヤけてしまいそうだったけれど、僕は真ま面じ目めな表情のまま、返す。


「それは大だい丈じよう夫ぶ。すでに手は考えてある」


「なに？」


「帰き宅たく部ぶにアリスを入れて、帰宅部メンバーに全部バラす」


「…………なっ！」


「うんで、帰宅部全員で見み張はる。先輩に任まかせとけば、悪いようにはならないだろう」


「おい、ちょっと待て！　お前はそんな簡かん単たんにボクの秘ひ密みつを──」


「で、腹はら割わった関係でそのうち、皆みんなと、アリスは本当に仲良くなる。皆いいやつばかりだから、アリスも心を許ゆるすようになる。そうなったら、こっちのもんだ。アリスはもう、皆と離はなれられないから、新世界を作るとか言い出さなくなる。めでたしめでたし」


「…………」


　僕の言葉にアリスは絶ぜつ句くし……そして、ポツリと呟いてきた。


「そうなれたら……どれほどいいことか。しかし……式見蛍。ボクには……ボクには、アデルしかいないんだ。アデル以外に大切なものなんて、できるはずがない。アデル以上の存そん在ざいなんて、ボクには居いない。アデルの居ない世界を、愛せるはずがない」


「……アリス。お前にとってアデルは、どうしてそんなに大切なんだ？」


「なんだって？」


「理由だよ、理由。双ふた子ごだからか？　顔が似にているから？　以心伝心できるから？　そんな理由なら、浅はかもいいところだぞ」


「違ちがう！　アデルが大切なのは……。……アデルは、ボクに、いつも温かかった。ボクに無む償しようの愛を注そそいでくれる、唯ゆい一いつの人間だった。機関の人間達が実験材料としてボクらを扱あつかう中、アデルだけは──」


「じゃあ大丈夫だ」


「え？」


「お前、僕と帰宅部の関係、ちゃんと見ていたか？　どうだった？」


「ど、どうって……」


「お前が一番分かっているはずだ。僕の弱点として、帰宅部を真っ先に狙ねらうお前なら。……僕にとって帰宅部が、お前にとってのアデルぐらい、大切だってことが。血も繫つながってないし、基き本ほん的に常つねに一緒にいるわけでもないのに、だぞ？」


「あ……」


「他人同士でだって……双子じゃなくたって、お互たがいを、深く思いやることはできるんだよ、アリス。……お前にとってアデルが唯一無二なのは、一生変わらなくてもいい。だけどな、アリス。沢たく山さん友達ができたからって、その分、価か値ちが分散されるんじゃないんだ」


「価値が分散……され、ない？」


「ああ、そうだ。唯一無二が薄うすまっていくんじゃない。唯一無二が、いくつも、並行してできていくんだ」


「複ふく数すうの……唯一無二」


「そうだ。唯一無二の親友。唯一無二の恋こい人びと。唯一無二の肉親。唯一無二の恩おん師し。唯一無二の先輩、後こう輩はい。唯一無二の幼おさな馴な染じみ。なあ、アリス。例えば僕にこれから沢山友達ができたとして。でも、ある時鈴りん音ねが死んでしまったら……僕は、友達が沢山できた分鈴音のことをどうでもよく思って、あまり悲しまないと思うかい？」


「…………。……いや。お前は、号ごう泣きゆうするだろうな」


「うん、そうだね。分かるだろう、アリス。大切な想おもいは、決して薄まったりしないんだよ。だから、アリス。アデルを大切に想うのはいい。だけど……同時に、もう少しだけ、大切なものを作るのも、いいんじゃないかな。少なくとも帰宅部は……僕は、それを支し援えんしてやりたいと思っているよ。自分に都合のいいだけの、新世界じゃない。色んな人が居て共存している、この、世界で」


「…………」


　アリスは僕の言葉を聞き終え……一度俯うつむく。数秒間そのまま、無音の時間が流れる。そうして……彼女は、僕に、何か決意した表ひよう情じようを見せると、告げてきた。


「式見蛍。……繭まゆを、壊こわそう」


「アリス……」


「勘かん違ちがいするな。中止じゃない。延えん期きだ。少々この世界でもまだ遣やり残したことがあるんじゃないかと、思っただけだ。いいか。相変わらず、世界は帰宅部にかかっていると思え。ボクがお前達との生活を下らないと感じたら、再ふたたびボクは同じことを起こす。しかし……お前達がボクをこの世界で満たすならば、繭を作る必要性せいは、ない」


「……サンキュ、アリス」


「ふん、お前に礼を言われる筋すじ合あいはない。結果を出せ、式見蛍」


　彼女はそう言うと、ぷいとそっぽを向く。……なるほど、これが本来のアリスか。タナトス時ほどじゃないけど、やっぱり性せい格かくに問題は多々ありそうだ。この性格基き盤ばんありきの、タナトスなわけだ、やっぱり。自分中心主しゆ義ぎというかなんというか……。違うのは、あからさまに作った悪なタナトスの鬼き畜ちくで非ひ道どうな部分が薄いだけで──


「おい、式見蛍。なにをちんたらしている。早くこの血けつ液えきを消せ。真ま面じ目めにやらないと、爪つめを剝はがして舌したを切せつ断だんし関節を全すべて逆ぎやくに折り曲げ性器を輪切りにしてホルマリン漬づけにして小学校に展てん示じし抉えぐり出した眼がん球きゆうを両親に送りつけるぞ」


「…………」


　本来のアリスはある意味作られたタナトス以上の鬼畜でした。……なんか、ラスボスを第二形けい態たいに進化させちゃった気分だ。ちょっとミスった気がする。タナトスのままだった方が、まだ良かった気がする。


　僕は「はいはい……」と返事しつつ、右手に「血液を吸きゆう収しゆうする」能力を付加させ、彼女から拭ぬぐう。アリスは「ふぅ」と一息つくと、よし、と呟つぶやき、腕うでをまくった。


「さて、新世界を作るか」


「騙だまされた!?」


「ジョークだ」


「さっきまでラスボスだったヤツが言っても笑えねえよ！」


　アリスは非常に扱いづらかった。もう髪かみも元に戻もどしたから普ふ通つうにタナトスの容よう姿しだし。


　アリスは手を光球に掲かかげる。そうして、また何かぶつぶつと呟つぶやき始めた。僕はそれを見ながら、ふと疑ぎ問もんに感じる。


「なあ、アリス。お前が作った繭なのに、そんな手順踏ふまないと、簡かん単たんに消せないのか？」


　声をかけても、アリスは作業したまま、こちらには返してくれない。僕が諦あきらめて待っていると……しばらくして、アリスは、呟いた。


「すまない、式見蛍。実は、繭はとっくにボクの制せい御ぎよを離はなれている」


「え？　な、え？……あ、ああ、ユウが奪うばったってことか？　だったら、ユウに頼たのめばそれで……」


「違う。そうじゃない。実を言えば、昨日から満足に制御できない状じよう態たいだった。霊力をボクに流すぐらいのことしかできなかった。ユウの侵しん入にゆうに気付かなかったのも、そのせいだ」


「どういうことだ？　扱あつかいきれなかったってことか？」


「違う。制御は奪われていたんだ。ユウが入る前から。他の意い志し……いや、意思に。今となってはユウが回かい帰きしたことで、余よ計けいに手がつけられない存そん在ざいになってしまっている」


「な、まさか──」


　僕はアリスの言葉にたじろぐ。彼女もまた、額ひたいに汗あせをかいて、光球に向かって何かアクセスしていた。


　彼女が……「そう」と呟き、僕に、深しん刻こくな表情で告げてくる。





「《世界の意思》が、すでに繭の全すべてを握にぎっている。いや……ユウが回帰したことで、今や《世界の意思》は《世界の意志》となりつつある。つまり……神の顕けん在ざい化かだ」





　どうやら、まだ、一いつ件けん落着とはいかないようだった。




　　　最終章　この世界は好きですか？





　　　１





《世界の意思》というものがある。人々……いや、全すべての生物の無む意い識しきが集まったモノ。漠ばく然ぜんとした気持ちが集合して一つになり、世界を見守る存在。


『願いを聞き届とどけ、時に叶かなえる存在』という意味で、これは、僕ぼくらの思い描えがく神様と、ほとんど同義の存在なんじゃないだろうか。そう考えると……僕は神様に「死ね」と思われていたわけで、軽く凹へこむ。子こ供どもの頃ころの純じゆん真しん無む垢くな僕が神様に「あのおもちゃ、ほしいなっ」って願っていた時も、あっちは、「いいから早く死ね」と思っていたわけだ。


　…………。…………はぅ。我われながら、可哀かわい想そうすぎるぞ、少年式しき見み蛍けい。


「式見蛍？　どうした？」


　部屋の隅すみでいじけ始めてしまっていた僕に、アリス・ヒュプノスが作業を続けながら訊たずねてくる。僕は「いや、別に……」と暗い顔で返した。そうして、一つ嘆たん息そくした後、頭をぽりぽり搔かきながら、「で、どう？」と彼女に近付いて行く。アリスは「お前、寝ねてたんじゃないだろうな」と呆あきれた視し線せんを向けながらも、すぐに、深しん刻こくそうに首を横に振ふった。


「駄だ目めだな。完全に制せい御ぎよを奪うばわれている。しかも、今となっては何をしようとしているのかも分からない。元々は……単なる漠ばく然ぜんとした意識の集合体で、そこに目的なんてなかったから、ボクの能力で充じゆう分ぶん制御できたんだが。世界から、新世界を望む霊れい体たいや人間を取り込こんだあたりから、少々不具合が出始めてな。それでも、まだ時間をかければ問題ないだろうと思っていたんだが……」


「そこに、誰だれよりも強い意志を持ち、元々は《世界の意思》の一部だったユウが合流しちゃったわけか。……そのユウからの霊力供きよう給きゆうも、すでにほとんど消え始めてしまっている。ユウに頼たよるのも……無理だな」


「恋こい人びとが消えかけているというのに、随ずい分ぶんと落ち着いているな、式見蛍」


　アリスが意外なものでも見るように僕を見る。僕は苦く笑しようした。


「もうすでに覚かく悟ごはできているからな、僕もユウも。悲しくないと言ったら噓うそだ。でも今は、悲しんでいるより先に、することがある。それだけだ」


「……そうか」


　アリスはそう呟つぶやくと、光球に再ふたたび手を掲かかげた。そうして僕に背せを向けたまま、口を開く。


「……式見蛍とユウに賭かけてみるのも、悪くはないかもしれない」


「どういう意味だ？」


「力で御するのは、もう無理だ。相手は世界の霊力タンク、根こん源げんの繭まゆ、神そのものだからな。いくら《王の力》でも、国民全員が反はん旗きを翻ひるがえしたらどうにもならないということだ。抑おさえ付けるのが無理なら……もう、残された手は一つしかない」


「……説得か」


　僕の言葉に、アリスが顔だけ振り返らせ、コクリと頷うなずく。


「王にはもう力はない。王の言葉は無力だ。しかし……式見蛍、お前の言葉なら、まだ届く可か能のう性せいがある。神とはいえ、中にはユウも含ふくまれている」


「しかし、ユウに僕の声はすでに……」


「ここからでは届かないだろう。しかし……だったら、直ちよく接せつ、対話させる。式見蛍。今からお前を、ボクが全力で繭を制御して、中ちゆう枢すう……つまり、繭の核かく、《世界の意志の顕けん在ざい化したもの》が存在しているであろう空間に飛ばす。今まで不定形で偏へん在ざい性せいを保たもっていた《世界の意思》も、《意志》に変化したことで、局所に集まらざるを得なくなったようだ」


「……難むずかしくてよく分からないけど……つまり、僕に、神様に会いに行けと？」


「そういうことだ。どうだ？　やるか？」


　アリスが完全にこちらを振り向く。僕は彼女の目をしっかり見返して……ハッキリと、告げた。


「決まっている。相手がなんだろうと知ったことか。ここまで来たら、やるだけやる」


「いい返事だ。断ことわったら、惨ざん殺さつしていたところだぞ」


　笑え顔がおで、背中に隠かくし持っていたらしいナイフを捨すてるアリス。……シャレになってない。コイツ、基き本ほん的に改心とかしてないな、うん。なんかあまり大だい団だん円えんじゃない気がしてきた。……長期に亘わたって根気良く更こう正せいさせないと、どうにもならないかもしれない。


　アリスは何事もなかったかのように光球に向かい直す。すると、僕の体を取り囲むように光の柱が現あらわれた。


「今からお前を中枢へ飛ばす。しかし……これが、ボクの最後のアクションだ。繭から霊力を引っ張るのも限げん界かいなら、ボクのアクセス権けん限げんももうほとんどない。さらには、つい先程ボクの物質化能力も繭に根こそぎ奪われてしまった。お前の力は……なぜかまだ取られてないみたいだが。そういう意味でも、もう対抗できるのはお前だけだ。つまり……」


「助力は期待できない。自分でちゃんと解決しないと、僕は戻って来られないってことだろう？　そんなの、とっくに覚悟の上だよ。お前と敵てき対たいしている時からね」


「……そうか。なら、いい」


　そう返すアリスの額ひたいには汗あせが浮うかんでいた。本気で全力を注ぎこんでいるらしい。


　光の柱が一いつ層そう発光する。僕はアリスに、今のうちに言っておくことにした。


「アリス。ありがとうな」


「話しかけるな。集中できない」


　非ひ常じように礼の言いがいがないヤツだった。チラリともこっち見ないし。……ムカツクから、どうでもいい、テキトーな質しつ問もんでもしてやる。乱みだれろ、集中力。


「ところで、アリスは元々ボクっ子なのか？　それとも、タナトスのキャラ演えんじているうちに、そっちになったのか？　あ、ヘルメス時の影えい響きよう？」


「元々ボクはボクだ」


「……この質問には答えてくれるんだ……」


　彼女の基き準じゆんが全く分からない。礼を言われるのに慣なれてなかっただけなのだろうか。


　彼女は続けてくる。


「アデルがそうしろって言うからな」


「兄さん大問題だな、おい」


　元・《王の力》所持者は、タナトスやアリスとは別の意味で、幼よう少しようの頃ころから性せい格かくに多大な問題があったことが判はん明めいした。僕の言葉に、アリスが急に憤ふん慨がいし、こちらに振ふり向く。


「アデルを悪く言うなっ！　彼はこうも言ってくれた！　『そっちの方が萌もえる』って！」


「なんでそれが温かい思い出みたいになってんの!?　それ、いいセリフじゃないよ!?」


「なにをっ！　アデルは……アデルはなぁ！　美少女アニメキャラのフィギュア収しゆう集しゆうにも余よ念ねんがなく、さらにそれらを全すべて愛めでて一日過すごす、愛に溢あふれた兄だったんだぞ！」


「いやな十歳さい児じだな！　愛だけどっ！　ある意味それも愛だけどっ！」


　ある意味、アリスに《王の力》が委い譲じようされて、非常に良かった気がしました。


　アリスは僕をキッと睨にらみつけると、光球に今までにない力を込めた。瞬しゆん間かん、僕の周囲の光の柱に一気に力が宿る！


「く……。アデルを悪く言うお前なんて、神に滅めつ殺さつされればいいんだぁ──！」


「って、そんなノリで転送するなぁ─────！」


　という僕の抵てい抗こう虚むなしく、僕は一瞬で転送されたのだった。


　……変な話題、振らなきゃよかった。





　　　２





　啞あ然ぜん、という感覚を、これほどまでに実感できるとは思わなかった。ぽかんと、だらしなく口を開く。


「宇う宙ちゆう空間て」


　現げん在ざい、僕の周囲は闇やみ……そして、彼方かなたにチカチカと星の瞬またたきが見える……つまり、夜空の中だった。床ゆかは……あるようだ。足が、何かに触ふれて、立っている。無重力ではない。


　足元には、地球が見えた。本当に青い。……感動。


「繭まゆの中……だよな？」


　頭を搔かきながら、とりあえず歩いてみる。……アリス、怒おこってたからなぁ。変な場所に転送されちゃったのかな……とは思うものの、軽くしか繭を制せい御ぎよできない今のアリスに、宇宙に僕を飛ばすなんて芸当ができるはずもないし、床や空気や重力があることから、普ふ通つうの宇宙空間とも思えない。繭の中ながら、風景は宇宙……ということだろうか。


　とりあえず歩く。……歩く。歩く。歩く。歩く。


「……長い」


　飽あきた。五分で飽きた。宇宙空間での最終決戦なテンション、五分で冷めた。そして、代わりに首をもたげる、異い様ような不安感。


「……どこまで行けばいいんだろう……。帰れるのかな……」


　独ひとり言も多くなる。そうしてないと、怖こわいのだ。自分以外に何も無い。……無む機き質しつな部屋に閉とじ込められるのとも、また違ちがう。広大な、何も無い空間に放り出されるというのは……こんなにも、心を脆もろくさせるものなのだなと、僕は初めて知った。


　死ぬっていうのは……消えるというのは、こういうことなのかもしれない。自分が無くなるのと……自分以外何も無いのとは、ほぼ同どう義ぎなのじゃないだろうか。


「ユウ……」


　こんな状じよう況きようで最初に口をついて出るのは、彼女の名前だった。彼女は、いつだって僕のそばに居いてくれた。僕に抱だきつき、僕を、こんな孤こ独どくにさらさないでいてくれた。いまさら……いまさら、それがどんなに幸せなことだったのか、分かった。一人は……寂さびしい。耀は分かっていたのだろう。死が……一人で臨のぞむ死が、どれだけ怖いのか。それを思うと、少しだけ、一いつ緒しよに逝いってやれなかったことに対し、心が痛いたんだ。


　無言で、特に指し針しんもなく歩く。しばしすると、何の予よ兆ちようもなく、景け色しきが切り替かわった。


「……海の、中？」


　今度は、辺あたり一面真っ青だった。一いつ瞬しゆん意味が分からなかったが、名前の分からない魚が僕の上を泳ぎ、水面から差し込む太陽光が見えたことで、ああ、水族館で見たような光景だと気付く。水族館と違うのは、自分の体も水の中に浸つかってしまっていることだが……どういうわけか、濡ぬれることも、息ができなくなることもない。また、床もある。……どうやら、さっきの宇宙空間といい、これは、視し覚かく情じよう報ほうだけのものなようだ。歩いてもゴールに着かないのは妙みようだが。


　戸と惑まどいながらも、さらに歩みを進める。と、今度は、足元が昇のぼり勾こう配ばいになった。そのまま進んでいくと、海面にまで出る。


　空は快かい晴せい。雲ひとつ無い青空に、うみねこが飛んでいた。目の前には無人島とおぼしき島がある。緑で覆おおわれたその自然に溢あふれた島は、遠目に見ても圧あつ巻かんだった。


「……うわぁ」


　思わず感かん嘆たんの声を上げてしまう。瞬間、脳のう内ないに声が響ひびき渡わたった。





〈美しい世界だとは思わない？〉





　その場に立ち止まり、周囲を見渡す。すると、僕ぼくの少し前に眩まばゆく輝かがやく光が現あらわれ、それが、徐じよ々じよに人ひと形がたになっていく。そうして……それは、女じよ性せいになった。金色の長ちよう髪はつをたなびかせ、薄うすく透とう明めい感のある布ぬのを身にまとった、絵本の中の女め神がみ様みたいな存そん在ざい。僕が呆ぼう然ぜんと見つめていると、彼女はふわりと微ほほ笑えんだ。


〈人間の神に対するイメージの平へい均きん、そして、貴方あなたの理想、ユウの理想を掛かけ合わせてこの容よう姿し、言葉遣づかいを選せん択たくしたわ。……厳げん密みつには私は『神』ではないけど、分かりやすくはあるでしょう〉


「…………」


　言われるまでもないが、どうやら、彼女が《世界の意い志し》の顕けん在ざい化かしたもののようだ。確たしかに、漠ばく然ぜんとした《意思》ではないようだ。普通にコミュニケーションがとれている。妙にフランクなのは……ユウのおかげなのだろうか。


　……僕を死なせようとしたモノ。それは分かるのに、恐きよう怖ふや敵てき対たい心しんが湧わかない。とにかく、圧あつ倒とうされる。……神様。僕はその容姿とオーラにたじろぎながらも、この奇き妙みような、楽園のような景色の中で、彼女に語りかける。


「この映えい像ぞうを僕に見せているのは、貴女あなたですか？」


〈そうよ。タナトス……いえ、アリスが実現しようとした、理想世界……そうね、言うなれば《理想郷エリユシオン》のシミュレートなの。なにも、こういうカタチだけではないわ。人の数だけ、《理想郷エリユシオン》はある〉


　その言葉とともに、周囲の映像がまた切り替かわる。今度は、次々と。数秒ごとに、カチカチと、空間が入れ替わっていく。


　未来都市。戦国時代。未み開かい拓たくの惑わく星せい。不定形の世界。エロスと快楽に満ちた世界。自分を民みん衆しゆうが崇あがめる世界。戦せん乱らんと混こん沌とんの世界。無音の世界。剣けんと魔ま法ほうの世界。天国。魔界。そして……人間の居いない世界。


〈全すべての人間に、自分が望むままの世界を与あたえる。素す晴ばらしい幸福だわ。今や人類のほとんどが、そう考えている。そういう幸福も、ありなんじゃないかって。否ひ定ていする理由が無い。死ぬとは言っても、今の体を捨すてるだけ。世界の変へん革かくとは言っても、滅ほろぶわけじゃない。次のステップに至いたるだけ。否定するのは、前に進むのが怖い、臆おく病びような人間だけよ〉


　正直……分からなくなってきていた。元々は……元々は、世界を無む視しして、タナトスを……アリスを倒たおすことだけ考えていた。しかし今は、僕にそういう原動力は無い。人類の願いを無視してまで動く動機が……薄い。もちろん、皆みんなとこの世界で生きていきたいとは思っている。でも……世界中の人間がそれを否定するとしたら……。とにかく、目の前のこいつは、世界の総そう意いだ。それに立ち向かうのは、タナトスに対たい峙じするのとはわけが違う。この場合、明らかに悪は僕らだ。勝手なことをしているのは、僕らだ。


　僕の心の中でも読んだのか、彼女は、サラリと髪かみを一度梳すいて、不敵に僕を見てくる。


〈式見蛍。一つだけ勘かん違ちがいを正しておくけど、私は、神ではないわ。いえ……神というものの定てい義ぎにもよるけどね。この世界を創つくった創そう造ぞう者しや、という意味では、私は神ではない〉


「……まあ、言われてみれば、確たしかに。世界の総意ではあるけど、作った人ではないだろうな。生物ありきな存在なわけだから」


〈そう。ただ、『この世界を管理する者』という意味では、神と定義されても仕方ないわね。見守る存在という意味では、私は神よ。ただ、こう思って。この世界の本質は、貴方の知ち識しき内で近いものがあるとすれば、ネットゲームのようなもの。製せい作さく者・管理者・プレイヤーが居る世界。創造した者は、私とは違う存在。私は、その存在に、システム管理を任まかされた者。プレイヤーの総意を反映するプログラム。そして、貴方達人間や生物は、プレイヤー。この世界がどうなっていくのかは、すでに、創造者の感知できることじゃない。基き本ほんはプレイヤー達が動かしていくもの。ただ、大きな問題……バグには私が出で張ばる〉


「……僕の物質化能力みたいなものが、バグか」


〈そう。バグ。物質化能力の場合は、『製作者が置き忘わすれた世界創造用のプログラム』。その力があれば、いくらでも物質を作り出すことができる。本来はそういうチカラ。ただ、普通の生物に扱あつかえるわけはないから、今までも様々な生物の中に宿ったけれど、問題はなかった。しかし……貴方は、不幸なことに少しだけ扱えてしまった。神のロジックを無意識に扱えてしまった。神と波長が同じだったのね。だから私は貴方を消そうとした〉


「……うっかりとんでもないものを置き忘れる神様と波長が同じなのか……僕は」


　全然嬉うれしくなかった。《世界の意い志し》は微笑む。


〈とはいえ、人間に扱える範はん囲いは、せいぜい、霊体を物質化する……元から『設せつ計けい図』のあるものを実体化するぐらいだった。アリスにしても、それは同じ。しかし、私ならば……システム管理者ならば、アリスの提てい案あんした新世界のプランを、もっと完かん璧ぺきなものに昇しよう華かし、人間に提てい供きようすることができる。どう、式見蛍。残りの物質化能力を私に引き渡し、新世界を一いつ緒しよにプロデュースする気はない？〉


「貴女はシステム管理者でしょう？　この世界を正せい常じように保たもつことが本来の役目のはず。そんな……大変革みたいなことしていいんですか？」


〈それが、人間達の総意とあらば。実際、このプランなら人間達に最さい大だい限げんの幸福を与えられる。自分の好きな世界を創つくって、そこに住む。……ストレスも何も無い。全てを好きなようにできる。とても魅み力りよく的な提案だわ。今までなら、それは、漠然とした意思なだけであって……「そうなったらいいなぁ」と皆が思うだけで、終わってしまった。しかし……今の私には、《意志》がある。目的に向かって動けるだけの、力がある。


　アリスと貴方とユウに感かん謝しやしなければならないわね。アリスが手当たり次し第だいに霊れい体たいを融ゆう合ごうさせ、霊気を集め、さらに、貴方がユウに強い心を与えた上で私に回帰させたことで、私は、意志を持つに至いたった。人類の幸せのために、動くことができる〉


「人類の……幸せ」


　僕は……なにを説得すればいいのだろう。どう、説得しろと言うのだろう。相手は人類全体の幸福を願っている、完全なる善ぜん意いの存そん在ざいだ。片や僕らは……個こ人じん的な理由で、待ったをかけようとしているだけの……ちっぽけな人間達。


　倒せばいいっていうものでもない。それらしい正せい論ろんも無い。だって、こっちの論理は、正論じゃないから。相手の論理こそが、正論だから。


　神ではない。でも、だからこそ、厄やつ介かいだ。神を名乗る存在が、独どく断だんで、勝手なことをしているわけではないのだ。人類の総意が、皆の願いを受けて、動いている。


　僕は唇くちびるを嚙かむ。……それでも……納なつ得とく、できない。納得、できないんだ。


　どう言っていいかわからない。自分で理想の世界を創って、そこに住む。それは、確たしかに、幸せだと思う。寂さびしかったら、友達を創っちゃえばいい。恋こい人びとが欲ほしかったら、何人でも、美少女・美少年を創ればいい。……帰き宅たく部ぶみたいな集まりだって……作ろうと思ったら、できるかもしれない。だけど……だけど……何か、違う。


　周囲の景色が、花畑に変わる。……幸福な世界。温かな世界。そんな風景の中、僕は、目の前の女性……《世界の意志》に対たい峙じする。


「……うまく言えないけど……。昔の僕は、この、淀よどみきった世界が嫌きらいだった。汚きたない人間の感かん情じようが、行動が、嫌いだった。でも……分かったんだ。僕は……僕は、『こういうのも含ふくめて』、この世界が、好きだったんだって」


〈……私には貴方あなたが何を言っているのか、全く分からないわ。式見蛍〉


「いいや。キミには分かるはずだ。そうだろう、ユウ」


　僕は彼女の瞳ひとみを見つめる。彼女はしかし、笑うだけだった。


〈何を馬ば鹿かな。私はすでにユウではありません。世界の意志です〉


「でも、ユウもキミの一部だ。ユウの全すべてを受け継ついでいるはずだ。だったら……だったら、分かるだろう？　僕とユウは、ケンカをしたから、分かり合えた。帰宅部だって、ぶつかったから、親しくなれた。アリスとだって……意見をぶつけ合ったから、心を曝さらけ出せるようになった。そういう衝しよう突とつは、キミの言う《理想郷エリユシオン》には、無い」


　僕の言葉に、《世界の意志》が黙だまり込こむ。……やはり、ユウではなくなっても……ユウの全ては、彼女の中にある。ユウの経けい験けんは……彼女の中に、ある。


　最後まで、キーポイントはユウだ。皆みんな、世界は僕にかかっている、なんて言う。違ちがう。本当に世界を動かしているのは、ユウだ。


　僕は、もう揺ゆらぐのをやめた。僕は……僕は、たった一つだけ、信じていれば良かったんだ。相手を論ろん破ぱしようとか、そんなこと考えるんじゃなくて。アリスだって言っていた。『僕とユウ』に賭かけるって。


　もう迷まよわない。僕は、彼女を見つめ返す。もう気け圧おされなかった。逆ぎやくに、彼女の瞳の方が戸と惑まどいに揺れている。


「《世界の意志》……いや、ユウ。僕は、完かん璧ぺきな世界なんて欲しいとは思わない。キミは、人間の総そう意いがそれを望んでいるように言うけれど、違うんだ。皆、深く考えてないだけなんだ。最大限の幸福を無意識に求めるのは、仕方ないことだ。キミが、それを人間の総意だと思ってしまうのも、分かる。だけど……本当は、違うはずなんだ。


　皆……なんて言ったら駄だ目めかもしれないけど。でも、本当は、僕らは、《理想郷エリユシオン》で幸せになりたいわけじゃない。ここで……この現げん実じつで、幸せになりたいはずなんだ。だって、僕らの生きてきた世界は、紛まぎれもなく、ここなんだから。夢ゆめの中で幸福になりたいんじゃない。現実の世界で、本当は幸福になりたいんだ」


〈そんなの……おかしいわ。だって、この世界は、こんなにも不完全じゃない。皆思っているわ。汚い世界だって。淀んだ世界だって。貴方だってそうだったはずよ。戦い、争い、諍いさかい、決別。そんなもの……無い方がいいはずよ〉


「そうだね。悲ひ劇げきを産むだけの争いは、無い方がいい。戦争を推すい奨しようしようとは思わない。ただ……意見をぶつけ合うことは、あるべきだ。……自分の理想の中で暮くらすだけじゃ、得られないものがある」


〈得られないもの？　全てが自分の思い通りになる世界で、得られないものなんて……〉


「《自分と全く違う考え方》だよ。自分と違う思想。……そうだよ。自分と違う思想があるからこそ、自分が在あると確かく認にんできる。……自分が望むものだけの新世界は……確かに幸福かもしれない。けど、断言できる。そんな世界じゃ、皆、いつか《自分》を見失う。…


…そんな新世界が本当に、人間達の最大幸福なのかい？」


　彼女は黙り込む。僕は……彼女の中のユウを信じて、最後に、一言、告げることにした。





「僕らが欲しいのは《閉へい塞そくした理想郷エリユシオン》じゃない。《幸福な現実リアル》だ」





〈幸福な……現実リアル〉


「現実世界をよりよくしていくという方向性せいで新世界を目指すのならば、僕には何も文もん句くはない。だけどキミが実現しようとしているのは……寂さびしい世界だ。見せかけの幸せを提てい供きようするだけだ。……それはそれで、一つの幸福かもしれない。だけど……。…………」


〈どうしたの？〉


　彼女が首を傾かしげる。僕は「いや……」と、苦く笑しようした。彼女はさらに不思議そうに僕を見る。


「うだうだと色々言ったけど、やっぱり、結けつ論ろんは単たん純じゆんだったよ」


〈なんですか？〉


　僕はニヤリと微ほほ笑えむ。


「僕は、自分の想そう像ぞうで、ユウや先せん輩ぱいや鈴音や傘、陽慈やアヤや深螺にサリー、それに、耀やタナトス……アリス、さらには僕に関かかわった沢たく山さんの個こ性せい的な人達を作り出せるとは、到とう底てい思えないよ。あんなに素す敵てきな人達に囲まれた幸せな生活は……僕の想像だけじゃ、決して、手に入れられなかった。ほら、僕が最初から理想世界を作れたら、僕は、一人で羽う毛もう布ぶ団とんの中で眠ねむり続けるだけの世界を考えたと思うよ？」


〈…………〉


「《理想郷エリユシオン》はさ。至し上じようの幸福が手に入るシステムじゃ、ないよ。それは、断だん言げんできる。理想郷エリユシオンは、理想郷エリユシオンだからいいんだ。手に入れてしまったら……そこが、限げん界かい点になる。上が、なくなる。だったら……この皆がいる現実で、至上の幸せを模も索さくしたいじゃないか」


〈……貴方の言い分は、分かりました。しかし私は、人類の総意で動く存そん在ざいです。私の行動は、自分で決定できるわけじゃない。人類が《理想郷エリユシオン》を望んでいる以上、私は……〉


「……キミはもう、ただの漠ばく然ぜんとした意思じゃないさ。自分でもそう言っていたはずだ。そうだろう、ユウ」


〈ですから、私はユウでは──〉


「ユウだよ。どんなに変わってしまっても。どんなに、薄うすまってしまっても。キミは、ユウだ。僕ぼくの恋こい人びとの、ユウだ。人間の総意じゃない。僕の、恋人だ。なあ、ユウ。キミは……僕と出で逢あったこの世界が、そんなに嫌きらいかい？」


〈……私、は〉


　彼女の容よう姿しが、徐じよ々じよに、変へん質しつしていく。髪かみが短くなっていき、顔も、身長も、全てが、僕の良く知ったものへと変わっていく。そうして……。


「ケ……イ」


「よう、ユウ」


　目の前には、僕の恋人が現れた。システム管理者なんかじゃない。僕にとっては、ただの、愛する恋人。


　彼女は戸と惑まどった表ひよう情じようのままで、僕に、おずおずと声をかけてくる。


〈……ごめんなさい。ケイ。私は……やっぱり、元の私じゃ、ない。けど……〉


「けど？」


〈……どうしてだろう。何人もの意い志しを取り込んでいるはずなのに。《ユウ》の占しめる割わり合あいなんて、微び々びたるものなはずなのに。なぜ、こんなにも貴方を愛いとおしく思うのだろう〉


「……そんなの簡かん単たんさ。僕が言うのもなんだけど、ユウの僕に対する愛情は、いくら薄めたって尽つきないぐらいに濃こかった。それだけさ」


〈そう……。そうなのね。……ああ……そうなんだ。今なら、分かる〉


　彼女はそっと、自分の胸むねに、温かそうに手を当てて微ほほ笑えむ。


〈こんな幸福は……独ひとりよがりの理想では、決して、手に入れられない。そう……そういう、ことなのね。そう……人間というのは……こんなにも……〉


　彼女はしばし幸福そうに胸に手を当て続けると……僕に向かって、ふわりと微笑んだ。


　僕も、それに微笑み返す。


〈理り解かいしました。この世界は、存そん続ぞくするべきです。よりよい世界を目指すべきですが、それは、アリスの提てい案あんするものでは、ない。私……管理者たる私は現げん時じ点てんをもって、新世界の創そう造ぞうを、破は棄きします〉


　そう彼女が言った瞬しゆん間かん、空間が砕くだけた。唐とう突とつに青空が広がる。……気付くと、そこは現あら守かみ高校の上空だった。繭まゆが砕けたらしい。周囲にはキラキラとした光と、世界中に回帰していく魂たましい達が見えた。体ごと取り込まれてしまった人達も、ゆっくりと光につつまれて地面へと落下していく。アリスもその中にいた。彼女はこちらを見て、笑っていた。


　現守高校の校門前に、帰き宅たく部ぶの面々が見えた。全員が、こちらを見上げている。


　僕は周囲を一通り見回すと、目の前のユウを再ふたたび見み据すえた。僕と彼女だけが、現守高校の上空で、浮ふ遊ゆうし続けていた。


　気付くと、ユウの体がキラキラと輝かがやき始めている。


〈……私も、回帰することにするね。意志を持つ前の、私に〉


「ユウ……」


〈悲しそうな顔をしないで、ケイ。貴方あなたのそんな表情は、私の胸を激はげしく締しめ付ける。……大だい丈じよう夫ぶ。元の私に戻もどるだけ。世界の意思。皆みんなの心の集合体。つまり……世界のあらゆる場所に、偏へん在ざいするモノ。だから……〉


「……この世界で生きること自体が、ユウと生きることに……なるんだね？」


〈そう。私は、どこにも居ないけど、どこにでも居る。だから、これは、別れじゃない〉


「……そうか」


　そうは言われても、しかし、やはり、少しだけ、悲しかった。もう……ユウにこうして会うことは、できない。それはやっぱり……寂さびしい。


　僕が複ふく雑ざつな表情をしていると、彼女が微笑み、僕の手を握にぎってくる。すると、そこから、何かが僕の体の中に流れ込んでくるのを感じた。


〈物ぶつ質しつ化か能のう力りよくを返へん却きやくするわ。これは、ケイが持っているべきもの〉


「でも……」


〈安心して。もう、世界の意思はケイを拒きよ絶ぜつしない。死にたがりに戻ることはもうない。いえ、それどころか、その力でマテリアルゴーストとして永えい遠えんに存そん続ぞくすることも──〉


「……いや、それはしないよ」


〈…………〉


「僕は……やるべきことを終えて、満足したら、ちゃんと、この世界を去ろうと思う。成じよう仏ぶつ、しようと思う。あ、勘かん違ちがいしないで。死にたがりだからじゃない。それが……自然なことだと思うから。この世界に住まう者の、ルールだと思うから」


〈そう……そっか。うん、それがいいね〉


　彼女は僕に頷うなずいてくれた。そして、「あ、あと」と、少し表情を強こわ張ばらせて告げてくる。


〈アリスが作り出したマテリアルゴースト……霊れい体たい物質化能力を分散してしまった霊体のことだけど……〉


「うん、分かってる。それは、キミの力で回かい収しゆうはできないんだろう？　僕のやるべきことっていうのは、そこだよ。安心して、ユウ。物質化能力は、ちゃんと、全部回収する。マテリアルゴーストという不自然な存そん在ざいは、僕が、全部、対たい処しよするから。自分の能力のことだからね。責せき任にんは、とらないと」


〈……そう〉


　彼女は呟つぶやくと、僕から、ふわりと、離はなれた。そうして、笑え顔がおで告げてくる。……それは……ユウだった。僕の知っている、ユウだった。


〈じゃあ、もう、本当にお別れだね。ケイ〉


「ああ」


〈……ケイ〉


「ん？」


　彼女の背せに巨きよ大だいな翼つばさが現れ、それが、個こ々この羽となって世界に拡かく散さんしていく。それと同時に、ユウの体は徐じよ々じよに透すけていく。僕は……僕は、笑顔のままでいた。涙なみだを流すのは、心の中だけに、留とどめておく。


　そうして……僕とユウは、最後の言葉を、交かわし合った。





〈ケイ、ありがとう〉


「どういたしまして。こちらこそ、ありがとう」





　愛してる、でも、大好きだ、でもない。また会おう、でも、ずっと忘わすれない、でもない。たった、それだけ。でも……僕らの別れには、ピッタリの言葉だった。感かん謝しや。ただ、それだけ。僕らの心の中には……何よりも、お互たがいに対する感謝の念だけが、あった。


　ユウが、光になり、弾はじけて、消える。舞まい散る羽の中……僕は、ぐっと涙を堪こらえた。


　僕らは、幸せだ。これは、悲ひ劇げきじゃない。ハッピーエンドであり、さらなる幸福の始まりだ。そこに……涙はいらない。涙は、いらないんだ。


　ゆっくりと、上空から、僕も下か降こうしていく。帰き宅たく部ぶの皆が、降ふり注そそぐ羽に驚おどろきながらも、僕に向かって手を振ふっていた。


　先輩、鈴音、傘、陽慈、アヤ、深螺、サリー……皆の笑顔。僕を待つ、温かい人達。


　彼らを見て、僕は……。





　満面の笑顔で、愛すべき世界へと、帰き還かんした。




　　　エピローグ





　　　１





　──三年後──





「蛍けい～！　陽よう慈じさん来たよ～！」


　下の階から、鈴りん音ねが僕ぼくを呼よぶ声が聴きこえた。僕は「今行く！」とだけ返し、鏡を見て自分の容よう姿しを最さい適てきの状じよう態たいに整える。三年前からほとんど変わらない……高校時代のままの姿。今日の服も、あの頃ころと同じようにラフにしているから、なおさらだ。


　本当なら少しずつ、周囲に合わせて成長させれば良かったのかもしれないが、自分の成長した姿すがたというのは、自分じゃよく分からないし、なによりそれをすると理想を持ち込んで不自然になってしまいそうだった。《顔かお剝はぎ》にあんな啖たん呵か切ったこともあるし。


　僕はいつまでも変わらない、しかし今日は少しだけキチッと気合入れた自分の容姿を見て、「よしっ」と呟つぶやくと、鏡の前を離はなれた。


　階下へ降おりながら、綺き麗れいに掃そう除じされた手て摺すりを見て微ほほ笑えむ。今は僕と鈴音の二人きりで住んでいるが、たまに梅うめさんが仕事でもないのに、家事をしに来てくれる。鈴音には、深しん螺ら以外にももう一人、姉と呼べる人が居いたようだ。


「よう、蛍」


　玄げん関かんに出ると、陽慈が靴くつも脱ぬがずに待っていた。応おう対たいしていた鈴音もこちらを振ふり返る。


「陽慈。なんだ、中入っていれば良かったのに」


　鈴音が、「私もそう言ったんだけど……」と困こまった顔でこちらを向く。陽慈は、相変わらずの笑顔だった。


「いや、お前のことだから、オレを待たせるようなこともないだろうと思ってな。それに今日は……。……時間に余よ裕ゆうを持って行動したいだろ？」


　陽慈が意味ありげにこちらを見てくる。それから、鈴音を見て、複ふく雑ざつそうな顔になってしまった。……またか。


「なあ、蛍。本当に……」


「ああ、もう、しつこいな、陽慈。今日の予定はもう変わらないの。それに、そういうノリもやめてくれって、この前言ったばかりだろう？」


「そうだけど。いや、オレはいいけど、神かん無なさんは……」


　そう言って鈴音に視し線せんをやる陽慈に、彼女はふんわりと微笑んだ。


「大だい丈じよう夫ぶですよ、星ほし川かわさん。私はもう覚かく悟ご、できてますから。うん……蛍と付き合うことになったあの時から、ね。それに……」


　そう言って鈴音が、僕の腕うでに自分の腕を絡からませてくる。僕は照れて「お、おい」と声をかけたが、しかし、鈴音との「契けい約やく」があるため、無理に引きはがすことはしない。陽慈がポカンと僕らを見ている。


「蛍とは、散々ラブラブ生活送らせてもらいましたから♪」


「そ、そう」


　陽慈が軽く引いている。これは確たしかに傍はたから見ていたら、かなりウザイかもしれない。しかも普ふ段だん、人前でさえなければ、僕もこのバカップルぶりを普ふ通つうに受け容いれているから、鈴音は歯止めが利きかなくなっているのだ。……まさか、彼女がここまでベタベタしてくるとは、付き合うことを決めたあの時には知らなかった。


「……蛍。二年するとカップルっていうのは落ち着いてくると思っていたんだが……」


　陽慈が額ひたいに手を当てて嘆たん息そくしている。僕は「ははは……」と乾かわいた笑いを漏もらした。


　僕と鈴音は、二年前……ユウとの別れから一年後、とある事じ件けんがきっかけで、付き合い始めた。それまでも鈴音は……いや、鈴音と先せん輩ぱいは僕に対して好意を示しめしてくれていたが、僕は、誰だれかと付き合う気は全くなかった。……ユウのことを引き摺ずっていた。引き摺ってはいけないと頭では分かっていたし、ユウもそれは望んでいなかったのに……それでも、心の方は、頭では納なつ得とくさせられなかった。……他の女性と付き合うことに、なにか、拒きよ否ひ反はん応のうみたいなのが、出てしまっていた。


　それでも、鈴音と先輩だけは、いつまでも僕へアプローチしてくれていた。でも僕は、僕への好意が二人を縛しばり付けているようにも感じて……死人の自分がいつまでも他人の気持ちを独どく占せんしていることが気になって……心が再ふたたび泥どろ沼ぬまに入っていったのが、二年前……マテリアルゴースト退たい治じ＆探たん索さくに一番苦労していた頃だった。


　ある日、僕達は厄やつ介かいなマテリアルゴースト事件に関かかわった。物質化能のう力りよくだけでなく、《王の力》の一部も宿ってしまっていたマテリアルゴーストが引き起こした事件だ。その事件を通して……僕は、自分にとってどれだけ鈴音が大事なのか気付かされた。ユウへの愛情が薄うすれたわけじゃない。自分でアリスに言った、複数の唯ゆい一いつ無二の理論を、自分で忘わすれていた。自分の気持ちに素す直なおになって次に進むことは、誰かを裏うら切ぎるということじゃないということを、鈴音は教えてくれたから。


　その時に交かわした「契約」に則のつとり、僕と鈴音はできるだけ多くの時間を一いつ緒しよに、恥はずかしいぐらいにお互たがいを愛しながら過すごした。……正直、完全にバカップルだ。普段はいいが、こう、親友に呆あきれた目で見られると、それを実感してしまう。


　僕はさっさとこの空気を打開することにした。


「と、とにかく、じゃあ、そろそろ向かおうか、陽慈」


　そう促うながし、彼を外に追いやり、僕は自分の靴に足を入れる。陽慈はぶつぶつ言いながらも、自分の車へと戻もどっていった。ちなみに、帰き宅たく部メンバーの中で免めん許きよをとったのは陽慈だけである。そのため、今日は彼に運転をお願いしたのだ。僕はと言えばそもそも戸こ籍せき上は死んじゃっているから、運転免許はとれないわ、元居た部屋には住めなくなるわで、大変だった。鈴音と同どう居きよしているのは、恋こい人びとだからということもあるが、居い候そうろうみたいな側面もあるのだ。いや、働いてはいるけどね。マテリアルゴースト探索の合間に深螺やアリスの仕事を手伝って、金稼かせいではいるけどさ。


　僕は靴を履はき終えると、振り返った……鈴音は、いつもの笑顔で、僕を見ていた。


「いってらっしゃい、蛍」


「……いってきます」


　いつも通りの挨あい拶さつを交わす。本当は……この挨拶じゃ、今日は、いけないのかもしれない。だけど、僕らは結局いつも通りを選んだ。だって……僕らは、幸せなのだから。これは、最高の幸福なのだから。


　僕はいま一度鈴音の……愛する恋人の笑顔を胸に刻きざむと、決意を込めて、外へと一歩を踏ふみ出した。





　　　２





「今日は……アリスと紗さ鳥とりだけで良かったのか？」


　信号待ちになったところで、陽慈が僕にそう訊たずねてきた。僕は「ああ」と、窓まどから風景を眺ながめながら返す。雑ざつ然ぜんとビルが並ならんでいるだけの風景だったが、今は、この世界の景け色しきを少しでも眺めていたい気分だった。


「他の皆みんなとは、陽慈に連れて行ってもらったのと、あと、仕事の時とかで、それぞれ挨拶はしておいたからね」


「皆って？」


「帰宅部の皆とか神無家の知り合いとか。あと『残った』マテリアルゴーストの人達とか」


「ふぅん……家族とは？」


「この前帰き省せいした時に、ね。まあ、今は納得してくれていると思うよ。状じよう況きようが特とく殊しゆだから、反応には困こまっていたけど。傘さんなんて特に」


「だろうな。分かってはいるんだが、オレもどういう顔をしていればいいのか分からん」


「笑顔でいてよ。少なくとも、僕はそれを望む」


「……そうだな」


　そう返す陽慈は、しかし、笑顔を見せてはくれなかった。不器用なヤツだ。作り笑いもできないなんて。僕は新しい話題を振ることにした。


「そっちこそ、恋人とは順調？」


「ああ……いや」


　陽慈はそう言って、照れたように頭を搔かく。


　二年前の事件の際、こっちの方にも一つの決着がついた。ケイコさんが僕だということは、最後までバラさないままで……結局、僕は、陽慈を振った。それはそれで、辛つらいことだった。親友の心を傷きずつけるのだから、当然だ。だけど……それはそれで誠せい意いであり、けじめだと思ったから。


　現げん在ざいは陽慈も新しい恋に踏み出しているようで、僕も一安心していた。


　陽慈は照れながら、答えてくる。


「順調……というのは、どういう状じよう態たいを言うのか知らんけど。まあ、仲良くはしているな」


　陽慈はそう言うと、複ふく雑ざつそうな顔をしながら、ハンドルを切った。……どうやら、苦労しているのは、決して、僕だけじゃなさそうだ。


　ここ最近、特にそう感じる機会が多くなった。帰宅部は……今でも仲良しだけど、それぞれ、違ちがう道を歩んでいる。皆それぞれに物語が紡つむがれ始めている。昔は、僕に降りかかる事じ件けんは、近しい皆にも降りかかる事件だった。仲間に降りかかる事件は、イコールで、自分の事件でもあった。だけど……今は、違う。


　それを寂さびしいとは思わない。一いつ緒しよに居いる時間こそ少なくなったけれど、その代わり皆の話してくれる物語が楽しみになった。まるでいくつもの人生を、自分が並へい行こうして歩んでいるような気にさえなれた。……僕にとって人生って、在あるだけで素す晴ばらしいものだったから。だから、仲間達がそれぞれの道を歩むことは、とても喜ばしいことだった。


「頑がん張ばれ、陽慈」


　ぽつりと呟つぶやいてみる。陽慈は「ハハッ」と笑い、再さい度ど信号待ちになったのを見み計はからって、こちらを見た。


「どうしたんだよ、急に。別に応おう援えんされるようなこと、ないぜ？」


「いや。なんとなく。とにかく頑張れ、陽慈」


「……ああ。じゃあ、こっちも、なんとなく、約束するよ。頑張る。人生、頑張る」


「ああ」


　僕らはその言葉の後は……ただただ、下らない、いつでもできるような世間話ばかりをして、車中の時間を過ごしたのだった。
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「ねえねえ、キミ、可愛かわいいねぇ！　俺おれと遊ばない？」


「…………」


　アリスと待ち合わせをした公園に着くと……アリスがナンパされていた。……ちょっと面おも白しろそうなので、僕は、こっそり、距きよ離りをとって見守ってみる。


　アリスは、なぜか今日は可愛らしい格かつ好こうをしていた。普ふ段だんアリスは男だん装そうを好む。タナトスだった期間が長いせいだと思うが。


　しかし……今日のアリスは、スカートを穿はいて、髪かみを下ろしていた。


　この三年で彼女は僕達の奨すすめで髪を伸のばしてはいたものの、いつも結局「……女という人種が信じられない」と、長く伸びた髪をうざったそうに扱あつかっていた。しかし……今日は本気で女の子らしい。そりゃ、声もかけられる。金きん髪ぱつの絶ぜつ世せいの美少女の完成だ。……中身さえ知らなければ。


　彼女に声をかけているのは、学生っぽい、若わかい男性だ。ナンパこそしているものの、不良とかじゃなさそうである。アリスに危き険けんなことはないだろう。というわけで、しばし見守ることにする。


「ねえねえ、誰か待ってるの？　友達？」


　青年が声をかける。アリスは、嘆たん息そくした後、回答した。


「友人だ」


　…………。……あ、やば、僕、今ちょっと感動した。なにアイツ。普段僕らのこと虫けら扱いなのに、友人とか断だん言げんしやがった。ツンデレだ、ツンデレ。やばい、確かに、これは相当な威い力りよくだ。アリス、可愛すぎる。


　僕が一人勝手にじーんと感動していると、ナンパは未いまだに続いていた。


「その子、可愛い？」


　どうやら、青年側は、勝手に友人を女の子と決めてかかっているようだ。アリスは少し悩なやむ素そ振ぶりを見せた後……コクリと、頷うなずいた。


「可愛い」


「うぉい」


　一人で、草葉の陰かげからビシッとツッコム。……背はい後ごで子こ供ども連れの母親が、「見ちゃいけません」と僕の方から子供の視し線せんを逸そらしていた。……気にしない。


　青年は一人、勝手に盛もり上がっている。


「じゃあさ、じゃあさ！　俺も今から友達呼ぶから、四人で遊ぼうよ！」


「む。二対二ということか？」


「そう、二対二！」


「総そう当あたり戦ということか？」


「？　総当り？　ええと……」


「なんだ、勝ち抜ぬき戦か？」


「な、なんの話かな？」


「決まっている。殺し合いをするのだろう？」


『しないよ！』


　僕と青年の声が重なった。……アリス。お前……タナトスでいた方が良かったんじゃないか？　あっちのキャラの方が、天然のとこ、隠かくせていたぞ。


　青年の顔が苦笑いになっている。……可哀かわい想そうに。目の前の女を、普通の美少女だと信じたいんだろうな。


「い、いや、殺し合いとかじゃなくてね。単たん純じゆんに、遊ぼうという話を……」


「む。なんだ。遊びと言えば、普通は、殺し合いだろう。紛まぎらわしいぞ」


　何一つ紛らわしくないですよ、アリスさん。


「と、とにかく、四人で遊ぶのはＯＫなんだよね？」


「……殺し合いじゃないのならば、ちょっとな……」


　殺し合いがそんなに魅み力りよく的でしたか、アリスさん。


　アリスの妙な返しに、青年が、遂ついに直ちよく接せつ的な物言いになる。


「だから！　俺は今、キミをナンパしているの！　ナンパ！　分かるよね？」


　青年、必死である。自分でナンパを説明している。……なんか可哀想。対してアリスは、しれっと答えた。


「ああ、なんだ。性せい交こう渉しよう目的の前交渉か」


「ふへっ!?」


　！　あ、アイツ……なんて元も子もないことを……。青年は、周囲の視線に涙なみだ目めになり始める。……そこに、アリス、追い討うち。


「すまないが、それならば全く興きよう味みは無い。他をあたれ。……ふむ。式見を待つ暇ひま潰つぶしに戯たわむれてみたが、やはり、貴き様さま程てい度どの男では、大して充じゆう実じつしたやりとりを交かわすことはできなかったな。ん？　何をしている。もう貴様は用済ずみだ。これ以上私を煩わずらわせるのであれば、十秒ごとに、代だい償しようとして指を一本貰もらうこととなるが、いいか？」


「……う、う、う。……うわぁぁぁぁぁぁぁぁあん！」


　青年、泣きながら逃とう亡ぼう。…………。……あの人、もう、怖こわくてナンパできないだろうな……。またこの世に一つ、新たなトラウマが生まれた。


　僕は一つ嘆たん息そくすると……被ひ害がい者しやがまた増ぞう加かする前に、出て行くことにした。僕が近付いていくと、アリスはこちらを見て、腕時計を確かく認にん、冷たい目で僕を睨にらみつけてくる。


「遅おそいぞ、式見。五秒遅おくれだ。万ばん死しに値あたいする」


「しないよ！　たかが五秒で万死には値しないよ！」


「黙だまれ。空気と音が汚よごれて世界が淀よどむ。新世界を創つくりたくなる」


「汚れないよ！　クリーンだよ、僕！　あとサラっとラスボス化するな！」


　僕は嘆息した。アリスは「ふん」と息を吐はく。僕は……おそるおそる、ベンチの、彼女の隣となりに座すわってみた。……これは、何も言わないらしい。……分からない。三年の付き合いだが、アリスは、未だによく分からない。タナトスより分かりづらい。


　僕は彼女に話しかけてみる。


「今日は……その格好、どうした？」


「ああ。なに。大したことはない。せっかくだし、この最後のチャンスに、式見をムラムラさせてやろうと思ってな」


「僕を誘ゆう惑わくして、ドロドロな展開に持ち込むつもりかっ！」


「む。なぜそれを知っている。しまったな。バレてしまったとなっては、作戦をプランＢに移い行こうするしかない。深螺と協力してお前から霊れい力りよくをなんらかの方法で根こそぎ奪うばい取り、体に力の入らない状じよう態たいにして、後は各おの々おの好きに料理するという方法をとるしか……」


「やめろよ！　っていうか深螺は協力しないよ、そんなの！」


「ここに、誓せい約やく書しよが」


「深螺ぁぁぁぁぁぁあ！」


「ちなみに、雨森も乗った。ここにもう一枚まい誓約書が」


「女の友情完全ブレイク！」


「そんなものだ、人間なんて。悪意に満ちているんだ、世界は」


「違うよ！　そんな人間ばかりじゃ絶対ないよ！」


「ちなみに、プランＢの発案・監かん修しゆうは真ま儀ぎ瑠るがやったぞ」


「畜ちく生しよう！　なんかそんな気がしてたさ、ああ！」


　僕、これ、モテモテと喜べる状じよう況きようじゃないんじゃないだろうか。っていうか、無理矢理だろうがなんだろうが、他の女性と関係を持った暁あかつきには、鈴音に惨ざん殺さつされる可か能のう性せいがある。付き合い始めて改めて実感したことだが、アイツ、めっちゃ嫉しつ妬と心しん強い。僕がたまたま、悪あく霊りように襲おそわれそうな女の子を助けて、その子からお礼の手紙が届とどいたことがあったのだが、その件だけで、二日程ほどぶっ通しで説教食らった。浮うわ気きなんかした日には、どうなることか……想そう像ぞうしたくもない。僕と浮気相手の親族血けつ縁えん、全ぜん滅めつするかもしれない。


　とりあえず、ふざけモードを一いつ旦たん終しゆう了りようする。アリスは……まあ、いつも大おお真ま面じ目めなんだけど。僕の方の気持ちを、切り替かえる。


「アリス。今後のことなんだけど……」


「……ああ。納なつ得とくはしていないがな。約束は約束だ。任まかせておけ」


「ありがとう」


「礼を言われる覚えはない」


　彼女はそう言って、公園内の風景を眺ながめる。……僕が頼たのんだことは、今後、皆みんなのことを守ってやってくれ、ということだ。《王の力》はもう無いが、相変わらず、高い霊力は持っている彼女だ。


《王の力》は、《世界の意い志し》にほぼ持っていかれ、しかし意志が意思に戻もどり再び世界に拡かく散さんしたことで、薄うすまりに薄まって、意味の無いものになってしまった。二年前に《王の力》の一部を引き継ついだマテリアルゴーストが現あらわれたが、アレが最後だ。全すべてのマテリアルゴーストに会い、悪霊の類たぐいは排はい除じよ、問題なさそうなのだけ残すという作業を終えた今となっては、もう、《王の力》が世界の表舞ぶ台たいに出てくることはないだろう。つまり……。


「僕の役目は……やるべきことは、もう、終えたよな、アリス」


「……ボクに聞くな」


　彼女は顔を逸そらした。そうして、いじけるように反はん論ろんしてくる。


「物ぶつ質しつ化か能のう力りよくの問題は、解かい決けつしてない」


「……まあ、それは、どうにかなるだろ。というか、これ以い降こうは僕の関かん与よする問題じゃない。僕のやるべきことは、全部やった」


「いい加か減げんだな」


「責せき任にん感なんて、元々、それほどないよ。それに、世界は、僕に守られてばかりいるほど、儚はかないものじゃない」


「……ボクが本気になると、わりと簡かん単たんに滅ほろぼせるがな」


「うぉぉい！」


「ジョークだ」


「お前の場合はジョークになってないんだよ！」


　相変わらずアリスは怖こわかった。色んな意味で。……まあ、コイツはコイツなりに、今は、帰き宅たく部のことを大事に思っているのを、僕は知っているけれど。


「そういえば、アリス。いまさらだけど、お前、新世界を創つくろうとしていただろう？」


「？　ああ」


「あれ、最近までは、お前がオリジナルで、ああいう方法を考えたんだと思っていたんだけど……。なんか、違うらしいな？　深螺がちょっと言ってた。なんか、参考文ぶん献けんがあったとかなかったとか」


「ああ。そのことか。いや、参考とは言っても、本の一部だ。タイトルこそ『新世界の創り方』だったがな。これがとんでもない理論だ。《世界なんて実はとても単たん純じゆんで、一いつ般ぱんＰＣ一つで簡単に創そう造ぞうできる》というものだ。とはいえ、内ない容ようがあまりに独どく特とくすぎて、書いた本人以外誰だれも再現できなかったらしい。ただ、《王の力》や物質化能力を前ぜん提ていとすると、簡単にできることもあったからな」


「物質化能力も《王の力》も知らないのに、世界の在あり方とかに迫せまっていた人間が居たってことか？　それ、凄すごくないか？」


「ああ、そうだな。ボクも一目置く人間だ。日本人で、しかも、その論文を発表したのは、僅わずか十二歳さいの頃だったらしい。ただ、彼はもう死んでいるようだ。ボクも会ってみたくて少し調べたんだ」


「死んでいても、幽ゆう霊れいが居る可か能のう性せいもあったんじゃないか？」


「まあ、あるけどね。どうせまともな状態じゃないだろうし、幽霊を探さがすのって面めん倒どうだから。生身の人間と違って住所確定してないだろ。そこまで会いたいわけでもないし、ボクの興味はもう式見にばかり向いていたしね」


「ふぅん……」


　僕はその話を聞いて、少しだけ、安心していた。この世界はやっぱり……僕が居なくたって、大丈夫だ。三年前の事件だって、僕が居なくても、案外他の誰かがどうにかしていたかもしれない。世界的な規き模ぼのことに関わってはいるものの、だからと言って、あんまり責任を感じすぎなくても、やっぱり、いいのかもしれない。


　僕がボンヤリしていると、アリスは「さて」と立ち上がった。


「ボクは、そろそろ去らせてもらうよ。次の客が来たみたいなんでね」


「次？」


　そう首を傾かしげると、公園の入り口に、先せん輩ぱいが見えた。僕が陽慈の車で先輩の家まで向かうはずだったのだが……。どうやら、あっちから出向いて来たらしい。


　腕を組み、相変わらず偉えらそうに、こちらを見ている。……アリスに、「さっさとどっか行け」と視線で促うながしているようだった。アリスが肩かたを竦すくめて、「まったく。王に視線で命令するなんて、何者なんだろうね、彼女は」と嘆息していた。


　アリスはベンチから離れると、「そうそう」と僕を振り返る。そうして、さも自然なことのように、告げてきた。


「ありがとう、式見。ボクは今、なかなかに、幸せだぞ」


「……あそう。そりゃ、良かった」


「照れ隠かくしか。分かりやすいなお前」


「う、うるさい！　さっさとどっか行けよ！」


「くく……。じゃあな、式見。……『また』」


「……ああ。『またな』」


　ベンチに腰こし掛かけたままで、彼女にそう別れを告げる。……また、か。死者の王……いや、女王の彼女らしい言葉かもしれない。


　アリスの背せを見送る。彼女は公園の入り口で先輩と二ふた言こと三み言こと交かわして、去って行った。そうして、代わるように、先輩がやってくる。


「…………」


　空を見上げる。大きく、深呼こ吸きゆうする。


　……ちょっと早くなったけど。最後の時が、来たようだった。
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「後こう輩はいと出逢ってから、もう、六年か」


「そうですね……」


　ベンチに二人で腰掛けて、昼間の平和な公園を眺めながら、淡たん々たんと会話する。視界の端はしに、スラリと長く組まれた、先輩の脚あしが目に入る。注目するとイジられるのできちんとは見ないが、高校を卒業してから、彼女は私し服ふくもかなり妖よう艶えんになっていた。


　先輩は最近、一いつ層そう綺き麗れいになった。「巫女みこ娘むすめから奪うばい取らなければいけないからな。……お前が自分の意い志しで私にちょっかい出してこそ、私の完勝なのだ！　ふははははは！」というのが、理由らしい。


　そんな、昼間の公園に全く似に合あわない雰ふん囲い気きの彼女が、遊びまわる子こ供ども達を見ながら優やさしく微ほほ笑えんでいた。……ホント、無む意い識しきに素す敵てきな人間だよな……この人は。


「……巫女娘とは、どうだ？」


「どうだって？　普ふ通つうに順調ですけど……。たまに、他の女じよ性せいと一いつ緒しよに居るとスネてしまいますけどね。深螺やアリス、サリーと一緒に居ること多かったですから」


「ああ、特に深螺さんには嫉しつ妬と心燃もやしそうだな、巫女娘は」


　先輩はくくくと笑う。僕は「笑い事じゃないですよ」と嘆たん息そくした。


「深螺もまた、どういうわけか、鈴音に勘かん違ちがいされるような言動ばっかりするものですから……」


「別に、わざと勘違いさせているわけじゃないだろう」


「どういうことです？」


「……くく。後輩は相変わらず、どこまで行っても鈍どん感かんだなぁ」


　先輩が笑う。僕は頰ほおを膨ふくらませたが、その通りだと思うので、反論もできなかった。鈴音にもよく注意される。「蛍はもうちょっと女の子の気持ちを考えるべきだ」って。恋こい人びとがいがないらしい。しかし……「二人が出逢った記念日」とか、「蛍が私の手料理食べた記念日」とか、そんなん、いちいち覚えてられないじゃないか。……いや、そう反論すると、また鈴音が「そこに座すわりなさい！」と怒おこるのだけれど。


　先輩と僕は、しばし、そんなお互たがいの近況を喋しやべりあった。先輩は現げん在ざい大学に通っているのだが、そこでもやはり、色々巻まき込こまれているようだ。この人が在ざい籍せきしている間は、その大学も、事じ件けんだらけだろう。


　先輩の大学生活を聞きながらそんなことに思いを馳はせていると、彼女は、「そうそう」と話を切り替かえてきた。


「以前にも話したが、後輩。私は、教きよう師しになろうと思っている」


「ああ、言ってましたね。そういえば、教育学部でしたっけ」


　彼女の受け持つクラス……か。とんでもないことになりそうだけど……でも、なんでだろう。僕の人生も、先輩のような教師に出逢っていたら、もうちょっと違ったかもしれないと思えた。もちろん、幸せな方向にだ。


「私はな、後輩。自分が学んだこと、感じたことを、できるだけ多くの人に、伝えてやりたいんだ。ただ、テレビなどのメディアに出て浅く呼びかけるだけじゃ、どうにもならんからな。教師になって、少人数でも、確実に伝えてやりたい」


「……そうですか。先輩の教えを請こうた人間が増ふえるに従したがって、日本は強力な国家になっていきそうな予感がしますね」


「くくく……よくぞ気がついた後輩。後々は、神無家とアリスも一枚まい嚙かませて、この国を裏うらから牛ぎゆう耳じってやろうかと思っているのだ」


　……そんな理由で教師になる人が居るとは、誰も思ってないだろうなあ。……でも。


　僕は、笑顔で先輩の方を向いた。


「そんな国には、僕も、住んでみたいかな。きっと、楽しい世の中なんでしょうね」


「……そうだな。ああ。きっと、楽しい、世界にしてやる」


　先輩は少しだけ複ふく雑ざつそうな顔をして、しかし、それでも、僕に、いつものように、不ふ敵てきにニヤリと笑いかけてくれた。


　先輩は再び公園の方に視線を向けると……少しだけ沈ちん黙もくした後、ぽつりと呟つぶやいてきた。


「……今、私の家に、弟が来ているんだ」


「弟さん？　先輩、父一人子一人の父ふ子し家庭じゃなかったでしたっけ？」


「ん？　ああ、離り婚こんして、あっちに引き取られた弟のことだ。苗みよう字じも違うし一緒に暮くらしてもいないが。……昔は神しん童どうとかもてはやされていた、飛びぬけて頭のいいヤツでな。まあ、今となっては、私と離れて暮らすようになってから何かあったらしく、すっかり普通の高校生みたいだが」


「へぇ……」


　先輩の弟……か。それはそれで、大変な人生を歩みそうな人間だなと思った。確かに、僕と凄すごく話が合うかもしれない。


　先輩が、「それで」と話を続けてくる。


「後輩。私は、両親が離婚した時、弟とは、なんとなく、引き裂さかれてしまったような気分になったんだ。もう一生会えないような……そんな、気分だ」


「……そうですか」


「でも、後輩。こうして私達は今でも会って、普通に、過ごしている。どういうことか分かるか？　後輩。この世の中には、多分、絶対的な別れなんて、ないんだ。それは……たとえ、死と生の境きよう界かいを隔へだてたって、だ。お前とユウがそうであったように。……いや、そうであるように。だから……後輩」


「…………」


「私は、お前に、今日は何も言葉をかけない。ただ……ただ、これだけ、言っておく」


「なんですか？」





「今日まで生きてくれて、ありがとう」





　顔を背そむける。……どうしてこの人はこう……いつも……。


　僕が顔を隠かくしながら、でも、バレバレで、嗚お咽えつを漏もらしていると、先輩は、「さて」と立ち上がった。


「私はもう行くな、後輩。家で、弟が待っているんだ」


「…………」


「……そうだ後輩。私が教師になろうと思ったのはな……。伝えたいことっていうのはな。……お前と、ユウから学んだことだよ、後輩。生きるっていうこと。死ぬっていうこと。その意味を知らずに人生を怠たい惰だに過すごすのと、知って生きるのとでは、全く、違うからな。……知らずに過ごすのは……損そん、だからな」


「……そう、ですね」


「じゃあな、後輩。……またな」


「ええ。また」


　最後まで先輩の顔は見られなかった。先輩がカツカツと靴くつを鳴らして去って行って、初めて、彼女の姿を見られた。


　見送る彼女の背は、どこまでも颯さつ爽そうとしていて……ああ、あの人は最後まで、僕ぼくの目標で、結局、追いつくことはできなかったなと……どこか嬉うれしく、そう、思った。


　涙なみだを拭ぬぐう。そうして、晴れた公園を見み渡わたす。とりあえず、陽慈にケータイで「ここでいい」とだけ、連れん絡らくした。陽慈は、「そうか……」とだけ呟つぶやき、そのまま、通話を切った。アイツは……ホント、最後まで……。


　いや……最後なんかじゃ、ないか。先輩が言っていたじゃないか。この世に、絶ぜつ対たい的な別れなんて、ないんだって。そう……。


「ユウ……」


　何もない目の前の空間に向かって、声をかける。


　そう……ユウが、まだ、ちゃんと、そこにいるように。目には見えないけど。胸むねの中に住んでいる、なんてことも言わないけど。でも……僕には、分かる。ユウは、いつだって、僕のそばに居いてくれている。そう、思える。三年前からずっと……いつだって、彼女がそばに居てくれた。だから、僕は、自分の役目を最後まで果たして……そして今日という、最高の日を、迎むかえられた。


「ユウ……僕、結けつ構こう、頑がん張ばったぞ」


　目の前に手を伸のばす。声が聴きこえた気がした。


（うん。ケイは、凄く頑張っていたよ。誇ほこっていいよ）


「それは、贔屓ひいき目めとかじゃなくて？」


（あ、ちょっとそれもあるかな。えへへ）


「あるのかよ」


（でも、うん。それを差し引いても……ケイは、頑張ったよ。よくやったよ。誰が褒ほめてくれなくても、私は、ケイを褒めてあげる）


「サンキュ。でも、鈴音も、褒めてくれると思うよ」


（……そういう惚のろ気け、私にするかなぁ）


「ん、悪いな。でも、僕は、今は鈴音のこと、本気で愛してるからな。それは、お前にも、誤ご魔ま化かすつもりはないよ」


（そっか。……うん、そうだね。でも、鈴音さんに負けないくらい、私もケイのこと好きだからね？　それだけは、忘わすれないでよ？）


「ああ、忘れないよ。忘れるもんか。お前が居てくれたおかげで、今の僕と鈴音があるんだからさ。感かん謝しやしてる、それに……鈴音に怒られるかもしれないけど、ちゃんと、今でも愛しているよ、ユウ」


（うわ、そういうこと言えるようになったんだ、ケイ。ううむ、鈴音さん、やるなぁ）


「ははは……女の子は、気持ちを言葉にしてもらわないと、寂さびしいんだってさ。だから……こういうのは浮うわ気きみたいだけど……ちゃんと、ユウにも、言っておこうと、思って」


　ああ……なにか、とても、眠ねむい。ほんわかとして……とても、いい気分だ。まどろみの中にいる。色々なことが、思い返される。悲しいこと、辛つらいこと。……楽しいこと、楽しいこと、楽しいこと。ああ、なんだ、僕の人生って……結構、満ち足りていたんじゃん。


　ユウが目の前で微ほほ笑えんだ気がした。


（じゃあね、ケイ。……またね）


「ああ、またな、ユウ」


　お前もそう言って別れるんだなと苦く笑しようしながら、ユウを見送る。それは……僕の作り出した幻げん影えいだったのかもしれない。だけど、最後に彼女の顔を見れて、僕は、本当に、満ち足りていた。


　公園内の風景をぐるりと見渡す。……皆、幸せそうだった。この世の中は幸せな光景ばかりじゃないことを、知っているけど……でも、目の前の人たちが幸せそうなら、それは、なによりだ。


　公園を囲む緑の木々達が風に揺ゆれていた。小鳥が群むれで空を飛びまわり、雲はゆっくりと流れ、空は、どこまでも透すき通って青い。


　僕は視線を上げる。……俯うつむいてばかりの人生だったから。今日ぐらい上を向くのも、悪くはない。


　太陽が燦さん々さんと照っている。……温かい。


「……この世界に生まれて来られて……幸せ、だったな……」


　心から、そう思った。


「…………ありがとう」


　誰だれへの感謝だったのか、自分でも分からなかった。ただ、その言葉だけが、胸の中を満たしていた。


　霞かすみがかかるように消えていく視界の中、空に、手を伸ばす。





　太陽に掲かかげた手のひらは、キラキラと、眩まばゆく、輝かがやいていた。
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あとがき







　どうも、飽あきもせずに葵あおいせきなです。新しん鮮せん味みも何もあったもんじゃないです。短編集含ふくめれば六回も登場しているわけですから、ある意味シリーズキャラかもしれません。てぃんくるさんにイラストをつけてもらうべきだったでしょうか。


　さて、『マテリアルゴースト』シリーズ、最後のあとがきです。


　今回はあとがき先読み読者さんへの配はい慮りよ、あえて「なし」でいかせていただきます。最後のあとがきは、全すべて読んで下さった方へのものとしたいので。大きなネタバレはしませんが、軽く内容には触ふれるので、ここから先はご注意ください。





　しかし、長いようで短かった気もします。シリーズ開始から一年と五ヶ月。その間に一巻かん～五巻と短編集の六冊さつを刊かん行こう。式しき見み蛍けいとは意外と濃こい付き合いになりました。


　作中時間では、蛍とユウが出で逢あってから、本編完結（エピローグ除のぞく）までで一ヶ月半しか経けい過かしておりません。「帰き宅たく部ぶ物語・２００Ｘ年　夏」という感じです。たった一ヶ月半でこれだけのことが起こるとなると、これから先は……。


　私が描えがくことはないかもしれませんが、彼らのその後の人生、エピローグまでの空くう白はくの期間に起こった出で来き事ごと、それらは確かに「ある」のだと思います。元は私の頭の中から生まれた世界ですが、こうして本となり、幸いにもたくさんの人の中に浸しん透とうした今、『マテリアルゴースト』は私の脳のう内ないだけに存そん在ざいする世界じゃなくなりましたので。


　ありきたりな言葉となってしまいますが、この物語の解かい釈しやく、結けつ論ろん、未来は読者さんご自身に決める権けん利りがあります。私が語ることは終わっても、今後も存ぞん分ぶんに想像してやって下さい。そして面おも白しろい展てん開かいや解釈が思いついたら、私にもこっそり教えて下さい。


　さて、今後の話……つまり新作のことですが。着々と進んではいるものの、現時点ではまだ確たることは言えない状じよう況きようです。ただ、最後までマテゴを読んで下さった貴方あなたにだけこっそり伝えておくと、もしかしたら、マテゴ読者さんにはニヤリとできる要よう素そがあるかもしれません。確約はできませんので、頭の隅すみに留とどめておく程てい度どでお願いします。


　あと、新作最新情報や、葵のどうでもいい日常を読みたいという方は、ブログ（http://sekina.exblog.jp/）も細々やっておりますので是ぜ非ひお越こしください。ただ、あとがきを毎日やっているようなものですので、作品イメージを壊こわしたくない方や、作者の生活等を極きよく力りよく知りたくない方にはオススメしません。ご注意ください。





　ではシリーズ全体の謝しや辞じを。


　まず、このシリーズに命を吹ふき込んで下さった、イラストレーターのてぃんくるさん。世せ辞じでもなんでもなく、てぃんくるさんがいなければ、『マテリアルゴースト』の今はありませんでした。本当に、ありがとうございました。


　そして担たん当とうさん。物語を空想するしか能のうがない私が、こうしてそれを本として成立させ、出版できているのは、偏ひとえに担当さんのおかげでございます。本当にありがとうございました。これからもよろしくお願い致いたします。


　その他にも、新人賞同どう期きの方々を初め、家族、友人知人、『マテリアルゴースト』シリーズに関かかわった全すべての方々、ありがとうございました。


　なにより、この物語を最後まで読んで下さった皆様。『マテリアルゴースト』は、貴方を一時でも楽しませることはできましたでしょうか。この物語をいつまでも心に刻きざんでくれ、なんてことは言いません。ただ、「面白かったなぁ」と一いつ瞬しゆんでも思って下さったなら幸いです。最終巻までお付き合い下さり、本当にありがとうございました。





　それでは、また次の物語で会えることを信じて。
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